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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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魔弾の王と凍漣の雪姫ミーチェリア
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「待っているわ。あなたの矢が、あの蒼氷星シズリートに届くのを」




　蒼氷星。冬のごく短い時期にだけ空に輝く、あたかも凍りついているかのような蒼い星。

　その星に矢を届かせた者は、どのような願いでもかなえられるという。

　少女の生まれ育った地に古くから伝わる、おとぎ話だ。




　別れを明日に控えた冬の夜、少年はおもいきって少女に想いを告げた。

　少年と少女とでは生まれ育った国が違う。進むべき道が違う。何より立場が大きく違う。

　釣りあわない。相手への負担になる。少年も、そのことは痛いほどにわかっている。

　それでも、何も言わずに別れたくはなかった。

　少女は首を横に振る。彼女の立場では、それ以外の返答はできなかった。

　だが、少女は空を、星々の輝きを見上げて、ひとつのおとぎ話を語った。少年の卓越した弓の技量を、もちろん少女は知っていた。

　少年の名はティグルヴルムド＝ヴォルン。

　少女の名はリュドミラ＝ルリエ。

　このとき、二人はともに十四歳だった。








プロローグ









　ティグルは追い詰められていた。

　髪は乱れ、顔には疲労の色が濃い。服は泥だらけ、身体はすり傷と切り傷だらけで、まさに満まん身しん創そう痍いだった。弓はあるが、矢は数本しか残っていない。

　主要な街道から遠く離れた、小さな丘の中腹である。彼と、彼に付き従う五十人足らずの兵がそこに集まっていた。

　空は蒼く、太陽は中天にあって強烈な陽ひ射ざしを地上に投げかけている。じっとしているだけで汗ばむほどに、暑い。ムオジネル王国の地を踏んでから何度も思ったことだが、とてもいまが春だとは思えなかった。

　丘のふもとでは、百騎ほどの騎兵がこちらを見上げている。頭に黒い布を巻き、革鎧を身につけ、腰に反そりのある剣を吊つるし、手には槍か弓を持っていた。服の隙間から覗のぞく肌は、ムオジネル人特有の褐かつ色しよくをしている。つまり、敵だった。

「こちらの倍で、すべて騎兵か……」

　馬上から敵てき勢ぜいを見下ろして、ティグルは忌いま々いましげにつぶやく。流れる汗が傷に沁しみた。

　今年で十七歳になる。正式な名はティグルヴルムド＝ヴォルンというのだが、親しい者にはティグルと愛称で呼んでもらっていた。ブリューヌ王国の貴族で、アルサスの地を治めるウルスの息子だ。そしていまは、ここにいる五十人足らずの兵たちの指揮官だった。

「我々のような貧乏人を襲っても銅貨一枚の得にもならないぞ、という台詞はムオジネル語でどう言うんでしょうかね」

　副官のラフィナックがやけ気味に笑う。彼は、ティグルよりちょうど十歳上の二十七歳だ。整った容姿と均整のとれた体格の持ち主で、口を閉じていれば格好いい男と、彼の生まれ育った村ではもっぱらの評判だった。

「あいにく、俺たちみたいな貧乏人でも金になるんだ。奴隷制度のことは前に話しただろう」

　ムオジネル王国には、奴隷制度がある。

　田舎貴族とその私兵である自分たちに、人質としての価値はない。降伏すれば、奴隷にされるのはほぼ確実だ。男の奴隷の多くは鉱山で働かされたり、ガレー船の漕こぎ手として酷使されたりして、解放されることなく命を落とすと聞く。

「絶望的ですな」

　ラフィナックがため息をついた。その目は「どうなさるので？」と、問いかけている。

　ティグルは配下の兵たちを振り返った。

　くたびれた革鎧と、表面に革を張っただけの盾という貧弱な武装。武器は棍棒、槍、手斧のいずれかという具合で、負傷してない者はいない。誰もが自分と同じく疲れきっていた。

「やつらと戦うぞ」

　赤みがかった茶色の瞳に戦意を宿やどして、ティグルは兵たちに告げる。

「未来のない奴隷にされるよりは、勇敢に戦ってひとりでも道連れにしようと……？」

　悲愴な顔つきで聞いてくるラフィナックに、ティグルは首を横に振った。

「馬鹿を言うな。俺はこんなところで死ぬ気はない」

　ティグルの脳裏を、想い人の笑顔がよぎる。何ものよりも貴重な、あの笑顔。

　彼女との再会を果たせないまま、死ねるはずがない。

　それに、指揮官としての責務もある。兵たちを生かす方法を、可能なかぎり模索すること。それを放りだしては、父に合わせる顔がない。

「もしかしたら味方が現れるかもしれないだろう。そういう事態を期待して、粘る」

　まったくの思いつきというわけではない。近くに味方がいる可能性はある。自分たちと同じようにこのあたりまで逃げてきたブリューヌ軍か、あるいは今日か明日には合流する予定だった友軍――ジスタート軍が。

「なるほど。若らしいですね」

　肩の力が抜けたように、ラフィナックは笑う。他より突きでている二本の前歯が目立った。この前歯が覗のぞくと、彼はどのような表情をしてもいまひとつさまにならない。

　そのとき、丘のふもとにいる敵兵の中から一騎が進みでて、ムオジネル語で叫んだ。

「ブリューヌの負け犬ども！　俺には心優しい奴隷商人の友人がいる！　おとなしく降伏すれば、鉱山送りか、ガレー船行きか、おまえたちに選ばせてやろう！」

　ムオジネル軍の間から笑声が起こる。ラフィナックが怪訝そうな顔でティグルを見た。

「やつは何と言ったんですか？」

「自分にはろくな友人がいないとさ」

　ティグルは少しだけだが、ムオジネル語を学んだことがある。そのため、何を言われたのかだいたいわかったのだが、まともに訳す気にはなれなかった。

「わかった、降伏する！　下りていくから待ってくれ！」

　少しでも時間を稼げるならば。そう考えて、ティグルはムオジネル語で応じる。馬から下りて、ゆっくりと歩きだした。

　弓を持ったままだが、ムオジネル兵は捨てるようにとは言ってこない。ブリューヌ人が弓を軽けい蔑べつしていることを知っていて、脅威ではないと思っているのだろう。

　かすかな馬ば蹄ていの響きをティグルの耳が捉とらえたのは、そのときだった。

　足を止めて、視線を巡らせる。

　鮮やかな青い髪をなびかせて、ひとりの娘が猛然と馬を走らせてくるのが見えた。

　年齢はティグルと同じぐらいだろう。深窓の令嬢を思わせる美しい顔だちながら、青い瞳の奥には戦意が輝いている。

　彼女の手には、遠目にも見事なつくりの槍が握られていた。青と金を巧みに織り交ぜた装飾をほどこされ、穂先は不純物のない水晶を削りだしたかのようで、中央に大きな紅玉が埋めこまれている。武器というよりも、芸術品のようだ。

　華きや奢しやな身体には不釣り合いのようでいて、その槍は不思議なほど彼女に似合っていた。

　ティグルは目を瞠みはり、息を呑んだ。勢いよく斜面を駆けおりる。

　奇跡が起こった。そうとしか思えなかった。

「ミラ！」

　あふれる感情のままに、彼女を愛称で呼んだ。その声が届いたのか、ミラ――リュドミラ＝ルリエは顔をあげてこちらを見る。微笑をひらめかせた。しかし、彼女はすぐにムオジネル軍へと視線を戻す。

　ティグルは気づいた。ミラに置いていかれまいとするかのように、五十近い数の騎兵が草原の向こうから駆けてくる。砂さ塵じんを巻きあげ、馬ば蹄ていの音を轟とどろかせて。

　彼らが掲げているのは黒竜旗ジルニトラ――黒い竜を描いたジスタート王国の軍旗だ。その黒竜旗と並んではためいているのは、白地に蒼い槍を描いたオルミュッツ公国の軍旗である。

　涙がにじむ。助かったという安あん堵ど感かんよりも、再会の喜びからだった。

　涙を拭ぬぐう。弓を握る手に力をこめた。彼女とともに戦うために。
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　その年の春、ブリューヌ王国は二万を超える軍勢をもってムオジネル王国に攻めこんだ。

　ムオジネルはこれを迎え撃つべく国境を守る兵を集結させ、国境線代わりとなっている朱あけ砂すな川がわに近い荒野で、両軍は対峙した。

　このあたりの大気は肌を焼くような熱を帯び、地表は乾ききっている。ムオジネルが『暑熱の王国』と呼ばれる由ゆ縁えんだ。朱砂川もほとんど干上がって、川底に溜まった赤い砂をさらけ出していた。

　ブリューヌ軍は騎兵七千、歩兵にいたっては一万六千を数える。一方、彼らの侵攻を阻まんとするムオジネル軍に騎兵は数えるほどしかおらず、歩兵も六千余りというところだ。

　戦場は平坦で、とくに遮さえぎるものもない。大軍に有利な地形である。

　それにもかかわらず、ムオジネル兵の顔に絶望の色はかけらも浮かんでいなかった。戦神を象徴する黄金の兜と剣を描いた彼らの軍旗も、誇らしげにはためいているように見える。

「ずいぶんと落ち着いているな」

　ブリューヌ軍の前衛にいるティグルは、そうした敵の様子に顔をしかめた。気にしすぎかもしれない。緊張と不安が胃のあたりで渦巻いているのが、自分でもわかる。山賊の討伐などは何度か体験しているが、一国の軍隊同士がぶつかりあう戦場に立つのははじめてだった。

　乗っている馬が鼻を鳴らす。この暑さが不快なのか、それとも数百アルシンを隔へだてて敵陣から伝わってくる威圧感に怯おびえたのか。なだめるように首筋を撫でてやった。

　前衛は、少数の騎兵と約一千の歩兵で構成されている。五十の歩兵を率いるティグルは、前衛を形成するささやかな一いつ片ぺんというところだ。それ以外の約二万二千の兵は本隊として、五百アルシン（約五百メートル）ばかり後方に控えていた。

「いやな役回りを押しつけられたものですね、若」

　ティグルの傍かたわらに立っているラフィナックが、皮肉っぽい口調で言った。彼は服の上に革鎧をつけ、頭には陽ひ射ざし避よけの布を巻き、肩には長柄の槍を担かついでいる。

　この戦がはじまる前、前衛の兵たちは、総指揮官のテナルディエ公爵から次のように命じられていた。

「敵の突撃を受けとめ、後退して誘いだせ」

　簡単に言ってくれる、というのがティグルの感想だ。テナルディエ公の予想通りの攻撃を敵がしてきたら、前衛の兵はどれだけ生き残ることができるだろうか。

　ティグルは後ろを振り返る。そこに立っているのは、この戦のために父ウルスが募つのったアルサスの領民たちだ。ラフィナックを入れて、五十人。頭に布を巻き、革鎧を着こみ、半数は盾を持っていた。手に持っている長柄の槍や大鎌は、この戦で支給された武器だ。

　ことさらに明るい声で、ティグルは馬上から笑いかける。

「おまえたち、身体はちゃんと動くか？　いざというときに足がつって転んだり、おかしな方向に逃げだしたりなんてされると困るぞ？」

「安心してくだせえ、ティグル様。おいらは毎日かかあ相手に逃げ慣れてますわ」

　古参の兵のひとりが軽口を叩くと、隣にいる兵がすかさずまぜっ返した。

「何を言ってる。いつも最後には捕まって、こってり絞られているじゃねえか」

「わかった。嫁が悪鬼の形相で追いかけてくると思えば、おまえたちは死にものぐるいで走れるわけだな。今回もそのつもりでやってくれ」

　茶目っ気たっぷりにティグルが言うと、兵たちは身体を揺らして笑う。

「ティグル様こそ、焦らんでくださいよ。なにしろアルサスを発ってから、二言目には武勲、武勲でしたからね」

　兵のひとりから反撃されて、ティグルはごまかすように、くすんだ赤い髪をかきまわした。顔には出さないが、内心では苦い思いを嚙みしめている。なにしろ現実には武勲をたてるどころか、捨すて駒ごまといっていい扱いだ。

――悔しいが、いまは我慢するしかない。狩りと同じだ。

　初うい陣じんなのだ。思い通りの成果を得られるわけがない。功を焦るなと、自分に言い聞かせる。この気のいい連中を死なせずにアルサスへ帰すのが、自分の役目だ。

　遠くから角笛の音が響きわたる。ムオジネル軍の陣形に変化が起きていた。

　ムオジネル兵たちが左右に動いて、前後をまっすぐ貫く四本の道をつくりだす。そして、地響きとともに、軍の後方から巨大な生きものたちが姿を現した。

　象だ。体長四十チェート（約四メートル）を超えた十頭もの象が、大地を踏み鳴らしながらムオジネル軍の陣頭に立った。







　象たちは頭部や耳、鼻を黄金で飾りたて、鉄で武装している。前脚には毛皮を巻いていた。彼らの背に座っている象使いたちが、鉤かぎ付つきの棒を操って指示を出す。褐かつ色しよくの肌が、陽光を浴びて輝いていた。

　象たちが雄お叫たけびをあげる。ブリューヌ兵の間から低くないどよめきが起こった。

　象は、ブリューヌに生息していない。半数以上の兵が、はじめて象を見たのだ。

　砂色の巨岩を思わせるその体軀もさることながら、大きな耳、長い鼻、白い牙は、彼らを驚きよう嘆たんさせずにはおかなかった。

「あれが戦象部隊か」

　ティグルの額に緊張の汗がにじむ。三年前に一度だけ、ティグルは象を見たことがあった。だが、それは芸を仕込まれたおとなしい象だ。身体つきも、まとっている雰囲気も違う。これほどの数の象を目にしたこともない。

「何というか、妙な生きものですね。おとぎ話の怪物といわれたら私は信じますよ」

　ラフィナックのとぼけたもの言いに、ティグルはおもわず笑いを誘われる。

「たしかに見た目は怖いが、怪物というほどでもないだろう。耳をばたばた動かしたり、あの長い鼻でものをつかんだりするのは、見ていてなかなか微笑ましいぞ」

「あの長いの、鼻なんですか？」

「あれを何だと思ってたんだ、おまえ」

　言葉にしづらいものを想像していたのか、間を置いて、ラフィナックは話題を変えた。

「それより、あんなのとどうやって戦うんです？」

　ティグルは戦象たちに向き直ると、顔を引き締めて説明する。

「俺が知ってるやり方は、三つ。突進してくるところをかわして、側面や後ろから槍で突く。柄の長い武器を持って正面から立ち向かい、前脚を傷つけて動きを封じる。大量の釘を打ちこんだ板を地面に敷いて、それを踏ませて足の裏を傷つけ、動きを鈍にぶらせる」

「例の、オルミュッツのお姫さまから教わったんですか。凍漣の雪姫ミーチエリアと呼ばれている……」

「ああ。父上からも聞いた。やはり、これぐらいしかないそうだ」

　当初、この戦には父のウルスが兵を率いて参加する予定であり、ティグルは副官として父の補佐を務めるはずだった。しかし、ウルスが出陣の直前に病を患わずらったため、ティグルがヴォルン家の代表として遠征軍に参加したのだ。

　父は息子の身を案じ、アルサスを発たつ直前まで、考えられるかぎりのことを伝えてくれた。家宝の弓も預けてくれた。いま、ティグルが手にしているものがそれだ。

「武勲をたててこい」と父は激げき励れいしてくれた。ティグルは父の手を握り、「ヴォルン家の名を辱めぬよう、堂々と戦ってまいります」と答えたものだった。

「槍だの大鎌だのを渡されたわけはわかりましたが、上手くいくんですかね」

　懐疑的な表情のラフィナックに、ティグルは残念そうな顔で答える。

「どのやり方でも、かなり犠牲が出るらしい。それに、二つめの手は難しいだろうな……」

　戦象たちの前脚に毛皮が巻かれているのは、こちらの攻撃をやわらげるためだろう。相手も対策を考えているのだ。

――四倍近い数の我が軍を、恐れずにいられるわけだ。

　戦象たちの間から、ムオジネル兵たちが現れた。戦象たちの前に、何かが次々と置かれる。鈍い輝きを放つそれは、ブリューヌ製の甲冑だった。

「何をする気でしょうか」

　ラフィナックが首をひねる。敵の意図に思いあたったティグルは、声を呑みこんだ。

　戦象たちは、目の前の甲冑を器用に鼻で巻き取ると、軽々と空中に放り投げる。お手玉のように何度も空中に投げたり、隣の象と甲冑を交換したりした。鼻先で転がす象もいる。

　突然はじまった大道芸を、ブリューヌ兵たちは呆あつ気けにとられた顔で見つめていた。

　戦象たちが、甲冑をいっせいに空中へ放り投げる。落ちてきたところを、長い牙で無造作に貫いた。穴の開いた甲冑は、次々に放り捨てられる。

「……値の張る甲冑を鉄くずに変えるとは、気前のいいことで」

　減らず口を叩くラフィナックだが、その声はかすれていた。

　象使いたちが、鉤付きの棒で軽く叩いて合図を送る。戦象たちが前進をはじめた。ブリューヌ兵たちは慌てて武器をかまえたが、その隊列は早くも乱れはじめている。

――上手く逃げてくれ。

　心の中で、ティグルは願う。ヴォルン兵だけでなく、前衛にいるすべての兵に対してだ。

　戦象たちの歩みが速くなり、勢いを増す。土煙がふくれあがり、大気の振動が肌に伝わってきた。彼我の距離は、三百アルシン以下にまで縮まる。

　ティグルは弓を握りしめ、鞍に下げた矢筒から矢を二本抜きだした。一本を口にくわえ、もう一本を弓につがえる。

　不意に、蔑さげすみのこもった複数の視線を感じた。

　ブリューヌ王国は、伝統的に弓を軽んじている。

「弓は、白刃の前に身をさらす勇気を持たぬ臆病者の武器だ」

　そうした考えが根強く、弓兵の功績は評価の対象にさえならないことがほとんどだ。ティグルも弓を使うというだけで嘲ちよう笑しようされ、罵倒され続けてきた。

　なぜ、他の者のように長柄の武器を手にしようとしないのか。仲間たちとともに戦う気がないのか。いまのティグルはそう見られているのだろう。

――どうとでも思っていろ。

　心の中で吐き捨てて、正面から向かってくる一頭に狙いを定める。

　風が、土煙を貫いた。

　ティグルたちの正面にいる戦象が、悲鳴をあげてのけぞる。巨軀を左右に揺らして泣きわめいた。その背に乗っていた象使いが振り落とされて、土煙の中に消える。

　ティグルはその様子を冷静に見ながら、口にくわえていた矢を弓につがえて射放した。

　戦象が、さきほどのそれに倍する叫びをあげる。四つの脚が地面を激しく踏み鳴らした。その両目にはそれぞれ矢が突き刺さり、血と涙の両方を流している。

　弓の扱いに習熟した者がこの場にいれば、目を瞠みはっただろう。

　現在の大陸では、弓の飛距離は最大で二百五十アルシンといわれている。これは、矢を遠くへ飛ばすことだけを考えてはじき出した数字だ。目標に命中させようと考えるならば、もっと数字をおさえる必要がある。

　だが、ティグルは二百五十アルシン以上離れている戦象の目に、矢を命中させたのだ。二本目を射放ったときなど、戦象は片目を潰された痛みで暴れていたというのに。

　両目を失った戦象はよろめいて、隣を通り過ぎようとしていた他の戦象にぶつかる。二頭はもつれあって地面に転がった。

「お見事です」

　ラフィナックの賞賛に、ティグルはうなずきだけを返す。視線を左右へと走らせた。

　八頭の戦象が土煙をまとって、ブリューヌ軍の前衛に猛たけ々だけしく突入してくる。

　ブリューヌ兵たちは長柄の武器を振りまわして戦象の前脚に斬りつけたが、動きを止めた戦象は一頭もいなかった。

　石柱とみまがうような前脚に蹴られて、数人のブリューヌ兵がまとめて吹き飛ぶ。大量の血飛沫が赤い噴水となって、空中にまき散らされた。

　正面から挑みかかった兵士が、無造作に踏みつぶされて血溜まりの中に息絶える。牙に突きあげられて腕や脚を引きちぎられた者もいれば、長い鼻で薙ぎ払われて、地面に叩きつけられた者もいる。ほとんどの兵士が、そのまま起きあがってこなかった。

　象の皮膚は固く、厚い。しかも前脚は毛皮で守られている。ブリューヌ兵たちはなおも果敢に挑みかかったが、一撃や二撃ではこの巨獣をひるませることさえできなかった。そうして手間取っていると、戦象が鼻を振りまわして、兵士の頭部を兜ごと叩き潰すのだ。

　ようやく立ちあがった一頭が加わり、九頭となった戦象の群れはさらに猛威を振るった。

　地面は血に染まり、その上に砂さ塵じんが降り積もり、またその上に流血の雨が降って、赤と砂色のまだら模様が幾重にも描かれる。そこへ死体が折り重なって、一瞬ごとに凄惨さを増した。ごくわずかな時間のうちに、二百を超える兵がもの言わぬ肉塊へと変えられる。

　ブリューヌ兵たちの戦意は、失われつつあった。浮き足だち、たじろいで、戦象から距離をとる。戦象が鼻を振りあげて威い嚇かくすると、何十人かが短い悲鳴を発した。

「後退だ！　後退しろ！」

　誰かが切迫した調子で叫び、ようやく数人の部隊長が、総指揮官の命令を思いだす。

　後退して誘いだせ。テナルディエ公爵はそう言っていたではないか。

　新たな死し屍しを大地に積みあげて、戦象たちが咆える。ブリューヌ兵たちは後退を続け、武器を捨て、身をひるがえして駆けだした。

　後退というよりも、潰走といった方がふさわしい光景だった。味方を突き飛ばし、あるいは突き飛ばされ、倒れた味方を踏みつけながら、ブリューヌ兵は無秩序に逃げていく。

「俺たちも逃げるぞ」

　ティグルの命令に、ヴォルン兵たちが走りだす。戦象の突撃をまぬがれたので、まとまって動けるぐらいには余裕があった。両目を失った戦象は、いまだに地面に倒れたまま悲しげな声をあげている。

　もしもティグルが単騎で参戦していたのならば、戦象をもう一、二頭は行動不能に追いこむことができたかもしれない。しかし、若者には配下の兵に対する責任があった。戦象たちに蹴散らされ、踏みつぶされる味方を横目に、本隊へ急ぐ。

――ムオジネル兵の動きはどうだ？

　戦象たちの後方へと、ティグルは目を向ける。

　約六千のムオジネル兵が、前進をはじめていた。戦象が突撃して相手の隊列をかき乱したところへ、歩兵が躍りこんで傷口を広げる。ムオジネル軍が戦象を用いる際によく使う手だと、ティグルは教わったことがある。

　しかし、いま、戦象たちとムオジネル兵の距離はだいぶ開いていた。ブリューヌ軍の前衛が大きく後退し、勢いづいた戦象部隊が追いすがるように突き進んでいるためだ。

――このために、俺たちは使われたんだ。

　怒りと悔しさから、ティグルは奥歯を強く嚙みしめる。

　そのとき、ブリューヌ軍本隊から角笛の音が響きわたった。

　ブリューヌの軍旗である紅馬旗バヤールが打ち振られ、兵たちが左右に大きくわかれる。あたかも、何かに道をあけるかのように。

　ティグルたちは本隊の端へと飛びこんだ。兵たちが全員無事でいることを確認すると、ラフィナックとともに安あん堵どの息をつく。

――テナルディエめ。よくも俺たちをこんな目に遭わせてくれたな。

　雷鳴にも似た轟とどろきが大地を揺るがしたのは、その直後だ。弓を握りしめ、汗と砂塵で汚れた顔をそのままに、ティグルはそちらへ目を向けた。

「ようやくお披露目か……」

　ブリューヌ軍の後方から、戦象を上回る巨軀を持つ生きものが、ゆっくりとした足取りで進んでくる。一歩ごとに地面を震わせ、盛大な土煙を噴きあげながら。

　ずんぐりとした体格はトカゲに似ているが、その体長は、長大な尻尾を含めれば八十チェートに達するだろう。ほとんど全身を黄銅色のぶ厚い鱗で覆い、顔つきは猛々しく、頭部からは二本の角を生やしている。強靱な脚の先には鋭い爪があった。

　竜である。地竜スローと呼ばれる種だ。

　ブリューヌ兵たちに見守られながら、地竜は前進する。巨軀が揺れるたびに、太い首に巻かれた大きな鎖が重々しい音を響かせた。







　ブリューヌ軍の陣頭に現れた地竜を見て、象使いたちは驚愕の呻うめきを漏もらした。彼らは鉤付きの棒を操り、急いで戦象たちを止める。

　竜は、ひとが足を踏みいれないような険しい山の奥や暗い森の中などに棲み、姿を見せることはまずないといわれている。これについては、ブリューヌでもムオジネルでも変わらない。五十年、六十年を生きた老人でさえ、竜を見たことは一度もないという者の方が多い。神話や伝説、おとぎ話の中の存在だと思っている者もいる。

　その竜が、目の前にいるのだ。平静でいられるわけがなかった。

　象使いたちの中には、これが竜だとわからない者ももちろんいる。だが、この怪物が獰どう猛もうな気質の持ち主であり、自分たちに敵意を向けていることは正確に認識していた。戦象たちも、はじめて目にする竜に驚き、怯え、うろたえている。

　さきほどまでの余裕は失われ、いまや恐怖と動揺が彼らを包みこんでいた。

　一方、ブリューヌ軍は士気を昂こう揚ようさせたのかというと、そのようなことはない。不安を隠せない表情で地竜を見つめ、そのわずかな挙動すらも見逃すまいとしている。信頼感からではなく、警戒心からだった。

　この竜を従えているのは、テナルディエ公だ。竜の存在を事前に知らされていたのはごく一部の者だけで、兵の大半は今朝、前置きもなく竜を見せつけられたのである。多くの者が卒倒し、ティグルも気を失うことこそなかったが、顔色が変わるのをはっきりと自覚した。

――どうなる……？

　馬をなだめながら、ティグルは固かた唾ずを呑んで地竜を見つめる。ある出来事から、ティグルは地竜の恐ろしさをよく知っていた。だが、地竜と戦象がぶつかりあったらどうなるのかは、まったく想像できなかった。まして、戦象は九頭もいるのだ。

　地竜が力強く大地を踏みしめ、巨軀を揺らして咆ほう哮こうを轟かせる。

　何人かの象使いは飛びあがり、何頭かの戦象はその場に立ちすくんだ。ブリューヌ兵たちも反射的に首をすくめ、悲鳴を漏らし、あるいは武器を握りしめて縮こまる。戦象たちのはるか後ろにいるムオジネル兵たちも、ようやく地竜スローの存在に気づいて前進を止めた。

　必死の形相で、象使いたちが戦象たちに指示を出す。本能では逃げるべきだとわかっていながら、地竜に背を向けることの恐ろしさに耐えきれなかったのだ。

　戦象たちが雄叫びをあげて突進する。

　地竜はその場から動かない。金色の両眼を爛々と輝かせて、戦象たちを待ち受ける。

　一頭の戦象が、身体ごと地竜にぶつかった。

　轟ごう音おんが大気を震わせる。地面に倒れたのは、戦象だった。地竜が前脚を横殴りに叩きつけたのだ。戦象の牙は、地竜の鱗を傷つけることすらできていなかった。

「そんな……」

　顔を青ざめさせて、ラフィナックが呻く。ティグルも声が出なかった。自分たちをあれほど苦しめ、追い詰めた戦象が、何もできずにただ一撃で打ち倒されたのだ。

　頭部を血で染め、痙けい攣れんしている戦象を踏み越えて、地竜は前へと出る。このとき、他の八頭は前進を止めていた。象使いたちも、呆然と象の背に座りこんでしまっている。

　むろん、地竜は彼らが気を取り直すのを待たなかった。牙をむき出しにして、猛然と襲いかかる。象使いたちが慌てて指示を出したときは、もう手遅れだった。

　地竜の頭突きを受けて、一頭の戦象が横転する。戦象の顎には二本の穴が穿うがたれ、おびただしい量の血が流れて地面に広がっていった。角で貫かれたのだ。地竜はその戦象の頭部に爪を突きたて、とどめとばかりに肉をえぐりとった。血飛沫がほとばしる。

　残った戦象たちは恐慌状態に陥った。地竜に背を向け、象使いを振り落としかねない勢いでばらばらに逃げだす。

　ムオジネル兵たちは、自分たちに向かってくる戦象の群れを見て悲鳴をあげた。武器も軍旗も捨てて、脇目も振らずに逃げだす。部隊長の証あかしである鉄兜を脱ぎ捨てた者までいた。

　だが、戦象たちはすぐに追いついた。ムオジネル兵たちを前脚で蹴りとばし、踏みつぶす。邪魔だとばかりに長い鼻を振りまわして、薙ぎ倒す。ムオジネル兵の死体と血とで大地を舗装するかのような勢いだった。

　そうして戦象たちが逃げ散ったあと、今度は地竜が彼らに襲いかかった。

　前脚で叩き潰し、爪で引き裂き、服や革鎧ごと喰らい、呑みこむ。

　戦象たちがブリューヌ兵を蹂じゆう躙りんしたときと構図は似ていたが、むごたらしさでいえば、地竜の方がはるかに上だったろう。一方的に、地竜はムオジネル軍を粉砕した。

「なんて戦いだ……」

　身体の震えを、ティグルはおさえることができなかった。

　それからほどなく、この戦いは終わりを告げた。

　ムオジネル軍は二千近い死者と、それに倍する負傷者を出し、十頭の戦象をすべて失った。ブリューヌ軍の死者は約三百、負傷者は五百足らずだった。

　こうして、ブリューヌ軍は、ムオジネル領内への侵入を果たした。




　　　　　†




　ブリューヌがムオジネルに戦いを仕掛けた理由は、ようするに報復である。

　奴隷制度のあるムオジネルは、奴隷を手に入れるためという理由で、近隣諸国に攻めこむことがたびたびあった。武装した兵たちが国境を越えて町や村を襲い、金品を奪い、ひとをさらって引きあげるのだ。ムオジネルと国境を接している諸国は、幾度となく被害に遭っていた。

　ブリューヌ国王ファーロンは使者を派遣して抗議したことがあったが、ムオジネルの回答は次のようなものだった。

「貴君らも、水を求めて泉へ足を運ぶことがあろう」

　この言葉には多少の挑発も含まれていただろうが、ムオジネルにとって、奴隷を得ることは水を得ることと同じぐらい重要で、当然のことなのだ。

　ファーロンは激げき昂こうしたが、そのときは国境の守りを強化することぐらいしかできなかった。ブリューヌと国境を接している国は、ムオジネルだけではない。下手に動けば、ジスタートやザクスタン、アスヴァールといった他の隣国に隙を見せることとなる。

　そのような状況で、ムオジネルへの侵攻を国王に願いでたのがテナルディエ公爵だった。

「彼の国に一撃を与えて、南東国境周辺をしばらくの間、平穏にしたく思います」

　奴隷制度そのものをムオジネルにやめさせることはできないが、一時的におとなしくさせ、またブリューヌを狙わないように交渉することなら不可能ではない。

　国王は承認し、ジスタートと同盟を結ぶことにも成功して、遠征が決まった。

　ブリューヌは二万三千の兵をそろえ、西からムオジネル王国に攻めこむ。総指揮官は、フェリックス＝アーロン＝テナルディエ公爵。

　ジスタートは一万の兵を用意して、北からムオジネル王国に攻めこむ。指揮官は戦姫リュドミラ＝ルリエ、戦姫エレオノーラ＝ヴィルターリアの二人が務める。

　両軍はムオジネル北部における主要な都市や町、城砦を攻め落とし、それをもってムオジネルとの交渉材料とする。

　ジスタート王国は内部に七つの公国を抱えており、それぞれを戦姫と呼ばれる女性が治めている。戦姫の地位は、国王に次ぐものとされていた。

　その戦姫が二人も参戦するのだ。ジスタートの戦意の高さがうかがえた。

　この遠征には、ブリューヌ東部あるいは南部に領地を持つ諸侯の多くが参加した。

　ティグルもそのひとりだった。
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　ムオジネル領内を東に進んだブリューヌ軍は、エレシュキルトと呼ばれる地に着いた。

　国境での戦いから五日が過ぎている。予想されていたムオジネル軍の妨害はなく、行軍はきわめて順調だった。

　エレシュキルトは起伏のゆるやかな草原で、東から流れてきた川が、草原の中央で大きな曲線を描き、北に広がる森の中へと延びている。ブリューヌ軍の端にいるティグルとラフィナックは、豊かな水を湛たたえた川を見て表情をゆるめた。

「行軍中でなければ、飛びこんで一泳ぎするところなんだがな」

「この国に入ってから暑い日が続いていますからね。たっぷり泳いだあと、よく冷えた麦酒ビエレをおもいきり呷あおることができたら最高の気分でしょうな」

「いいな、麦酒か。だが、俺なら――」

「紅茶チヤイといいましたか、それをよく冷やしたやつでしょう？」

　まさにそう言おうとしていたティグルは、驚きの眼差しでラフィナックを見つめる。十歳年長の副官はからかうように笑った。

「若はわかりやすいんですよ。そんなにオルミュッツのお姫さまと会うのが楽しみですか」

「それはまあ、なんといっても二年ぶりだからな」

　ティグルは照れたように頰をかく。

　三年前、ティグルは客人としてオルミュッツ公国を訪れ、一年を過ごした。公国の統治者としてティグルを迎えたのがミラだ。

　彼女とはさまざまなことを語りあった。多くのことをともに体験し、心を通わせあった。

「私としては、ティッタのこともいくらか気にかけてほしいところです。出立のときも、バートラン老と町の門の前に立って、ずうっと若を見送ってくれていたじゃありませんか」

　ラフィナックの言葉に、苦い薬を口の中に押しこまれたかのように、ティグルは顔を歪める。

　ティッタは、ヴォルン家の屋敷で働いている侍女だ。ティグルのひとつ年下で、家事一切をそつなくこなす。ティグルは彼女を妹のように思っているが、ティッタはそれ以上に自分を思ってくれていることに、若者は気がついていた。

「ティッタのことは大切に思っている。これは偽りのない俺の本心だ」

「それはわかっていますよ。バートラン老なら、それではすまさないでしょうが」

　バートランは、長年ウルスの側そば仕づかえを務めている老人だ。ティグルも幼いころから可愛がってもらっており、彼を慕したっていた。

　くすんだ赤い髪をかきまわし、ティグルは声を潜めて、不器用に話題を変える。

「兵たちはこの暑さで疲れてないか？」

　ティグルが彼らに直接聞けば、何人かは遠慮したり、虚勢を張ったりしてしまう。だからラフィナックに聞いたのだが、彼は心得ているというふうにうなずいてみせた。

「いまのところは問題ありません。冗談をかわす余裕もあるぐらいです。私としては、暑さよりも……あいつが兵たちに与える影響の方が気になりますね」

　真面目な顔になって、ラフィナックは後ろを振り返る。ティグルも彼の視線を追った。

　ブリューヌ軍の最後列には、地竜スローがいる。ときどき長大な尻尾をくねらせながら、従順に、黙々と、伝説の巨獣は歩いていた。

　国境での戦いのあと、諸侯の何人かはテナルディエ公爵に詰め寄って、問いただしたものである。地竜を、いったいどこで手に入れたのかと。

　テナルディエは笑って言った。

「私が貴殿らに教えてやれるのは、この竜が私に忠実であるということだけだ。どうしても多くを知りたいというのであれば、いっそ竜に訊いてみてはいかがかな。あれが人語を話すところを見たことはないが、熱意が通じれば、案外喋りだすやもしれぬぞ」

　その態度は傲ごう岸がん不ふ遜そんの見本とでもいうべきものだったが、諸侯は引き下がるしかなかった。

　テナルディエ家は古くからの名門で、ブリューヌでも一、二を争う大貴族である。その権勢は国王が配慮せねばならないほど大きなものだ。

　加えて、彼の苛烈で容赦のない気性はよく知られていた。

　たとえば、命令にそむいた領民の両親を捕らえてそれぞれに剣を持たせ、殺しあいをさせたという話がある。また、屋敷で働いていた使用人が盗みを働いたとき、テナルディエは使用人の背中がえぐれるほどに鞭を打ったあと、すべての歯と爪を抜くよう使用人の家族に命じたという。それを拒んだ使用人の弟は、兄と同じ目に遭った。

　もしもテナルディエの不興を買ったら、どのような目に遭うかわかったものではない。国境で戦ったムオジネル兵のように、竜に引きちぎられ、貪むさぼり食われることもあり得る。

　あの日から、ブリューヌ兵たちは竜と、竜を従える公爵に怯えながら行軍している。

　竜には可能なかぎり近づかず、目も合わせない。必要があって軍の最後列へ行かねばならないときは、遠回りをしてでも竜を避けた。王宮で勇敢さを称えられた騎士も、いくつもの戦いをくぐり抜けてきたと豪語する貴族も、例外ではない。

「あの地竜を怖がっていない者はいませんよ。若はよく平気な顔をしていられますね」

　感心したというよりも、むしろ呆れた顔でラフィナックは若い主を見た。

　諸侯も兵もことごとく竜を恐れている中で、ティグルだけは平然としている。他の者のように慌てて目をそむけることもなければ、むやみに竜から距離をとろうともしない。今日までに一度だけ、竜が咆哮したことがあったのだが、そのときも顔色ひとつ変えなかった。

「俺だってまったく平気というわけじゃないがな。以前、話したことがあっただろう。ヴォージュの山奥で竜に出くわしたことがあるって」

　ヴォージュ山脈は、ブリューヌとジスタートの間にそびえる険しい山々の連なりだ。山脈の一部はアルサスの地にも接しており、ティグルは狩りをするためによく足を運んでいた。

「ええ、覚えてますよ。若は見事な立ち回りを演じて竜を打ち倒したのでしたね」

　前歯を見せながらのラフィナックの反応は、まるで信じていない人間のそれだ。憮ぶ然ぜんとするティグルに、年長の副官は苦笑を浮かべた。

「何もかも否定する気はありません。ここ数日の若を見ていると、たしかに竜と遭遇したことがあったんだろうと思います。でもねえ、戦って仕留めた、しかし証拠はない、では……」

「おまえ、三日間酒禁止な」

　ティグルはそっけなく言い放つ。これにはラフィナックも慌てた。

「勘弁してくださいよ、若。ここ数日は酒ぐらいしか楽しみがないんですから」

　必死の哀願にもティグルは耳を貸さず、そっぽを向く。もっとも、見かけほど怒っているわけではないし、本気で酒を禁じるつもりもない。ちょっとした意地悪だ。

　なにしろ竜の話を信じてくれたのは、それこそティッタやバートランなどごく少数で、父のウルスでさえ半信半疑だったのだ。

　五日前に竜の恐ろしさを目の当たりにしたラフィナックが、いくらティグルの話だからとはいえ信じるはずはない。そのていどのことはわかっている。

　角笛の音が空に響きわたった。行軍を止めろという合図だ。

「今夜の幕営はここに築くんですか。少し早い気がしますが」

　ラフィナックが不思議そうな顔をする。太陽は中天を通り過ぎていたが、まだ空は明るく、日没までにはだいぶ時間があった。

「二万を超える大軍だからな。下手なところで幕営を築くことはできないだろう。そろそろジスタート軍と連絡をとりあう必要もある」

　ジスタート軍とは、ザラファンという地で合流する予定だ。明日か明後日には、そこに着くはずだった。

――ジスタート軍と合流したら、ミラに会える。

　ミラとは何度となく手紙をかわしていたが、顔を合わせるのは二年ぶりだ。彼女との再会を思うと、胸が高鳴ってくる。二人きりで会う機会をつくれるだろうか。

　そんな内心を悟られないよう、ティグルはことさらに表情を引き締める。隣で、ラフィナックが微笑ましそうに主を見守っていた。







　ティグル率いるヴォルン隊は、ブリューヌ軍の幕営の端に幕舎を張った。

　端に追いやられた、という方が正確だろう。ティグルにとって五十人は大軍だが、ブリューヌ軍全体でみれば取るに足らない数だ。

　それに、総指揮官のテナルディエ公からは侮ぶ蔑べつされている。

　理由はいくつか思い浮かぶが、もっとも大きなものを挙げるとすれば、弓だ。

　七年前、父に連れられてはじめて王都ニースを訪れたとき、剣も槍も不得手で弓しか使えないティグルは、テナルディエ公をはじめ、貴族の子弟や令嬢たちからひどく嘲笑されたものだった。いまでも諸侯の友人は少ない。

　日が沈むころ、ブリューヌ兵たちは夕食の準備をはじめた。

　ほとんどの部隊はパンと、野菜くずを煮こんだスープ、干し肉だけだが、一部の部隊はそれらに加えて卵や果物も食べている。降伏した町から供出させたものだ。

　略奪は、数えるほどしか行われていない。いつもなら略奪に積極的なテナルディエ公が、今回は慎重な姿勢を示し、多くの諸侯が公爵に倣ならったからだ。

　ヴォルン隊の食事もパンとスープ、干し肉だが、ティグルは夕食の前に近くの村で葡萄酒ヴイノーを買い、それを兵たちに振る舞った。

　葡萄酒は酸すっぱく、量もひとりあたり陶杯半分ほどだったが、酒には違いない。よく冷えていたこともあって、兵たちは満足したようだった。

「ムオジネル人も葡萄酒を飲むんですねえ。かなり独特な好みのようですが」

「葡萄酒にかぎらず、麦酒ビエレや蜂蜜酒、火酒ウオトカだって飲むさ。葡萄酒が酸っぱいのは、ムオジネルで採れる葡萄のほとんどが、そういうものだからだそうだ」

　頰をゆるめながらも皮肉を忘れないラフィナックに、ティグルは真面目な顔で説明する。オルミュッツに滞在したときに出会ったムオジネル人から、教わったことだった。

　その気になれば、ティグルも村に葡萄酒を差しだすよう命じて、銀貨を支払わずに手に入れることができただろう。手持ちの金に余裕があるわけでもないのだ。

　それでもあえて、ティグルは葡萄酒を買った。

　ひとつはティグルなりの矜恃だ。差し迫っているわけでもないのに、野盗のような真ま似ね事ごとはしたくなかった。それに、ミラも言っていた。

「力ずくで脅して必要なものを差しださせることは簡単だけど、相手が恨みに思って何かをするかもしれないでしょう。その不安をいくらかでもお金で払ふつ拭しよくできるなら、楽だと思うわ」

　その通りだと、ティグルは思う。この葡萄酒にしても、村の者たちを威圧していたら、このように冷えたものが手に入っただろうか。こちらが銀貨を出したからこそ、おそらく井戸水に浸けていたものを用意してくれたのではないか。

　兵たちと談笑しながらの食事をすませると、ティグルは弓の手入れをすると告げ、その場をラフィナックに任せて自分の幕舎に入った。

　天井から吊つるしてあるランプに火を灯し、壁にたてかけていた家宝の弓を手にとる。

　鋭利な形状をした、黒い弓だ。弓ゆ幹がらには赤い彩りがほどこされている。ティグルはこの弓を黒弓と呼んでいた。

　弓ゆん弦づるを外し、逆方向に反そり返かえった弓幹を、なめした鹿の毛皮で丁寧に拭ふいていく。

――手入れをしていると、狩りがしたくなってくるな。

　狩りは、ティグルにとって日常的なものといっていい。アルサスには山や森が多く、人里に現れて害を為す獣を狩るために、弓矢は欠かせない。ティグルの弓の腕は、獣や、ときには野盗を相手にして鍛えあげられたものだった。

　作業を半分ばかり進めたところで、ティグルは手を止めて、独りごちる。

「輝星章ラシオールか……」

　幕営の設置が終わったあと、テナルディエは諸侯を呼び集めた。

「ジスタート軍との合流を果たせば、ムオジネル軍も決戦を挑んでくるだろう。そこで、諸君に告げる。この遠征においてとくに武功をあげた三人に、輝星章を授与する。むろん、陛下からのお許しはいただいている」

　輝星章は、優れた騎士や戦士に授けられる勲章だ。これを賜ったといえば諸侯から一目置かれるほどのもので、下級貴族や騎士にとっては望みうる最上位の勲章といえる。

　諸侯の何人かは目の色を変え、また別の何人かは拳を強く握りしめた。ティグルも上手いやり方だと皮肉っぽく思いながら、胸の奥で戦意が高まるのを自覚していた。

　この遠征におけるテナルディエ公爵の狙いは、はっきりしている。
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　竜の力を見せつけて、ブリューヌ人、ジスタート人、ムオジネル人を畏い怖ふさせることだ。

　竜がいるとなれば、諸国はブリューヌに対してうかつな真似ができなくなる。また、ブリューヌの諸侯は、テナルディエを恐れて彼に従うだろう。

　ブリューヌには、テナルディエと並ぶ大貴族がいる。北部に大きな領地を有するガヌロン公爵だ。先祖は初代国王の補佐を務めていたという名家である。

　ムオジネル軍に対して圧倒的な勝利をおさめることで、テナルディエはガヌロンとの間に大きく差をつけるつもりだろう。これからも竜を主体とした戦いを進めていくに違いない。

　だから、諸侯はテナルディエ公爵が武勲を独占するだろうと思っていた。自分たちにできることは、彼に媚びを売って、そのおこぼれにあずかることだけだと。

　ティグルには、そのような行動はできそうになかった。性に合わないし、テナルディエの冷酷さ、非道さはおよそ受けいれがたいものだったからだ。武勲について、半ば諦めていた。

　だが、テナルディエは輝星章ラシオールを用意していたのだ。「馬の前にニンジンをぶらさげたわけですか」とラフィナックなどは言っていたが、諸侯の士気はたしかに上がった。

――少なくとも一度は、そういう機会を用意するということだ。

　武勲をたてる機会を。

　輝星章を手に入れたとしても、ミラと結ばれるには、まだ足りないだろう。そもそも、武勲をたてれば何とかなるというものでもない。だが、彼女までの距離は確実に縮まる。

　ティグルの場合、他の者より不利な立場ではある。

　ラフィナックにさぐらせてみたところ、国境での戦いで前衛を命じられた者の多くが、過去にテナルディエ公の敵意や反感を買った者だった。ティグルは、テナルディエにとって有害、もしくは目障りな存在だと思われているのだ。

　戦象の両目を潰した戦功も認められなかった。

　だが、戦象に打撃を与えることができた「人間」は自分だけだ。

　それに、竜は恐ろしく強いが、不死でもなければ万能でもない。そのことをティグルは知っている。テナルディエが考えているもの以外にも、どこかできっと機会は巡ってくる。

　ふと、ティグルは家宝の弓を見つめて、冗談まじりに話しかけた。

「おまえに備わっている力とやらを引きだすことができたら、テナルディエを驚かせるほどの手柄をたてられるかな」

　以前、ミラの母のスヴェトラーナが教えてくれたのだ。

「これはただの弓ではない。何らかの力を秘めている」と。

　言われてみると、思いあたる節があった。

　幼いころから、ティグルはこの弓に言いようのない薄気味悪さを感じていたのだ。じっと見つめていると息苦しさを覚え、どこかに連れていかれそうな気分になったものだった。

　それに、この弓には不思議なところがある。

　まず、何でできているのかがわからない。手触りは木よりもむしろ石に近いのに、弓弦を引いてみると、よくしなる。また、暗闇を溶かしたようなこの色は、何かを塗ったのではなく、素材そのものの色だ。薄れたり褪せたりということがない。

　父によれば、この弓は狩人だった先祖が使っていたという。そうとう古いものであるはずなのに、こうして使ってみると年月の経過による劣化を感じない。

　ティグルはいままでさまざまな弓に触れてきた。だからこそ、この黒弓に不思議な力があるといわれたら、信じることができた。

　もっとも、そう言ったスヴェトラーナも、この弓にどのような力があるのか、何をすればその力を引きだせるのかはわからないようだった。

　いまのところは、ただの黒弓だ。

　だが、ティグルはそれでかまわないと思っていた。これは家宝だ。いまでも使用に耐えるというだけで充分だろう。不思議な力など求めるものではない。

「――待つべきときは、じっくり待つ」

　弓に語りかけるようにして、自分に言い聞かせる。狩りの心得のひとつだ。

　気を取り直して、ティグルは手入れを再開する。弓幹を磨き終え、弓弦を張り直した。

　頻繁に手入れをする必要はないのだが、先祖への敬意と、いざというときの備えから、ティグルは欠かしたことがない。磨きあげられて塵ひとつない弓を、壁にたてかける。

　そのとき、幕舎の外からティグルを呼ぶ声がした。聞き覚えのある声ではない。

　不審に思いつつ返事をすると、声の主は、テナルディエ公爵の配下の者だと名のった。







　夜も更けて、ブリューヌ兵の大半が眠りについているころ、ティグルはそっと自分の幕舎を抜けだした。見上げた空は黒々とした闇に包まれている。月は高く昇っているはずだが、雲に隠れて見えなかった。この時期のムオジネルの夜は、昼の暑さが噓のように涼しい。

　見張りを務めている兵たちに軽く手を振って、ティグルは歩きだす。テナルディエ公爵の嫡男であるザイアンに呼びだされたのだ。

――ひとりで来るように、か。ろくなことじゃないんだろうな。

　そう予想できても、無視するわけにはいかなかった。ザイアンはテナルディエ家の次期当主だ。彼がテナルディエに何か言えば、また自分たちは危険を押しつけられるかもしれない。

　夜半とあって幕営の中は暗いが、ところどころに篝かがり火びが焚かれているので歩くのに支障はない。篝火のそばで談笑している諸侯や兵たちもいる。

　何人かで集まっている貴族らの脇を通り過ぎたとき、彼らの会話が耳に飛びこんできた。

「面白みのない戦だと思っていたが、俄然やる気が出てきたな」

「何といっても輝星章ラシオールだからな。竜のおかげで勝利は約束されたようなものだし、おもいきって敵陣深くへ飛びこんでみる手もありだな」

「しかし、どうしてテナルディエ公爵は今度の戦にかぎって略奪をなさらぬのか。これまでであれば、村や町のひとつぐらい戯れに焼き払っているだろうに」

「なんでもジスタート軍への配慮らしい。あちらの指揮官を務める二人の戦姫は、略奪などをひどく嫌っているそうだ。今回は、略奪を武勲と認めてもらうのは難しいだろうな」

「戦姫か。いずれも若く、たいそう美しい女性らしいな。隣に宝石を置いたら、宝石の方が色褪せて見えたとか。ぜひともお目にかかりたいものだ」

「戦姫は一騎当千の強者であると聞くぞ。おぬしのむさ苦しい顔では野盗と間違えられて斬り捨てられかねん。せめて身だしなみには気をつけておけよ」

　いくつもの笑い声が重なって、篝火から立ちのぼる煙とともに夜の闇に消える。

　ティグルは足を速めた。このまま話を聞いてたら、たぶん口を挟みたくなる。

　幕営の後方の指定された場所につくと、ひとりの若者が待っていた。ザイアンだ。金糸の刺繡がほどこされた絹服を着て、腰に剣を下げている。手にはランプを持っていた。

「来たか、ヴォルン家の穀潰し」

　その視線はあからさまにティグルを見下しており、声にはむき出しの悪意がある。

　ザイアンはティグルよりひとつ上の十八歳だが、年齢が近いせいか、何かと絡んできては笑いものにすることがあった。ティグルは反射的に眉をひそめたが、すぐに冷静さを取り戻す。こんなことにいちいち反応していられない。

「私にどのようなご用でしょうか、ザイアン卿」

「おまえにいいものを見せてやろうと思ってな。ついてこい」

　ザイアンはこちらに背を向けて歩きだす。二、三十歩ほども歩いたところで足を止めた。

　ティグルは目を瞠った。

　柵に囲まれた巨大な幕舎が、そこにあったのだ。まわりにある幕舎とくらべても、けた違いの大きさだ。夜空を背景に、黒い影となってそびえるさまは、さながら城砦を思わせた。

　いったい何十人の兵士が使っているのだろうと考えて、ティグルはすぐに考え直す。柵があることからも、おそらくこれは人間のためのものではない。

「入れ」

　幕舎の入り口を、ザイアンが指で示す。さすがにティグルも聞かずにはおれなかった。

「もしかして、この中には地竜スローがいるのですか？」

「その通りだ」と、ザイアンは意地の悪い笑みを浮かべる。

「貧しい貧しい田舎貴族のおまえに、土産話でも持たせてやろうと思ってな。竜たちを間近で見る機会など、アルサスのような辺境で暮らすおまえには二度とないだろう」

「お気遣い、感謝します……」

　ティグルは頭を下げた。理由はわからないが、ザイアンは自分を脅かしたいらしい。ようするに、いつものいやがらせだ。黙ってやり過ごすのが無難だろう。

　見張りの兵の訝しげな視線を浴びながら、二人は幕舎の中に入った。

　ぐるりと見回すと、幕舎に用いる布を何十枚も重ねあわせ、それを何本もの太い支柱で支えていることがわかる。支柱は一本一本が大人の胴ほどもあった。

　ザイアンの掲げるランプの灯りが暗闇の一部を払い、うずくまる地竜スローの頭部を照らした。

　手を伸ばせば届くだろう距離に、竜の鼻先がある。わずかに開いた口の中に、白い牙が並んでいるのが見えた。嚙み砕かれ、呑みこまれたムオジネル兵たちを思いだして、ティグルは緊張に身を硬くする。

　ふと、視界の端で何かが動いた。ティグルはそちらに目を向け、驚愕して立ちつくす。

　そこには地竜がもう一頭、同じようにうずくまっていたのだ。

　地竜だけではない。さらにその隣に、地竜よりは一回り小さい体軀ながら、巨大な翼らしきものをたたんで休んでいる竜が二頭いる。

　竜たち、とザイアンがさきほど言ったことに、ティグルはいまになって気づいた。

「あれは飛竜ヴイーフルだ。あの巨大な翼で、空を飛ぶ。人間を乗せることもできる」

　ザイアンに言葉を返すこともできず、ティグルは竜たちを見つめている。

　たった一頭で、十頭の戦象と数千のムオジネル兵を容易に蹴散らしたのだ。それが四頭もいるとなれば、どれほどの大兵力をムオジネル軍がそろえても、かなわないのではないか。この四頭の通り過ぎたあとには、死屍の山と流血の川が荒野に残るだけなのではないか。

「驚きのあまり声も出ないか」

　ザイアンは満足そうに笑った。ティグルは知らないことだが、ここ数日、彼は竜におびえるブリューヌ兵や諸侯を眺めて楽しんでいたのだ。竜が畏怖されるということは、テナルディエ家が恐れられるということだと彼は思っていた。

　また、仲間の前では勇ましい言葉をさかんに口にする者が、竜に対しては近づくどころか、なるべく見ないようにすらしているさまは滑稽だった。口先だけの腰抜けどもが、と心の中で彼らを嘲あざ笑わらい、ザイアンは優越感と嗜虐心を満足させていたのである。

　ところがティグルは違った。どういうわけか、この若者は竜を恐れない。

　その態度は、ザイアンを苛立たせるのに充分だった。

　竜たちの前に立たせれば、ティグルはきっと震えあがって自分に平伏するだろう。

　そう考えて、ザイアンはティグルをここに連れてきたのだ。

「これだけの竜を、いったい、どうやって……？」

　ようやく我に返ったティグルは、かすれた声で疑問を発する。もっと他に聞くべきことがあったのかもしれないが、頭が混乱して整理ができなかった。

「ネメタクム――我が領地から連れてきた。ムオジネル人どもに気づかれぬよう細心の注意を払ってな。ここに到着したのは、日が沈んだころだ」

　声を高めて、ザイアンは説明する。その表情には恐怖がにじんでいた。薄闇の中で見上げる竜たちは、彼に不安を抱かせるのに充分すぎたのだ。

「あの『黒騎士』ロランとて、この竜たちの前にはひとたまりもないだろうな。我が国最強の騎士と謳われようと、人間である以上は――」

　ザイアンの声が途切れる。ランプの灯りと話し声が眠りをさまたげたのか、地竜スローが目を開けたのだ。巨軀がのそりと揺れて、唸り声が漏れる。

　ティグルはおもわず後ずさり、ザイアンは膝から崩れかけた。ティグルは反射的に手を伸ばして彼の腕を摑つかみ、倒れないように支える。

「さ、触るな！」

　ザイアンは慌ててティグルの手を振りほどいた。ティグルが何も言い返さなかったのは、自分の行動に驚いていたからだ。なぜ、ザイアンのような男に手を貸したのか。竜に対する過度の緊張が、普段ならとらないような行動をとらせたのかもしれない。

　気まずい空気を払うように、ザイアンが新たな話題を持ちだした。

「そういえば、気になっていたんだがな。なぜ、貴様の家はジスタートのオルミュッツ公国に近づいたんだ？　貧乏貴族が背伸びをしてもろくなことはないだろうに」

　どうもこれは純粋な疑問らしい。ティグルも気を取り直して、無難な答えを述べる。

「我がヴォルン家から申しでたわけではなく、オルミュッツが声をかけてくださったのです。アルサスはヴォージュ山脈と接しておりますので、山脈での揉めごとをなるべく減らしたいということではないでしょうか」

　ふんと、ザイアンはつまらなそうに鼻を鳴らした。

「オルミュッツに利用されているんじゃないだろうな？　貴様の家にたいした力はないだろうが、もしもブリューヌに害を及ぼすような真似をしたら、俺が叩き斬ってやるぞ」

「私の、そしてヴォルン家の忠誠心は、もちろん陛下に捧げられております」

　心の中で思いつくかぎりの罵倒を並べながら、そう答える。さらにいくつか不愉快な言葉を投げつけられたあと、ティグルはようやく解放された。







　幕舎を出たティグルは、解放感に包まれて大きく息を吐いた。

――とんでもないものを見せつけられたな。

　酔ったときのように、頭の一部がぼうっと熱を帯びている。

　誰かにこのことを話したいが、それはできなかった。ザイアンの説明を思いだしても、新たに連れてきた三頭の竜の存在は重要機密だろう。

――川まで歩くか。

　川まで行って戻ってくれば、この気分も多少は落ち着くだろう。月は変わらず雲に隠れているが、狩りで慣れている暗さだ。星の瞬きもある。

　ティグルは幕営を出た。しばらく歩くと、川が見えてくる。

　しかし、川まであと十数歩というところで、ティグルは足を止めた。

――誰かがいる？

　川面に何かが浮かんでいる。ひとのようだった。兵士の誰かが泳いでいるのだろうか。

　誰なのか確認しておこうと、ティグルは慎重に川へと近づいていく。目を瞠った。

　川面に浮かんでいたのは、女性だったのだ。二十代半ばといったところか。長い金色の髪と白い肌が、星々の光を浴びて鮮やかに浮かびあがっている。美しい娘だった。

　ティグルはその場から動かず、呼吸まで止めて、その美女を見つめる。

　見入ってしまったのではない。

　彼女から感じたのは、恐怖だった。恐ろしい、得体の知れないものと対峙しているような感覚が、ティグルの全身を支配する。

――何だ、あれは。

　人間に見える。だが、直感とでもいうべきものが、違うとティグルに告げていた。

　声を出すべきだと思ったが、声が出ない。逃げようにも、足がすくんで動かない。せめて、手元に弓と矢がほしかった。幕舎に置いてきてしまったことを、ティグルは悔やんだ。

　金髪の娘がこちらを見る。目が合った。

　微笑みかけられた瞬間、足が動いた。ティグルは踵を返し、全力で駆けだす。無我夢中だった。少しでも足を緩めたら、あの娘につかまるかもしれないとすら思った。

　幕営に飛びこむ。足を止めたとき、ティグルは身体中に汗をかいていることに気づいた。

――何だったんだ……。

　呼吸を整え、冷静さを取り戻してきた頭で考える。この近くの者ならば、ムオジネル人のはずだ。では、逃げだしてきた奴隷か。それとも軍隊目当ての娼婦か。それとも。

　答えが出なかったので、考えを打ち切る。

　ヴォルン隊の幕舎に戻ると、ラフィナックが待っていた。

「若、よくご無事で。あのいけすかないお坊ちゃんは、今度は何を？」

「いや、なに、オルミュッツとの関係を勘ぐられてな。ねちねちと嫌味を言われた」

　心の中で謝罪する。たとえ信頼できる副官であっても、竜たちのことは話せなかった。

「ところで、俺がいない間に何かあったか？」

「いえ、とくに何も。これまで通り平和な夜ですよ」

「わかった。俺はもう休むが、念のために見張りを増やしておいてくれ。味方と合流する直前が、いちばん危険だというからな」

　ミラから教わったことを思いだして、そう命じる。それに、まだティグルの胸中には、えもいわれぬ不安がわだかまっていた。わかりましたとラフィナックは答える。

　ティグルは幕舎に入った。ランプに火も灯さず、手探りで毛布をつかむと、そのまま横になる。疲れていた。とくに精神的な消耗が大きい。

　頭の中に、いままで聞いた数々の怪談が思い浮かんだ。ティグルは手を伸ばして、壁に立てかけている黒弓をつかむ。手元に弓があると、安心できた。

　しばらくして、まぶたが重くなってきた。ようやく睡魔が忍びよってきたのだ。

　ほどなく、ティグルは寝息をたてはじめた。
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　ただならぬ気配を察知して、ティグルは勢いよく飛び起きた。

　薄暗い。左手には弓の感触がある。毛布をはねのけ、右手を伸ばして矢筒を摑んだ。

　直後、幕舎の外から嵐を思わせる喊かん声せいが聞こえた。怒号、悲鳴、剣戟の響きが重なる。

　幕舎から飛びだすと、すぐそばにラフィナックが立っていた。手に槍を持っている。

「襲撃です！」

　切迫した表情で、彼は叫んだ。その後ろの暗がりを突き破って、ムオジネル兵が現れる。剣を振りかざして襲いかかってきた。

　ティグルは矢筒から一本の矢を引き抜くと、すばやく弓につがえて放つ。額を射貫かれたムオジネル兵は、声もなく倒れた。並みの使い手であれば、まず間に合わなかっただろう。尋常でない早業だった。

「ラフィナック、みんなを集めてくれ」

　指示を出しながら、ティグルは周囲を見回す。息を呑んだ。

　霧が漂いはじめている。これでは、味方はますます混乱するだろう。

　東の空が白みはじめている。夜が明けようとしていた。







　霧と薄闇に包まれた中で、ブリューヌ語とムオジネル語の叫びが飛び交っている。

　逃げ惑うブリューヌ兵同士がぶつかりあい、そろって転倒した。そこへムオジネル兵が剣を突きたて、斧を叩きつける。

　篝火が倒れて、幕舎に燃え移った。罵声と絶叫はその数を増やしながら、一瞬ごとに大きくなっていく。地面には次々に死体が折り重なり、流れでる血は草花を赤く濡らした。

　ムオジネル軍の奇襲は、成功しつつあった。

　ブリューヌ軍は組織だった反撃ができないまま、脆もろくも打ち崩されていく。

　果敢に抵抗するブリューヌ兵ももちろんいたが、このような状況でまともに戦えるはずもない。すぐに囲まれて、容赦なく切り刻まれる。

　ティグルはヴォルン兵たちを指揮して、間かん断だんなく襲いくるムオジネル兵たちをどうにか退けている。五十人しかいないため、すぐに兵を集合させることができたのは幸いだった。

　しかし、戦いをはじめてまもなく、ティグルは見切りをつけた。

「もたないな」

　混乱は拡大の一途をたどっている。あの四頭の竜が動きだせばムオジネル軍を撃退できるに違いないが、そのときにはブリューヌ兵の多くが巻き添えをくらうだろう。それほどに、敵と味方が入り乱れている。いまのうちに手を打たねばならない。

　ティグルはラフィナックを呼んだ。

「ここから逃げるぞ。この暗がりと霧を、逆に利用する」

「若はときどき素直すぎますな。こういうときは戦場を変えるというものですよ」

「その分なら、おまえはだいじょうぶそうだな」

　ティグルは馬を置いていこうとしたが、ラフィナックたちに強く反対された。

「いざとなれば、若にはひとりで逃げていただきますからね。こいつに乗って」

　ラフィナックが先頭に立ち、ヴォルン隊はひとかたまりとなって幕営の外へ走る。ティグルはここでも殿しんがりを務め、矢を何本か射放って、矢の数と同じだけのムオジネル兵を葬り去った。

　幕営の外もやはり霧に包まれていたが、足元が見えないというほどではない。ラフィナックとティグルが前後から声をかけあい、ヴォルン隊は懸命に走る。

　装備が貧弱であったことが、幸いした。大半のムオジネル兵は、ティグルたちよりも金になりそうなブリューヌ兵を優先したのだ。

　追ってくるわずかなムオジネル兵を振り切って、ティグルたちは戦場から離脱した。
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　ティグルたちが離れたあとも、ブリューヌ軍の幕営は混乱のただ中にある。

　霧と火と煙の中を、ザイアン＝テナルディエは急ぎ足で歩いていた。昨夜、ティグルに竜たちを見せたあと、彼は取り巻きの若い貴族たちと酒を飲み、そのまま眠ってしまったのだ。

「父上に知られないよう、我が隊の幕舎から離れたのは失敗だった……」

　そのせいで、父のいる幕舎が遠い。距離でいえばたいしたことはないが、霧と煙が視界を遮り、火が行く手を阻み、ムオジネル兵が襲いかかってくる。

　必死に剣を振るって敵兵を退けながら、ザイアンはテナルディエ隊の幕舎を目指していた。いっしょにいたはずの取り巻きたちとは、いつのまにかはぐれている。

「兵どもはいったい何をやっていた……！」

　歯ぎしりをして、ザイアンは兵たちに怒りの矛先を向けた。なぜ、敵の接近に気づかなかった。なぜ、霧が出てすぐに報告しなかった。あとで懲罰してやらなければならない。

　ザイアンにとって兵というものはいくらでも替えのきく有う象ぞう無む象ぞうであり、ほしいままに感情をぶつけてかまわない相手だった。

　霧の中から、三人のムオジネル兵が現れる。ザイアンはその場に立ちすくんだ。剣を持つ手が震え、歯の根が合わずにがちがちと震える。

　周囲の空気が大きく流れたのは、そのときだった。

　霧をまとわりつかせて、黄銅色の鱗に包まれた大きな前脚が現れる。巨岩を削りだしたような厳いかつい顔は、地竜スローのものだった。

「おお……」

　ザイアンは地竜を見上げて歓喜の声をあげる。一瞬前までの恐怖と絶望は消え去っていた。父が竜たちに命じたのだろう。ムオジネル兵どもを蹴散らせと。

　地竜が無造作に前脚を薙ぎ払う。おもわぬ出来事に立ちつくしていたムオジネル兵たちは、血と肉と臓ぞう腑ふをまき散らして吹き飛んだ。

　地響きとともに、地竜の巨軀が露わになっていく。あちらこちらから驚きの声があがった。

「こうしてはおれん。俺も早く父上のもとに行かねば」

　気を取り直して、ザイアンは歩きだす。闇が薄れていく一方で、霧が徐々に濃さを増しているため、周囲の状況はよくわからない。

――だが、地竜が現れた方向に進んでいけば、すぐにたどりつけるだろう。

　そう考えたとき、顔に何かの飛沫がかかる。手で拭ぬぐうと、水のようだった。

　雨が降ってきたのかと思って、空を見上げる。曇ってはいるが、それらしい兆候はない。

　次の瞬間、大木が倒れるのにも似た音が近くで轟き、地面が揺れた。

「な、何だ……？」

　ザイアンは慌てて周囲を見回す。朦もう々もうと立ちこめる土煙が視界に飛びこんできた。その奥からは激しい水音が聞こえてくる。異様な臭いが漂ってきて、ザイアンは顔をしかめた。

　土煙の中には、地竜がたたずんでいた。

　不吉な予感を覚えて、ザイアンは地竜に二、三歩ほど近づく。ひっ、と悲鳴が漏れた。

　地竜の首から先が、なくなっている。

　鮮やかな切断面からは、赤黒い血が滝のように流れ落ちていた。

　地竜の巨軀がぐらりと傾く。さきほどのそれに数倍する轟音が響きわたった。舞いあがった土煙が霧を吹き散らす。

　剣を放り捨てて、ザイアンは一目散に駆けだしていた。

　恐怖が彼の理性を食い尽くし、ただこの場から逃げたい、遠ざかりたいという思いだけが彼を動かしていた。幕舎も、兵も、何もかもが目に入らなかった。

　気がついたとき、ザイアンは一頭の飛竜ヴイーフルの前に立っていた。

　息を切らしながら、ザイアンは飛竜の背に飛びつく。背を叩き、手綱を引いた。

　飛竜は首をもたげ、息を吸い、吐いて、巨大な翼を広げる。ザイアンは飛竜の背にしがみつきながら「早く、早く」と、うわごとのようにつぶやいた。

　飛竜ヴイーフルが地面を蹴る。霧と砂塵を吹き飛ばし、風を唸らせて飛翔した。

　地上を見下ろして、ザイアンはようやく安堵の息をつく。それから、自分が涙と鼻水を垂れ流していたことに気づいて、乱暴に拭った。

　ザイアンのこの行動は、正しかった。

　地上に残っていた二頭の竜たちも、何ものかによって殺害されたからだ。最初の地竜スローと同様に、首を切断されて。

　また、ザイアンは幾人かのブリューヌ兵をも救ったのである。上空から、父と、彼に従う兵たちを発見したザイアンは、迷うことなくそこへ飛んでいき、その光景を見たブリューヌ兵たちは、逃げるべき方向を知ったのだから。

　逃げ惑うブリューヌ軍に対して、ムオジネル軍は執しつ拗ように追撃をかけた。

　そうして戦いが終わったとき、ブリューヌ軍は四千近い兵と、三頭の竜を失っていた。さらに、多くの兵が霧の中で迷って、本隊からはぐれるというありさまだった。

　血の臭いが立ちこめる霧の中で、打ち捨てられた軍旗が寂しげにゆらめいていた。
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　霧が深さを増した。

　ティグルは苛立ちを含んだ息を吐いて、足を止める。

　さきほどまでは、まだ木々の輪郭を捉とらえることができた。それが、いまは十数歩先の風景のすべてが、白く濁る大気に溶けこんでしまっている。振り返ると、自分に付き従っている兵たちの姿も、四、五人までしか確認できなくなっていた。

「ラフィナック、急いでみんなの脚を縄でつなげ」

　ティグルは厳しい口調で命じる。このまま霧が濃くなれば、おたがいの姿さえ見えなくなるだろう。この状況で仲間からはぐれることは、そのまま死を意味する。はぐれた者が敵兵に見つかりでもしたら、一いち網もう打だ尽じんにされる恐れもあった。

　ティグルは急いで馬の蹄ひづめを余りの布で包み、口に板を嚙ませて縛る。これでも鼻息を聞かれる恐れがあるが、何もしないよりはましだった。

「頼むから、おとなしくしていてくれよ」

　不安そうな馬の首を、軽く叩いてなだめる。そこへラフィナックが現れた。

「終わりました、若」

　彼の姿は見えるが、その後ろにいる兵の顔はわからない。霧がさらに深くなっている。

「よし。みんな、その場に伏せるんだ。目を閉じて、声も出さず、心の中で神々の名を唱え続けろ。妻や息子、娘の名でもいいぞ」

　ただ動くな、声を出すなといっても困難だろう。だから、ティグルはそのように命じた。

――あとは、おもいきった行動に出るような敵が現れなければ……。

　この霧の中でもかまわず歩きまわるような敵がいたら、おそらく見つかってしまう。

　不意に、霧の奥から耳慣れない言葉や足音が聞こえてきた。ムオジネル語だ。

　ティグルは目を閉じる。耳をすませて、物音を聞くことに意識を集中した。

――数はあまり多くないな……。十人というところか。

　考えを変える。見つかる前に倒す。そう決断する。

　呼吸を整えながら、ティグルはまっすぐ立ちあがった。黒弓を握りしめて、矢を抜きだす。目は閉じたままだ。霧で何も見えないのだから、集中するためにもこの方がよかった。

――風と嵐の女神エリスよ。

　いまからティグルがやろうとしていることは、無謀を通り越して、馬鹿げているとしか言いようのない話だった。霧の中にいる敵を、弓矢で仕留めようというのだ。

　優れた狩人ならば、音で相手の位置をさぐることも不可能ではないだろう。

　だが、その敵を矢で射倒すとなれば、声や音だけで敵の体格や姿勢まで瞬時に判断しなければならない。そうでなければ相手を倒しきれないばかりか、こちらの存在を気づかれる。

　ティグルは、それをやろうというのだ。

　耳をすませる。音を追う。身体をひねりながら、弓弦を引き絞る。

　放った。空気を裂いて、矢は霧の中に消える。

　矢の消えた方向から、短い悲鳴が聞こえた。何かが地面に倒れる音がそれに続く。

　ティグルは短く息を吐きだすと、新たな矢を弓につがえた。再び、放つ。

　さきほどと同じように、一瞬の間を置いてくぐもった悲鳴があがった。

――同士討ちだと思ってくれれば、しめたものだが。

　まさか、ブリューヌ人が矢を射放っているとは思わないだろう。幕営が奇襲を受けたとき、ティグルは弓矢でムオジネル兵を打ち倒したが、あれは乱戦状態だった。

　まして、この濃霧の中で、音だけで敵の位置を捉え、一矢で仕留めるなど、どうして想像できるだろうか。

　さらに一本の矢を放って三人目を仕留めると、ティグルは動きを止めた。これだけ相手を動揺させれば充分だ。矢にも限りがある。

　霧の奥から聞こえてくるムオジネル語の会話が激しく、短いものに変わった。

　足音が遠ざかっていく。だが、ティグルたちはすぐには動こうとしなかった。ここで気づかれればだいなしだ。息を潜めて、辛抱強く三十まで数える。

　敵兵がいなくなったことを確信して、ティグルは胸を撫でおろした。ラフィナックも緊張を解く。他の兵たちも、声こそあげなかったが、顔を拭ったり、姿勢を変えたりした。

「ラフィナック、霧が薄れてきたら、動くぞ」

「晴れるまで待っていたら、敵に見つかりそうですものね」

　この霧を抜ければ安全だとはかぎらないが、動かずにいて、囲まれる危険もある。動くことを、ティグルは選んだ。

　霧が薄れてきたところで、ティグルたちは駆けだした。







　戦場からどれぐらい離れただろうか。ひたすら走って、草原に囲まれた小さな丘のふもとで足を止める。そのころには夜明けからだいぶ過ぎて、太陽も高い位置にあった。

　ティグルは兵たちの顔をぐるりと見回す。何人かが見当たらないことに気づいた。

　ラフィナックを呼んで尋ねると、年長の副官は無表情で淡々と答える。

「三人、やられました」

　幕営から離脱する際、ムオジネル兵に斬られたのだという。

「……何か、遺品になりそうなものは？」

　すがるように訊いたティグルに、ラフィナックは首を横に振った。

――俺が殿にいながら……。

　死者の魂の安寧を神々に祈る。それから、ティグルは兵たちに視線を向けた。無傷の者はひとりもおらず、誰もが不安そうにうつむき、小声で何ごとかをささやきあっている。

「――おまえたち！」

　彼らを見据えて、ティグルは声を張りあげた。

「我が軍には、あのうっとうしい竜がいるのを忘れたのか？　たしかに不意を突かれたが、それは一時的なものだ。いまごろムオジネル軍は撃退されているだろう」

　大声を出した拍子に身体が悲鳴をあげ、傷が痛みを訴えたが、ティグルは胸を張って笑顔をつくる。いまはとにかく、兵たちに希望を持たせることだ。

　何人かの兵が笑みを浮かべるのを確認すると、ティグルは休息を命じた。包帯や薬草などはわずかな量しか持ちだせなかったので、傷の手当てはほとんどできない。

――本当に敵が撃退されていれば、助かるんだが。

　戦いの結果について、ティグルは楽観的に考えることができなかった。ムオジネル軍が奇襲をかけてきた理由を推測できたからだ。

――やつらの狙いは総指揮官、つまりテナルディエ公だ。

　竜にかなわなければ、人間を討ちとればいい。

　理屈としては簡単だが、ひとつ間違えれば、文字通り竜に殲滅されてしまう。自分に同じことができるかというと、ティグルは答えられない。敵の指揮官は恐ろしい人物だ。

　ラフィナックがこちらへ歩いてくる。声を潜めて聞いてきた。

「どうなさいます？　頃合いを見て、本隊へ戻りますか？」

「正直に言うと、迷っている」

　小声で返す。もしもブリューヌ軍が敗北していたら、本隊へ戻ろうとするのは自殺行為だ。

「だから、偵察に行ってこようと思う。こいつも幸い無事だったからな」

　傍らにたたずむ馬のたてがみを撫でながら、ティグルは何でもないことのように言った。ラフィナックは目を丸くし、次いで声を荒らげかける。

「若、あなたは我々の指揮官です。危険な真似は――」

「この中で馬に乗れるのは俺だけだろう。いちばん目がいいのも」

　ティグルに譲る気はない。ラフィナックは反論に窮して口をつぐんだ。

　十を数えるほどの間、二人は睨みあいを続ける。折れたのは、年長者の方だった。

「……わかりました。何ひとついいところなしのままでは、オルミュッツのお姫さまに合わせる顔がない、せめて偵察ぐらいはやりたいと。兵たちへの説明はそれでいいですね」

「ああ、そうしてくれ」

　おたがいに小憎らしい笑みを浮かべる。慣れたやりとりだった。

　そのとき、兵のひとりが驚きの声をあげた。ティグルとラフィナックはそちらを見る。

　二人の顔が、同時に引きつった。

　草原の向こうに、黒い影が現れたのだ。ティグルたちの視線の先で、黒い影は瞬く間に横にふくれあがっていく。

「ムオジネル軍……」

　ティグルの背筋を戦慄が貫いた。

　先頭にいる多数の騎兵が、黄金の剣と兜を描いた軍旗を誇らしげに掲げている。ここからだと正確な数はわからないが、自分たちよりも多いのは間違いない。

　歩兵と騎兵では速さがまるで違う。逃げてもすぐに追いつかれるだろう。

――だが、どうしてこんなところに？

　いやな予感がティグルの胃を重くする。まさか、ブリューヌ軍が敗れたのだろうか。

　ありえないとは言いきれない。自分はその可能性を考えたばかりだ。

「どうしますかね」

　笑うしかないという表情で、ラフィナックがこちらを見る。

　ティグルは周囲を見回し、すぐそばの丘を見上げた。




　　　　　†




　目の前で起こったことを理解するのに、ラフィナックにはいくらかの時間が必要だった。

　ムオジネル軍に追い詰められて丘の中腹まで逃げ、いよいよ戦うしかないと覚悟したとき、青い髪をした美しい娘が颯さつ爽そうと現れたのである。彼女の持っている槍が、遠目にも見事なつくりだとわかったので、女神が現れたのかと思ったほどだった。

「あの方が、若のおっしゃっていたオルミュッツのお姫さまですか……」

「ミラ」と叫ぶなり、ティグルが斜面を駆けおりていったので、間違いないだろう。

　そして、彼女の後ろには、ジスタートの黒竜旗ジルニトラを掲げた五十ほどの騎兵がいる。

「これがいまわの際に見ている幻などではありませんように」

　ラフィナックは真剣な面持ちでつぶやくと、ティグルの馬の腹を軽く叩いた。







　丘を駆けおりるティグルの隣に、馬が追いつく。

　五、六歩ほど併走して、馬に飛び乗った。礼代わりに大きく弓を振る。

　ティグルの視線の先で、戦いがはじまろうとしていた。

　ジスタート軍の出現に、ムオジネル軍は驚きを隠せないようだったが、すぐに攻撃の姿勢を整える。彼らにとってはジスタート軍も敵なのだから、当然の対応だった。まして、ミラたちの数は自分たちに大きく劣る。戦わない理由がない。

　ムオジネル軍を一いち瞥べつしたミラは、軽やかな動きで馬から下りた。

「――来なさい。ジスタートの『凍漣の雪姫ミーチエリア』が、特別に稽けい古こをつけてあげるわ」

　この挑発に、三騎のムオジネル兵が怒りの声をあげて馬を走らせる。

　白い閃光が走った。横薙ぎに振るわれたミラの槍が、二人のムオジネル騎兵を馬上から叩き落とす。彼らが地面に倒れたときには、ミラは返す一撃で三人目を葬り去っていた。

　ざわめきが起こる。にわかに信じられる光景ではなかっただろう。ほとんど一瞬で、三人の兵が倒されたのだ。しかも相手は華きや奢しやな印象さえ与える若い娘である。

　不思議なことに、命を落とした三人の傷口はいずれも凍りついていたのだが、ムオジネル兵の中でそのことに気づいた者はいなかった。

　死体となった仲間を踏み越えて、一騎のムオジネル兵が猛然とミラに襲いかかる。だが、その騎兵は槍を振りかざしたところで突然動きを止め、馬首にしがみつくように倒れた。その首筋には一本の矢が突き刺さっている。

　むろん、これはティグルが射放ったものだった。

　さらに二人のムオジネル兵を射倒して、ティグルはミラの隣に馬を立たせる。

　ムオジネル兵たちの注意がティグルへと向いた。その一瞬の隙をついて、ミラは自分の馬にすばやく騎乗する。青い瞳が「どうするの」とティグルに問いかけた。

「もう少し前に出られるか」

「任せなさい」

　言い終えたときには、ミラは馬の腹を蹴って前進している。ムオジネル軍の中へ果敢に飛びこんだ。彼女の槍の穂先から見えざる冷気が放たれて大地を這はい、ムオジネル兵の何人かが急激な寒気を感じて動きを止める。

　その隙を、ミラは見逃さなかった。もっとも近くにいた敵兵の喉を容赦なく貫き、すばやく槍を引き戻してもうひとりの頭部を穿つ。罵声とともに突きだされた槍をかわし、あるいは己の槍で弾き返しながら、わずかな間隙を縫ぬって反撃し、さらに一騎を地上へ叩き落とした。

　圧倒的というしかない強さだった。これだけの敵兵を打ち倒しながら、ミラは息ひとつきらしていない。氷のような冷たい目でムオジネル軍を見据えている。

　ティグルが馬を走らせる。十数歩先にいるミラの隣に、再び並んだ。すでに新たな矢を用意し、弓弦を引き絞っている。

　放たれた矢はムオジネル兵たちの頭上を飛び越えて、二百五十アルシンほど離れたところにいる指揮官の喉を貫いた。彼のかぶっていた鉄の兜が脱げ落ちて、地面に転がる。彼自身も、愕然とした顔で落馬した。

　指揮官を殺されて、ムオジネル軍は完全に戦意をくじかれた。ちょうど、ミラに付き従っているジスタート騎兵たちも追いついてくる。

　数の上では圧倒的に有利であるにもかかわらず、ムオジネル軍はミラと、そしてティグルに圧倒された。抵抗は弱く、五歩、十歩と退き続け、ついには散り散りになって逃げだす。

「追いますか」

　初老のジスタート騎士が、ミラに聞いた。青い髪の戦姫は首を横に振る。
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　丘の中腹にいるラフィナックたちを振り返って、ティグルは黒弓を大きく振る。そうして自分がだいじょうぶであることを伝えると、ミラに向き直った。

　二人は無言で見つめあう。二年ぶりの再会は、喜びとともに、新鮮な驚きと感動を二人に与えていた。無数の想いが無数の言葉となって心の中に湧きあがったが、二人は必死の努力でそれを心の奥底に押しこめる。

「ブリューヌ王国のアルサスを治めるヴォルン伯爵家の長男、ティグルヴルムドです。部下ともども助けていただいたこと、感謝します」

「ジスタート王国のオルミュッツを治める戦姫リュドミラ＝ルリエです。友軍を助けることができて、こちらこそ嬉しく思います」

　形式的な言葉をかわす間に、赤みがかった茶色の瞳と、青い瞳がまじわる。

「――蒼氷星シズリートに、矢は届いた？」

　不意に、口調を年齢相応の娘らしいものに変えて、ミラが言った。

　蒼氷星。それは、二人の間にかわされた約束を意味する言葉。

　ティグルは目を丸くしたが、すぐに笑みを浮かべた。

「いや、まだだ。だが、これっぽっちも諦めちゃいない」

　二人は声をたてずに笑いあった。








２　　　凍漣の雪姫ミーチエリア









　丘から下りてきたヴォルン兵たちの姿を見て、ミラは薬や酒、当て布などの一部を分け与えるよう配下の兵に命じた。

「おひさしぶりですな、ティグルヴルムド卿」

　そうティグルに声をかけてきたのは、穏やかな顔つきをした初老の騎士だ。細身で、灰色の髪を丁寧に撫でつけ、短い髭も整えている。服装を変えれば、騎士ではなく従僕といっても通じそうな物腰のやわらかさだ。

「ガルイーニン卿、お元気そうで何よりです。助けていただき、ありがとうございます」

　顔を輝かせて、ティグルは老騎士の手をとった。ガルイーニンはミラの側近のひとりだ。ティグルがオルミュッツに滞在していたとき、何かと面倒を見てくれた男だった。

「恐縮でございます。私はこの部隊でリュドミラ様の副官を務めておりますので、何かご用のあるときは遠慮なくお申しつけくださいませ」

　うやうやしく、ガルイーニンは一礼する。外見から想像される印象に反して、彼が戦士としても指揮官としても有能であることを、ティグルは知っていた。

「変わっていませんね」

　ティグルは笑みをこぼすと、ラフィナックを呼ぶ。ミラとガルイーニンに紹介した。

　ラフィナックの言葉遣いや態度は礼儀正しいものとは言い難かったが、二人に不快感は与えなかった。笑顔をつくったときに覗のぞいた前歯が好印象を与えたようである。

「リュドミラ様、指揮官同士、ティグルヴルムド卿と話すことがおありでしょう。兵たちは私とラフィナック殿が見ておりますので」

「ありがとう。ここは任せるわね」

　ミラは初老の副官に礼を言うと、ティグルに目配せをした。ティグルもガルイーニンに会え釈しやくをする。二人は兵たちから離れた。

　兵たちを彼とラフィナックに任せて、ティグルとミラは軍から離れる。

　二人きりになると、ミラは心配そうな顔でティグルを見つめた。

「傷だらけだけど、だいじょうぶなの？」

「見かけほどひどくはないんだ。痛みもあまりない」

　安心させるようにティグルが笑うと、ミラはやっと相好を崩した。

「髪、伸ばしたんだな。似合ってるよ」

　他に言うべきことはたくさんあるはずなのに、ティグルの口から出てきたのは、そんな平凡な言葉だった。はにかんだのを隠すように、ミラは頰にかかった髪をはらう仕草をする。

「背、伸びたのね。二年前は、私よりちょっと高いぐらいだったのに」

　いまのティグルは、ミラより頭ひとつ分背が高い。「鍛えたからな」と答えて、ティグルはミラの持つ槍に視線を向けた。

「ひさしぶりだな、ラヴィアス。元気だったか」

　まるで意思のあるものに話しかけるように、ティグルは彼女の手にある槍に声をかける。

　すると、ミラの持つ槍――ラヴィアスの穂先から、白い冷気が音もなくあふれだした。ティグルの声に応えるかのように。ミラが微笑を浮かべる。

「怒ってるわ」

「怒ってる？」

「正確には、怒ってるふりね。照れ隠しよ。本当は嬉しいの」

　二人は顔を見合わせて笑った。意思を持つ槍は、不本意だといいたげに冷気をまきちらす。

　再会を喜びあうのはそこまでにして、二人は指揮官としての顔に戻った。逃げていったムオジネル軍が、味方を連れて戻ってくるかもしれない。その前にここから離れる必要があった。

　まず、ティグルが自分たちの置かれた状況を説明する。昨日、エレシュキルトの地に幕営を築き、明け方に奇襲を受け、暗がりと霧にまぎれてここまで逃げてきたことを話した。

「テナルディエ公が竜を……？」

　ミラは驚きに目を丸くする。

「にわかに信じ難い話ね。あなたが私に噓を言うとは思わないけれど……」

　この反応にはティグルも驚き、そして戸と惑まどった。

「テナルディエ公は君に話していなかったのか？　友軍なのに……」

「ええ。でも、そうね。私がテナルディエ公の立場でも黙っておくわ。その方がジスタートをより驚かすことができるし、情報が漏もれないともかぎらないもの。ただ――」

　ミラは南へ鋭い視線を向ける。ムオジネル軍が逃げていった方角だ。

「あのムオジネル軍は、あなたたちに降伏を呼びかけてきたんでしょう。そんな余裕があるぐらいには、奇襲は上手くいったということよね。それじゃあ、竜たちはムオジネル軍を追い払いもせずに、どこで何をしているのかしら」

「テナルディエ公に何かあったのかもしれない。竜に命令できるのは公爵だけのはずだ」

　今朝の奇襲は竜ではなく、人間を狙ったものではないかという考えを、ティグルは話した。ミラは同意を示してうなずく。

「テナルディエ公が負傷し、竜たちは動かず、やむをえず後退する。ありえるわね」

　オルミュッツは以前からテナルディエと交流があり、ミラは公爵の人柄を知っていた。あの男なら、自分以外の誰かが竜を使役することなど望まないだろう。息子のザイアンになら任せるかもしれないが。

「想像していた以上に深刻ね……」

　口元に手をあてて、ミラは小さく唸った。

「私たちの方は、どこから話したものかしら……。合流予定だったザラファンの地で土砂崩れが起きて、とても軍が踏みこめないような状況になっているのは知っている？」

　ティグルは首を横に振る。はじめて聞く話だ。

「わかったわ。はじめから説明する。少し長くなるけれど」

　ジスタートでは、ミラとエレオノーラが合計一万の軍を率いて南下する予定だった。

　ところが、出征直前に予定が変わった。

　ジスタート王国の東にいる騎馬の部族が攻めこんできたのだ。ジスタート王はやむを得ず、戦姫のひとりソフィーヤ＝オベルタスに迎撃を命じた。

「たしか、ソフィーの治めている公国は南東にあるんじゃなかったか？」

　不思議に思ってティグルは尋ねる。ソフィーとは、ソフィーヤの愛称だ。

　オルミュッツにいたとき、ティグルはミラに紹介されて彼女に会ったことがある。幅広い知識を持ち、包容力を感じさせる美しい女性だった。彼女は親しい者からソフィーという愛称で呼ばれており、ティグルにもそう呼ぶことを許してくれたのだ。

「そうよ。いま、東のブレストを治める戦姫が不在でね。他にひとがいなかったの」

　騎馬の部族への対応はかたづいたが、ひとつ問題が生じた。

　ジスタートとしては、ミラとエレオノーラがムオジネルに攻めこんでいる間、ソフィーに南方の国境を守らせるつもりだったのだが、それができなくなったのだ。

「他の戦姫を動かすことができたら、陛下もそうしたのでしょうけどね」

「無理だったのか？」

　ティグルが聞くと、ミラは仕方ないと言いたげな顔で、指を折りながら説明する。

「前に話したことのあるサーシャ――レグニーツァのアレクサンドラは病で動けない。北西のルヴーシュを治めるエリザヴェータは、北方の蛮族の討伐に向かっている最中。北東のオステローデを治めるミリッツァは、戦姫になってまだ半年だから無理があるわ。ブレストの主であるオルガは、一年以上前から行方不明」

　はじめて聞く名前が多かったが、大変そうだということだけはわかった。

「そのオルガというひとが行方不明っていうのは、何があったんだ？」

「しばらく旅に出るという書き置きを残して、姿を消してしまったんですって。ソフィーは彼女に一度だけ会ったことがあるそうだけど、心配いらないって言ってたわ。もしかしたら、何かの密命を帯びて旅に出たのかもしれないわね」

　ジスタート王はエレオノーラに南方の国境を守らせ、南部に領地を持つ諸侯たちに呼びかけて、諸侯軍を編制させた。諸侯軍の指揮官にはバルシャイ伯爵が選ばれた。

――それは、ミラにとってはいいことだったんじゃないか。

　ミラとエレオノーラが犬猿の仲であることを、ティグルは知っている。エレオノーラについて、ミラからは悪口しか聞いたことがない。

　もっとも、それについてはエレオノーラも似たようなものらしい。ソフィーなどは「二人が顔を合わせると、挨拶代わりに罵倒の応酬がはじまるのよ」と苦笑まじりに言っていた。

「私とバルシャイ伯爵は、二手にわかれてムオジネルに攻めこんだの。それぞれ、国境の砦をいくつか陥落させたわ。そのあと合流して南下するはずだったんだけど……」

　だが、ここでミラにとって不測の事態が二つ起きた。

　ひとつは、諸侯軍が予定の日時を過ぎてもオルミュッツ軍の前に現れなかったことだ。

　ミラは複数の偵察隊を派遣して、ようやく諸侯軍の居場所を突きとめた。彼らは何度か敵の襲撃を受け、撃退し、追撃する間に、本来の進路から大きく外れていたのだ。

「合流を阻止するために、ムオジネル軍がおとりを使って誘いだしたということか？」

「そういうこと。バルシャイ伯爵は慎重で、むやみに戦いをしかける方ではないわ。ムオジネルのやり方が上手かったのね」

　不測の事態の二つめは、ブリューヌ軍と合流する予定だったザラファンの地で、大規模な土砂崩れが起きたことだ。

　バルシャイ伯爵を待つ間、ミラは偵察隊をザラファンの地にも放っていた。敵の伏兵を警戒したのだ。数日後に戻ってきた偵察隊は、驚くべき報告をした。

「川の氾濫と、それに伴う土砂崩れが起きて、あの地は歩くのすら困難な状態です」

　ザラファンには、二千のムオジネル兵が伏兵として潜んでいた。だが、彼らは突然の土砂崩れによって、ほぼ壊滅してしまったという。偵察隊は生き残りを捕らえることに成功して、何が起きたのかを聞きだしたのだった。

　その報告を受けたミラは、危機感を抱いた。

　ムオジネル軍がこちらの合流場所を推測していたことについては、それほど驚きはない。合計すれば三万を超える大軍を展開できる地など、どうしてもかぎられるからだ。

　しかし、ザラファンが合流に適さない場所となったことは痛かった。無理に踏みこめば、泥濘によって身動きがとれなくなったところを狙われるだろう。

　早急にブリューヌ軍と連絡をとって、新たな合流場所を決める必要がある。手をこまねいていれば、各個撃破される恐れがあった。自分たちと同じように、ブリューヌ軍も何らかの妨害を受けているだろうから。

　そこでミラは、一組あたり四、五十騎で構成された部隊を十組編制した。これらの部隊の役目は、ブリューヌ軍をさがしだして連絡をとることだ。部隊のひとつはミラ自身が率いた。

　そして、彼女はムオジネル軍に追い詰められているティグルたちを発見したのだった。

「……間一髪だったわけか」

　ひとつ気になったことがあったが、それを言葉にはせず、ティグルは笑った。

「必死に逃げ続けた甲斐はあったな」

「あなただとわかったときは私も驚いたわ。無事でよかった、本当に」

　微笑を浮かべるミラが何よりも愛おしく思えて、ティグルは彼女を力のかぎり抱きしめたい衝動に駆られる。絶体絶命だった。ミラたちが現れるのがあと少し遅かったら、自分たちは奴隷として連れ去られていたかもしれないのだ。

　だが、その衝動をティグルは懸命におさえこんだ。まだ話は終わっていない。

「ミラは、これからどうするんだ？　俺たち――我が軍の状況は話した通りだが」

　このあたりには多数のムオジネル軍がいると考えていい。ブリューヌ軍のもとを目指そうとすれば、一度ならず彼らと遭遇する可能性があった。それに、ブリューヌ軍がエレシュキルトの地に留まっているかどうかもわからない。

「……ティグル、先にあなたの考えを聞かせてもらえるかしら」

　氷の槍の穂先を撫でながら、ミラが言った。ティグルは困惑も露わに彼女を見つめる。

――俺の考えといっても、ミラに頼るしかないのが……。

　そう思って、はっとした。自分の愚かしさに、おもわずうつむいてしまう。

　敵地で孤立している、五十人足らずの傷だらけの歩兵。それが自分たちだ。

　守ってほしいとティグルが頼めば、おそらくミラは拒まないだろう。しかし、彼女に従う兵たちはどう思うか。足手まといを連れて敵地を動くとなれば、行軍速度が落ちる。敵と戦う可能性が大きくなる。兵たちの不満は、まずヴォルン隊に、次いでミラに向かう。

　そのような事態を避けるためには、オルミュッツ兵が納得するだけの理由が必要だ。

　その理由を、ティグルはミラに任せようとしていた。

　彼女に頼るしかないのは、仕方がない。だが、自分たちが安全を確保する方法まで、彼女に考えてもらおうというのは、あまりに浅ましいのではないか。

　気がつくと、ミラが真剣な表情で自分を見ていた。混じりけのない氷を思わせる青い瞳が、静かに答えを待っている。

――俺に機会を与えてくれているのか。

　助けてもいいと思える相手であることを、証明しろと。

「そうだな……」

　ティグルは腕組みをして考える。すぐにひとつ思いつき、さっそくとばかりに提案した。

「どうだろう。俺たちといっしょに、ブリューヌ軍に合流しないか？」

「ふうん？」

　青い瞳を輝かせて、ミラは口元に楽しそうな笑みをにじませる。

「ブリューヌ軍に合流するまでお守りをしてほしい、ということかしら？」

「友軍であるブリューヌ貴族を守ったとして、君はブリューヌ軍に貸しをつくれる。田舎貴族でも貴族には違いないからな。君が相手ならテナルディエも無視はできないだろう」

「それだけ？　私にしてみれば、あなたたちをここに置いて自軍の本隊に戻った方がいいように思えるわね。ブリューヌ軍が負けたらしいことはわかったのだし」

　突き放すように言われて、ティグルは小さく唸る。これだけでは足りなかったらしい。

　ミラは悪意から言っているのではない。むしろ、協力的なのだ。これが顔見知りていどの間柄であれば、いまのやりとりで話を終わらせているだろう。

――他に、ミラたちを納得させられるもの……。

　ない知恵を必死に絞るものの、なかなかこれといった考えが浮かばない。すぐに三十を数えるほどの時間が過ぎた。ミラは辛抱強く待っている。

　考えるきっかけになりそうなものはないかと、周囲に視線を巡らせたとき、オルミュッツ兵たちの掲げている黒竜旗ジルニトラと、オルミュッツ公国の軍旗がティグルの目に映った。

「君がブリューヌ軍に合流してともに戦ったら、ジスタートはブリューヌに対して貸しをつくれるんじゃないか？」

　やや慎重な口調になったのは、たったいま思いついたことだからだ。

　このあと、ブリューヌ軍はどう動くか。当初の予定通り、ジスタート軍との合流をはかるのか。それとも、合流を諦めるのか。

　後者の場合、ミラがブリューヌ軍のもとにたどりつけば、ジスタート側は合流することに力を尽くしたと主張できる。今後の外交において、それは有効な手札の一枚となるだろう。

　もちろん、ブリューヌ軍が敗北から持ち直し、ジスタート軍と連絡をとることに成功して合流を果たす可能性もある。その場合、ミラの努力はあまり意味を持たないものになるが。

「……ちょっと甘いけど、二つ合わせてぎりぎり及第点というところかしら。戦いのあとについて考えたことは評価してあげるわ」

　いかにも仕方ないというふうにミラは肩をすくめたが、その顔には満足げな笑みが浮かんでいた。ティグルは安あん堵どの息をつく。

「二つとも、君はもう考えていたのか？」

「ひとつめだけね。二つめは思いつかなかったわ。いいわ、ティグル。あなたたちとブリューヌ軍のもとへ向かってあげる。ただし、あなたには五十人分働いてもらうわよ」

　青い瞳が、活力に満ちて輝いている。ティグルは大きくうなずいた。

「喜んでやらせてもらうさ。君に言うのはいまさらだが、弓の腕と目のよさには自信がある。偵察でも何でも遠慮なく使ってくれ」

「頼りにしてるわ」

　ミラが手を差しだす。その手を、ティグルはしっかりと握りしめた。







　ティグルとミラが兵たちのところへ戻ったときには、負傷者の手当てもだいたい終わって、出発できる態勢が整っていた。太陽は中天を通り過ぎているが、まだ空は明るい。

　ラフィナックとガルイーニンは、ムオジネル軍から手に入れた馬の様子を見ているところだった。主人を失った馬たちはほとんど逃げていったのだが、二頭だけはその場から動かず、誰かに手綱を引いてもらうのを待っているかのように、たたずんでいたのだ。

「方針は決まったわ。我々はヴォルン隊とともに、ブリューヌ軍のもとへ向かう」

　凛とした表情で、ミラはガルイーニンに告げる。初老の騎士はミラとティグルを交互に一いち瞥べつすると、うやうやしく頭を下げた。

　ティグルはミラとガルイーニンに尋ねる。

「オルミュッツ兵の中に、私のことを覚えている者はいるでしょうか。出発する前に、挨拶をしておきたいのですが」

　行動をともにするといっても、負担はオルミュッツ兵の方が大きい。揉めごとをなるべくおさえるためにも、いまから頭を下げておくべきだった。

「そうですな。では、私がご案内いたしましょう」

　ティグルの意図を察して、ガルイーニンが微笑を浮かべる。

「では、私もヴォルン家の兵士の方々に挨拶させていただきましょう。ラフィナック殿、案内してただけますか」

　ミラの言葉に、前歯がはっきり見えるほどの笑顔でラフィナックは答えた。

「喜んで務めさせていただきます」

　そうして、ティグルはオルミュッツ兵のひとりひとりと顔を合わせた。旧知の兵と会っておたがいに懐かしむこともあれば、初対面の相手に恐縮され、あるいは不審げな表情を向けられることもあったが、どうにか全員と挨拶を終える。

　オルミュッツ兵たちから離れたとき、声を潜めてガルイーニンが言った。

「ティグルヴルムド卿、リュドミラ様自らが偵察隊のひとつを率いてきたことを、どう思われますか」

「やはり、何か事情があったんですか？」

　ティグルは足を止め、真剣な顔になってガルイーニンを見つめる。

　ミラからジスタート側の話を聞いたとき、気になったのはそのことだ。本来、指揮官は軽々しく動きまわるべきではない。ミラ自身が一部隊を率いる必要はないはずだった。

「はい。あの方にとって、大切な理由が」

　ガルイーニンも立ち止まり、穏やかな表情で告げる。

「リュドミラ様は、あなたの身を案じておりました」

　ティグルはとっさに声を出すことができなかった。

「あなたがこの戦に参加していると、リュドミラ様は確信しておりました。そして、苦境に立たされているかもしれないと、心配されておりました。もしもあなたを助けることができるのならば、助けたい。そう思って、リュドミラ様はご自身で偵察隊を率いられたのです」

　吹き抜ける熱風が、顔を撫でる。目の奥が潤うるむ。胸の奥底が燃えるように熱い。

　もちろん、ミラには指揮官として、迅速な判断が必要とされる場所に自分がいるべきだという考えもあっただろう。ブリューヌ軍の状況を少しでも早くつかむことが、重要だからだ。

　だが、ミラは同時に、自分のことを想っていてくれたのだ。この場で再会を果たせたのは偶然であり、幸運だったが、その幸運はミラが引き寄せたものだった。

「ありがとうございます、ガルイーニン卿」

　ティグルは深々と頭を下げる。このようなことを、ミラが自分から話すことは絶対になかっただろう。彼が教えてくれなければ、ティグルは永久に知らないままだった。

「リュドミラ様が守ろうとしたその命、くれぐれも粗末になさいますな」

　うなずいて、ティグルは顔を乱暴に拭ぬぐう。

　十数歩先に、ヴォルン兵への挨拶をすませたらしいミラとラフィナックが立っている。二人はそこまで歩いていった。

「しかし、若……いえ、ティグルヴルムド様から何度も聞かされていましたが、リュドミラ様は実にお美しいですな。あなたと友誼を結ぶことができて、我が主は幸せ者です」

　手放しで褒め称えるラフィナックに、ミラはからかうような視線でティグルを一瞥する。

「何度も？　たとえば、どんなことを言っていたのかしら」

「最初は何かの詩から引用して、万年雪のような肌だとか、春の湖のような輝きに満ちた瞳だとか言っておりましたな。その次はお人柄について力説し、いかに想いを寄せているかと……ああ、いえ、この想いというのは、騎士として真心を捧げるという意味合いでして……」

　言い過ぎたことに気づいてラフィナックはとっさに言い繕ったが、手遅れだった。

　ミラは頰を赤く染めて、ティグルと目を合わせないよう横を向いている。ティグルは少し、いやかなり恥ずかしかったが、本心なのは間違いないので堂々としていた。その隣で、今度はガルイーニンが口を開く。

「貴重なお話をありがとうございます、ラフィナック殿。それでは私も、我が主がティグルヴルムド卿をどのように評されていたのかについて――」

「ティグル、ムオジネル軍の新手が現れる前に、急いでこの場を離れましょう」

　好こう々こう爺や然ぜんとしたガルイーニンの言葉を遮さえぎって、ミラが口くち早ばやに言った。副官の前で、ティグルを愛称で呼んだことに気づかないほどの焦りようだ。ティグルもそのことに気づかず、「わかった、すぐに移動しよう」と、急いで会話を終わらせた。

　ラフィナックをともなって、ティグルはヴォルン兵たちのもとへ戻る。出発を告げた。

　馬に乗る前に、年長の副官の胸を軽く叩く。

「世話になりっぱなしってわけにはいかないからな。動けるやつはこき使うぞ」

「奴隷か死か、という二択を迫られることにくらべれば、何てことはありませんよ」

　ラフィナックが笑ってうなずいた。嬉しさを表すように、前歯が覗いている。

「しかし、戦姫さまは、若には高嶺の花すぎやしませんかね。武勲、武勲と言っていたわけはわかりましたが、それこそ地竜スローぐらいの活躍をしないとどうにもならないのでは」

「軽いもんだ、それぐらい」

　ティグルの返答は大言壮語の見本のような代物だったが、まぎれもない本心だった。地竜ぐらいの活躍ができなければ、どうして空に輝く星に矢を届かせることができるだろう。
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　ヴォルン隊とオルミュッツ軍は、五ベルスタ（約五キロメートル）ほど北へ進み、川が近くにある荒野で行軍を止めて、野営をはじめた。

　火を熾おこし、川から水を汲くんで、食事にする。火を熾すことと水を汲んでくる作業は、ヴォルン兵が率先してやった。ティグルがそうするように命じたのだ。

　食事はパン、チーズ、干し葡萄ぶどう、細かく切った鳩の肉を入れたスープである。パンは携帯していた食糧で、それ以外は近くの村から買ったものだ。

　ちなみに、食糧を買うときは少し工夫した。ティグルと、ムオジネル語をいくらか話せるオルミュッツ兵が、ムオジネル兵に変装したのだ。露出した肌を土で汚し、ムオジネル馬にまたがり、暗くなるのを待って村を訪ねれば、ごかますことができた。

　ティグルをはじめとするブリューヌ人たちは、パンもスープも勢いよくたいらげた。明け方に奇襲を受け、戦場を離脱してから、ろくに食事をとっていなかったのだ。せいぜい霧に包まれている間に水を飲んだぐらいである。

「腹が減っているときは何を食ってもうまい、というのは真理ですね」

　酸味のある干し葡萄をかじりながらラフィナックが言ったが、反応した者はいなかった。誰もが食事に忙しかったからだ。

　パンをスープにつけて、かじる。塩気を味わうようにチーズを咀嚼する。それらが喉を通過するたび、ものを食べているという喜びを、誰もが嚙みしめていた。

「ムオジネルの魚でかまわないから、魚スープウハーを食べたいものだ」

　オルミュッツ兵のひとりは、パンをかじりながら、そんなことを言って笑った。魚スープウハーはジスタートにおいて日常的な食べもののひとつで、桶と見まがうほどの深い鍋に水を張り、大口に切ったジャガイモや塩漬けの鮭さけなどを入れて玉たま葱ねぎで甘みを加え、煮込んだものだ。

　食事がすむと、兵の半分は見張りに立ち、もう半分は早々に眠りにつく。ヴォルン兵は疲れきっていたし、オルミュッツ兵は明日からの行軍が大変なものになるとわかっていたからだ。

　篝かがり火びは、おもいきって焚いた。遠くからでも敵に見つかる恐れがあるが、火がなければ獣が寄ってくるし、何かあったときにすぐ対応できないからだ。

　幕舎は指揮官用のものしか運んでいないので、兵たちは外がい套とうにくるまって地面に横になる。

　虫はうっとうしいが、涼気は心地よかった。







　ティグルとミラは、野営地の中央に設置された幕舎の中にいる。

　並んで座っている二人の顔を、天井から吊つり下がっているランプの明かりがぼんやりと照らしていた。おたがいに胸当てなどは外して、くつろいだ格好をしている。

　壁にはミラのラヴィアスと、ティグルの黒弓とがそれぞれ立てかけられていた。

　二人の前には、湯を入れた小さな鍋と、二つの銀杯、三つの小さな瓶が置かれていた。

　鍋からは白い湯気が立ちのぼっている。三つの瓶の大きさは、ティグルの手の中におさまるぐらいだ。瓶の口には栓がしてあり、表面には文字が刻まれていた。

「どれにする？」

　ミラが楽しそうな表情でティグルを見つめる。三つの瓶には、それぞれ材料の違うジャムが入っているという。

「どんなジャムが入っているのかは教えてくれないのか？」

　ティグルが聞くと、ミラは「だめ」と、笑顔で答えた。

「こいつはなかなか難問だな」

　ティグルは腕組みをする。ミラには、この中から選んでほしいジャムがある。それを当てろと、彼女は言ってきたのだ。一見、他愛のない遊びだが、ミラが紅茶チヤイを愛してやまないことをティグルは知っている。こうして戦場にまで茶葉とジャムの瓶を持ってくるぐらいだ。

　これは、真剣さを要求される遊びだった。ミラの隣に立とうとするならば、逃げるわけにはいかず、もちろん外すわけにもいかない。

「瓶にさわってもいいかな？」

「ええ、どうぞ」

　ティグルは右端の瓶をまず手に取る。さまざまな角度から観察したあと、元の場所に戻し、次いで真ん中の瓶を手に取った。

――大きさや重さ、形では区別できないな。

　違いは、瓶の表面に書かれている文字だけだ。太陽、月、星という簡単なものである。

　瓶を戻しながら、そっとミラの様子をうかがう。彼女はティグルの視線に気づいて、くすりと笑った。手がかりをくれる様子はなさそうだ。

　考えたのち、ティグルは月と書かれた瓶を手に取って、ミラに渡す。

「これでいいの？」

　確認してくるミラに、ティグルは昔を懐かしむ表情でうなずいた。

「はじめて君の紅茶チヤイを飲ませてもらったときのことを思いだしたんだ」

　ミラの部屋で、窓から見える三日月を眺めながら、彼女の淹れてくれた紅茶を飲んだ。そのとき、ジスタート語で月を何と呼ぶのかも教わった。いまでも鮮明に覚えている。
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「あのときは嬉しかったな。君の紅茶チヤイがおいしいっていう話は、ラーナ様やガルイーニン卿にたっぷり聞かされていたし」

「ガルイーニンはおおげさなのよ」

　ミラは苦笑を浮かべながら、月と書かれた瓶の栓を取る。ティグルの鼻をかすかにくすぐったのは、葡萄ぶどうの香りだった。

「ブリューヌではいい葡萄がとれるらしいからって、それにしてくれたんだったな」

　ミラは紅茶を淹れると、木製の小さな匙を使って瓶から少量のジャムをすくい、紅茶に溶かす。「ありがとう」と礼を言って、ティグルは銀杯を受けとった。

　銀杯に口をつけると、葡萄の甘やかな匂いを含んだ紅茶の香りが感じられる。熱と甘味が少しずつ全身に行き渡って、身体から疲労が抜けていくような感覚をティグルは抱いた。

「うまいな」

「当然よ。私が淹れたんだもの。次は冷たい紅茶にする？」

　壁に立てかけてあるラヴィアスに、ミラは視線を向ける。冷気を発するこの槍の能力で、彼女は冷たい紅茶をつくりだすことに成功したのだ。

「そいつはちょっと贅沢すぎるな」

　今日の夕食で兵たちが飲んだものは、ぬるい水だった。さすがに気がとがめる。

「こうして君の紅茶を飲むのは、二年ぶりか」

「手紙のやりとりはしても、会ってはいなかったものね。あれから、またいろいろと新しい茶葉が手に入ったのよ。オルミュッツに来れば、いくらでもご馳ち走そうしてあげるんだけど」

「先の楽しみにさせてもらうよ。そういえばラーナ様はお元気かな」

　大事なことを思いだしてティグルは聞いた。ラーナというのはスヴェトラーナの愛称だ。

「ええ。昨年、あなたとあなたのお父様が馬を贈ってくれたでしょう。毎日のようにあの子を乗りまわしてるわ。ウルス卿――あなたのお父様は？　あと、あなたの弟も」

　父が病に伏せたことを、ティグルは説明する。心配そうな顔をするミラに、笑顔で言った。

「この戦では大事をとって休んだけど、問題はないよ。おかげさまで、アルサスをもっとよくしようとはりきってるからな。ディアンも元気だ。少し目を離すとすぐにどこかに行ってしまうから、バートランが長い紐をつけてな」

　ディアンは、ティグルの腹違いの弟である。今年で二歳になる。母親は、ヴォルン家の屋敷で昔働いていた侍女だ。ティグルがオルミュッツにいるときに生まれた子で、アルサスに帰ったとき、ティグルはたいそう驚いたものだった。

「もう何年かして、ディアンが充分に成長したら、君に会わせたいな。父も今回、君に会えないのが残念だと言っていた」

「お母様もあなたに会いたがっていたわ。いつでも気軽に遊びにいらっしゃいって」

「ヴォージュ山脈を庭か何かと思ってるんじゃないだろうな、あの方は……」

　彼女らしいと思いつつ、ティグルは呆れまじりの苦笑を浮かべた。







　ティグルがラーナと出会ったのは、三年前の冬の半ばだった。

　ラーナが、わずかな供をつれてアルサスを訪ねてきたのである。狩りをすませて屋敷に帰る途中だったティグルは、彼女を父のもとへ案内した。

　ラーナからウルスになされた提案は、驚くべきものだった。

　アルサスと友好を結びたいというのだ。ジスタートにおいて、大貴族に匹敵する地位にあるオルミュッツが。ふつうに考えれば、ありえないことだった。

　もちろんウルスは事情を尋ねた。ラーナは隠すことなく話した。

　ライトメリッツを牽けん制せいするためだと。

　ライトメリッツは、オルミュッツと同じく、戦姫の治める公国のひとつだ。

　オルミュッツとライトメリッツは伝統的に仲が悪い。当代の戦姫たちも、やはり親しくなれそうにない。

　戦姫同士の戦いは、よほどのことがないかぎり禁じられているが、ないことではない。

　そして、アルサスにはライトメリッツへ通じる山道がある。

　まったく整備されておらず、旅人ですら通らないような代物だが、ラーナにとっては山道があるという事実が重要なのだった。何かあったとき、オルミュッツがアルサスを通ってライトメリッツに侵入するかもしれないと思わせるために。

　ウルスは悩んだ末に、ラーナの提案を受けいれた。

　ところが、話はそれで終わらなかった。ラーナはもうひとつ提案してきたのだ。

　それは、ティグルをオルミュッツで一年間預からせてもらえないかというものだった。

　ウルスの屋敷を訪れる前に、ラーナはティグルの弓の技量をその目で見た。このとき、ティグルは十四歳だったが、すでに二百五十アルシン先の標的に矢を命中させることができた。弓矢に偏見を持たないジスタート人であるラーナにとって、それは驚くべきものだった。

「すばらしい」

　ラーナはティグルの弓の腕について簡潔に賞賛し、オルミュッツでの生活が、ティグルにいい影響を与えるのではないかと述べた。

　ウルスはティグルを呼び、事情を説明して問いかけた。オルミュッツに行くか、と。

「行きます」

　その答えが、ティグルの人生を大きく変えた。

　ラーナたちに連れられて訪れたオルミュッツの公宮で、ティグルはミラと出会ったのだ。







　二杯目の紅茶チヤイを淹れると、ミラは何かを思いついたのか、ひとつの質問を投げかけてきた。

「ムオジネル軍が今朝、奇襲をかけてきたのはどうしてだと思う？　指揮官を狙えばいいと思いつくまでに、そんなに時間がかかったのかしら」

　彼女の表情と声こわ音ねがそれまでと微妙に変化したことに、ティグルは気づいた。生徒に質問を出す教師のような態度だ。

　懐かしさに、顔がほころぶ。オルミュッツに滞在していたころ、ティグルはミラからさまざまなことを学んだ。政務、軍務、礼儀作法、戦術、歴史から紅茶の淹れ方まで。

　ちなみに剣や槍も教わったのだが、こちらはついに身につかず、ラーナが苦笑気味に「長所を伸ばしましょうか」と言ったこともあって、一ヵ月ほどで終了した。

　ともあれ、そうしたことがあって、ミラは何かを思いつくと、こうしてティグルに出題するようになったのだ。ティグルとしても、彼女の出す問題に答えるのは楽しかった。

「こちらの気が緩む瞬間……つまり、ジスタート軍と合流する直前を狙ったんだろう。偵察を繰り返して、ぎりぎりまでこちらの様子をさぐっていたんじゃないかな」

　ムオジネル軍がもっとも避けたいのは、ブリューヌ軍とジスタート軍が合流することだ。それまでに何かしら仕掛けてくることを予想し、備えておくべきだった。

　ブリューヌ軍は竜に頼って、油断した。ティグル自身も例外ではなく。

「それにしても、敵の指揮官はとんでもないやつだな」

　ティグルの声には畏い怖ふと感嘆がにじんでいる。ミラが言った。

「指揮官はおそらく『赤髭バルバロス』よ。前に話したことがあるでしょ」

「クレイシュ＝シャヒーン＝バラミールか……」

　ティグルは首を左右に振ってため息をつく。

　クレイシュはムオジネルの王弟で、近隣諸国に恐れられている名将だ。『赤髭』の異名は、胸元まで伸ばしている髭に由来している。

　その戦果を挙げればきりがないが、一年前、ムオジネルに攻めよせた東方の王国の軍勢約五万と戦象百頭を、一万足らずの兵で迎え撃ち、圧勝したという話がとくに有名だった。

　そのような男がムオジネル軍の指揮をとっていると思うと、気が重くなってくる。ミラに同行してもらってよかったのだろうか。彼女を危険にさらしているのではないか。それとも、もっと自分に力があれば、このようなことにはならなかったのか。

「あなたが悩んだってどうしようもないでしょ」

　突き放すような冷たい口調でミラが言った。表情から、ティグルの内心を察したのだろう。

　ティグルは何度か瞬きしたあと、苦笑を浮かべる。くすんだ赤い髪をかきまわした。

「君の言う通りだな。どうも余計なことを考えすぎたようだ」

　ティグルはブリューヌ軍の総指揮官ではない。五十以下の兵を率いる一部隊の指揮官に過ぎず、友軍に頼ってどうにか生きながらえているというありさまだ。敵の総指揮官の思惑を推測するまでならともかく、一喜一憂するのは思い上がりというべきだった。

　ティグルの笑顔を見て、ミラは安心したように表情を緩める。いたわるように言った。

「疲れているでしょう。あなたもそろそろ休みなさいな」

　ティグルは言葉を返さず、身体ごとミラに向き直って、まっすぐ彼女を見つめる。

　両手を伸ばして、華きや奢しやな身体を抱きしめた。

「ちょ、ちょっと……」

　突然のことに慌てるミラの耳に、ティグルはありったけの想いをこめてささやきかけた。

「君に会うのが待ち遠しかった」

　ミラが動きを止める。ティグルは言葉を続けた。

「君がこの遠征に参加することは知っていたから、どこかで会えるとは思っていた。こんなことになるとは思ってなかったが……。でも、本当に会えてよかった」

　甘やかな匂いがティグルの鼻をくすぐる。頰に触れるやわらかな髪の感触に胸が高鳴る。密着しているところからぬくもりを感じる。いま、自分の腕の中に彼女がいるのだと、あらためて実感する。ミラは恥じらうように、いまにも消え入りそうな声で言った。

「私、泥だらけよ。汗だって……」

「でも、俺の好きな君の匂いだ」

　即答する。ミラは小さくため息をついた。身体の力を抜いて、ティグルによりかかる。

「私も、あなたに会いたかったわ。この遠征にはきっと来ると思ってた」

「ジスタート軍に君がいると知って、参加しないわけがないからな。前もって手紙か何かで伝えることができればよかったんだが」

　出立直前まで忙しく、慌ただしかった。そのような余裕はなかったのだ。

「いいわよ。こうして会えたんだから」

　ティグルは彼女を抱きしめる腕に力をこめる。

「君のことが、好きだ」

　ミラはわずかに目を見開いた。ティグルは熱を帯びた声で言葉を続ける。

「君のそばにいたい。君の笑顔を誰よりも近くで見ていたい。怒っているときも、落ちこんだり、悲しんだりしているときも、真っ先に君を支えたい。楽しいときを、君と過ごしたい。君の何もかもがほしい。そして、俺の何もかもを受けとって、そばにいてほしい」

　身体の中で昂たかぶる熱が炎になって噴きだすのではと思うほどの、熱く、真摯な想いが伝わってくる。ミラは頰を緩ませ、その心地よさに身を委ゆだねた。

　二年前、蒼氷星シズリートの下で受けとった言葉。

　ゆっくりと首を横に振る。「ごめんなさい」と告げる。あのときをなぞるように。

「――蒼氷星」

　二人は同時にその言葉を紡つむいだ。ミラは再び目を瞠みはる。二年前、その言葉を発したのは自分だけだった。抱擁を緩めて、ティグルがいたずらを成功させた子供のように笑う。

「たしかに、俺は蒼氷星シズリートに矢を届かせてはいない。だが、何もかも二年前と同じじゃない」

「そう、そうよね……」

　今度はミラがティグルを抱きしめる。

　それから、思いつくままに二人はさまざまなことを話した。

　おたがいの領地の様子、この二年の間に起きた不思議な出来事、ティグルがオルミュッツに滞在していたときに二人で行ったことのある店の現在、ラーナの起こした騒動の数々、アルサスを訪れた商人や吟遊詩人ミネストレーリからティグルが聞いた話……。

　ふと、ミラの頰に数本の髪がかかっていることにティグルは気づいた。その様子が不思議と艶なまめかしく思えて、身体が内側から熱くなってくるのを感じる。もっと彼女のぬくもりと感触がほしくなってきた。

　身を乗りだして、ミラの小さく艶やかな唇に自分の唇を重ねようと試みる。しかし、それはミラのひとさし指によって阻まれた。

「それはだめ」

「だめか」

　ティグルはおとなしく引き下がる。自分には、まだ資格がないのだ。

　蒼氷星に、矢は届いた？

　ミラはそう聞いてくれた。自分の答えは不甲斐ないものだった。

　先に、矢を届かせなければならない。

　ティグルにとっての救いは、ミラが待ってくれていることだ。いつかティグルがそこにたどりつくと、信じてくれている。だが、いつまでもというわけにはいかないだろう。ミラは戦姫であり、オルミュッツの統治者としての判断を優先させなければならないからだ。

「でも、期待はしているわ」

　ミラは身を乗りだして、ティグルの右頰に唇を押しつける。一瞬にも満たない時間で、彼女はすぐに唇を離したが、それでもその感触をティグルは忘れまいと思った。

「ミラ、俺からもいいか」

　ティグルが言うと、ミラは頰を染めてかすかにうなずいた。彼女の額に、ティグルはそっと口づけをする。それから髪、右頰、左頰、左耳、右耳へと口づけを続けると、さすがにミラは慌てだした。すばやくティグルの顎をおさえて動きを封じる。

「ま、待って。あと何回する気？」

「唇以外のすべてにするつもりだからな」

　当然のように答えたティグルの額を、ミラは呆れた顔でぴしゃりと叩いた。

「そんなのだめに決まってるでしょ。ちょっと甘やかしたら、すぐ調子に乗るんだから」

「……すまない」

　ミラが本気で怒りかけているのがわかって、ティグルは抱擁を解く。深々と頭を下げた。そこへ、立てかけてあるラヴィアスが追い討ちとばかりに冷気を吹きつけてくる。ティグルはおもわず恨めしそうな視線をラヴィアスに向けた。

「反省が足りないようね。もっと強くしていいわよ、ラヴィアス」

　そっぽを向いてミラが言う。意思を持つ槍から放たれる冷気がより強いものとなり、ティグルは慌ててその場から離れた。あらためてミラに頭を下げる。

「よろしい。ラヴィアス、もういいわ」

　甘い処分かもしれないとミラは思ったが、これはもう惚れた弱みというしかない。抱きしめられたことは驚いたが、決して不快ではなく、嬉しかった。伝わってくるぬくもりに胸をときめかせ、心を弾ませたのは、ミラも同じだったのだ。

「ほら、早く行きなさい」

　ティグルはのろのろと身体を起こして立ちあがる。弓を手にとった。

「おやすみ」

「ええ、おやすみなさい」

　ティグルが出ていったあと、ミラはランプの火を消して、外套にくるまる。

　暗闇の中で、自分の唇を指でなぞったあと、目を閉じた。




　　　　　†




　クレイシュ＝シャヒーン＝バラミールをはじめて見る者は、たいてい当惑する。

　兄王の信頼厚い王弟であり、周辺諸国にその名を轟とどろかせた名将という話から想像する姿と、実物との差に苦しむからだ。

　年齢は三十八。引きしまった身体つきをしているが、目は大きくくぼんでおり、鼻と耳が長い。異名の由来となった赤髭は胸元まで伸びている。一言でいって奇相である。

　頭部を包む白い絹布には大きな羽根を差し、金の雄牛や銀の鷹が描かれた派手な服を身につけている。こうした格好を彼は好み、そのせいで道化師クローウンに間違われたという噂まであった。

　だが、ムオジネルにおいて、彼ほど兵から尊敬され、側近から畏怖されている男は他にいない。軍務、政務の両面にわたって、クレイシュは非凡な力量の持ち主だった。

　いま、クレイシュは一万の兵とともに、エレシュキルトの地にいる。戦場となった場所から西へ五ベルスタ（約五キロメートル）ほど進んだところに幕営を築いていた。

　空には闇が翼を大きく広げ、高く昇った月が煌こう々こうと輝いている。

　金糸と銀糸を使った豪ごう奢しやな天幕の中で、クレイシュは部下からの報告を受けていた。

「ブリューヌ兵は西へ、西へと逃げ続けています。二十ベルスタは確実に後退しました」

「はっはは。見事な逃げっぷりだな。だが、あの竜どもの死体は運んでいってほしかったぞ」

　肩を揺らして、クレイシュは哄笑した。

　ムオジネル軍がここに幕営を築いた理由はいくつかあるが、そのひとつは、三つの竜の死体の処理が面倒だったからだ。戦象などよりはるかに重く、ひとつ運ぶのに数十人の兵が必要だろうという結論が出ると、クレイシュは死体を放っておくことに決めた。しかし、その近くに幕営を築く気はさすがに起こらず、ここまで軍を移動させたのだ。

「それにしても奇妙な戦だった。エレシュキルトで、朝に霧が出たことはあったか？」

「私は存じませんが、夏が迫っておりますゆえ、不思議ではないかと。それに、あの霧は我々に有利な働きました。ワルフラーンのご加護ではないでしょうか」

　ワルフラーンはムオジネルで信仰されている神々の一柱で、戦と勝利を司る。軍旗に描かれている黄金の兜と剣は、ワルフラーンの象徴だ。

　ムオジネル軍は暁の薄闇だけでなく、霧にまぎれてブリューヌ軍の幕営に接近することができた。神の恩寵と思いたくなるのも無理はない。

――本当にワルフラーンの加護であれば、楽なのだがな。

　これまでの人生の多くを戦場に費やし、神の加護などないと考えているクレイシュがそう思ってしまうほどに、早朝の霧は不自然だった。だが、それについて思い巡らす時間はない。ブリューヌ軍のことを考えねばならない。

「三頭の竜だが、いずれも首を切断されていたのだったな」

「はい」と、答える部下の顔が強こわ張ばる。

「ブリューヌ軍がいなくなったあと、この目でたしかめましたが……すさまじいものでした」

　体長八十チェート近い巨獣の、首のない亡骸が三つ、赤黒い血溜まりの中に横たわっていたのだ。強烈で、衝撃的な光景だったに違いない。

　部下が落ち着きを取り戻すのを待って、クレイシュは冷静に尋ねる。

「何が起きたのだと思う？」

「……わかりませぬ」

　部下は青い顔で、声を震わせた。

「本当に、わからないのです。実は、死体に剣で斬りつけてみました。ですが、あたかも岩に斬りつけたがごとく、刃は弾かれ、手は痺れ、という具合でして……」

　そのときのことを思いだしたのか、部下は右の手首をさする。

「とすると、あれは狼どもの餌にはならぬのか。あの巨体なら食いでがあったろうに」

　クレイシュの何気ない言葉に、部下は真面目くさった顔でうなずいた。王族の冗談は、対応を誤れば死につながる。冗談を解せぬ男と思われた方が、まだましというものだった。

「このようなことを申しあげるべきではないかもしれませんが……。地元の兵たちは、怪物の仕業ではないかといっております」

「怪物？」

「美女に化けて川や湖に潜み、近づいてきたものを水中に引きずりこんだり、首を搔かききったりするのだそうです。このあたりに古くから伝わっている話だそうで」

　クレイシュは笑いとばすべきか迷ったが、深刻な表情の部下を見て、真面目に応じる。

「おぬしは、その怪物とやらが竜を屠ほふったと考えているわけか」

「お叱りを受けても当然の戯れ言ではありますが、そうとしか考えようがなく……」

「ひとつ聞くが、我が軍の兵に、いかにも怪物の仕業であるかのように首を刎ねられたり、水の中に引きずりこまれたりして死んだ者はいるか？」

「いいえ！　そのような者は……！」

　部下は激しく首を横に振った。

「ならば、怪物などはおらぬのだ」

　くぼんだ目に笑みを湛たたえ、諭すような口調で王弟は続けた。

「竜が死んだのは、案外ブリューヌ人どもの失策かもしれぬ。そもそも、竜を何頭も従えているというのがおかしな話なのだからな」

　クレイシュ自身は、ブリューヌが何か失敗をしたとは思っていない。

　だが、いま必要なのは真実について考えることではなく、兵の士気の低下を防ぐことだ。そのために、怪物の存在は否定されるべきであった。

――ザラファンで起きた土砂崩れについても、似たような噂が流れているからな。

　ザラファンは、ブリューヌ軍とジスタート軍が合流する予定だった地だ。クレイシュはそこに二千の兵を潜ませていた。敵の動向をつかみ、場合によっては妨害するためだ。

　ところが、川の氾濫と土砂崩れによって、半数近くの兵が命を落とした。運よく生き残った者も、しばらく休ませなければならないほどだった。

　クレイシュにとっては腹立たしい出来事だった。

　兵を失ったことも痛手だが、彼はいままで、災害が起こりそうな場所に兵を配置したことは一度もなかった。そうした読みを外したことはなかったのである。

「私としては、見たこともない怪物などより、ブリューヌ軍のことを考えたい」

　クレイシュがそう言うと、部下はようやく気を取り直してうなずいた。地図の上に指を走らせながら、赤髭の王弟は話を続ける。

「今日のうちに二十ベルスタも後退したとなると、連中にもう進む気はないだろう。国境まで引き返し、そのまま撤退すると私は見ている」

「敵には、まだ飛竜ヴイーフルが一頭残っているという話があります。兵からの報告もいくつか……」

　部下の顔に浮かぶ危惧の色を、クレイシュは余裕たっぷりに笑いとばした。

「その一頭が無事なうちに、逃げ帰るつもりなのだろう。竜をすべて失ったら、今度こそブリューヌ軍の士気は崩れ去るだろうからな」

　今日までに、クレイシュは何度もブリューヌ軍の偵察を行っている。ブリューヌ兵が竜を恐れながらも、その力を頼みにしていることを知っていた。

「では、国境まで逃げていくやつらの背後から襲いかかって、痛めつけてやりますか」

「そうだな。てきとうに叩きながら、国境に兵を集結させろ。やつらもこのまま引き下がれはしないだろうから、国境で一戦挑んでくるはずだ。竜を動かすことはないとしても、他の手を隠し持っている可能性はある。油断はするな」

　部下は一礼して退出する。クレイシュはそばに置いていた馬乳酒クミズの瓶を手にとると、黄金づくりの杯に注いだ。一口飲んで、小さく息を吐く。

「国境近くで一戦まじえるとして、それまでに集められる兵は二万というところだな」

　戦象は二十頭ほど用意したい。上手く使えば、万の兵に匹敵する破壊力を発揮する。

　ジスタート軍については、ブリューヌ軍よりも兵力が少ないことから、部下に任せている。ブリューヌ軍を討てば、ジスタート軍はおそらく撤退するだろう。

　杯を空にしたとき、天幕の外から従者の声がした。

「閣下。ダーマード卿が謁えつ見けんを求めておりますが」

　ダーマードは、クレイシュが信頼する部下のひとりだ。

「通せ」と、短く命じると、ひとりの若者が入ってきた。顔だちから推測される年齢は二十歳前後。長身で鼻と顎が細く、鋭い目つきもあいまって精悍な印象を与える。

「お目通りを許していただき、ありがたき幸せにございます」

　ややたどたどしい口調で、ダーマードは不格好に一礼した。

　戦士としても、一千の兵の指揮官としても、充分な能力を持った男だが、貧農の出身ということもあって礼儀作法はまったく身についていない。礼儀に寛容なクレイシュの下でなければ重用されなかったかもしれない。クレイシュはうなずくことで彼を促うながした。

「アイシェ……様が、別行動をとりたいとのことです。敵に、気になる者がいると」

「ほう。あれの目にかなう見み目め麗うるわしい騎士でもいたかな」

　クレイシュは笑った。アイシェは、ムオジネルの王族のひとりだ。先代の王が巫女に生ませた娘の子で、王位継承権は与えられていない。王族として認定されたのも、いってしまえば現国王――クレイシュの兄の慈悲によるものだった。

　クレイシュは好奇心からアイシェに会い、しばらく話をして気に入り、自分の下で働いてみないかと誘った。アイシェにとっても望むところであったらしく、彼女は喜んで承諾した。そして、クレイシュはダーマードにアイシェの補佐を命じたのだ。

「弓使いです。少し信じられないような腕前の」

「ほう、ブリューヌ人に？　剣でも槍でもなく、弓を得意とする者がいると？」

　ダーマードの言葉に、クレイシュは楽しそうに目を輝かせる。敵味方関係なく、優れた能力を持つ者の話を聞くのが、彼は好きだった。

「はっはは。おもしろそうだな。詳しく聞こうか」

「二百五十アルシン先から矢を放ち、当ててきたそうです。私がこの目で見たわけではなく、兵の報告なので盛っている可能性はありますが……」

　この戦において、アイシェはクレイシュから百の騎兵を預かっている。もっとも、アイシェに指揮能力はなく、実際に兵を動かしているのはダーマードだ。

　今朝の奇襲が成功に終わったあと、ダーマードは配下の兵を北に向かわせた。ブリューヌ兵の多くは西へ逃げたのだが、彼らを追っては仲間と手柄の取りあいになる。そうなったら、百騎しかいない自分たちは不利になると考えたのだ。

　ところが、配下の兵たちは日が沈むころになって、数を減らし、傷だらけで帰ってきた。ブリューヌ兵の一団に遭遇し、弓矢でもって指揮官を討ちとられたのだという。

「報告によれば、そのブリューヌ兵たちは、ジスタート兵の一団に助けられたそうです。そのことも気になると、アイシェ様は言っていました」

　ダーマードの表情は硬く、目には不満がちらついている。

　クレイシュは髭をかすかに震わせて、声をたてずに笑った。ダーマードは「却下」と言ってほしいのだろう。「ブリューヌ軍への追撃に加わるように」と命じてほしいに違いない。少数の敗残兵を追うよりも、手柄をたてられる可能性が大きいからだ。

「わかった。別行動を許そう」

　ダーマードの顔に落胆の色が浮かんだ。クレイシュは髭を撫でながら、言葉を続ける。

「もしも、その弓使いを生かして捕らえたなら、金貨八百枚を与える。死体でも、そうさな、金貨五百枚はとらせよう」

　ダーマードの顔色が変わった。金貨五百枚でも、十年以上遊んで暮らせる額だ。

「ほ、本当でございますか……？」

「私の言葉を疑うのか？」

「いえ、滅めつ相そうもございません」

　ダーマードは慌てて謝罪する。

　天幕に入ってきたときとは異なり、勤労意欲の塊となってダーマードは退出した。

　クレイシュは、ダーマードへの温情だけで褒美を決めたわけではない。本当に二百五十アルシン先から矢を射かけてくる者がいるとすれば、脅威となる。金貨五百枚から八百枚で排除できるなら、安い買い物だ。

　それに、ジスタート兵の一団がそのブリューヌ人たちを助けたという話も気になる。ダーマードに経験を積ませるなら、不確定要素を持つ敵を追わせた方がいいという判断もあった。

――戦以外の楽しみが、ひとつできたな。

　黄金の杯に新たな馬乳酒クミズを注ぐと、クレイシュは満足そうに呷あおった。







　自分の部隊に戻ったダーマードは、指揮官用の天幕にまっすぐ向かった。見張りの兵に取り次がせて、すぐに中へと入る。

　ランプの明かりに照らされて、絨じゆう毯たんの上にひとりの少女がだらしなく寝転がっていた。

　頰杖をつき、片膝をたて、蜂蜜を塗ったパンをかじりながら、目の前に置いたチェス盤を眺めている。女性に気品や貞淑さというものを求めないダーマードでも、眉をひそめる行儀の悪さだ。十三歳なのだから、もうちょっとしゃんとしろと言いたい。

　入ってきたダーマードを見上げて、彼女は笑顔で聞いた。

「おお、ダーマードよ、首尾はどうであった？」

「閣下からお許しはいただけました、アイシェ様」

　チェス盤を挟んで、ダーマードは少女の向かい側に腰を下ろす。言葉遣いは丁寧だが、態度はぞんざいだった。ダーマードは彼女の副官という立場だが、気分は子守りである。敬意を持って接するのは困難だった。

　もっとも、アイシェはあまりに無茶なことは言わない。たとえば、酒が飲みたくなったので近くの村に行って買ってこいというときには、必要な金を用意してくれる。その金の何割かを懐に入れてよいかは、村の者たちと交渉する兵の奮闘次第だ。

　閉口するのは、急に天幕へ呼びつけられて「相手をせよ」と、命じられることだ。これが年頃の美しい女性の言葉であれば嬉しくもなるが、自分より七つも年下の少女では、ため息しか出てこない。同僚や部下にもからかわれるのでいっそう面白くない。

　しかもこの言葉は、暇潰しの相手になれという意味だ。世間話につきあわされたり、神話の話を聞かされたりする。チェスの相手をさせられたこともあった。

　戦について意見を求められたこともあり、そのときはできるかぎり嚙み砕いて語ったが、彼女がどれだけ理解できたのかは疑わしい。相手が王族であり、何よりもクレイシュの命令である以上、真面目に対応しているが、根気のいる務めだという認識だった。

　クレイシュが約束してくれた褒美について話すと、アイシェは仏頂面をつくった。

「あまり多くないな。値切られたのではないか？」

「そうでしょうか。充分な額だと思いますが」

　ダーマードが反論すると、アイシェはパンを頰張りながら言った。

「相手は二百五十アルシン先から矢を射放ち、一矢でこちらの指揮官を討ちとるという恐ろしいやつだぞ。そなたも言っていたではないか。狙って当てるのは不可能な距離だと」

「ええ。ですから、兵士が……間違えたのだと思います。ジスタート兵との交戦で混乱していたようですし、目で正確な距離をはかるのは難しい」

　誇張したという言葉を、ダーマードはどうにか呑みこんだ。アイシェは眉を吊つりあげる。

「そなたは、この話を聞いていないか？　国境での戦いで、一頭の戦象の両目を弓矢で潰したブリューヌ兵がいたというものだ」

　ダーマードは記憶をさぐった。言われてみると、聞いたような気もする。圧倒的な力を見せつけた地竜スローの存在感が大きすぎて、その話を気に留めた者はいなかったのだ。

「お言葉ですが、弓嫌いのブリューヌ人にそんな者がいるとは……」

「ブリューヌ軍にいるからとて、必ずしもブリューヌ人とはかぎるまい。我が軍の戦奴マルダー隊だったか？　ムオジネル人だけでなく、ブリューヌ人やジスタート人もいるではないか」

　戦奴隊は、奴隷だけで編成された部隊だ。当然、扱いは悪く、危険な局面に投入されることが多い。だが、だからこそ精強な部隊だった。

――口のへらないお姫さまだ。

　ダーマードはそう思いつつ、少しだけアイシェを見直した。彼女なりに根拠はあるのだ。

「とにかく、なんとかこの弓使いを捕まえましょう。私にお任せください」

　ブリューヌ軍との戦に参加することはかなわなかったが、褒美が約束されたのは大きい。これは、アイシェがおかしな好奇心を発揮したからこそ得られたものだ。

　アイシェはパンで汚れた手を服で拭ふきながら、ダーマードを見つめた。

「そなた、不満なのだろう。ブリューヌ軍との戦に向かえないことが」

「……戦士として、同僚と肩を並べることができないのは残念です」

　戦友たちがブリューヌ軍やジスタート軍を相手に武勲を重ねているときに、自分は何をやっているのだという思いは、間違いなくある。

「そなたを侮るわけではないが、この戦には参加しなくてよかったと思うぞ」

　チェス盤に視線を落としながら、アイシェは言った。盤上にはいくつかの駒が置かれ、あるいは転がっている。決められた通りに並んではおらず、てきとうに配置されていた。

　チェスをやっていたのではなく、駒をムオジネル軍やブリューヌ軍、ジスタート軍に見立てて考えを巡らせていたらしい。以前にも、ダーマードは見たことがあった。

「なぜですか。まさか、我が軍が負けるとでも？」

「そうは言わぬ。ただ、おかしなことが多いからな、この戦は。敵陣に攻めこんでみたら、竜が首を切られて死んでいたなど」

　駒を動かしながらのアイシェの返答に、ダーマードは顔をしかめる。

　ブリューヌ軍の竜たちが不自然な死を遂げたという話は、彼も聞いていた。怪物の仕業だという噂は鼻で笑ったが、薄気味悪いという印象は拭ぬぐえない。

　ふと、ダーマードは、目の前の主が水の女神アナーヒターを奉じる神殿で幼少期を過ごしたという話を思いだした。先代の王に愛された彼女の祖母は、巫女として優れた力を持っていたとも。いつだったかの「相手をせよ」で、聞かされたのだ。

　アイシェは話題を変えた。チェス盤の駒を動かし、ムオジネル北部から北西部における自分たちの位置を、大雑把に説明する。

「北西部にな、小さいながらわたしの領地がある。荒野に山に村がひとつと、そんなものだが、祖母が先王陛下より賜った大事な地だ。オルトゥという名を聞いたことは？」

「地名と、そこまでの道筋だけなら」

　戦に役立つかもと思い、北部におけるいくつかの地名と街道は頭に叩きこんでいる。オルトゥは王族の所有地だと聞いて、僻みから、他より印象に残っていた。まさかアイシェの領地だとは思わなかったが。

「先日、村が洪水によって沈んだという報告を受けた。村にはアナーヒターを奉じる神殿があったのだが、それもな。ブリューヌ軍が攻めてきたこともあって、村の者のほとんどは事前に避難していたそうだが……。もう水は引いただろうが、戦が終わるまでは戻れぬだろうな」

「弓使いをさがすついでに、そこの様子も見たいと」

　主の意向を先回りして、ダーマードは聞いた。意外に不器用な方だと思いながら。

　自分の領地を守りたいという気持ちはわかる。彼女の立場なら、ダーマードもなにかしら理由を考えてそう動くだろう。ダーマードとしては、弓使いをさっさと捕らえてムオジネル軍の本隊に戻り、ブリューヌ軍との戦いに加わりたいところだったが、望みは薄そうだ。

「うむ……」

　アイシェは口ごもる様子を見せた。この少女にしては珍しい。

「このオルトゥには、昔から奇妙な話が伝わっている。『水すい妖よう』と呼ばれる怪物が人々をさんざん苦しめ、旅の騎士によって神殿の奥に封印されたというものだ」

「珍しい話ではないと思いますが」

「主の話にそのような言葉を返す者は出世できぬと心得よ」

　ようやくアイシェは笑った。ダーマードはささやかな苛立ちを覚えたが、無表情をつくって表に出さないよう努める。先日、似たような状況に遭遇した際「それは珍しい話ですな」と相槌を打ったら、「見え透いた追従は嫌いだ」と不機嫌そうに言われたのだ。

「その『水妖』だがな、水の中に棲み、霧を起こしてその中を自在に動きまわり、小屋ほどもある巨大な岩を容易に切り裂き、人間を水の中に引きずりこんでむさぼり食うのだと」

「そいつが目覚めて動きまわっているとでもおっしゃるのですか？」

「まさか」と、アイシェは笑い飛ばした。

「ただ、用心して行ってこいというだけだ」

　おどかしたのか。そう理解して、ダーマードは苦笑を浮かべた。こういうところはやはり子供だ。自分が十三歳のときはもう一兵士として過ごしていたが、年齢の近い者らと怪談をしたり、肝試しをしたりしたことはあった。

「ひとまず、私が敵軍の様子を見てきます。アイシェ様は後からおいでください」

「兵を連れていかぬのか？」

　首をかしげるアイシェに、兵たちが件の弓使いを恐れていること、敵の数が多く、単騎の方が身を隠しやすいことをダーマードは挙げた。

――二百五十アルシンだと？　いるものか、そんなやつが。

　これまでに、ダーマードはそのようなことができる弓使いの話を聞いたことがない。

　ちなみに、戦姫の存在をダーマードは知らない。若い娘に打ち倒されたなどと報告したくなかった兵たちが、意図的に隠したのだ。

「そうか。では、お守りをやろう」

　アイシェはむくりと身体を起こすと、壺や箱、折りたたみ用の椅子などが積まれた天幕の隅へ、四つん這ばいで歩いていく。立って歩けとダーマードは思ったが、口には出さなかった。

　手にとった何かを、アイシェはダーマードに放り投げる。受けとってみると、小さな陶器の瓶だった。片手におさまる大きさで、木を削ったもので栓がされている。

「聖せい油ゆだ。肌身離さず身につけておくがよいぞ」

「ありがたく頂ちよう戴だいします」

　片膝をついて、ダーマードはうやうやしく感謝の言葉を述べた。

　聖油といっても、神殿でつくられている油というだけで、何か不思議な力が宿やどっているわけではない。だが、質のよい油であることはたしかで、異臭を発したり、すぐに燃え尽きたりするということがない。非常にありがたいものだった。

　ダーマードはアイシェの前から退出すると、部下を呼んでいくつか指示を出し、馬を用意させる。夜のうちに出発して、少しでも距離を稼ぐつもりだった。




　　　　　†




　同じころ、ブリューヌ軍の総指揮官であるフェリックス＝アーロン＝テナルディエ公爵は、不機嫌の極致にあった。

　総指揮官用の幕舎の中に、彼はひとりでいる。優美な装飾のほどこされた椅子に腰を下ろして、静かに考えを巡らせていた。今年で四十三歳。鍛たん錬れんを欠かしたことのない巨軀には覇気が満ちて、ブリューヌを代表する大貴族としての威厳と風格を強く感じさせた。

　エレシュキルトの地で奇襲を受けたブリューヌ軍は、秩序だった反撃もできず、総崩れになった。幕舎を捨て、軍旗を捨て、武器と甲冑を捨てて、ただひたすら西へと逃げた。

　テナルディエ公爵も、逃げざるを得なかった。襲いくる敵と、逃げ惑う味方と、その両方を相手にしながら西へと進んだ。屈辱に身を焦がした。

　敵の追撃が止まったのは、エレシュキルトから十五、六ベルスタほども離れたころだ。このあたりまでくると、敗残兵の群れと化して、槍や剣を支えに歩いていたブリューヌ兵たちも、ようやくまとまりを見せてきた。

　テナルディエは、さらに五ベルスタ進んで、ようやく幕営を築くよう命じた。ここまで逃げてくることのできた兵だけを助けるという意思表示でもあった。

　幕営に集まったブリューヌ兵の数は、一万八千を少し上回ったていどだ。五千近い兵が、命を落としたか、捕らえられたか、あるいはムオジネルの大地をさまよっているのだった。

――ムオジネルの黒犬どもめ。忌々しい。

　そばに置かれた台には、ブリューヌ産の葡萄酒ヴイノーと銀杯が置かれている。銀杯には、すでに葡萄酒が満たされていた。テナルディエは銀杯をつかみ、葡萄酒を呷る。わかってはいたことだが、ぬるい。それがまた不快だった。

　ちょうど銀杯を空にしたとき、側近のスティードが幕舎を訪れた。テナルディエが信頼する数少ない男だ。うやうやしく一礼したあと、スティードは簡潔に報告する。

「ムオジネル兵たちによりますと、人間だけを狙い、竜に遭遇したら逃げるようにと命令を受けていたそうです。竜たちの死がムオジネル軍の仕業だったとしても、末端の兵は何も聞かされていないと考えてよろしいかと」

「ご苦労」

　テナルディエは、短い言葉で側近をねぎらう。スティードはテナルディエに命じられて、ここに来るまでに捕らえた数人のムオジネル兵を拷問にかけていたのだ。

「諸侯の中に、竜たちの死について何か有益な意見を述べた者はいたか」

　スティードは首を横に振る。

「このあたりに伝わっている怪物の仕業ではないかという者がいれば、ムオジネル人の呪い師の仕業だという者がおり、まともな意見と呼べるものはありませんでした」

「怪物は論外としても、呪い師か。竜を殺す呪いがあって、人間を殺す呪いがないというのは道理に合わぬな。竜よりも私を殺す方が、よほどたやすかろうに」

　テナルディエは冷笑した。葡萄酒の瓶を手にとって、自分で銀杯に注ぐ。

――そういえば、ジスタートの戦姫たちが持つ竜具ヴイラルトとやらいう武器は、竜の鱗をたやすく斬り裂けると聞いたことがある……。

　銀杯の中の葡萄酒に己の顔を映して、テナルディエは考えに沈んだ。ジスタートが裏切ってムオジネルについたのだろうか。それとも、七人いる戦姫の誰かが独断で動いたのか。

――ジスタートが裏切ったということは、おそらくない。

　裏切ったとすれば、やり方が杜撰だ。戦姫なら、友軍を装って自分に近づけばいい。

――遠征に参加していない戦姫が、遠征そのものの失敗を狙って、ならばありえるか？

　これもない、と首を横に振る。三頭の竜がブリューヌ軍に追いつき、かつムオジネル軍が奇襲をかけるまで待ち続けるというのは、理に合わない。自分も危険ではないか。それに、竜の首を落とすほどの行動を起こせば、誰かに見つかりそうなものだ。

――考えるには材料が足りておらぬな。

　葡萄酒を呷る。小さく息を吐くと、テナルディエは短く告げた。

「国境まで戻る」

「撤退するのですか」

「ザラファンで土砂崩れが起きたという報告は、おまえも聞いておろう。ジスタート軍との合流は困難なものとなった。それに、竜たちがなぜ死んだのか、いまだにわかっておらぬ。やはり、無理矢理にでもドレカヴァクを連れてくるべきだったな……」

　ドレカヴァクは、テナルディエに仕えている老占い師だ。テナルディエは彼を信頼し、古くからの部下よりもよほど重用してきた。

　ドレカヴァクは占い師としても優れていたが、それ以上に、どこで学んだのかと驚きよう嘆たんするほど広範にわたる知識の持ち主だった。星の運行、諸国の神話、歴史、地理、天候の変化、薬草や遠い異国の生物など、さまざまなことを知っていた。そして、その知識をテナルディエのためにたびたび役立ててきた。

　竜を連れてきたのも、ドレカヴァクだった。

「充分な時間と資金をいただければ」という話をされたとき、テナルディエは半信半疑ではあったが「やってみろ」と答えて望むだけの金貨を用意してやった。このまま金貨を抱えてどこかに姿を消してもかまわないという気持ちだった。テナルディエにしてはありえないほどの寛容さだが、それだけ彼は役に立ってきたのだ。

　そして、一ヵ月ばかり過ぎたころ、ドレカヴァクは本当に四頭の竜を連れてきた。

「調教はすませてございます」

　黒い長衣に身を包んだ老占い師は、テナルディエに一礼してそう述べた。

　それから十日ほど、テナルディエは竜たちにさまざまなことをさせた。本当にその鱗は傷つかないのか、その爪と牙の破壊力はどれほどのものなのか、飛竜ヴイーフルはどこまで飛べるのか……。

　それらがわかったときには、テナルディエはムオジネル領内への侵攻を決断していた。

　このとき、テナルディエはドレカヴァクに従軍を命じた。竜に何かあった場合、対応できるのはドレカヴァクだけだからだ。だが、老占い師は暑いところは苦手だといって拒絶した。

　テナルディエは腹をたてたが、強引に引きずっていったところで、自分の命令に従わないのは目に見えている。ドレカヴァクを従軍させるのは諦めるしかなかった。

「この上、最後の飛竜まで失うようなことになっては、取り返しがつかなくなる。それにくらべれば一時の敗北などたいしたことはない」

「ジスタート軍への連絡はどうなさいますか」

「ザイアンを使者に出す。飛竜に乗せてな」

　主の言葉に、スティードは目を丸くする。驚愕から立ち直るのに二つ数えるほどの時間を要したあと、彼はテナルディエに問いかけていた。

「よろしいのですか……？」

　苛烈な気性のテナルディエだが、ザイアンに対してはむしろ甘すぎるぐらいであることを、スティードは知っている。飛竜に乗せるのも危険だが、敵地を横切ってジスタート軍をさがさせようというのは、息子の死を望むも同然ではないか。

「空に舞う飛竜ヴイーフルの背の方がよほど安全な場所かもしれんぞ」

　銀杯に新たな葡萄酒ヴイノーを注ぎながら、テナルディエは笑った。

「ムオジネル軍は、我々とジスタート軍の間に兵を放って、何としてでも連絡をとらせまいとするだろう。地の利は向こうにある。たとえ伝でん令れいを百騎出しても、一騎もたどりつけないやもしれぬ。たどりついたとして、帰ってこられない可能性もな」

「だから飛竜を使うというのはわかります。しかし、ザイアン様でなくともよいのではありませんか。僭せん越えつながら、私に命じてくだされば……」

「おぬしには兵をまとめる役目があろう」

　腹心の部下の言葉を遮って、テナルディエは言った。

「飛竜に乗せるのは誰でもいいというわけにはいかぬ。正直、ザイアンが飛竜を操って私の前に降りてきたときは、驚いた。経験を積ませる価値はある」

　その声に父親としての心情をわずかながら垣間見て、スティードは頭を下げる。

「出過ぎたことを申しあげました。お許しください」

　気にしていないというふうに、テナルディエは手を振った。

「伝令を用意しろ、スティード。『黒騎士』に頼る」

「ロラン卿とナヴァール騎士団を呼ぶのですか？」

　内心では驚いたとしても、スティードはそれを顔に出さなかった。ザイアンを伝令に出すということにくらべれば、まだ予想しうるものだったからだ。

　ナヴァール騎士団は、ブリューヌ王国の西方国境を守る騎士団である。

　他の騎士団にくらべても勇猛なことで知られており、とくに団長を務めるロランは、ひとりの戦士として圧倒的な力量の持ち主として知られていた。ファーロン王が『不敗の剣デユランダル』の異名で呼ばれる王国の宝剣デュランダルを貸し与えたほどだ。

「この戦の前に、朱あけ砂すな川がわまで来るように伝えてある。ファーロン王を通してな。もう国境近くまでは来ているだろう。何ごともなければ国境に待機してもらうつもりだったが……」

「ですが、ロラン卿がはたして閣下に従いますでしょうか」

　スティードの目に懐疑的な色が浮かんだ。ロランはファーロン王に忠誠を尽くし、正義を重んじる男だ。ファーロン王を軽視し、己の領内で苛烈な統治を行っているテナルディエを激しく嫌悪し、憎んでいるとさえ聞く。

「今回だけは、私と王とで利害が一致しているのでな。ファーロン王が命じる」

「わかりました。ただちに伝令を出します」

　撤退する前に、一戦して勝利する。

　そのための準備を、テナルディエは進めつつあった。








３　　　水妖









　夜が明けた。

　目を覚ましたティグルはラフィナックを呼んで、兵たちの様子を確認する。一晩たって体調が悪化した者や、命を落とした者がいなかったことに胸を撫でおろした。パンとスープでの朝食をすませると、ティグルはひとりひとりの手をとって力強く激げき励れいする。

「いいか。今日のおまえの仕事は歩くこと、食べること、休むことだ。傷が痛むだろうが、我慢しろ。ここまできて死んでたまるかと考えるんだ。いいな」

「わかってますよ、ティグル様」

　ヴォルン兵のひとりは、自分の胸を強く叩いて笑顔をつくった。

「ここまでいいところなしですからね。これ以上みっともない格好は見せられませんや」

　他の兵も、口々に前向きな返事をする。「その調子だ」と、ティグルは彼らに笑いかけた。

　兵たちから離れたところで、ティグルはラフィナックに言った。

「俺たちは西に進みながら、ときどき南側を偵察してブリューヌ軍の本隊をさがす。場合によっては国境まで戻ることになるかもしれない」

「問題は何日かかるか、ですな。国境からエレシュキルトまでは五日でしたが、敵の目を避けながら戻るとなると……」

　ラフィナックは難しい顔になる。時間がかかるほど、オルミュッツ軍にかかる負担は大きくなる。不満も溜まっていくだろう。ガルイーニンをはじめ、ティグルに好意を抱いているオルミュッツ兵もいるが、甘えていては、いずれ彼らの幻滅と失望を買うことになる。

「俺たちが役に立てるようなことがあればいいんだがな」

　とにかく、できることをやるしかなかった。

　ミラもまた、ガルイーニンと話しあっていた。

「本隊へ向かわせる者は決めた？」

「はい。とくに気の短い者、血の気の多い者を十騎選びました」

　すました顔でガルイーニンは答え、ミラは苦笑を誘われる。この十騎は、オルミュッツ軍の本隊へ派遣する者たちだ。ミラがブリューヌ軍に合流することを伝えてもらうのである。

「ただ、彼らは戦となったときに強みを発揮します。もしもムオジネル軍と遭遇戦などが起こったとき、厳しくなるやもしれませんが、よろしいですか？」

「百騎までなら私ひとりで何とかできるわ」

　ラヴィアスの柄で肩を軽く叩きながら、ミラは笑顔で答えた。

「ティグルも、私が守ってあげれば五、六十騎はかたづけられるはずよ。ヴォルン兵を戦わせなくても、二百騎までなら撃退できるわね」

　大言壮語というわけではない。百騎のムオジネル兵を追い払ったときもそうだが、敵兵をことごとく打ち倒す必要はないのだ。二百騎の敵ならば、二、三十騎も討ちとれば逃げていくだろうというのがミラの考えだった。

　問題は、それ以上の数の敵に出くわしたときだが、その可能性は低いとミラは思っている。それだけまとまった数なら、ブリューヌ軍の本隊をまっすぐ狙うはずだ。

　こうして、ヴォルン隊とオルミュッツ軍は西に向かって出発した。

　先頭に立つのはティグルとミラだ。集団の先頭にひるがえるのは黒竜旗ジルニトラ、オルミュッツ軍の軍旗、そして青地に白い半月と流星を描いたヴォルン家の軍旗である。戦場から離脱する際、ラフィナックが持ってきたのだ。軍旗は血と泥で汚れていた。

　日が高く昇っていくにつれて、大気が熱を帯びはじめる。

　ティグルは額ににじむ汗を拭ぬぐいながら、隣で馬を進めるミラを見つめた。彼女はこの暑さの中でも平然としており、汗ひとつかく様子がない。彼女の乗っている馬もだ。

「こういうときはラヴィアスがうらやましくなるよ」

「そうね。自分でも、ちょっとずるいと思わないでもないわ」

　ミラは申し訳なさそうな笑みを浮かべる。彼女の持っている槍からは、常に微量の冷気が放たれており、その周囲を取り巻いているのだ。ラヴィアスの持つ特殊な力だった。

「あなたひとりぐらいなら、何とかなると思うんだけど……」

「いや、その言葉だけで充分だ」

　ティグルは笑って首を横に振った。自分だけが楽な思いをすることの後ろめたさからではない。ミラの好意を不用意に拡大させてしまう恐れがあるからだ。

「いずれ、俺が君の夫になったら、そのときは遠慮なく甘えさせてもらうよ」

　言い終わらないうちに、ラヴィアスから冷気が放射状に放たれて、ティグルの首筋を撫でた。おもわず首をすくめるティグルを見て、ミラはくすくす笑う。

「ラヴィアスがね、これで驚くぐらいじゃまだまだですって」

「驚いたわけじゃないさ。背中も冷やしてほしくて、とっさに身体をよじったんだ」

　ティグルは虚勢を張る。すると、今度は鼻のあたりを冷気が通り過ぎた。おもわずくしゃみが出る。ティグルはラヴィアスを軽く睨んだ。

「オルミュッツにいた時もそうだったが、おまえはつくづくひとをからかうのが好きだな」

「ティグルに対してだけよ。あなたに気を許しているというのもあるんだけど……」

　ラヴィアスの穂先をそっと撫でてやりながら、ミラは言った。

「あなたは私の部下ではないでしょう。部下たちに対してこういう真ま似ねをしたら、私の威厳に関わるかもしれない。そう思って、相手を選んでいるのよ」

「なるほど」と、ティグルは納得しかけたが、新たな疑問が湧いてきた。

「だが、先代の凍漣の雪姫ミーチエリアはラーナ様だろう？　気分次第であちらこちらに冷気を振りまくようなことはなさらなかったのか？」

「……少なくとも、私は聞いたことがないわ」

　ミラはティグルから目をそらす。彼女も自信を持てなかったのだ。

　ラヴィアスは、かつての主を売ることはしないとでもいいたげに沈黙している。







　昼を過ぎた。偵察隊の報告を受けて、ティグルたちはムオジネル軍を避けるために二度ばかり迂回している。ブリューヌ軍の本隊は見つかっていないが、それ以外は順調だった。

「それじゃ、次ね。春、夏、秋、冬を順に言ってみて」

「ええと、春バハール、夏タベスタン、秋パイーズ……」

　ミラに言われて、ティグルはたどたどしくムオジネル語を並べる。だが、冬に相当するムオジネル語がどうしても頭から出てこなかった。降参というふうに両手をあげるティグルに、ミラは苦笑して解答を教える。

「冬はゼメスタンよ。春と秋の発音も少し怪しかったわ。それでよく村からお酒を買うことができたわね」

　行軍中の暇つぶしに、ミラはティグルのムオジネル語がどのていどか試しているのだった。これには、両軍の指揮官同士が親しくしている様子を兵たちに見せるという目的もある。それはともかく、いまのところティグルの点数は芳しいものではなかった。

「身振り手振りもまじえたからな。あとは銀貨と笑顔で解決した」

「次も同じようにいけるとはかぎらないでしょ。また私が教えてあげないとだめかしらね」

　オルミュッツに滞在していたころ、ティグルはミラにムオジネル語を教わった。城下の町にはムオジネル人もいたので、彼らと少しでも会話ができるようにというミラの配慮だった。

「それじゃあ、まだ教わったことのない言葉でだな。好き、大好き、愛してる、口づけ、抱きしめたい、あたりを頼む」

「馬鹿デイーブーネイ」

　ミラはおもいきり顔をしかめて、ムオジネル語で返事をした。

　二人の後ろでは、ラフィナックとガルイーニンがそれぞれ兵たちの様子に気を配っている。オルミュッツ兵はヴォルン兵を気遣い、ヴォルン兵はオルミュッツ兵の足を引っ張らないよう仲間同士で助けあいながら足を進めていた。

「ムオジネル語ばかりで疲れたでしょうから、次は気分を変えて、我が国の――ジスタートの神話について話してみて」

「言葉の次は歴史のお勉強か」

　ティグルは肩をすくめたが、ムオジネル語よりはだいぶ楽だ。記憶をさぐり、かつてミラとラーナに教わったことを少しずつ思いだした。

「いまから三百年も昔、五十を超える部族が覇権をかけて争っていたんだったな……」

　大地に多量の血を吸わせ、死し屍しを積み重ねて山を築き、いくつもの征服、吸収、分裂、離散を経て、部族の数が三十ほどになったとき、ひとりの男が現れた。

「俺は黒竜の化身だ」

　男はそう名のり、この地を統一するために力を貸すよう人々に求めた。ほとんどの部族が彼を笑ったが、七つの部族が彼に従った。忠誠の証あかしとして、それぞれの部族においてもっとも美しく、武芸に長けた娘を差しだしたのである。

　男は七人の妻に、竜具ヴイラルトと呼ばれる力ある武器を与えて、告げた。

「おまえたちは、たったいまより『戦姫ヴアナデイース』だ」

　その後、男は敵対した諸部族をことごとく打ち破り、従属させて統一を成し遂げた。さらに周辺諸国をも滅ぼして領土を拡大し、己の興した国にジスタートと名づけ、王となった。

　王国の軍旗が黒竜旗ジルニトラと定められたのも、このときだ。幼い竜と、黒い鱗を持つ竜は殺してはならないという法も定められた。竜など、まず見ることのない存在であるのは当時でも変わらなかったので、国王の神格化のための法であろうという見方が一般的だった。

　七人の戦姫は、王国の内部にそれぞれ公国を与えられた。オルミュッツ、ライトメリッツ、レグニーツァ、ルヴーシュ、オステローデ、ブレスト、ポリーシャである。

「戦姫は王に跪ひざまずき、王を護り、王のために戦うものだ。その地位は、王に次ぐものである。何者が、いかなる功績をあげようと、それが崩されることはない」

　国王はそう明言した。この体制は、現在でも変わらず受けつがれている。

　ところどころ、つっかえながらではあったが、ティグルはどうにか話し終えた。ミラの手にあるラヴィアスを見る。ラヴィアスも、竜具のひとつだ。凍とう漣れんとも呼ぶと聞いている。

「ラヴィアスに冷気を操る力があるように、他の戦姫の竜具にも不思議な力があるのか？」

「ええ。おたがい、なるべく教えない、聞かないようにしているけどね」

　戦姫たちは公国の統治者であり、他の戦姫と利害が衝突することも当然あった。気質が合わないなどの理由で対立することもある。ミラとエレオノーラの関係がひとつの例だろう。

「初代国王は、どうしてそんな不思議な武器を惜しげもなく渡したんだろうな」

　ティグルの疑問に、ミラは遠くへ視線を向ける。

「断言はできないけれど、心当たりはあるわ。いつか、あなたに話していいときがきたら、話してあげる」

　ジスタートの機密に関わることだろうか。ミラの態度から、ティグルはそんなことをぼんやりと思った。それなら話せないのも無理はない。ティグル自身、アルサスのことやヴォルン家のこと、ブリューヌのことで、ミラに話していないことは数多くある。

「気にしなくていいよ。ヴォルン家にも、秘密はけっこうあるからな」

　ティグルはそう言うと、話題を変えられるようなものをさがして視線をさまよわせた。道端にたたずんでいる石像のようなものに目を留める。

「ミラ。あれについて知っていたら教えてくれないか？　いままでにも何度か見て、気になっていたんだ。村の者に聞いてもみたんだが、よくわからないムオジネル語でな」

　ティグルの言葉に、ミラは石像へと視線を向ける。

　大人の膝ぐらいまでの大きさをした像で丸い身体をゆったりとした衣に包んでいた。石像というより、石の塊にひとの形を彫りつけたという方が正確かもしれない。

「あれは水の精霊ジンよ。この国で信仰されている水の女神アナーヒターの下僕ね」

「精霊？　あれがムオジネルの精霊なのか」

　ティグルは感心した顔で石像を眺める。当然といえば当然だが、ブリューヌで見られる妖精や精霊の像とはまるで造形が違う。ムオジネルの石像は顔が丸く、髭を生やしている。

「私もすべてを知っているわけではないけれど、水の精霊は人気があるわね。川や湖が干上がってしまわないように、雨が降るように、そういう祈りをこめて置かれているの」

「道理でよく見るわけだ。何といっても暑熱の王国だからな」

　石像の正体がわかると、何となく親しみが湧いてきた。

　ブリューヌにも似たようなものはある。たとえば、大きな葡萄ぶどう畑ばたけのそばには必ず石の輪をつくっておくというならわしだ。そうしておくと、人間が葡萄畑にいないときに石の輪から妖精が現れ、酸すっぱい葡萄を食べ、他の葡萄を甘くして去っていくといわれていた。

　もちろん妖精を見たことのある者などいないし、畑の葡萄が甘くなっていることもないのだが、人々はこれで今年も甘い葡萄がたくさんとれるだろうと言いながら、石の輪をつくる。

　ムオジネル人も自分たちと変わらないということはわかっていたつもりだが、少し身近な存在になったような気が、ティグルにはした。







　先頭を行く二人の指揮官の背中を、二人の副官が並んで見つめている。ラフィナックは自分の足で歩き、ガルイーニンは馬に乗っているという違いはあったが。

「――ガルイーニン卿」

　深刻な表情のラフィナックが、おもいきったように口を開いた。ガルイーニンは、対照的に穏やかな態度を崩さない。撫でつけられた灰色の髪には、わずかな乱れもなかった。

「何でしょうか、ラフィナック殿」

「このようなことを聞くのは失礼かもしれませんが、お許しください。若……ティグルヴルムド様と、リュドミラ様では、不釣り合いすぎやしないでしょうか」

「そう思われますか」

　ガルイーニンは眉ひとつ動かすことなく、ラフィナックに問いかける。ラフィナックは額に浮かんだ汗を拭ってから、うなずいた。

「以前、ティグルヴルムド様から、星に矢を届かせるとかいうおとぎ話を聞いたことがありましたが、実際にリュドミラ様やガルイーニン卿を見ると……」

　アルサスとオルミュッツでは、あまりに差がありすぎる。

　ティグルがリュドミラと結ばれたいと願うのは、それこそ星に矢を届かせるようなものではないのか。たとえ武勲を積み重ねたとしても、かなわないことではないか。

「そうですな」

　ガルイーニンは道端の草花に目をやりながら、口元に微笑をにじませた。

「ラフィナック殿は、リュドミラ様の母君についてはご存じですか？」

「スヴェトラーナ様という方だと聞いております。リュドミラ様の前の代の戦姫だったとか」

　不思議そうな顔でラフィナックが答えると、初老の騎士は新たな質問を投げかける。

「では、リュドミラ様の父君については？」

「テオドール様、ですよね。宿屋をやっておられるという」

　懸命に記憶をさぐりながら答えると、ガルイーニンは大きくうなずいた。

「スヴェトラーナ様が戦姫であったころ、テオドール様は公宮に勤めておられましたが、あの方は特別なお生まれでもなければ、裕福な家柄でもありませんでした。立ちふさがる障害をひとつひとつ乗り越えて、あの方はスヴェトラーナ様と結ばれたのです」

「ティグルヴルムド様にも、可能性があると……？」

　ラフィナックは顔をしかめる。ガルイーニンは楽しそうに目を細めた。

「ティグルヴルムド卿からうかがったことですが、あの方の父君であるウルス様も、貴族のご令嬢を妻となさったわけではないでしょう」

「そうですね。母君――ディアーナ様は、王都の庭師の娘ということでした」

　ガルイーニンは、ティグルとミラの背中へと視線を向ける。

「もちろん、両親がそうであったから、というわけにはいかないでしょう。お二人は、まず生まれ育った国が違う。ラフィナック殿のおっしゃるように、立場にも差がある。ですが……」

　ガルイーニンは一旦言葉を切り、何度か小さくうなずいてから口を開いた。

「ティグルヴルムド卿は、その差を埋めようと力を尽くしている。私はそのことを好ましく思います。幸い、リュドミラ様も憎からず思っておられるご様子」

　ラフィナックが安あん堵どの息を吐く。拳を握りしめた。ティグルが、あの美しい戦姫と結ばれる可能性が、わずかでもあるとわかって嬉しかった。そんなラフィナックを、ガルイーニンは微笑ましげに見つめている。

「ま、この先、あのお二人の前には数々の障害が立ちふさがるでしょうが、色恋沙汰とは身分や立場に関係なく、おおむねそういうもの。お二人のがんばりを見守るとしましょう」

　それまでとは異なり、いくらかくだけた口調で言ったガルイーニンを、ラフィナックは驚きの表情で見上げた。だが、すぐに笑みを浮かべる。

「上手くいった暁には、アルサスの葡萄酒ヴイノーを持って駆けつけますよ」

　そして、二人の副官は兵たちと主を見守る作業に戻るのだった。




　　　　　†




　日が傾き、空がくすんできたころ、ヴォルン隊とオルミュッツ軍は小さな森のそばで行軍を止めた。森に入ると、近くを川が流れている。今日はこの場所を野営地とすることに決めた。

　今日は幸いにも、ムオジネル軍と戦うことはなかった。偵察隊が先にムオジネル軍を発見したおかげで、遭遇を避けることができたからだ。

　ちなみにティグルも何度か偵察に出て、一度は敵を発見している。ラフィナックはあまりいい顔をしないが、オルミュッツ兵の信頼を得るために、できることはやるつもりだった。

　ヴォルン兵が火を熾おこし、水を汲くみに行く。オルミュッツ兵は馬をつないで休ませる。

　指揮官用の幕舎の設置が終わったころ、不意にティグルたちの頭上が陰った。

　見上げると、巨大な何かが黒い影となって上空に舞っている。ティグルは目を瞠みはった。

「飛竜ヴイーフルじゃないか」

　飛竜は大きく旋回しながら、ゆっくりとこの近くに降下してくる。翼の羽ばたきで突風を起こし、梢こずえを激しく揺らしながら、野営地から少し離れたところに飛竜は降り立った。土埃が柱のように何本も噴きあがり、草と木の葉が盛大に舞い散る。

「おまえたちは下がっていろ」

　身構えるラフィナックたちにそう言って、ティグルは黒弓を握りしめる。ミラがラヴィアスをかまえて隣に立った。

「ティグルは私の後ろにいなさい」

　ラヴィアスが、ミラの戦意に反応して凍気をまとう。ティグルは仕方なく、彼女の後ろについた。いざとなれば、もちろん身を挺して彼女を守るつもりだが、竜具ヴイラルトの方がよほど頼りになるだろう。自分は弓矢でミラを支え、助けるべきだった。

　飛竜はその場から動こうとせず、咆ほう哮こうのひとつもあげる気配がない。やがて土埃がおさまると、ティグルとミラは飛竜の背中に人影が立っているのを発見した。

「名のりなさい。私はジスタートの戦姫。オルミュッツの主たる凍漣の雪姫ミーチエリア。リュドミラ＝ルリエよ」

　鋭い声で、ミラは人影に呼びかける。

「――おお。こんなところでまさか戦姫殿にお会いできるとは」

　人影は喜びの声をあげた。男の声だ。飛竜の背中から降りると、無造作に歩いてくる。男の顔が確認できたとき、ティグルはおもわず彼の名を呼んでいた。

「ザイアン……ザイアン卿！」

「なに、どうして貴様がここにいる!?」

　ティグルの姿を見たザイアンは、目を丸くする。すばやくミラが横から口を挟んだ。

「ムオジネル軍と戦いながら移動を繰り返しているうちに、私たちと合流したのです。ザイアン卿こそ、その飛竜ヴイーフルは……」

　オルミュッツは以前からテナルディエ公爵と交流がある。そのため、ミラはザイアンと面識があった。ザイアンは誇らしげな顔つきで飛竜を振り返る。飛竜の首の付け根には鎖が巻かれており、その鎖から手綱らしきものが伸びていた。背中には鞍も置かれている。

「ジスタートの方々には合流してから紹介する予定だったのだが、我が父フェリックスは竜の調教に成功したのです。見た目こそ恐ろしいですが、非常に従順ですよ」

「それはすごいですね……」

　ミラは努めて冷静を装ったが、平凡な台詞を返すのが精一杯だった。もしもティグルから話を聞いていなかったら、驚愕と動揺を隠せなかっただろう。

　オルミュッツ兵たちは飛竜を遠巻きに見て、感嘆の声を漏もらしている。ヴォルン兵たちも、飛竜を見るのははじめてだ。ざわめきはやまなかった。

「戦姫殿さえよければ、この飛竜の背に――私の後ろに乗せてさしあげましょうか。空からの眺めはすばらしいものですよ」

「それはまたの機会に。ザイアン卿はどうしてこのあたりを飛んでおられたのですか」

　非礼にならないていどに、ミラはすげなく拒絶する。身を乗りだしかけたティグルをやんわりと手でおさえながら、気になっていたことを尋ねた。ザイアンは何かを思いだしたように気を取り直すと、真面目な顔になる。

「我が軍の総指揮官の言葉を伝えるべく、ジスタート軍の本隊を目指していたのです。驚かせてしまったことは、ご容赦いただきたい。ムオジネル軍はこのあたりにも兵を出しているようで、飛竜ならば敵の妨害も受けず、ジスタート軍をさがせるだろうと」

「そういうことだったのですか。おっしゃる通り、おおいに驚かされましたわ。ですが、飛竜を使ってまで私たちに伝えたいこととはいったい何でしょうか」

　ミラは尋ねたが、ザイアンはすぐには答えず、ティグルに疎ましげな視線を向けた。ティグルはその場から離れようとしたが、それより早くミラがザイアンを促うながす。

「ザイアン卿、どうされましたか？」

「……これは失礼。話すべきことが多く、少し考えごとをしておりました」

　ティグルを追い払うよりも、ミラを待たせないことをザイアンは優先したようだった。

「昨日の早朝に、我がブリューヌ軍はムオジネルの奇襲を受けました。我々ももちろん奮戦したのですが、不意を突かれたことによる混乱をなかなか収拾できず……」

　結論からいえば、ムオジネル軍に敗北し、追い散らされたということなのだが、ザイアンはそれだけを説明するのに言い訳じみた口こう上じようを長々と並べたてた。彼を怒鳴りつけたいという衝動に、ミラは懸命に耐えねばならなかった。

　もともと、ミラはザイアンに一いつ片ぺんの好意も抱いていない。より正確にいえば、テナルディエ家そのものを嫌っている。テナルディエ公爵が圧政を敷いて領民を苦しめ、戦場では積極的に略奪を行う人物であること、ザイアンが父親のそうした暴力的な面を受けついでいることを知っているからだ。ブリューヌの大貴族だから、割り切ってつきあいを続けているのである。

「大変でしたね。ザイアン卿はよくご無事で……。テナルディエ公は？」

　話がひと区切りついたところで、いかにも心配するふうを装って、ミラは聞いた。

「ご安心ください。父は壮健です。いまも軍の指揮を執っております」

　笑顔で答えるザイアンに、ミラも微笑を返す。内心では、忙しく思案を巡らせていた。

「それは何よりです。ブリューヌ軍は、現在どのあたりにいるのでしょうか」

「ここからですと、南西に二十から二十五ベルスタほど行ったところですが……」

　ザイアンは表情を歪め、目を泳がせて言いよどんだが、相手は交流のあるオルミュッツの統治者であり、友軍の指揮官のひとりだ。わずかな間を置いて、隠さずに答えた。

「我が軍は西へ向かって移動しています」

「撤退するということですか？」

　ミラは眉をひそめながら、率直に切りこむ。兵たちに聞かれては困るので声は潜めたが、効果は大きかった。ザイアンはしどろもどろになる。

「いや、撤退というほどおおげさなものではなく、戦略的に後退しているというところです」

「それでは今後、ムオジネル領内へ再び進軍する予定はあるのですか？」

「まだそこまでは決まっておりませんが……」

　言葉を濁すザイアンの態度に、ミラはひとつの確信を抱いた。

「竜たちに、何かあったのですね？」

　もしも竜たちが無事なら、後退はしてもすぐに再編制をすませて進軍を再開するはずだ。

　ザイアンが驚愕の表情で息を呑み、ミラの後ろに立っているティグルを睨みつける。ミラはやんわりとした口調で付け加えた。

「誤解のないよう申しあげておきますが、竜のことは、捕虜にしたムオジネル兵から聞いたのです。ただ、敵兵の言うことですから、どこまで本当かわかりませんでした。ザイアン卿、あなたにも事情がおありでしょう。すべてを話してほしいとは言いません。ですが、この状況で何も語れないというのであれば、それは同盟の破棄にも等しいといえるでしょう」

　ミラはもちろんムオジネル兵を捕虜になどしていない。でっちあげだ。しかも、同盟の破棄までちらつかせて、ザイアンから情報を引きだそうとしていた。ザイアンでなくとも、この追及を切り抜けるのは困難だろう。

「わ、わかりました。そうですな、話せることはお話ししましょう。ただし、くれぐれも他言無用でお願いする」

　狼狽しつつ、ザイアンはそう答えた。おそらく父に口止めされていたのだろうが、ここまで知られていては隠し通すことなどできないと判断したらしい。奇襲を受けたとき、二頭の地竜スローと、一頭の飛竜ヴイーフルが首を切断されて死んだことを説明する。ミラは当惑した顔になった。

「ザイアン卿、竜の鱗が強靱であることぐらいは私とて聞き知っております。いったい何ものにそのような真似ができるというのです」

「それは我々も調べている最中なので……」

　顔に緊張をにじませながら、ザイアンは首を横に振る。

「おそらくムオジネル軍の仕業だと思われるのですが……。とにかく、我が軍の重要な戦力であった四頭の竜のうち、三頭までが殺されてしまい、士気の低下がはなはだしく……。まったくもって不甲斐ない兵たちで」

　大きなため息をつくザイアンに、後ろで聞いていたティグルは腹を立てた。

――勝手なことを。誰のせいで士気が低かったと思っている。

　戦いはすべて竜に任せることになるだろうという思いこみがブリューヌ軍に蔓延し、それが士気の低下を招いたのだ。テナルディエが輝星章ラシオールをちらつかせたのは、奇襲を受ける直前だ。兵に油断はあったかもしれないが、竜を使役する側が責めるのは卑ひ怯きようではないか。

　だが、ティグルは口をつぐんで、怒りを心の奥底に押しこめた。ここで何か言えば、ミラに迷惑がかかる。

「いずれにせよ、ブリューヌ軍は我が軍と合流できない。そういうことですね？」

　念を押すように、ミラは確認した。「申し訳ない」と、ザイアンは謝罪の言葉を口にしたものの、謝るという行動に慣れていないせいか、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度に見えてしまう。ミラは彼の態度を咎とがめなかった。聞きたかったことは聞けたのだ。

「わかりました。いえ、そのような事情ならば仕方がないでしょう。オルミュッツ軍の本隊はここから東へ二、三日ほど行った先にあります。歩兵なら三日、騎兵なら二日というところですが、飛竜はもっと速いのでしょうね」

「そうですな。何より、遮さえぎるものがなくまっすぐ飛んでいけるというのは大きい。教えていただき、感謝する」

「ザイアン卿、よければ私が一筆したためましょうか」

　たったいま思いついたというふうに、ミラは笑顔で申しでた。

「本隊を指揮している者はヴァロージャというのですが、彼は私の筆跡を知っていますから、話を進めやすくなると思います」

「それはありがたい。ぜひお願いできるか」

「わかりました。では、少しの間、お時間をいただきますね」

　ミラはガルイーニンを呼ぶと、筆と羊皮紙を用意するように命じる。

「それから、ザイアン卿にせめて葡萄酒ヴイノーを」

　初老の騎士に指示を出しているミラを、ティグルは感心した顔で見つめていた。いかにも善意を装っているが、彼女がザイアンを伝でん令れいに仕立て上げたことは明白だった。

　ミラがガルイーニンを伴って離れると、この場にはティグルとザイアンだけになる。

「そういえば、ヴォルン」

　手持ちぶさたになったからだろう、ザイアンはティグルに声をかけてきた。

「貴様は本隊に合流するつもりなのか？」

「ええ。戦姫殿もそれを望んでおられますから。友軍としての責務を果たしたいと」

「いや、貴様らは俺とともに来い。戦姫殿の足を引っ張るだけだろう」

　ザイアンはティグルから視線を外して、ヴォルン兵たちを見る。

「どいつもこいつも傷だらけじゃないか。何の役に立つというんだ？　貴様という恥を、ブリューヌの外にまき散らすな」

　ティグルはせいぜい穏やかな表情をつくりつつ、何気ない動作で左手を後ろへと回し、強く握りしめることで感情をおさえこんだ。

――何がいっしょに来い、だ。途中で置き去りにする気だろう。

　飛竜ヴイーフルを駆るザイアンが、負傷者だらけの歩兵に足を合わせるはずがない。

「お心遣いはありがたいのですが、ザイアン卿は先を急ぐ身。私どものことはお気になさらないでください」

　そこへ、ガルイーニンが葡萄酒ヴイノーを満たした銀杯を持ってきた。

「行軍中ゆえ、不作法をお許しくださいますよう」

　完璧な従僕としての振る舞いで、ザイアンに銀杯を差しだす。ティグルに何か言い返そうとしていたザイアンだったが、気勢を削がれて銀杯を受けとった。

　やがて、ミラが羊皮紙を持って戻ってきた。丸めて革紐で縛ったそれを、ザイアンに渡す。

「ご面倒をおかけしますが、よろしくお願いします。ザイアン卿の武運を、ジスタートの神々に祈らせていただきますわ」

「こちらこそ、ありがたいものをいただいて恐縮です。ところで、戦姫殿はブリューヌ軍と合流するつもりだとうかがったのだが」

「ええ。それが何か……？」

　ザイアンの言葉に、ミラは不思議そうに首を傾げる。ザイアンはあらためて、ティグルたちを自分が引き取るとミラに持ちかけた。

「アルサスとオルミュッツの友好は私も聞いているが、その男は剣も槍も使えない。はっきりいって足手まといだ。行動をともにするのは何かと大変だろう」

「お気遣いありがとうございます、ザイアン卿」

　ミラは微笑を浮かべてザイアンに会え釈しやくする。

「ですが、何か勘違いをされておられるようですね。ティグルヴルムド卿はご自分の手勢だけで、倍の数のムオジネル軍を撃退したのですよ。足手まといなんてとんでもありません」

　ミラの言葉に、ザイアンは目を丸くした。舌をもつれさせながら、彼は反論する。

「ば、馬鹿な。この男にそんなことができるわけが……」

「戦利品として、我々はムオジネル馬を二頭連れています。お見せしましょうか」

　ザイアンはうろたえて、顔を青ざめさせながらミラとティグルを交互に見た。強く否定すれば、戦姫の体面を傷つけることになる。さすがにそのような真似はできなかった。

「それでは、失礼させていただく。あなたがたの武運を、ブリューヌの神々に祈っておこう」

　ザイアンは大おお仰ぎような身振りでミラに一礼すると、そそくさと飛竜ヴイーフルの背に乗る。手綱を引くと、飛竜は身体を震わせ、力強く翼を羽ばたかせた。砂さ塵じんが巻き起こり、風が吹き荒れる。

　勢いよく地面を蹴りつけて、飛竜は飛びたった。暗さを増していく空の下を、黒い影となって飛んでいき、次第に小さくなっていく。

「やっといなくなってくれたわ。まったくもう……」

　地面を槍の石突きで突いて、ミラはため息まじりに吐き捨てた。憤ふん懣まんやるかたないという顔で、彼女はガルイーニンを呼ぶ。すぐに駆けつけた初老の騎士に告げた。

「移動するわ。日が完全に沈む前に、北西へ三ベルスタは進みたい。急がせて」

　彼女の言葉を聞いて、ティグルもラフィナックを呼んだ。出発を告げる。

「あのいけすかないお坊ちゃんと何を話していたんですか？」

　ティグルはミラとザイアンの会話をかいつまんで説明した。ラフィナックが首をかしげる。

「ブリューヌ軍は南西にいるのでしょう？　どうして北西へ向かうのです？」

「この近くにムオジネル軍がいたら、あんな大きい飛竜が空を飛んでいることに気づかないはずがない。何のために地上に降りたのか、気にすると思わないか」

「……ああ、そういうことですか」

　ラフィナックは納得した顔になる。このあたりにブリューヌ軍の別働隊がいるのではないかと、彼らは考えるだろう。しかも、警戒するべき飛竜は飛び立った。少なくとも斥候を派遣してくるに違いない。ミラが腹を立てている理由も、これだ。

「ムオジネル軍を避けて右へ左へ曲がりながら進んでいるというのに、ここでさらに回り道ですか。あのぼんくら坊っちゃん、なんだってそれぐらい考えなかったんでしょうかね」

「上空からジスタート軍の旗を見つけて、ちょうどいいとでも思ったんだろう。ジスタート軍の本隊の場所を聞こうとしただけかもしれないが、迷惑な話だ」

　二人はヴォルン兵を集合させる。まもなくオルミュッツ兵もそろった。ミラは簡潔に事情を説明し、こう付け加える。

「ティグルヴルムド卿も、ザイアン卿のことをとても嫌っているの。ブリューヌ人だからといって遠慮はいらないわよ」

　オルミュッツ兵とヴォルン兵の間から、笑いが起こった。

　ティグルたちは北西に向かって四し半はん刻ときほど進み続け、大きな森のそばで行軍を止める。森に入って少し歩くと湖があるのがわかったので、ここで野営をすることにした。
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　その日の夜、ティグルとミラは指揮官用の幕舎の中で、殺された竜について話しあった。

「ザイアンはムオジネル軍の仕業と言っていたが、どう思う？」

　ティグルが聞くと、ミラは壁に立てかけてある槍をちらりと見た。ランプの光を浴びて、ラヴィアスは静かで冷たい輝きを放っている。

「国境を突破されてからたった数日の間に、ムオジネル軍が竜を傷つける方法を手に入れたというのは無理があるわ。仮に、それを実現させたのだとしても、やり方がおかしい」

「やり方？」

「ティグル、ムオジネル軍の立場で考えてみて。もしもあなたが地竜スローや飛竜ヴイーフルの首を一撃で斬り落とせるような武器を手に入れたら、どう使う？　わざわざ奇襲をかけるかしら？」

「……そういうことか」

　首をひねっていたティグルは、ミラに問いかけられて理解のため息を吐きだす。

「いちばん効果的なのは真っ昼間の戦場だな。テナルディエ公は兵を控えさせて、地竜をまっすぐ突っこませてくるだろうから、そのときに倒せばいい。ブリューヌ兵すべてにその光景を見せつけることで、一気に混乱させられる」

「そういうこと。ブリューヌ軍とジスタート軍が合流する前に仕掛けたいと考えたにしても、夜明けに危険を冒して戦いを挑む必要性は薄い。それに、竜を仕留めたのなら、そのことを大声で広めないとおかしいわ」

　ティグルは腕組みをして唸った。ミラの説明はいちいちもっともだ。

「竜たちを殺したのはムオジネル軍じゃない、というのはわかった。だが、それじゃあいったい何者なんだろう？」

　ティグルにはまったく想像がつかない。戦象の突撃を受けても無傷で平然としている竜の首を、いったい誰が、どうやって斬り裂くことができるというのか。

　かつて、ティグルはヴォージュ山脈で竜と遭遇し、死闘の末に倒したことがある。だが、それは地形を利用することで、かろうじてつかみとった勝利であり、自力で竜を傷つけることはできなかったのだ。

　ミラがティグルをまっすぐ見つめる。青い瞳が、迷うように、ためらうように揺れていた。彼女には見当がついているらしいと見てとり、ティグルは真剣な表情でうなずいてみせる。どれだけ突拍子もない話を聞かされようと、心構えはできていると、視線で伝えた。

　ミラは表情を引き締めると、壁に立てかけている凍漣ラヴィアスを手にとった。

「ティグル、これは冗談ではなく真面目な話として聞いて。私の知るかぎり、竜をそんなふうに殺すことができる存在は、二つ。ひとつは私たち戦姫。でも、これはありえないと思う」

　この遠征の失敗を目もく論ろんだ戦姫がいたとしても、どうやって竜の存在を知り、どうして竜だけを殺害したのか、その説明がつかない。ひそかにムオジネル軍に内通した可能性はあるが、その行動はあまりに危険を冒しすぎる。

「じゃあ、戦姫ではないとして、もうひとつの存在っていうのは？」

「もうひとつは、魔物よ」

「魔物……？」

　予想だにしない言葉が出てきて、ティグルはおもわず眉をひそめる。

　魔物。怪物。怪異。それらは神話やおとぎ話にしかないものだ。ティグルも狩りのために入った山の中で、不気味な影を見たことはある。聞こえないはずの音を聞き、見えるはずのないものが見えたこともある。だが、それでも魔物の実在を信じたことはない。

　ティグルはすぐに考え直して、戒めるように自分の頰を叩いた。

「君は、その、魔物というのを見たことがあるのか？」

　ティグルが慎重に尋ねると、ミラは首を横に振る。

「私はないわ。でも、お母様は見たことがあると言っていた。お母様の左腕が不自由なのは知っているでしょう？」

　ティグルはうなずき、それから戸と惑まどいを覚えた。

　三年前にはじめて会ったときから、ラーナは左腕が不自由だった。馬に乗るときなど、手綱を右手だけでつかんで、左腕はだらりと下げているのだ。当時からティグルは気になっていたが、興味本位で聞いてはいけないことだと思って、触れないようにしていた。

　なぜ、その話をいまするのか。

「戦姫だったころ、魔物と戦って傷を負い、動かせなくなったそうよ」

　幕舎の中に沈黙が訪れる。

　腕組みをして、ティグルは唸った。ミラが噓を言っているとは思わない。だが、いまの話を事実として受けとめるには、いくばくかの時間が必要だった。

「魔物か」

　声に出してみる。ミラがびくりと肩を震わせた。彼女の表情には不安がにじんでいる。それを見たとき、ティグルの考えは決まった。

「俺は魔物を見たことはないが……。ミラを信じるよ。ラーナ様のことも」

　ミラは呆あつ気けにとられた顔でティグルを見つめる。ややあって、彼女らしくもなく、自信のなさそうな声で聞いてきた。

「いいの？　そんな簡単に信じるとか言って」

「俺なりに考えもしたぞ。たしかに、あの竜たちの首を切り落とすなんて真似は、人間にはどうやっても不可能だ。しかも、ザイアンの話が正しければ、戦場の混乱の中でだからな。魔物の仕業といってもらった方が、いっそすっきりする」

「……あなたらしいといえば、あなたらしいけれど」

　ミラは半ば呆れたように、そして半ば安堵したように苦笑をこぼす。「ありがとう」と小さくつぶやいた。ティグルも笑顔を返したが、すぐに真剣な表情に戻る。

「君は、戦姫もそういうことができると言ったが……」

「私というより、ラヴィアスなら可能といった方が正確かしらね」

　冷気を帯びた槍の穂先を愛おしむように撫でながら、ミラは笑う。

「これはお母様の受け売りだけど、戦姫の持つ竜具ヴイラルトなら、竜の鱗もたやすく斬り裂けるそうよ。私は竜と戦ったことはないけれど、本当のことだと思うわ。竜具の前では、鉄の甲冑も紙切れと変わらないもの」

「……そんな恐ろしいものをいくつも持っていた初代国王は、何者だったんだ」

「本当に黒竜の化身だったのかもしれないわね」

　ミラはくすりと笑った。ティグルもつられて笑う。

「しかし、竜たちを襲ったのが魔物だとして、何のためにそんなことをやったんだろう」

「考えても、あまり意味がないと思うわ。私たちはその魔物をまったく知らないんだもの」

　ミラは首を横に振る。ティグルは彼女の言葉に納得した。考えるための材料がないのだ。あれこれ思いを巡らせても、それは空想をもてあそぶことにしかならない。

「ラーナ様を襲ったやつは、何が目的だったんだ？」

「戦姫を倒すのが目的だった、とお母様は言っていたわね」

　ミラは何気ない口調で言ったが、ティグルにとっては聞き流せない内容だった。

「その魔物を、ラーナ様は倒したのか？」

「逃げられた、って悔しがっていたわ」

　ミラは肩をすくめる。半ば呆れたように笑ってみせた。

「お母様が戦姫だったころだから、三年以上前の話よ。言った通り、いままで私は魔物らしい何かを見たことはないし、ソフィーや他の戦姫からもそんな話を聞いたことはないわ」

　おそらくその魔物は死んだのだろう。ティグルはそう考えて座り直す。そんな若者を見て、ミラはかすかに顔をほころばせた。




　　　　　†




　薄闇に包まれていた東の地平に、一筋の白い光が走った。

　まもなく夜が明けようというころ、幕舎の中でミラは身体を起こす。

　右手にラヴィアスを、左手に身体を拭ふくための布を抱えて、そっと幕舎を抜けだした。見張りの兵たちに見つからぬよう姿勢を低くして、まだ薄暗い中を小走りに駆け、森の中に入る。

　湖のほとりにたどりつく。湖面は涼気をまとって、静かにたたずんでいた。

　ミラは槍と布をそっと地面に横たえ、服を脱ぎはじめた。ほどなく一糸まとわぬ姿になる。腕や脚は引きしまり、一方で胸や腰のあたりは女性らしい曲線を描いている。肉付きがよく、それでいて均整のとれた美しい身体だった。

　爪先を水面につける。夜明けの湖は、心地よい冷たさをミラに伝えた。そろそろと身体を水の中へ沈めていき、完全に水の中に潜ってから、ミラは水面に顔を出した。

――気持ちいい。

　解放感にひたりながら、音をたてないように静かに泳ぐ。

　母から教えこまれたので、小さなころから泳ぐのは得意だった。だが、楽しいと思うようになったのは、つい最近だ。具体的には、ティグルといっしょに泳いでからである。どちらが早く泳げるか、また深く潜れるかを、ティグルとはよく競った。

　身体を起こして、ミラは左右の手をそっと組みあわせる。両手の隙間から水が飛んだ。昔、ティグルがこうやってよく水を飛ばしてきたのだ。自然と口元が緩む。他にもティグルはさまざまな遊びを教えてくれた。

　それからひとしきり泳いで満足すると、ミラは腕や腹をてのひらでこすりはじめた。

　兵を率いてムオジネル領内に入ってからは、水浴びなどしていない。水を絞った布で身体を拭いたていどだ。だから、ティグルに抱きしめられたときは本当に恥ずかしかった。

――ティグルはずいぶん変わったわね。

　背が伸びて、たくましくなった。弓の腕にますます磨きがかかっていた。ムオジネル兵たちの頭上を飛び越えて指揮官を一矢で打ち倒すなど、自分はもちろんオルミュッツ兵の誰にもできない。自ら偵察にも出るし、自分の配下の兵たちとも上手くやってくれている。

――それに、あんなに積極的になって……。

　抱きしめあったことは二年前にもあるが、あんなふうに力強く抱きすくめられたことはなかった。あのとき、唇への口づけを許していたら、どうなっていただろうか。想像すると顔が火ほ照てってくる。

　水をすくって、ミラは何度も顔を洗った。長い髪を前の方へ持ってきて、指で梳きながら丹念に汚れを落とす。喜んでもらいたくて伸ばした髪だ。

――はじめて会ったころは、女性にからかわれるとすぐ真っ赤になっていたくせに。

　水の中で体勢を変え、太腿をこすり、足をもみほぐす。

　そうして水辺に戻ってきたとき、ふとミラは動きを止めた。小さく息を吸い、吐きながら慎重に気配をさぐる。近くに、何かがいる。

　ミラはラヴィアスを拾いあげると、地面を蹴った。すぐ近くの木の陰に槍を向ける。

　気づかれたとは思っていなかったのか、そこに隠れていた者は驚いて尻餅をつく。ミラはその男を見下ろして、怒気を含んだ冷たい声を放った。

「何をしていたの？」

「いまのうちにちょっと狩りでも、と思っていたんだが……」

　立ちあがりながら、ティグルは気まずそうに頭をかく。左手に弓を持ち、腰に矢筒を下げているので、噓ではないのだろう。

　ミラは身体を手で隠すこともせず、堂々とした態度で槍を突きつける。水に濡れた艶なまめかしい肢し体たいから、ティグルは目をそらすことができなかった。豊かな胸からなめらかな腹部へと滑り落ちる一筋の雫に、おもわず唾を呑みこむ。青い髪が身体に張りついて、不可思議な模様を描いているさまも、情欲を煽あおった。

「少しは反省しなさい」

　ミラが、槍の穂先をティグルの右目に近づける。ティグルは慌てて両目を閉じた。ようやく槍を下ろして、ミラはため息をつく。

「いつから？」

「ついさっきだ。水を汲もうとしてここへ来たら、水音が聞こえた。獣かと思って……」

「ずうっと覗のぞいていたというわけね」

　ティグルは答えない。この場合、沈黙は肯定だった。

「ちゃんと罰を与えないとだめかしら。身体の一部を切り落とすとか」
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　ミラはラヴィアスの穂先で、ティグルの腹部をつつく。ティグルは必死に言葉を紡つむいだ。

「君が怒るのはもっともだ。それはすまないと思う。だが、君の姿をどうしても目に焼きつけたいと想ったら、それ以外は何も考えられなかったんだ」

「それが最期の言葉ということでいいのね」

　言い終えると同時に、ミラはラヴィアスを手の中でかろやかに回転させた。槍の石突きがささやかな遠心力をもって、ティグルの股間を打ち据える。無言で膝をつき、うずくまるティグルを冷たく見下ろしながら、ミラは自分の槍に謝った。

「ごめんなさい、ラヴィアス」

　それから、彼女は泥に汚れた足でティグルの背中を蹴りとばす。

「ほら、さっさと立つ。そのあとは――後ろを向きなさい」

　二度、三度と蹴られて、ティグルは内股になりながら身体を起こした。ミラに背を向ける。

「さっさと野営地に戻れと言われると思ったが……」

　呼吸を整えながら、ティグルは言った。ミラは槍を地面に置き、身体についた泥をすばやく水で流しながら、そっけない口調で答える。

「そのつもりだったわ。でも、あなたって目がいいのよね。三百アルシン先のひとの顔もわかるんでしょう。遠くから覗かれたらたまったものじゃないわ」

　厳しさと冷たさを帯びたその声は、ティグルを黙らせるのに充分だった。

　ミラは身体を拭いて、服を身につける。あらためてティグルに説教をしようと口を開きかけたが、そこで彼女は言葉を呑みこんだ。小さな水音が聞こえたのだ。

　同時に、水音のした方向から強烈な悪意のこもった視線が放たれて、ミラの背筋を貫いた。ミラは反射的に槍をかまえて、そちらを振り向く。この視線は、ヴォルン兵やオルミュッツ兵のものではない。ティグルも視線に気づき、黒弓を握りしめて振り返った。

　湖の中央に、ひとりの娘が胸から上を出して浮かんでいる。長い金色の髪が、顔を覆うように張りついているので、表情はよくわからない。だが、ティグルたちと目が合うと、娘は口の両端を吊つりあげて不気味な笑みを浮かべた。







　ティグルは愕然とした顔で、金髪の娘を見つめた。

――あの娘は……。

　エレシュキルトの幕営でザイアンに竜たちを見せつけられたあと、川で見た美女だ。息苦しいほどの圧迫感まで、あのときとまったく同じだった。

　恐怖から、心臓の鼓動が速くなる。身体が強こわ張ばり、黒弓を握る手に力が入る。ティグルは歯を食いしばりながら、矢筒から矢を抜きだした。

「――ラヴィアスが警告しているわ」

　ミラの持つ槍の穂先から、白い凍気があふれだす。

「ティグル、お母様が魔物と戦ったという話、覚えてる？」

　ミラの声は、緊張を帯びていた。

「まさか、あの女が魔物だっていうのか……？」

　疑問をぶつけながら、しかしティグルは内心で納得していた。金髪の娘の放つ異様な雰囲気は、人間ではありえない。魔物と呼ぶのがふさわしい。

「――さすがに戦姫は騙せないわね」

　娘が笑った。娘を中心に、水面に波紋が生じる。長い金色の髪が波打った。

「うっとうしい竜どもを始末するだけのつもりだったけれど……。飛竜ヴイーフルの匂いをたどってみたら、とんだ拾いものね。はじめまして、槍の戦姫。もうひとりはどこにいるの？」

　娘の言葉に、ミラは眉をひそめる。

「どういう意味よ。私以外の戦姫がここにいるとでも？」

「……勘違いだったかしら。気配を二つ感じたのだけど」

　首をかしげる娘に、ミラは率直に疑問をぶつけた。

「いまのうちに聞いておきましょうか。おまえの名はズメイかしら？」

　ズメイは、ジスタートの伝説や昔話に出てくる怪物の名だ。竜の姿をしており、人々を苦しめ、たいていは高名な勇者や騎士に倒される。

　金髪の隙間から見える娘の両眼が、灰色がかった毒々しい輝きを帯びた。

「このルサルカを、あんなのといっしょにしないでちょうだい」

　ティグルは眉をひそめた。ルサルカ。ジスタートで聞いたおとぎ話に出てくる怪物の名だ。

――おとぎ話から飛びでてきたとでもいうのか。

　ルサルカと名のった魔物は、おそろしい速さでこちらへ向かってきた。その勢いに水面が音高く弾け、波飛沫をまき散らす。

　ティグルはすばやく矢をつがえ、射放った。狙いは正確だったが、ルサルカの起こす波と風が、あっけなく矢を吹き飛ばす。

「ティグル、下がって！」

　ミラが湖岸でルサルカを待ちかまえる。直後、彼女の両足が地面に沈みこんだ。いつのまにか、ミラの足下が水をたっぷり含んで泥濘と化していたのだ。ルサルカの口の両端が不気味に吊つりあがって、嘲ちよう笑しようを形作った。

「つまらない手を使うわね」

　悪態をついたミラの持つ槍の穂先から、冷気があふれだす。彼女の周囲の地面が瞬く間に凍りついた。ミラはすぐに足を抜いて自由を取り戻す。

　ラヴィアスを両手でかまえ、ルサルカを見据えた。

「――来なさい。この凍漣の雪姫ミーチエリアが、骨の髄まで凍りつかせてあげるわ」

「勇ましいこと。でも、どうして私があなたの前に姿を見せたか、わかってないみたいね」

　ルサルカがこちらへ接近しながら、両腕を勢いよく振りあげる。その動きに合わせるかのように、湖面がはねあがって大波と化した。

「弱そうだからよ」

　大波は途方もない曲線を描いて、ティグルとミラに降りかかる。

「――静かなる世界よアーイズビルク」

　ミラは槍を垂直に立て、波を見据えて厳かにつぶやいた。槍から放たれた膨大な冷気が虚空を走り、一瞬で波を氷塊へと変える。爪の先ほどの細かな氷の破片が、ぱらぱらとこぼれ落ちた。ティグルは新たな矢を弓につがえた体勢のまま、たび重なる衝撃に立ちつくす。

　ミラの槍に冷気を操る力があるのは知っていたが、これほどすさまじいものを見たのははじめてだった。

――いや、見み惚とれてばかりじゃ駄目だ。

　少しでも、彼女の助けにならなければ。

　いびつな氷壁と化した波を見据えながら、ティグルは呼吸を整え、耳をすませる。波を凍らせたからといって、あのルサルカという魔物を退けたわけではないだろう。どこかから襲いかかってくる可能性は充分にあった。

　故郷の山野で鍛えられた耳が、氷の表面を滑り、風を切るかすかな音を捉とらえる。ティグルは弓ゆん弦づるを引き絞りながら、真上に視線を向けた。波を飛び越えて、ルサルカが姿を現す。

　ティグルは怯ひるまず、矢を射放った。矢は狙い過たずルサルカの顔面に命中し、そしてそのまま突き抜ける。この光景にはティグルだけでなく、ミラも目を瞠った。

「ただの矢が私に効くはずがないでしょう、お馬鹿さん」

　嘲ちよう弄ろうとともに、ルサルカは落下の勢いを利用してミラに飛びかかる。

　ミラは腰を低くして、迎え撃つ体勢をとった。ルサルカが右腕を振りあげる。肩から先が水流と化してうねり、手は薄く鋭い水の刃へと変じた。

　不規則な軌道で振りおろされた水の刃を、身体をひねってかわしざまに、ミラは槍を突きあげる。刹那、彼女の槍の柄が伸びた。

　金属的な響きが大気を震わせる。ミラの右肩から鮮血が散った。彼女はぐらりとよろめき、たたらを踏む。一方、ルサルカも空中で姿勢を崩し、頭から地面に倒れこんだ。ルサルカはすぐに身体を起こしてミラに向き直ったが、右腕の肩から先が凍りついている。

「見かけよりもやるじゃない。その細い首を叩き切ってやるつもりだったのに」

「今度は、その不愉快な顔に穴を開けてやるわ」

　頰についた血を拭いながら、吐き捨てるようにミラは応じた。ルサルカは肩をすくめると、左手で自身の右肩を軽く叩く。

　すると、彼女の右腕が付け根からちぎれて地面に落ちた。

　啞あ然ぜんとするティグルとミラの視線の先で、ルサルカの右肩から大量の水がほとばしる。それは細長く伸びたかと思うと、一瞬で右腕に変化した。

「残念だったわね？」

　衝撃を隠せないミラに、ルサルカは得意げな微笑を見せつける。

「器用な真似をするのね……」

　ミラは無理に笑みをつくりながら、そう言い返すのが精一杯だった。

　ルサルカはその場にしゃがみこんで地面に両手をつく。彼女の手のまわりは、泥の色をした水溜まりと化した。その身体から色が抜け落ちて、人間の輪郭を持った水の塊となり、水たまりに溶けこむように消える。

　ティグルは息を呑んだ。魔物は、水の中に潜りこんだのだ。たっぷり水分を含んだ地面の中なら、自由に動きまわれるのだろう。

「――静かなる世界よアーイズビルク」

　地面を睨みつけて、ミラは再びラヴィアスの力を使った。

　ミラが立っている場所を中心に、地面が急激に凍りついていく。地面を這はう冷気は、かすかな変化をも察知し、ラヴィアスを通してミラに伝える。ミラは、ルサルカの動きを封じただけではない。ルサルカがどこから攻撃を仕掛けてきても、すぐに反応できるようにしたのだ。

　静寂が訪れる。ミラは身動きひとつせず、魔物の微細な動きも見逃すまいと、意識を集中させていた。五つ数える時間が過ぎ、さらに十を数える時間が過ぎる。

「ミラ！」

　にわかにティグルが地面を蹴って、ミラに飛びついた。凍りつかせた地面に意識を向けていたミラはとっさに反応できず、ティグルは彼女を抱きしめて地面を転がる。

　同時に、湖岸で壁のようにそびえていた氷の波に亀裂が走った。内側から外側に向かって穴が穿うがたれ、そこから水が滝のようにあふれでる。ティグルがミラよりも早くそれに気づいたのは、地面以外にも注意を払っていたからだ。

　氷壁の穴からほとばしった水は、先端を槍のような形状に変えて、一瞬前までミラが立っていた地面を鋭くえぐる。

「あらあら残念」

　その水は地面にはねながら人間の形をとり、長い金髪を広げて、ルサルカとなった。ティグルに抱きかかえられながら、ミラは怒りに顔を紅潮させる。

「もう地面からはいなくなっていたのね……」

　ルサルカは水に溶けこんだあと、おそらく地中を移動して、湖に移っていたのだ。そして、氷壁に穴を開け、ミラに不意打ちを仕掛けたのである。

「次は、そうね、こういうのはどうかしら」

　言い終えると同時に、氷壁そのものが粉々に砕け散った。ルサルカの操る水が、氷壁の内部を侵食していたのだ。無数の氷の破片がティグルたちに降り注ぐ。

　ミラが気合いの叫びをあげて、ラヴィアスで氷片の雨を薙ぎ払った。それでもすべてを防ぐことはできず、二人の身体にいくつもの小さな傷が刻まれる。

　直後、二人の足下の地面が盛りあがった。見れば、水だけで形作られた太い蛇が、ティグルとミラの足首にそれぞれ巻きついている。氷の破片はおとりだったのだ。

　抵抗しようにも水の蛇の力は強く、つかまるものもない。体勢を崩して転倒した二人は、湖へと引きずられていく。

　ミラは槍を横薙ぎに振るった。ティグルの足首に巻きついていた水の蛇が吹き飛ぶ。

　自由を取り戻したティグルはすぐに身体を起こしたが、その間にミラは湖の中に引きずりこまれていた。泥にまみれたまま、ティグルは急いで湖岸に駆け寄る。

「ミラ！」

　目を凝らしても、ミラの姿はもう見えなくなっていた。慄然とする。戦い方を見ても、水の中こそがルサルカの得意な戦場に違いない。

　ティグルが迷ったとしても、それは一瞬に満たなかった。黒弓を、腰のベルトにすばやく結びつける。狩りの最中、両手を使う必要が生じたときは、いつもこうしていた。

　息を吸って、湖に飛びこむ。弓が通じない時点で、足手まといもはなはだしい。動きの鈍にぶくなる水中では、これまで以上にミラの足を引っ張るかもしれない。

――できることがなければ、さがしてやる。

　両手で水をかきながら、ティグルはまっすぐ進んだ。故郷の川や湖でよく泳いでいたので、泳ぐのも潜るのも自信がある。

　どれぐらい進んだだろうか、あきらかな異質な流れがあるのをティグルは感じとった。

――ミラとルサルカは、近くにいる。

　一度水面に顔を出して、呼吸を整える。大声でミラに呼びかけるべきかと思ったが、ルサルカがいることも考えて、やめた。ティグルは再び水の中に潜りこむ。少し進んだ途端、急激な流れに引っ張られた。水の力は強く、抵抗するのは不可能だ。

――いや、この流れに乗るんだ。

　肺の中にためている空気を吐きだしてしまわないよう気をつけながら、流れに身を任せる。慌てたり動揺したりすることこそが危険だと、わかっていた。ミラのもとにたどりつけたときに、空気が足りなくて苦しいなどという醜しゆう態たいは見せられない。

　やがて、前方に人影のようなものが見えた。ティグルは目を凝らす。それがミラだとわかったのは、人影が青い輝きを発したからだった。

「――空さえ穿ち凍てつかせよシェロ・ザム・カフア！」

　水中であるにもかかわらず、そのミラの叫びは、たしかにティグルの耳に届いた。

　次の瞬間、水中で膨大な量の冷気が爆発を起こす。新たな激流が生まれ、ティグルはそのうねりに呑みこまれて、抗うこともできずに流された。木の葉のようにくるくると回転する。

　水は身を切るほどに冷たく、まるで冬が戻ってきたかのようだ。流れに翻弄されて息苦しさを覚えたものの、ティグルは懸命に耐えた。視界の端に目印が見える。ミラの持つラヴィアスが、水の中で輝きを放っている。ここで浮上しては、あの輝きを見失ってしまう気がした。

　流れがゆるやかになってきたところで、ティグルは再び水をかきわけて進む。ミラのもとにたどりついた。彼女は愛用の槍こそ握りしめていたが、意識を失っているようだった。ティグルはミラを抱きしめ、急いで浮上する。水面に顔を出すと、大きく息を吸った。

――危ないところだった……。

　ミラに視線を移す。彼女はぐったりとしていた。唇は白く、生気が失われているようだ。何度か呼びかけるが、返事がない。

――溺れかけたのか？

　周囲を見回すと、遠くに木々と茂みに覆われた湖岸が見えた。ティグルは左腕でミラを抱えると、疲労で萎なえかけた右手と両足を必死に動かして、湖岸を目指す。

　ルサルカに足を引っ張られて水中に引きずりこまれる想像に何度も襲われ、気が気ではなかったが、そのようなことは起こらず、ティグルたちは湖岸にたどりついた。ミラを半ばまで地面に押しあげ、それから自分が這いあがり、ミラを引っ張りあげる。

「……あいつは？」

　かすれた声が耳を打った。ミラが意識を取り戻したのだ。安堵感がティグルを包んだ。

「たぶん、逃げていった……」

　攻撃どころか、あの恐ろしい気配すら感じないということは、おそらくそうなのだろう。

　疲労と、水をたっぷり吸った服とで身体が重い。その場に倒れこみたくなったが、ティグルは歯を食いしばり、ミラを背負って湖から十数歩ほど離れた。

　ミラの肩を抱くようにして、ティグルは彼女を地面に横たえる。右肩の傷はそれほど深くはない。他にも、細かな切り傷がいくつかあるぐらいだ。

「よかった……」

　落ち着きを取り戻すと、ティグルはぼんやりと湖を見つめる。たったいま体験した魔物との戦いは、本当に現実のものだったのかという思いにとらわれた。むろん現実に決まっている。二人ともずぶ濡れで、とくにミラは傷を負っているのだ。

――ルサルカ、だったか。あいつはミラのことを戦姫と呼んだ。

　ミラが口にした、ズメイという魔物のことも知っているようだった。

　うっとうしい竜どもという発言から考えて、テナルディエの竜たちを殺したのもルサルカだろう。あの魔物の力を持ってすれば、難しいことではなかったに違いない。

　少しずつ落ち着いてきて、ティグルは周囲に視線を巡らせる。小さく唸った。

「ここはどのあたりだ……？」

　ルサルカに流されて、野営地からずいぶん離れてしまったようだ。ラフィナックやガルイーニンは、自分たちがいないことにもう気づいているだろう。一刻も早く戻らなければ。

　しかし、立ちあがってすぐに、ティグルは考え直した。予想以上に身体が重い。

「火を熾すのが先だな……」

　無理に動いても、すぐに力尽きてしまうのが目に見えている。それに、どう歩いていけば野営地に戻れるのかもわからない。せめて濡れた服を乾かし、身体を温めながら休んで、少しでも体力を取り戻すべきだった。

　よろめきつつ、ティグルは近くの木に歩み寄る。腰に差していた短剣を抜いた。あの激しい流れに持っていかれなかったのは、幸いだった。

　樹皮をあるていどの大きさに切りとる。それから、手ごろな長さや太さの枝を拾った。

――狩りをするつもりで森の中に入って、よかった。

　ミラのそばへ戻ると、ティグルは火を熾す。

「煙に兵たちが気づいてくれれば……。いや、それで湖の近くを歩かれると困るな」

　空を見上げると、いつのまにか灰色の雲がわだかまっている。木々の間に視線を戻すと、昨日までよりも薄暗く、視界は悪くなっていた。ムオジネル領内に入ってから、このような空模様を見たのははじめてだ。

――すぐに雨が降ってくる気配はなさそうだが……。

　生まれ育ったアルサスか、あるいは一年滞在したオルミュッツならば、ティグルは雲の大きさや広がり具合でおおよその天候を推測することができる。しかし、ここでは難しかった。

　そのとき、ミラが身体を起こす。ティグルは彼女の背中に手を添えた。

「だいじょうぶか」

「おかげさまでね……」

　ミラの声は弱々しい。心配そうな顔のティグルを見て、彼女は微笑を浮かべた。

「少し疲れてはいるけど、平気よ。ラヴィアスに、守ってもらったから」

　言い終えると同時にくしゃみをして、ミラはかすかに身体を震わせる。濡れそぼった自分の服の裾を引っ張ると、恥ずかしそうにうつむいた。

「その、ちょっと後ろを向いていてもらえないかしら」

　いまのミラから目を離すことにティグルはためらいを感じたが、すぐに考え直してわかったとうなずく。弓を握りしめて、彼女に背を向けた。

「まわりを警戒するのは俺に任せて、ミラはゆっくり休んでくれ」

「ありがとう」

　ティグルの心遣いに、ミラははにかむような笑みを浮かべた。

　念のため、左右に目を向けて、他にひとの気配がないことを確認すると、ミラは上着とスカートを脱いで肌着だけの姿になる。

　少しでも早く乾かそうと、その場にしゃがみこんで服を地面に広げた。だが、ただそれだけの動作だったにもかかわらず、ミラは体勢を崩して尻餅をつく。

　その音に振り返ったティグルは、ぼんやりと座りこんでいるミラの身体を慌てて支えた。

「いまのは、少しよろけただけ……」

　言葉が半ばで途切れる。ミラの両目が静かに閉ざされ、ティグルの腕に重みがかかった。

　ティグルは顔を青くしながら、慎重に彼女の呼吸をたしかめる。眠っただけだとわかって、安堵の息をついた。

　こうして触れてみると、彼女の身体が冷えきっていることがあらためてわかる。さきほどまでは濡れた服越しだったことに加え、ティグル自身も疲れきっていたので気づけなかった。

――当たり前じゃないか。あんなに長く、水の中にいたんだから。

　しかも、魔物に振りまわされ続けていたのだ。彼女の強がりなど無視するべきだった。

「脱がすぞ」

　眠っているのはわかっていたが、一応断って、ティグルは彼女の肌着に手をかける。破いてしまわないように気をつけて取り去ると、彼女の身体をそっと地面に横たえた。

　それからティグル自身も服を脱ぐ。毛布や外がい套とうなどはない。焚き火だけでは心もとない。そうなると、自分の体温でミラを温める以外の方法が思いつかなかった。

　自分の身体を見下ろして、ティグルは小さくため息をつく。ミラの裸身を目にしたせいで、下腹部が熱を帯びてたぎっていた。

――自分の意志だけでどうにかなるものでもないとはいえ……いや、あとにしろ。

　ためらっている場合ではない。ティグルはミラのそばに膝をついて、彼女を抱きしめる。伝わってきた冷たい感触に、おもわず身体が震えた。

　ミラの身体を自分に押しつけるように、右腕で深く抱えこむ。左手で、彼女の腕や太腿をさすった。

「できれば、おたがいにはっきり意識があって、もっと違う状況でこうなりたかったな」

　空を仰いで、ため息をこぼす。笑みを浮かべた。軽口を叩くぐらいの余裕が、ようやく自分に出てきた。あとはミラが回復するよう神々に祈るだけだった。







　茂みをかきわける音を、耳が捉えた。

　はっとして、ティグルは顔をあげる。いつのまにか眠ってしまっていたらしい。黒弓に手を伸ばし、身体を起こしかけて、ティグルは違和感を覚えた。

「ミラ……？」

　自分の腕の中に抱きしめていた彼女の姿が、ない。顔から血の気が引いた。

　すばやく服を身につけて、右手に短剣を、左手に黒弓を握りしめる。矢はすべて流されてしまっていたが、弓ゆ幹がらで殴りつけることぐらいはできる。

　再び、木々の奥から茂みをかきわける音がした。反射的にティグルは短剣をかまえる。

　だが、そこから現れたのは、ティグルがいまもっともさがしていた人物だった。

「起きたの？」

　右手にラヴィアスを持ち、左手に鳥をぶら下げて、ミラがこちらへ歩いてくる。身につけているのは肌着だけだが、その足取りはしっかりとしたものだった。

「どこに行ってたんだ。心配したぞ」

　駆けよると、ミラは不機嫌なのを隠そうともせずにティグルを睨みつける。

「夢を見たわ」

　思いもよらない言葉に、ティグルは困惑した。

「どんな夢だ？　ろくでもないものだったみたいだが」

「ええ。あなたがたくさんの女性に囲まれて、だらしなく鼻の下を伸ばしてる夢よ」

　ティグルの鼻をつまんで、ミラは軽くひねる。ティグルは面食らった。







　空が雲に覆われているので、太陽の位置はわからない。だが、おそらく昼ぐらいだろうというのがミラの言葉だった。二刻ほど眠っていたことになる。

　ティグルは手近な木から樹皮を剝ぎとって、小さくなっていた火にくべる。その間に、ミラは仕留めた鳥を器用にさばいていた。

「昔を思いだすわね」

　鳥の羽をむしりながら、ミラが言った。ティグルがオルミュッツにいたころ、二人は何度か山野に馬を飛ばして狩りを楽しんだものだった。

「どうやって仕留めたんだ？」

　ティグルが聞くと、ミラはラヴィアスを一いち瞥べつして肩をすくめた。

「鳥が地面に降りるのを待って、ラヴィアスの力で足ごと地面を凍らせて逃げられなくしただけよ。こんなことにラヴィアスの力を使うべきじゃないんだけど……」

　余裕と、そして必要な道具があれば、ミラも狩りによって獲物を手に入れていただろう。だが、そのようなことをしている状況ではない。

　ミラが目を覚ましたのは、四半刻ほど前だという。

　彼女はティグルを起こしてしまわないように、その腕の中からそっと抜けだすと、服を身につけて、食糧となるものをさがしに出たのだった。

「歩いても平気なのか？」

　眠る前のミラの身体の冷たさを思いだしながら、ティグルは顔をしかめて尋ねる。ミラは笑顔でうなずいた。短剣で切りわけた鳥の肉を細い枝に突き刺して、焚き火で炙あぶる。

「さすがに万全とはいえないけれど、またルサルカと戦えるぐらいにはね」

「できれば二度と会いたくないな」

　それはティグルの本音だった。

　魔物。実際に遭遇すると、たしかにそうとしかいいようがない。矢が通じなかったからではない。正体がつかめなかったからだ。

――やつはミラを戦姫と呼び、それを理由に襲いかかってきた。

　ミラの母のラーナも、魔物と戦った。ズメイというのが、その魔物の名なのだろうか。

　恐ろしい想像に、頭痛と恐怖を覚える。魔物は、戦姫を狙う存在なのか。だとすれば、ミラが魔物と戦っているとき、戦姫ではない自分はただ見ていることしかできないのか。

「焼けてるわよ」

　ミラの言葉が、ティグルを現実に引き戻す。いつのまにか、肉がしっかり焼けていた。気づかないうちにずいぶんと悩んでいたらしい。

　肉の焼ける匂いと音に空腹を刺激されて、ティグルは表情をゆるめる。

「塩を用意しておくべきだったな」

　いつもの狩りならば、持ち歩いていた。今日は四半刻ほど森の中を歩きまわったらすぐに戻るつもりでいたから、そういったものを用意しなかったのだ。

「用意していても、水の中で溶けちゃったでしょ」

　ミラが小さく笑う。そんな他愛ない会話でも、二人は気分をほぐすことができた。

　二人は鳥の肉にかじりつく。味はなかったが、それでも顔は自然とほころんだ。すぐに呑みこんでしまいそうになったが、よく咀嚼して味わう。

「君が湖に引きずりこまれてからのことを、話してもらっていいか？」

　骨についた肉を歯でこそげ落としながら、ティグルは遠慮がちに聞いた。あのとき、自分を助けなければ、ミラはあのような目に遭わなかったのではないか。

「気にしなくていいわよ。私は、やつの攻撃を逆手にとって、懐に飛びこんだんだから」

　得意げに胸を張って、ミラは笑顔で答える。

　湖の中に引きずりこまれたミラは、さらに奥へ、さらに底へと引っ張られていった。ルサルカにしてみれば、獲物を確実に仕留めるために陸地から引き離すのは当然のことだったろう。

　ミラはラヴィアスから立て続けに冷気を放って抵抗した。すると、ルサルカは水の中でミラを激しく振りまわした。ミラを疲れさせると同時に、ラヴィアスを奪おうとしたようだった。そうしてミラが抵抗をやめると、押し潰さんとすさまじい圧力をかけたのだ。

　しかし、それこそミラが待っていたものだった。身体が水で構成されているルサルカには、ただ槍で突いてもたいした打撃は与えられない。ラヴィアスの力を直接、相手が逃げられない状況で叩きつけるべきだ。そう考えて、竜技ヴエーダを放ったのだ。

「竜技……？」

「私たち戦姫が、竜具ヴイラルトの力を最大限に発揮する一撃よ。やつの波を凍らせたのもそうね」

　ラヴィアスを愛おしそうに撫でながら、ミラは答えた。

「手応えは間違いなくあったわ。でも、相打ちだった。どう言ったらいいのかしら、水を叩きつけられるというか……。あなた、滝を浴びたことはある？」

　ティグルがうなずくと、ミラは「あんな感じ」と言った。

「すごいものだったわ。耐えることはできたけど、空気をすべて吐きだして、水まで飲んで……。やつが逃げていくのを感じたのに、それどころじゃなくなって……」

　ミラは顔を上げると、恥ずかしさと嬉しさの入りまじった笑顔をティグルに向けた。

「あなたが来てくれなかったら、あのまま溺れ死んでたわ。ありがとう」

「君が助かって、本当によかった」

　心からの想いをこめて、ティグルは言った。必死に泳いでよかったと思う。

「逃げていくのを感じた、っていうことは、やつは生きているのか？」

「ええ。でも、いままで反撃がないということは、当分おとなしくしているでしょうね。ところで……つ、次はあなたの番よ、ティグル」

　ティグルから視線をそらし、鳥の骨を指先でもてあそびながらミラが言った。彼女の言葉の意味がわからず、ティグルはきょとんとしてミラを見つめる。

「その……あなたが、私の肌着を脱がせてくれたところは覚えてるんだけど」

　顔を耳まで真っ赤にしながら、ミラはたどたどしく言葉を続けた。

「もちろん、あなたのことは信用してるわ。でも、何というか、変なことは……」

　ミラにしてみれば、目が覚めたらティグルに抱きしめられていたのだ。おたがい一糸まとわぬ姿で。いろいろと想像してしまうのも無理はない。

　ティグルの脳裏に、あのとき抱きしめたミラの姿が鮮明に浮かんだ。

　いま、ミラが身につけているものは薄地の肌着だけだ。身体にぴったりと張りついて、その見事な輪郭を際立たせ、艶めかしさを強調していた。

　身体の奥底から情欲の熱が噴きあがってくる。そのような場合ではないとわかっていたが、ティグルは衝動をおさえることができなかった。

　ミラが元気を取り戻して安心したというのもあったし、魔物との戦いにおいて、彼女の力になれないという悔しさと、それでも彼女から離れたくないという子供じみた思いもあった。

　ミラににじり寄って、ティグルは彼女を後ろから抱きしめる。ミラは驚いたようだったが、ティグルの表情から何かを感じとったのか、突き放そうとはしなかった。

　ミラの頰に自分の頰をすりよせながら、ティグルは彼女の肌着の下へ左手を滑りこませる。きめ細やかな肌の表面を何度か往復したあと、豊かな胸に触れた。ゆっくり撫でまわし、弾力を楽しむ。重みをはかるようにてのひらに乗せ、下から持ちあげてもてあそんだ。

「大きくなったな」と、おもわず素直な感想が漏れる。

「そういう触り方、どこで覚えてきたのよ……」

　ミラはティグルを軽く睨みつけた。ティグルは答えず、彼女を抱きしめる腕に力をこめる。

　肌着をずらして、豊かな双丘の一方を露出させると、優しく揉みしだいた。その形をたしかめるように指を這わせる。興奮がさらに高まってきた。小さな突起を指先で刺激すると、ミラの口から熱い吐息が漏れる。

　ティグルは口の中に湧いた生唾を呑みこむと、鼻息も荒く、右手を彼女の太腿に滑らせた。下腹部はさきほどからたぎっており、痛みを覚えるほどだ。太腿のなめらかな手触りを堪能しながら、ティグルは徐々にミラの脚の付け根へ手を持っていく。

　いまここで、ミラを求める気持ちが抑えがたくなっていた。ルサルカが襲ってくることはないという予測も、ティグルの欲望を後押ししている。首筋にそっと唇を押しつけた。

　ミラの手がティグルの腕をつかんだが、ほとんど力は入っていない。むしろ、この事態を受けいれているかのようだった。

　ティグルの肩に、ミラが頭を預ける。潤うるんだ目が視界に入って、ティグルの心と身体の一部はますます昂たかぶった。

　ところが、右手をより奥へ進ませようとしたところで、ティグルは動きを止める。一瞬、空気の流れが途切れたような、奇妙な違和感を覚えたのだ。

　顔をあげて、周囲を見回す。目を瞠った。

　目の前の空間が、歪んでいる。波紋が広がって揺らぐ水面のように。

　ミラを抱きしめたまま、ティグルは不思議な歪みを見つめた。

　直後、その歪みから押しだされるようにして、ひとりの少女が現れる。天から降ってきたのでも地から湧いたのでもなく、歪んだ空間から飛びだしてきたのだ。着地に合わせて、長い黒髪がふわりと広がった。年齢は十四、五歳というところか。

　小柄な身体に、風変わりな服をまとっている。腹部を覆うかのような太い布のベルト。肘から手首までを包むゆったりとした袖。スカートは正面で重ねるようにできており、合わせ目から細い脚が覗いていた。履いているのは、爪先の露出したサンダルだ。

　だが、その服装以上に目を引かれるのは、彼女が肩に担かついでいる長柄の大鎌だろう。真紅と漆黒で構成され、見事な装飾をほどこされながら、神秘性と禍まが々まがしさを同時に感じさせる。

　少女は小首をかしげ、どこかぼんやりした顔でティグルとミラをじっと見つめていたが、口元を袖で隠して「まあ」と声をあげた。それに反応して、想い人の愛撫に身を委ゆだねていたミラがそちらを見る。少女がぺこりと頭を下げた。

「これは失礼いたしました、リュドミラ姉様。お取り込み中とは思わず」

「ミ、ミリッツァ……？」

　彼女を認識したミラの口から、言葉にならない声が漏れる。

「ち、ち、違うのよ、これは！　何がどうとは言えないけれど、とにかく違うの！」

　ミラは顔を真っ赤にしてうろたえた。ものすごい勢いでティグルの抱擁から抜けだし、陸に打ち上げられた魚がはねるように、ばたばたと動きまわる。目に涙をにじませ、右手で胸を隠しながら、ミリッツァと呼んだ少女を見上げた。

「ご安心ください、リュドミラ姉様。わたしも恩を知る人間ですから、リュドミラ姉様がこともあろうに異国の森の中で痴ち態たいをさらしていたなどと吹ふい聴ちようするつもりはありません」

　どう聞いても黙っていそうに思えない台詞である。ミラは肩で息をしながら、本心をさぐるように黒髪の少女を見つめた。害意のかけらも感じさせない顔で、ミリッツァは言った。

「ティナ姉様には委い細さい漏らさず報告します」

「それは吹聴するのと変わらないわよ」

「冗談です。ティナ姉様にも黙っておきます。他人の弱味は誰にも話さず、ひとりで握っておいた方がいい。わたしにそう教えてくれたのは、他ならぬリュドミラ姉様ですし」

「……まあ、そうしてもらえると助かるわ」

　ようやくミラは気を取り直し、肌着の乱れを直しながら、深いため息をついた。

　ティグルはといえば、呆然として二人のやりとりを眺めている。ミラと親しいようだが、オルミュッツに滞在していたときには会ったことのない少女だ。しかし、ミリッツァという名はどこかで聞いたことがある。それもここ数日の間に。

「ティグル、紹介するわ」
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　乾いたらしい服を拾いあげながら、ミラが言った。

「私と同じ戦姫のミリッツァよ。『虚影の幻姫ツエルヴイーデ』と呼ばれるオステローデの主なの」

「ミリッツァ＝グリンカと申します。以後、お見知りおきを」

　黒髪の少女が深くお辞儀をする。

　ティグルはようやく思いだした。ミリッツァの名を聞いたのは、ミラが他の戦姫たちについて話してくれたときだ。だが、オステローデはジスタート王国内の北東部にあり、ここへ来るのには遠すぎるのではなかったか。

　本来なら立ちあがって挨拶するべきだったが、ティグルは座ったままで会釈する。

「すまない。ちょっと足が痺れていて……」

　とっさに思いついた言い訳だったが、黒髪の少女には通じなかった。彼女の紫色の瞳は、ティグルのズボンに――正確には、ズボンを内側から大きくふくらませているものに向けられている。口元を袖で隠しながら、ミリッツァは言った。

「リュドミラ姉様に冷やしてもらったらいかがでしょうか。それと、気を遣わないでくださってかまいませんから。野外でいたす男女など、故郷の村で見慣れていますので」

　ティグルとミラは同時に赤面した。








４　　　黒い弓









　ミリッツァは、ティグルとミラより二つ下の十五歳。戦姫になって半年ほどだという。

　ティグルが名のると、彼女は驚いたように、わずかに目を見開いた。

「あなたがリュドミラ姉様を変えた殿方でしたか」

「変えた、って？」

　意味をはかりかねて、ティグルは首をひねる。

「リュドミラ姉様は昔、とても冷たい方だったそうです。言葉も態度も厳しく、そっけなく、情け容赦のない方だったとか。わたしはそのころの姉様については知らないのですが」

「まあ、そんなところもあったといえば、あったかな」

　三年前のことを思いだして、ティグルはうなずいた。

　はじめて会ったころのミラは高たか飛び車しやで、気が短く、嫌った相手に対する軽けい蔑べつを隠そうとしない娘だった。打ち解けるまでには苦労したものだ。

「それが、ある時期から急に優しく、親しみやすくなられたそうで……。ティナ姉様――わたしの師にあたる方なのですが、ティナ姉様などは、冷酷非情な雪姫が恋に胸焦がす雪乙女になったと楽しそうにおっしゃったものです」

「雪乙女っていうのは何だ？　何か可愛らしいものみたいだが」

「我が国の昔話に出てくる妖精です。いたずら好きで何でも凍らせていたのですが、ある日、人間の若者に恋をして、いたずらをやめて、紆う余よ曲きよく折せつの末に結ばれます」

「べ、別に、ティグルと会う前から、私はこんなふうだったわよ……」

　半分拗すねたように、もう半分は照れたように、ミラは口をとがらせる。

　彼女はいま、ティグルに背負われていた。ミラは自分で歩けると主張したのだが、ティグルが譲らなかったのだ。湖を避けるように歩きながら、三人はヴォルン隊とオルミュッツ軍の野営地を目指して、森の中を歩いている。

　どうやって進めば野営地に着くのかは、ミリッツァが知っていた。「上から見ました」と、彼女は言ったので、高い木に登って確認したのかもしれない。ミラが全面的に信用しているようだったので、ティグルは彼女に従うことにした。

　ミリッツァがどのような方法でここに来たのか、ティグルにはわかっていない。ミラが聞こうとしないことから、おそらく彼女の竜技ヴエーダなのだろうと考えている。彼女が肩に担かついでいる長柄の大鎌からは、ミラの凍とう漣れんとよく似た雰囲気が感じられた。

「君は、どうしてミラのことを姉様って呼ぶんだ？」

　この少女とミラの関係が気になって、ティグルは尋ねる。戦姫の間では、目上をそう呼ぶ決まりでもあるのだろうか。しかし、前に会ったソフィーは、ミラと愛称で呼びあっていた。

　黒髪の戦姫はミラを見上げて、やわらかな笑みを浮かべる。

「リュドミラ姉様には、大きな大きな恩があるからです。戦姫となって王都を訪れたとき、わたしは緊張して、国王陛下に拝はい謁えつしたときのこともよく思いだせないぐらい、ぼうっとしてしまって、気がついたら自分がどこにいるのかわからなくなっていたんです。それまでのわたしは薬師を生なり業わいにしていまして、王宮に入ったことなんて一度もなくて……」

「そのとき、私はちょっと用事があって王宮にいたのよ。竜具ヴイラルトを見て戦姫だとわかったし、道に迷っているのかなと思って声をかけたの」

　ティグルの背中でミラが苦笑する。王宮を案内し、戦姫について説明し、ついでによく知っている店で食事をご馳ち走そうし、宿まで教えたときにはすっかり懐かれてしまったのだという。

「あのとき、リュドミラ姉様に会っていなかったら、いまのわたしはありませんでした」

「おおげさね」

「いまだから言えることですが、宿に迎えに来てくださったティナ姉様にはたいそう心配されてしまって……。あのリュドミラに会ったのか、田舎者とか、ぐずとか、戦姫の自覚が足りないとか、貧乳とか、心ない罵倒を投げつけられなかったかと」

「へえ……」

　背中から突然強烈な冷気が伝わってきて、ティグルはびくりと身体を震わせた。ミラの腕に力がこもったのは、制御しきれなかった怒りがあふれたのだろう。

　ちなみにミラを背負ってから、彼女のやわらかな胸が背中に押しつけられていることにティグルは気づいたのだが、なるべく意識しないように努めている。余計なことを考えたら、一旦は萎なえさせたものが再び勢いづくかもしれなかった。

「ヴァレンティナは、私のことについて他に何か言っていたかしら」

　話からすると、ヴァレンティナというのが「ティナ姉様」の名前らしい。ミリッツァは木々の間に視線をさまよわせていたが、思いだしたように手を打った。

「そういえば、リュドミラ姉様には紅茶チヤイを使った十七の殺人技があるので、二人きりになるときは機嫌を損ねないようくれぐれも気をつけなさいと言われました。煮えたぎった紅茶を相手の耳の穴に注ぐ、乾燥した茶葉を相手の喉に詰めこんで窒息させる、それから……」

　ティグルはおもわず足を止める。笑いを堪えるのに必死だったからだ。そんな若者の左耳をつねりながら、ミラは厳しい表情でミリッツァに言い聞かせた。

「でまかせよ。あの女の言うことは十……いえ五十のうち、一か二しか信じてはだめ」

「ですが、ティナ姉様はわたしの師ですから……。あの方の、十年たっても新婚気分が抜けなさそうなところなどは、弟子としてときどき不安を感じますけど」

「あなたもけっこう言うわね」

　ミラはため息をつく。会話が途切れたところで、ティグルはミリッツァに尋ねた。二人の話は聞いていて楽しいが、このままではいつまでたっても本題に入りそうにない。

「ミリッツァ殿。あなたは、どうしてこんなところに来たんだ？」

「わたしのことはミリッツァでかまいませんよ。少し難しいことなので、まずリュドミラ姉様にお話しさせていただきますね」

　ミリッツァが背伸びをして、ミラの耳に何ごとかをささやいた。ミラの顔に緊張が走る。

「少し遅かったわね、ミリッツァ。私たちはちょうど今朝、ルサルカと戦ったのよ」

　ミリッツァが驚きに目を見開いた。ティグルも息を呑んで彼女を見つめる。

「君は、ルサルカについて何か知っているのか？」

「わたしというよりは、ティナ姉様です。魔物についていろいろと調べていまして。まだわかっていないことの方が多いそうですが」

　表情を引き締めて、ミリッツァは説明をはじめた。

「百年近く前の文献に、ひとりの戦姫がムオジネルでルサルカと戦ったというものがあったのです。ルサルカは『水すい妖よう』の異名を持ち、水を操り、水によって強くなる魔物だとか」

「ええ。恐ろしいやつだったわ」

　ミラがルサルカとの戦いについて話す。ミリッツァは考え深げにうなずいた。

「やはり、魔物と戦姫の間には何らかの因縁があるようですね」

「因縁？」

「具体的なことは、まだわかっていません。ただ、魔物たちには何らかの目的があり、歴代の戦姫はそれを阻止してきたらしいと、ティナ姉様がおっしゃっていました」

「でも、それならもっとしっかりした記録が残っていてもいいんじゃないか？」

　ティグルが疑問を口にする。戦姫はれっきとした公国の統治者だ。旅の騎士などではない。魔物と戦ったのならば、公式の記録が残されていてもおかしくないはずだ。

「魔物の特徴のひとつとして、妖精や精霊、昔話で語られる怪物の名を用いるというのがあります。ティグルヴルムド卿は、ルサルカが出てくる昔話を聞いたことがありませんか？」

　ミリッツァの言いたいことを理解して、ティグルは渋面をつくった。

「つまり、過去の戦姫たちがそうした記録を残していたとしても、語り継がれている武勲詩ジェスタや昔話との判別が難しいんだな？」

「はい」と、ミリッツァは首を縦に振った。

「過去の戦姫の方々も、時期や場所を明確に記していなかったり、記述を間違えていたりすることがありますので。何らかの事情で破棄されたものもたくさんありますし……」

「そいつは厄介だな」

　干し草の中から針をさがすという言葉を聞いたことがあるが、魔物について調べるのは、まさにそういうことなのだろう。戦姫の地位をもってしても、魔物の正体を調べるのは困難きわまる作業だ。いや、戦姫の地位がなければ、手をつけることすらおぼつかないだろう。

――それにしても……。

　ティグルはミラを背負い直す。想い人のぬくもりを感じながら、苦い思いを嚙みしめた。

　魔物と戦姫の因縁。想像であってほしかったことを、突きつけられたと思った。

　戦姫でない自分は、そこに関わることができない。無力感に苛まれる。

――何か、俺にできることはないのか。

　ミラを守るなどと思いあがったことは望まない。ただ支え、助けたい。

「ルサルカについてですが――」

　ミリッツァがミラに説明を続ける。

「その戦姫はオルトゥと呼ばれる地で、ルサルカを長い眠りにつかせたそうです」

「封印したとか、そういう意味かしら？」

「そうだろうとティナ姉様はおっしゃっていました。それで、わたしはオルトゥの地を見てきてほしいと頼まれたのですが……。封印は解かれてしまったようですね」

　困ったように、ミリッツァは眉根を寄せる。

「ルサルカは、弱るとオルトゥに引きずり戻されるらしいのです。リュドミラ姉様との戦いで傷を負ったと考えると、いまはオルトゥにいるのでしょうが」

「私に任せなさい。あんな危険な魔物、放っておくつもりはないわ」

　ミラが励ますような笑顔で言うと、ミリッツァは小首をかしげた。

「ですが、リュドミラ姉様は戦の最中なのでしょう？」

「あいつは、戦より優先するべき相手よ。何をされるか気になって集中なんてできないわ」

　ミラの言葉に、ミリッツァは嬉しそうな微笑を浮かべる。ティグルは、彼女がおそらく緊張から顔を強こわ張ばらせていたことに、そのとき気づいた。

――戦姫になって半年だと言っていたものな。

　内心では不安だったに違いない。それを押し隠して振る舞っていたとすれば、気丈な娘だ。

「そういえば、お二人にこれを」

　ミリッツァはゆったりとした袖の中に手を入れると、親指ほどの大きさをした丸い塊を二つ取りだした。茶色をしたそれは、木の実のようにも見える。

「よく嚙み砕いて飲みこんでください。熱冷ましですが、疲れも少しはとれると思います」

　ティグルは両手がふさがっているので、薬を受けとったミラの手から飲ませてもらった。薬を顔に近づけたとき、独特の香りが鼻をくすぐって、ティグルは顔をしかめる。

「松の葉か？　いや、似ているが違う……？」

　ティグルの言葉に、ミリッツァは感心したように目を細めた。

「それはヤーファ産の松の葉を乾燥させて、細かく刻み、他に二種類の薬草を加えて煮込んだあと、丸めたものです」

「なるほど。あと二つとなると――」

　ミリッツァの瞳に楽しげな色がちらついているのを見て、ティグルは彼女の挑戦を受けることにした。深刻ぶっていてもミラを心配させるだけだ。気を取り直すにはちょうどいい。

　薬を丹念に嚙み砕いて、ティグルは舌先に伝わる感覚から薬草の正体をさぐる。ミリッツァの耳に口を寄せて、ささやいた。薬の調合は、秘術になっている場合が多いからだ。

　はたして、答えを聞いたミリッツァはすっかり感心して顔をほころばせた。

「正解です」

「ひとりで山に入ることが多いんだ。役に立つ野草はだいたい覚えてる。疲れがとれるものだという説明ももらったからな」

「さすが、リュドミラ姉様がことあるごとに自慢されている方ですね」

「そ、そんな自慢なんて、とくにした覚えはないけど」

　やや口くち早ばやに、ミラは彼女の言葉を否定しようとする。黒髪の戦姫は首をかしげた。

「ですが、リュドミラ姉様にとって男性の基準はこの方でしょう？　この前も、戦姫の相手を務めるなら、鹿や猪をひとりで仕留めて持ち帰ってさばくぐらいやれないと、などとおっしゃって、何人かを啞あ然ぜんとさせたではありませんか。わたしもこのひとは何を言っているのかと」

「……そんなことがあったかしら」

　ミラはしらを切って遠くへ視線を向ける。言い訳じみたつぶやきを付け加えた。

「オルミュッツには、山が多いから」

「では、ティグルヴルムド卿にお聞きしたいのですが。オルミュッツに滞在されていたとき、リュドミラ姉様と城下の町の視察やお忍びをされていたとか」

　ミリッツァに水を向けられて、ティグルは当時を思いだしながらうなずいた。

「そうだな。二人でいろいろな店の麦粥マナカーシヤや魚スープウハーを食べくらべてみたり、吟遊詩人ミネストレーリだったというお爺さんから三弦琴バラライカや翼弦琴グスリの弾き方を教わったり……。食い逃げ犯を二人で捕まえたこともあったし、火酒ウオトカを飲んでぶっ倒れたこともあったな」

「火酒に酔ったリュドミラ姉様に押し倒されたという話は本当ですか？」

　一瞬、沈黙が生まれる。醜聞沙汰が好きらしいのはこれまでのやりとりでわかったが、そのことをどこで知ったのだろうか、この少女は。

「いや、押し倒したのは俺の方だよ。すぐにひっくり返されて叱られたがな」

　事実を隠して、ティグルはそう答える。ミリッツァはさらに聞いた。

「では、三弦琴の弾き方を教わったあと、リュドミラ姉様がご自分の名前とティグルヴルムド卿の名前を使ってとある恋人同士の詩を詠ったというのは」

　聞いたことのない話である。ティグルはおもわず肩越しにミラを見た。

「……誰からそんな話を聞いたの、ミリッツァ」

　ティグルの背中にしがみつくことで顔を隠しながら、ミラが低い声で尋ねる。ミリッツァは涼しげな顔で怒気を受け流した。

「スヴェトラーナ様からうかがいました」

　おもわぬ強敵の名前を出されて、ティグルとミラは言葉に詰まる。相手が母とあっては否定するのが非常に難しい。

　黙りこんでいると、ミリッツァが口元を袖で隠しながらくすりと笑った。

「その反応だけで充分です。お二人の仲、堪能させていただきました」

　それに対してミラが何かを言おうとしたとき、複数の男の声を三人は聞いた。見ると、木々の向こうに武装した男たちが立っている。ヴォルン兵と、オルミュッツ兵だ。

「ティグル様！」「戦姫さま、ご無事でしたか！」

　口々に喜びの声をあげて、兵たちがこちらへ駆けてくる。

　ティグルたちは、ようやく野営地に戻ってきた。
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　大きな灰色の雲がいくつも重なりあって、空を覆い尽くしている。風も冷たい。

　ティグルとミラの帰還が知らされて、ヴォルン隊とオルミュッツ軍を喜びの声が包んだが、ごくわずかな時間でしかなかった。いまは、不穏な空気が取って代わっている。

　理由のひとつは、ティグルとミラの格好だ。二人とも顔にはあきらかな疲れがあり、身体中に傷を負っている。服はてきとうに乾かしたのがわかる歪み具合で、泥の汚れも目立った。

　もうひとつは、戦姫ミリッツァの存在だ。彼女とミラが親しい間柄であることは知られていたが、ジスタートにいるはずの戦姫がどうしてこの場にいるのかという疑問が、何かあったのかという不安に変わっていた。

　現在、幕舎の中には、ティグルとミラ、ミリッツァ、ラフィナック、ガルイーニンの五人が顔を合わせている。ティグルとミラは、二人の副官に今朝からの出来事を説明していた。

「魔物……ですか？」

　当然というべきだろう、ラフィナックも、ガルイーニンも、困惑の表情を見せた。

「信じたくないなら、信じなくてもいい。ただ、これから俺たちがする話は、魔物の存在を前提としたものになる。そのことを、わかってほしい」

　ティグルとしてはそう言うしかない。ミラは黙って二人の反応をうかがっている。ラフィナックとガルイーニンは顔を見合わせていたが、やがてブリューヌ人の方が口を開いた。

「今朝、お二人の姿が見えないことがわかってから、私たちはこの周辺をさがしまわっていました。湖のそばに、まるで戦象や地竜スローが泥遊びをして転がったかのような、地面がひどくえぐられて、まわりの木々も泥だらけになっている異様なところがありましたが……」

「私たちがルサルカに襲われたところよ」

　ミラがうなずく。戦意を宿やどした青い瞳が、ラフィナックたちを見据えた。

「魔物のことをあなたたちに話した理由は、これから私が別行動をとるからよ。私とミリッツァはオルトゥの地に向かうわ。ガルイーニン、あなたはティグルに従って、ブリューヌ軍のもとへ向かってちょうだい」

「なりませんぞ、リュドミラ様！」

　ガルイーニンが声を荒らげる。ティグルとラフィナックは呆然として、初老の騎士を見つめた。彼が大声を出すところを、はじめて見たのだ。

「その魔物とやらと戦って溺れかけたと、そうおっしゃったではありませんか。昼を過ぎてだいぶたちますが、そのお顔を見ても体調が回復されたとは思えませぬ。いまはとにかく、ここで休まれるべきです。魔物のことなど、それからでしょう」

「申し訳ありませんが、あまり時間はないのです」

　激げき昂こうするガルイーニンを見ても動じずに、ミリッツァが言った。

「ルサルカは、水によって強くなる魔物といわれています。天候の変化が、魔物の傷を癒やし、その力を強めさせる恐れがあります」

　ガルイーニンの額から頰へ、深刻さを含んだ汗が滑り落ちる。

「雨か……！」

「たしかに、今日は朝からずうっと曇って……。涼しくてありがたいぐらいにしか思っていませんでしたが」

　ラフィナックも顔を蒼白にして天井を見上げた。ミラが凛とした声で告げる。

「話した通り、ルサルカは竜の首を容易に斬り裂く力の持ち主よ。津波や洪水だって簡単に起こす。やつが私たちに何かをしてくる前に、倒さなくてはならないの。考えたくないことだけど、もしも行軍中に襲われたら、全員を守ることはできないわ」

「ですが……」

　苦渋にまみれた顔で、ガルイーニンはなおも食い下がった。灰色の髪の何本かが額に落ちかかっている。ミラは自分を思ってくれる老騎士に、心の中で感謝の言葉を述べた。

「ガルイーニン、あなたは、先代の戦姫であるスヴェトラーナにも長く仕えていたわね。あの方の左腕が不自由な理由について、少しは聞いているのでしょう」

　戦姫として、ミラは母といわず、そのような言い方をした。はっとした顔で、ガルイーニンは主たる凍漣の雪姫ミーチエリアを見つめる。

「リュドミラ様。非才の身には、どうしても理解できぬこともございます。ですが――」

　決意を固めた表情で、ガルイーニンはいつも通りうやうやしく頭を下げた。

「私は、私にできることを務めさせていただきます。リュドミラ様が、その魔物との戦いに力を尽くせるように。それでよろしいでしょうか」

「ありがとう、ガルイーニン」

　ミラが笑顔でガルイーニンの手を取る。その様子を見届けると、ミリッツァが静かに立ちあがった。話がまとまるのを待っていたらしい。

「リュドミラ姉様、わたしは森に――ルサルカが現れたという場所に行ってきます」

「何か気になることでもあるの？」

　ミラは顔をしかめて、二つ年下の戦姫を見上げる。

「エザンディスなら何かを見つけられるかもしれません。この子は優秀ですから」

　真紅と漆黒の大鎌を手にとって、ミリッツァはその柄を愛おしそうに撫でた。それに応えるように、大鎌の刃が鈍にぶい光を帯びる。

「わかったわ。私も行く」

　壁に立てかけていたラヴィアスに、ミラは手を伸ばす。ミリッツァは首を横に振った。

「リュドミラ姉様はここにいてください。ルサルカが自由だった場合、こちらを襲う可能性があります。兵に対する責任をわたしに教えてくれたのも、リュドミラ姉様でしょう」

　ミラの手が、槍の柄をつかむ寸前で止まる。ミリッツァは微笑を浮かべた。

「危険だと思ったらすぐに逃げます。わたしの竜技ヴエーダはごぞんじでしょう？」

「それは知っているけど……」

「じゃあ、俺にその場所まで案内させてくれないか」

　二人の戦姫の間に割って入るように、ティグルが立ちあがる。ミラとミリッツァはそれぞれ目を瞠みはったが、二人以上に驚いたのはラフィナックだった。

「若!?　いきなり何をおっしゃるんですか！」

　前歯をむき出しにして、いつもの口調でラフィナックは声を張りあげる。対照的に、ティグルは冷静な態度で応じた。

「おまえもリュドミラ殿の話を聞いていただろう。ルサルカを放っておくのは、野良の地竜スローを放っておくようなものだ。俺たち自身のためにも、俺は自分のできることをしたい」

　そして、何かひとつでも、ミラやミリッツァが有利に戦えるような手がかりを見つけたい。

　ティグルの懸命な主張にも、しかしラフィナックは引き下がらなかった。

「若は、ご自分が次代のアルサス領主だということをよく忘れてしまうようですね。若には生き延びる義務があるんです。私たちよりもね」

「俺がアルサスを忘れるはずはないだろう！　生き延びたいからこそ、行動するんだ。今日の安全を得る代わりに、明日の危険を見落とすなどという過ちを犯さないために。ラフィナック、魔物というのは本当に恐ろしいんだ」

　必死にティグルは言葉を尽くす。ラフィナックは黙って若い主を睨みつけた。顔から血の気が引いているのは、感情をあまりに昂たかぶらせたからか。

　年長の副官がいくらかでも落ち着くのを待って、ティグルは懇願した。

「頼む。今回だけ、俺のわがままを聞いてくれ」

「その台詞を聞くのは何回目になるでしょうね」

　すかさずラフィナックは皮肉を返す。しかし、その声にはさきほどまでの怒りはほとんどない。「まったく、うちの若は」と諦めたようにつぶやいた。

「よろしいですか、若。もしも魔物とやらが出たら、すぐに逃げ帰ってきてください。そうでないと、私がウルス様やバートラン、ティッタに殺されますからね」

「……努力する」

　精一杯の返答に、ラフィナックは苦笑した。それから、彼はミリッツァに向き直る。

「大変申し訳ありませんが、うちの無茶と無謀が生きがいな若君を、案内役に使っていただけませんか。邪魔になるようだったら、見捨ててくださってかまいませんので」

「わかりました。では、預からせていただきます」

　ミリッツァもぺこりと頭を下げた。その光景に、ティグルはくすんだ赤い髪をかきまわす。わがままを言っているのだ。このていどのことは許容すべきだろう。

　ガルイーニンが、声を潜めてミラに聞いた。

「よろしいのですか」

「必ずルサルカが現れるとはかぎらないわ。それに、ティグルに何度も助けてもらったから、私はいまここにいる。ミリッツァをひとりで行かせるのも心配だし……」

　はっきり口にすることはできないが、誰かにミリッツァを任せるとすれば、ティグル以外にはいないとミラは思う。ただし、自分が甘めに採点している可能性を捨てきれない。

　とにかく、ルサルカについての情報が少しでもほしいのはたしかだ。

「二人とも気をつけて」

　ミラに送りだされて、ティグルとミリッツァは野営地をあとにした。







　森に入ったティグルとミリッツァは、無言で木々の間を歩く。

　ティグルは左手に黒弓を持ち、腰に矢の入った矢筒を下げていた。魔物に通じないのはわかっているが、森の中で遭遇するのは魔物だけとはかぎらない。

　ほどなく湖が見えてくる。泥濘と化した湖岸と、泥まみれで転がっている木々を見て、ティグルは啞然とした。戦っている間は気に留める余裕がなかったが、まるで嵐が通り過ぎたあとのようだ。湖面にも折れ砕けた木などが浮かんでいた。

「ひどいありさまだな……」

　ミリッツァはサンダルが汚れるのもかまわず湖岸に立って、エザンディスと呼んでいた長柄の大鎌を垂直に立てる。

「……魔物の気配は感じませんね。やはり、オルトゥに引き戻されたのでしょうか」

　その言葉に、ティグルは緊張をゆるめた。対峙する覚悟はもちろんできていたが、魔物がいないとわかると安あん堵ど感かんが胸の中に広がってくる。

　だが、安心するのは早かったようだ。ミリッツァの手に握られている竜具ヴイラルトが、紫色の光を帯びる。あたかも使い手に警告するように。

　そして、何か巨大で、重いものを引きずる音を、二人の耳が捉とらえた。ぼうっとその場に立っているミリッツァの手を引いて、ティグルはすばやく木々の間に飛びこむ。

　音が聞こえてきた方向に視線を向けて、二人は目を丸くした。

　八十チェート（約八メートル）はあるだろう巨大な水の塊が、不気味にうごめきながら、ティグルたちを見下ろしている。

　目を凝らすと、それは七本の首を生やした巨大な蛇の形をしていることがわかった。ブリューヌ軍の地竜スローに勝るとも劣らない巨軀である。首の一本一本が、大人の胴体よりも二回りは太く、尻尾は短い。灰色の空の下で、それは濁った水色をしていた。

「何なんだ、こいつは……！」

「おそらく、ルサルカがつくりだした怪物でしょう」

　ミリッツァが落ち着いた口調で答える。冷静でいるように見えて、しかし彼女の顔が強張っていることにティグルは気づいた。

「逃げてください」

　大蛇を見据えたまま、ミリッツァはティグルに呼びかける。ティグルは首を横に振った。

――こんな化け物を、森の外へ出しちゃいけない。

　ヴォルン兵とオルミュッツ兵たちが、恐慌状態に陥る光景が脳裏に浮かぶ。万が一にでも、この怪物を野営地に近づけさせるわけにはいかなかった。最悪の事態に備えてミラが待機しているとはいえ、できれば彼女には少しでも休んでいてほしい。

　ならば、ここで戦うしかない。

「俺のことは気にしないで、戦いに集中してくれ。おとり役ぐらいは務めてみせるさ」

　大蛇の首のひとつが動く。口を大きく開けて、一呑みにする勢いでミリッツァに襲いかかった。わずかに早くティグルはミリッツァを抱きしめて、地面を転がる。

　水を勢いよく叩きつける音が響き、周囲に水飛沫がはねた。すんでのところで、二人は大蛇の顎からまぬがれる。しかし、ティグルたちに身体を起こす余裕はなかった。他の六つの首が次々に襲いかかってきたのだ。

　ミリッツァを抱きしめたまま地面を転がって、二撃目、三撃目をかわす。だが、そこで木の根元にぶつかって、動きを封じられた。四本目の首が大気を貫いて襲いかかってくる。

「――虚空回廊ヴオルドール」

　ミリッツァが左腕でティグルを抱きしめながら、呪文を唱えるようにつぶやいた。

　空中に浮いたような奇妙な感覚が、ティグルを包む。

　次の瞬間、ティグルの視界が突然切り替わった。

　泥だらけの地面と怪物の足元を見ていたはずが、その目に映っているのは木々の枝葉と、怪物の頭部だ。見上げていたものが、自分の目とほとんど同じ高さにあった。身体の下から伝わってくる感触も変わっている。冷たい土と木の根ではなく、太い木の枝だ。

「動かないでください。落ちます」

　ミリッツァの声で、ティグルは我に返った。彼女は木の枝にしがみつきながら、怪物の動きを観察している。気がつけば、二人とも頭から爪先まで泥まみれだった。

「何をしたんだ……？」

「わたしのエザンディスには、ある場所から別の場所へ、一瞬で移動できる力があるんです。オステローデからこの地へも、そうやって来ました。ただ、行き先を決めるのが難しいので、何度か寄り道をしましたが」

「なるほど……」

　ティグルはうなずいてから、「ありがとう」と礼を述べる。彼女が竜技ヴエーダを使わなければ、いまごろは二人とも呑みこまれていたはずだった。

「リュドミラ姉様に好かれているから、さすがにただ好色なだけのひとではないと思っていましたが、案外ばくがある方だったんですね」

「ばく……？」

　ティグルは顔をしかめる。好色云々は聞き流した。

「わたしの故郷で、胆力がある、できている、という意味です」

　怪物はティグルたちを見失ったらしく、七つの首をさかんに動かしている。ティグルたちの姿は、枝葉が上手く隠していた。

「わたしが怪物の注意を引きます。その間に逃げてください」

　枝の上に立って、ミリッツァは大鎌を担ぎ直す。ティグルは静かに尋ねた。

「戦いの経験は？」

「野盗の討伐なら、この半年の間に何度か」

「そいつは頼もしいな」

　ティグルは納得する。どこか動きが鈍いと思ったが、経験が少ないのだ。それなのに、この少女は自分に逃げろと言い、己の役目を健気にまっとうしようとしている。

「ミリッツァ、役割を決めよう。俺がやつの注意を引く。君が仕留める。いいな？」

「逃げてというわたしの言葉を――」

　ミリッツァがそこまで言ったとき、ティグルは黒弓を握りしめて枝から飛び降りていた。着地したときには、矢筒から矢を引き抜いて弓につがえている。

　七つの首すべてが自分の方を向いた瞬間に、矢を射放った。

　矢は右端の大蛇の頭部に突き刺さり、そのまま水の中に沈むように頭部の中へと呑みこまれる。そして、不純物を捨てるように吐きだされた。

「効かないだろうとは思っていたが……」

　ティグルは少し考えたのち、もう一本矢を射放つ。今度は別の頭部を狙った。矢は正確に大蛇の眉間に突き立ったが、やはり同じように呑みこまれ、排出される。

――今度はどこを狙うか。

　ティグルが三本目の矢を取りだしたとき、大蛇のひとつが口を開け、人間の頭部ほどもある白い塊を吐きだした。ティグルは横に跳躍してそれを避ける。白い塊はティグルが背にしていた木に衝突し、そこから白煙が立ちのぼった。

　見ると、木の幹が大きくえぐられている。白い塊に溶かされたのだ。

　ティグルは口の端を引きつらせて怪物を見上げた。大蛇たちはティグルに狙いを定め、次々に白い毒液を吐きだす。ティグルは身をひるがえして木々の間に飛びこんだ。

　相手に飛び道具があるとなると、状況が変わる。ミラたちがいる方角ではなく、湖に沿って木々の間を縫ぬうように右へ左へと走った。

　巨軀を引きずりながら、怪物はティグルを追う。巨体ゆえに木々に引っかかるかとティグルは期待したが、そうはならなかった。怪物は木々にぶつかると、何ごともなかったかのようにすり抜けたのだ。まさしく水のように。

――こいつはまずいな。

　これにはティグルも危機感を覚えた。怪物の動きは機敏とは言い難いが、何にも阻害されずに前進できるのであれば、ティグルより段違いに速いということになる。

　そのとき、怪物の頭上の空間が歪んだ。大鎌を振りあげたミリッツァがそこに現れる。ティグルが瞬きを数度したのは、目が錯覚を起こしかけたからだ。

　ミリッツァは気合いの叫びをあげ、落下の勢いを利用して大鎌を叩きつけた。大蛇の首のひとつが斬り飛ばされ、地面に落ちて水飛沫をはねあげながら砕け散る。

　ミリッツァはかろやかに地上に降りたったと思いきや、水によって足を滑らせて転倒した。

　ティグルは慌てて彼女に駆け寄る。怪物の他の頭部が襲いかかる寸前で、ミリッツァを抱きかかえて跳んだ。下顎が左腕をかすめ、鈍い痛みと同時に鮮血が飛び散る。

　頭部をひとつ失ったからか、怪物の動きは鈍い。二人はかろうじて距離をとった。

「すごいじゃないか。この調子で二つめの首を狙おう」

　左腕の痛みに顔をしかめながら、ティグルはミリッツァを激げき励れいする。

「それより、このままの体勢だと、あなたもいっしょに跳躍しますが」

　ミリッツァにもあまり余裕はなさそうだった。ティグルは彼女を木の陰に突き飛ばす。怪物に向き直って、すかさず矢を放った。その拍子に、左腕から血が流れる。

　今度は頭部ではなく、首の付け根に矢を潜りこませたのだが、これまでと同様に矢は吐きだされた。だが、怪物の意識が自分に向いたことで、ティグルはひとまず満足する。

――それに、とにかく頭部はひとつ減って……。

　そう思ったときだった。怪物の失われた頭部、その切断面が白く泡立ったかと思うと、水が立ちのぼって大蛇の頭部を形作る。水滴をまき散らしながら再生を果たした。
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　ティグルは舌打ちをしつつ、地面を駆けて、怪物の左側面へとまわりこむ。

　新たに放った矢は、ほとんど真上に飛び、放物線を描いて怪物の背中に突き刺さった。

　矢を外へ吐きだしながら、七つの首がいっせいに毒液を吐きだす。ティグルは地面を転がりながら、毒液のひとつを狙って矢を射放つ。毒液と矢は空中でぶつかりあい、ともに砕け散った。そうしてできた間隙に飛びこんで、ティグルは他の毒液をかわす。

　だが、そこで予想外の出来事が起きた。毒液のひとつが、ティグルの頭上にある枝を吹き飛ばしたのだ。大人の脚ほどもある太さの枝が落下して、ティグルの背中を打つ。

　ティグルはその場にうずくまった。七つの頭部が毒液を浴びせようと、口をふくらませる。

「――虚空回廊ヴオルドール」

　だが、それより早く動いた者がいた。ミリッツァだ。彼女はティグルに覆いかぶさると、竜具ヴイラルトの力を使って再び空間を跳躍した。その直後、二人がいた空間に毒液が浴びせかけられる。地面がえぐれ、多量の毒液を浴びた木が傾き、へし折れて倒れた。

　怪物から十数歩ほど離れたところに立っている木の上から、ティグルとミリッツァはその光景を目にして顔を青ざめさせていた。ミリッツァがティグルに尋ねる。

「その腕、だいじょうぶですか……？」

　彼女の視線は、ティグルの左腕に向けられていた。傷は肘の近くだが、流れでた血は腕を伝って手の甲にまで達している。

「たいしたことはないさ。やつは何とかなりそうか？」

「ここまでしぶといとは思っていませんでした」

　ミリッツァは率直に、自分の判断の甘さを認めた。切断した頭部がすぐに再生するとは思っていなかったのだ。悔しそうに唇を嚙みしめて、彼女は怪物を睨みつけている。

　ティグルは彼女の横顔を見て少し迷う様子を見せたが、おもいきって口を開いた。

「今度は、背中を狙ってみてくれないか？」

　奇妙ともいえる頼みに、ミリッツァは視線で「なぜ」と問いかける。ティグルは答えた。

「背中へ射かけた矢に対しては、他よりも反応が鈍かった」

　ティグルは怪物の注意を引くためだけに、やみくもに矢を射かけ続けていたのではない。どの部位に矢を当てたら、どのような反応を見せるのかも観察していた。

　ミリッツァは呆けたような顔でティグルを見つめる。

「リュドミラ姉様が、あなたにぞっこんなわけですね」

「俺もミラにぞっこんだ」

　照れる様子もなく言葉を返して、ティグルはミリッツァを苦笑させた。







　呼吸を整えたティグルが、地上に降りたつ。大蛇の七つの頭部のうち六つまでが、毒液を吐きかけてきた。ティグルはその軌道にどこか意図的なものを感じながらも、毒液の雨を避けて走る。毒液を吐かなかった頭部が大きく弧を描いて、正面にまわりこんできた。

――そういうことか！

　故意に体勢を崩し、ほとんど背中を地面につけて滑りながら、大蛇の顎を回避する。

　怪物の背後にミリッツァが姿を現した。大鎌を振りあげて、その背を斬り裂く。

　水が弾けた。巨軀が崩れ、怪物がのけぞり、のたうちまわる。たしかな手応えに、二人の顔にそれぞれ喜色が浮かんだ。

　しかし、まだ怪物は滅んでいなかった。頭部のひとつがすばやく動いて、ミリッツァを呑みこむ。黒髪の戦姫は避ける間もなく怪物の体内に取りこまれた。

「ミリッツァ！」

　ティグルは叫んだ。反射的に矢を黒弓につがえたが、そこで動きが止まる。

　自分の矢が通じないのは、わかっている。思い知らされている。駆け寄っても、自分も同じく呑みこまれるだけだ。助ける方法はない。

――何か、何かないのか……。

　黒弓を握りしめる。流れでる血が、てのひらを赤く染めていた。

『撃ちなさい』

　その声は、何の前触れもなくティグルの意識に呼びかけてきた。女性の声だ。だが、聞いたことのない声だった。ティグルは驚き、まわりを見回したが、ここにいるのは自分と怪物、そして怪物の中のミリッツァだけだ。絶望的な状況に、幻聴でも聞こえたのだろうか。

『撃ちなさい。あなたの望む通りに』

　再び、声が聞こえた。ティグルはふと思いあたって、自分の手にある黒弓に視線を落とす。

　特別な力があると、ラーナは言っていた。

　この声がそうなのか。

――やってやる！

　決断は早かった。他に手はない。ミリッツァを助けられるかもしれないのであれば、どんなことでもするべきだった。

　弓を引き絞って、狙いをさだめる。そのとき、大蛇の体内にある何かが光を放った。ミリッツァの手にある大鎌だ。その光に導かれるように、弓ゆん弦づるを離す。

　刹那、すさまじい反動がティグルの全身を襲った。

　怪物の巨軀に、巨大な円形の穴が穿うがたれる。あたかも巨大な刃物でくりぬいたかのように。ティグルが放ったはずの矢は、消え去っていた。

　怪物の動きが止まり、七つの頭部が溶け崩れる。巨大な水の塊は洪水となって、周囲にあるものを押し流した。ティグルは急いで手近な木につかまり、迫りくる大量の水に耐える。こちらへ流れてきたミリッツァの服の袖を、とっさにつかんで引き寄せた。

　洪水はすぐにおさまったが、あとには泥濘と化した地面が広がっていた。怪物がいた痕跡はない。だが、ありえないはずの濁流が通り過ぎたそれは、やはり異常な光景だった。

「倒したのか……？」

　ようやくそのことに気づいて、ティグルは呆然と黒弓を見つめる。光り輝いているわけでもなければ、形状が変わってもいない。見慣れている家宝の弓だ。

「おまえなのか？」

　おもいきって、声をかけてみる。だが、返事はない。

　そのとき、ティグルの腕の中でミリッツァが身をよじった。うっすらと目を開ける。ティグルは安堵の息をついた。彼女を助けることができたのだ。

　ぼんやりとしているミリッツァを背負って、ティグルは歩きだそうとしたのだが、一歩目で足がふらついて、その場に崩れ落ちる。

「あ……え……？」

　目眩がする。全身に疲労がのしかかって、身体を起こすことすらできない。

「ティグルヴルムド卿？」

　よろよろと、ミリッツァがティグルの背中から離れる。しかし、彼女もその場に尻餅をついた。二人は顔を見合わせる。

「あの……だいじょうぶですか？」
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　ミリッツァに聞かれて、ティグルは戸と惑まどいまじりの、引きつった笑みを浮かべる。

「ちょっと、厳しいな」

　身体のあちらこちらに痛みは感じるが、深刻なものはない。起きあがれないのは、強烈な疲労感によるものだ。腕をあげることすらだるい。

「よくわからないのですが、わたしはどうして助かったのでしょうか」

　ミリッツァに聞かれて、黒弓について起こった不思議な出来事を、ティグルは話した。

「君を助けなければと思ったら、突然奇妙な声が聞こえたんだ。そうしたら、弓に光が集まって、あの怪物を吹き飛ばすことができた」

「奇妙な声、ですか」

　ミリッツァは身体を起こして、まじまじと黒弓を見つめる。

「そういえば、リュドミラ姉様から聞いたことがありました。あなたの弓には不思議な力があるとか……。姉様が何も言わなかったので、忘れていましたが」

「ああ。しかし、俺にもどうやってできたのか……」

　黒弓から、いままでにない熱のようなものは感じている。しかし、もう一度、さきほどのような矢を射放つことはできるだろうか。

　ミリッツァが立ちあがった。彼女はティグルの肩を支えると、長柄の大鎌を拾いあげる。

「ひとまず、リュドミラ姉様のところへ戻りましょう。ルサルカ自身ではなく、怪物を向かわせてきたということは、やはりルサルカはオルトゥから動けないのだと思います」

　そのとき、ティグルの視界の端で何かが動いた。疲れきっていたにもかかわらず、ほとんど条件反射でティグルは弓をかまえ、矢を放つ。それは、すばやく木の陰に隠れた。

――魔物か？

　そう思ったが、たとえばルサルカから感じたような、人間ではないもの特有の気配、独特の殺気といったものは伝わってこない。ともかく、疲れた身体を奮い立たせて、ティグルは弓に新たな矢をつがえた。強気な声で訴える。

「出てこい。いまなら、命を助けてやる」

　本当に出てくるとは思っていない。相手の様子を見るためのものだった。

　ところが、その人物は観念したように、木の陰から姿を現した。これにはティグルだけでなくミリッツァまで驚きと不審の色を瞳に浮かべた。

　ムオジネル人特有の褐かつ色しよくの肌をした、二十前後の若者だ。頭には黒い布を巻き、革鎧を身につけ、手には反りのある剣を持っている。

　あらためて、ムオジネル語で呼びかけると、相手は持っていた剣を地面に落とした。

　ティグルはまだ弓を下ろさず、注意深く若者を観察する。敵意は感じられない。それどころか、その顔には恐怖と不安がちらついている。

「おまえひとりか？　仲間は？」

「いない」

　男は首を横に振る。耐えきれなくなったのか、不安そうに聞いてきた。

「おまえら、何なんだ？　さっきの化け物は、ありゃいったい何だ……？」

「話はあとだ」

　ティグルはようやく弓を下ろす。若干の同情を、男に覚えた。このムオジネル人がやけに素直なのは、自分たちの戦いを見たからだ。たしかに狼狽もするだろう。

　名前を聞くと、男はダーマードと名のった。
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　ダーマードは両手を革紐で縛られ、ティグルとミリッツァに前後を挟まれながら、ヴォルン隊とオルミュッツ軍の野営地へと連行された。逆らう気はない。

　普段のふてぶてしさは消え失せて、ダーマードは完全に弱気になっていた。

　単騎で追跡を行っていたダーマードがティグルたちを発見したのは、昨日のことだ。

　部下からの報告と照らしあわせて、ブリューヌ人とジスタート人の区別はすぐについた。弓を持っているブリューヌ人はティグルだけだったので、凄腕の弓使いとやらが誰なのかもわかった。ティグルたちが西の国境へ向かっていることも。

　国境につくまで、まだ数日ある。様子をさぐりながら首をとる機会をうかがおう。

　その考えはあながち間違いとはいえなかったが、結論からいえば失敗だった。

　今日の朝から昼にかけて、ヴォルン隊とオルミュッツ軍の野営地は慌ただしい雰囲気に包まれ、兵たちが四方八方を歩きまわった。もしや、彼らからつかず離れずで追い続けていた自分の存在が気づかれたのかと思って、ダーマードは少し距離を置いた。

　そして、四し半はん刻ときほど前に森の中を通って戻ってきたのだ。

　ところが、そうして木々の間に隠れていた彼の目の前で繰り広げられたのが、ティグル、ミリッツァと、水の大蛇の死闘である。

　それは、彼の常識を覆す光景だった。何もかも理解できなかった。逃げようにも怪物が恐ろしくて足がすくんでしまい、ただ見守ることしかできなかった。ティグルが声をかけてきたとき、ダーマードはむしろ安堵感を覚えたほどだったのだ。

　野営地のはずれに、ダーマードは座らされた。両手の拘束に加えて、両脚も拘束される。

　それから四半刻ほどの時間が過ぎたころ、ティグルが現れた。服を着替え、傷の手当てもすませている。ティグルは不思議そうな顔で、ダーマードを見下ろした。

「尋問されるなら、俺じゃないといやだって？」

「それぐらいはいいだろう」

　ダーマードはようやく笑みを浮かべる。最初はラフィナックとガルイーニンが尋問をしようとしたのだが、ダーマードがいやがり、ティグルを指名したのだ。

　問われるがままに、ダーマードは自分がムオジネル軍の兵士であり、凄腕の弓使いを狙って単騎で追ってきたことを話した。その上で、怪物について説明を求める。

「昔、このあたりに封印されていた魔物の、下僕というところらしい」

　ルサルカという魔物の話まで聞き終えてから、ダーマードは顔をしかめた。

「俺をだまそうとして、くだらないおとぎ話を聞かせているわけじゃねえよな……？」

「俺もこれがおとぎ話で、魔物なんて存在しなかったらどんなにありがたいかと思うよ」

　あまりに生真面目な顔でティグルが言ったので、ダーマードは不思議そうな顔になる。

「おまえ、あの不思議な弓で化け物を吹き飛ばしていただろう。ああいうのに慣れているんじゃねえのか？」

「あれは、さっきはじめてできたんだ。慣れていたなら、もっと早くやっている」

　もっともな話に思えた。ティグルが木々の中を駆けまわって、化け物の攻撃を懸命に避けていたのはダーマードも見ている。口調を落ち着かせて、ティグルが聞いてきた。

「おまえ、オルトゥという地を知らないか？」

　ダーマードの顔が、無意識のうちに青ざめる。なぜ、ここでその名前が出てくるのか。

　目を大きく見開き、声を震わせながら、ダーマードは聞いた。

「オルトゥに、何かいるのか……？」

「話しただろう。ルサルカだ」

　ダーマードの脳裏に、アイシェの言葉がよみがえる。先日、洪水が起きたという、彼女の小さな領地。『水すい妖よう』という魔物。彼女から聞いた話と、ティグルの話はたしかに一致する。

「……知っている。ここからなら、馬で一日で行ける」

「本当か!?　そこまで案内してくれ」

　身を乗りだして頼みこんでくるティグルに、ダーマードはうなずいた。

　空は曇り、空気は涼しいぐらいなのに、顔に汗がにじむ。

　自分がいまここにいるのは偶然なのか。それとも神々に導かれたのか。

　ただ、アイシェの領地に魔物がいるという事実に、なぜだかむしょうに腹が立った。彼はとくに、あの小憎らしい少女に忠誠など誓っていないはずなのに。

　最後に、ティグルから奇妙なことを聞かれた。

「この空模様で、雨はすぐに降ると思うか？　わからないならわからないと、正直に頼む」

　ティグルの表情があまりに真剣だったので、ダーマードも真面目に空を観察する。

「今日いっぱいは降らないと思うが……。明日はわからないな」

　そう答えると、ティグルはため息をついた。

　尋問はそこで終わったが、その日の夜、ダーマードはオルトゥへの出発を告げられた。オルトゥへ向かうのはティグルとミラ、ミリッツァの三人だ。

「オルトゥに着いたら、おまえを解放する」

　ティグルにそう言われて、ダーマードはあることに気がついた。

「おまえが俺をすぐに殺さなかったのは、オルトゥへの道を聞くためだったのか？」

「もちろん、それもあるが……」

　ティグルは苦笑を浮かべた。

「あのときは疲れていたからな。それに、おまえは戦う姿勢を見せてこなかった」

「……お人好しだな」

　ダーマードは口元を歪めて、褒めているとも馬鹿にしているともとれる口調で言った。
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　夜が明けた。空は昨日と変わらず、くすんだ灰色が渦を巻いて太陽を隠している。雨はいまにも降りそうではあるが、まだ降っていなかった。

　ダーマードに案内をさせて、ティグルとミラ、ミリッツァはオルトゥの地にある小さな村に着いた。ヴォルン隊とオルミュッツ軍は、ラフィナックとガルイーニンに任せて国境へ向かわせてある。ルサルカとの戦いが終わったら、ティグルとミラは合流する予定だ。

　偵察隊の報告によると、ムオジネル軍はまっすぐ西へ向かっているらしい。ブリューヌ軍と戦うべく国境を目指しているのだろうと、ティグルとミラは推測した。油断はできないが、このままいけばブリューヌ軍の本隊と合流できそうだった。

――それもルサルカを倒せればの話だが。

　村は文字通りの廃墟と化して、洪水の跡があちらこちらに生々しく残っている。村全体が異臭に包まれ、ほとんどの家は崩れ、あるいは傾いていた。地面にはぼろぼろになった家具や衣服が散乱している。

「ひどいものね……」

　ミラが痛ましそうな表情でつぶやいた。空が暗いせいで、より凄惨な印象を与える。ティグルも視線を巡らせて、やりきれない顔になった。祈りの言葉をつぶやく。ミリッツァもかすかに眉をひそめているあたり、同じような心境なのだろう。

「ミラは、だいじょうぶか？」

　話題を変えて、ティグルは青い髪の戦姫に尋ねる。実のところ、三人ともここまであまり休んでいない。雨が降る前にルサルカと戦わなければと、馬を走らせてきたのだ。ティグルとミリッツァも、水の大蛇との戦いによる疲れがわずかに残っている。

「ええ。二人のおかげでしっかり休めたもの。ティグルとミリッツァこそ、どうなの？」

「わたしは平気ですよ。お二人より若いので」

「だが、まだ馬に乗り慣れていないんだろう。無理はするな」

　ティグルが真面目に心配して言うと、ミリッツァは口元を袖で隠した。

「もう少し説得力のある言葉を使ってくださいな。あと、弓は使えるのですか？」

「わからないが、だめならだめで、役に立ってみせる」

　ティグルは手に持った黒弓に視線を落とす。

　水の大蛇との戦いの直後は、あの不思議な力をいつでも使えるような気分になったものだが、あれから一日が過ぎたいまでは、どうにもそんな気がしない。どうやって発揮されたのかわからない力だ。最悪の事態についても考えておくべきだった。

　ダーマードは三人の会話に一切加わらず、先頭に立って馬を進めている。捕虜で、案内役という意識もあるのだろうが、村の様子がわかってから、彼は無表情だった。ティグルも彼の心情を考えて、話しかけはしない。もともと、ここまでの短いつきあいだ。

　ほどなく石造りの神殿が見えてきた。

「じゃあ、ここまでだな」

　ティグルたちは馬から下りると、ダーマードに剣と、ひと抱えほどもある麻袋を渡した。中には食糧と水が入っている。

「もうどこへ行ってもいいぞ」

　ルサルカとの戦いに、ただの人間であるダーマードを巻きこむつもりはなかった。一日が過ぎて、ヴォルン隊とオルミュッツ軍も見失っただろう。それに、ダーマードの狙いはティグルだ。ここで執しつ拗ようにヴォルン隊とオルミュッツ軍を追うとは思えない。

　ダーマードは麻袋を抱えて、無言でその場に立ちつくしていた。

　ティグルたちは武器をかまえて、神殿の扉をくぐった。







　神殿の中は薄暗かった。

　小さな村の中に建てられたものだけあって構造は単純で、部屋の数も多くない。

　ティグルたちはまっすぐ進んでいき、半ばで足を止めた。前方にある両開きの扉の奥から、強烈な殺意と威圧感が漂ってくる。並みの人間なら、それだけで動けなくなりそうなほどの。

「この先は……」

「ダーマードの話によれば、祭壇のある祈りの間だそうだが」

　ラヴィアスをかまえるミラに、黒弓を握りしめながらティグルが応じる。

　そのとき、扉が勝手に開いて、奥から白い霧があふれ出てきた。

「よく来たわね」

　霧をまとうようにして、ルサルカが姿を見せる。口の両端を吊つりあげて笑った。ティグルの後ろで、ミリッツァがかすかに息を呑む。

「槍、そして大鎌ね。いいわ、ここまで来たら絶対に逃さない……」

　言い終えないうちに、ルサルカの姿に変化が生じた。

　金色の髪が、波打ちながら緑色へと変化する。目は血のように赤く輝き、肌も毒々しい紫色に染まった。身体が大きくふくれあがり、一瞬ごとに威圧感が増していく。

　その異様さに、ティグルたちは目を離すことができなかった。

　霧が吹き散らされる。ティグルの口から呻うめき声が漏もれた。

　ルサルカの腰から下は、吸盤がついた十数本の触手と、青い鱗を持つ十数匹の大蛇で形成されていたのだ。触手も、大蛇も、大人の腕ほどの太さがあった。

　ティグルの全身を悪寒と戦慄が貫く。呼吸が乱れた。自分たちの目の前にいるのは、恐怖を形にしたものだった。これにくらべれば、地竜スローなど野犬と変わらない。

「おまえは……」

　矢を持つ手を震わせて、ティグルは必死に声を絞りだす。聞かずにはいられなかった。

「おまえは何ものなんだ？　このムオジネルに棲む水の精霊なのか？」

「まさか。私をそんなものといっしょにしないでちょうだい」

　ルサルカは笑って首を左右に振る。緑色の髪が、まるで水の中にいるかのように揺れた。

「私たちは希こいねがうものよ」

　胡乱げな顔をするティグルに、ルサルカは歌うように続ける。

「そう。私たちだけの空を、海を、大地を希う。戦乱を起こし、流血を起こし、闇の中に骸を積みあげる……」

　不意に、ルサルカは狂気と殺意をはらんだ赤い目をミラとミリッツァに向けた。

「そんな私たちの夢を叩き潰してきたのが、忌々しい戦姫たち。でも、あなたたちはここまでよ。あなたたちの骸を積みあげてあげる」

「やってみなさい！　今度こそ凍りつかせてあげるわ！」

　叫ぶが早いか、ミラがラヴィアスを振りあげてまっすぐ挑みかかる。だが、ミラはすぐに足を止めた。天井から、ティグルたちに無数の水滴が雨のごとく降りかかってきたのだ。

　ミリッツァが小さく悲鳴をあげて、大鎌で身体をかばう。水滴が身体に当たると、殴られたような痛みがそこに走った。ティグルもたまらずその場に膝をつく。

「――静かなる世界よアーイズビルク！」

　ミラがラヴィアスを突きあげた。高い位置にある天井が凍りつき、雨が止まる。そのときには、ルサルカは地面を滑るように突進し、ミラに肉薄していた。

　とっさの判断で、ミラは後ろへ跳ぶ。直後、触手と大蛇の群れが何もない空間を貫き、ミラの髪を数本かすめた。続けて、魔物は口から大量の水を吐きだす。ミラはラヴィアスで受けとめたが、その威力におされて吹き飛んだ。

「ミラ！」

　ティグルは黒弓をかまえ、三本の矢を一度につがえて、ルサルカに向けて射放つ。しかし、それらは触手と大蛇に薙ぎ払われて、ルサルカに届かなかった。

「なに、あなた。こんなことしかできないのに、でしゃばってきたの？」

　失望したというふうに、ルサルカは蔑さげすみの目をティグルに向ける。ティグルは歯嚙みした。この魔物相手には、自分はおとり役すら務められそうにない。

　エザンディスを肩に担いで、ミリッツァがルサルカの背後へ回りこもうとする。だが、彼女は充分に近づくことさえできなかった。ミリッツァの足下にはいつのまにか水たまりがあり、それが彼女の足に絡みついて動きを封じたのだ。

「残念ね」

　触手と大蛇があらゆる角度からミリッツァに襲いかかる。黒髪の戦姫はそれらから目をそらさず、小さく息を吸って大鎌を振りあげた。

「――虚空回廊ヴオルドール」

　ミリッツァの姿が消え去る。一瞬ののち、彼女はルサルカの頭上にいた。渾身の力をこめて振りおろされた大鎌を、ルサルカは両腕で受けとめる。右腕から黒い血がほとばしった。

「やってくれたわね」

　魔物の緑色の髪がうねり、エザンディスの刃に絡みつく。とっさに対応できず、竜具ヴイラルトを離すこともできなかったミリッツァは、髪に引っ張られて床に叩きつけられた。

　ルサルカは大蛇と触手でもって追い討ちをかけようとしたが、起きあがっていたミラが鋭く槍を突きだす。髪を切り払われて、ルサルカは後退した。

「起きられる？」

　ミラは慎重な足取りでミリッツァに歩み寄り、助け起こす。ミリッツァの髪は乱れ、全身に汗をかいていたが、小さくうなずいた。ミラは安心したように、彼女の肩を叩く。

「長期戦は危険だわ。私がやつの注意を引きつけるから……」

「わかりました」

　それしか手がないと判断して、ミリッツァは短く答えた。

　ミラが床を蹴る。まっすぐルサルカに向かっていき、槍で突きかかった。

　ルサルカは余裕のある笑みを浮かべて、悠然と右手を突きだす。その手から水が生まれ、円形の鏡面をつくりだした。

　澄んだ金属音が響く。ミラの槍を、鏡面が弾き返したのだ。ミラは吹き飛ばされたが、鏡面もまた粉々に砕け散り、水となって床に流れ落ちる。

　ミラは転倒しかけたものの、とっさに体勢を立て直した。靴底を滑らせながら後退し、すぐに攻撃へと移る。間合いを詰めて、大蛇や触手を薙ぎ払った。

　ティグルは黒弓を握りしめて、戦姫と魔物の攻防を見つめている。水の大蛇と戦ったときのような力は、出る気配を見せない。ミラたちを助けようにも、隙が見当たらない。

――それにしても、やつの攻め方はずいぶんとおとなしいな。

　こうして見ていると、ルサルカの戦い方はさまざまだ。緑色の髪を操り、腰から下の大蛇と触手を操り、口から水を吐き、ときに天井から雨を降らせるような搦め手を使ってくる。

　だが、それらを同時に使うということがない。

――弱っているからか？　それとも何か狙いがあるのか？

　何かあったときにいつでも飛びだせるよう、ティグルは慎重に距離を詰めていく。ルサルカは完全にティグルへの興味を失っているらしく、一いち瞥べつすらしてこない。

　ミラは持てるかぎりの技法を駆使して、ルサルカを攻めたてる。正面から突き、右から薙ぎ払い、下から切りあげ、触手による反撃を音高く打ち払った。一撃ごとに白い火花が散り、ラヴィアスが冷気の軌跡を描く。しかし、ルサルカには届かない。

　ルサルカが、口から激流を吐きだす。ミラはすばやくそれをかわしざま、魔物の脇腹にラヴィアスを突き入れようとした。

　あらぬ方向から矢が飛んできたのは、そのときだ。ミラは反射的にのけぞって矢をかわす。かわしてから、驚きに誘われた。矢を放ったのはティグルだったからだ。

「――虚空回廊ヴオルドール」

　それと同時に、ミリッツァが空間を渡って魔物の背後に現れる。エザンディスの刃が、ルサルカの頭頂部から腹部までを一気に両断した。

　水飛沫が散った。だが、斬りつけたミリッツァは顔を強張らせる。さきほど斬りつけたときとは異なり、まるで水を切ったような感触が竜具ヴイラルトを通して伝わってきたからだ。ミリッツァに見えない角度で、真っ二つにされたルサルカの顔が忌々しげに歪んだ。

　大蛇と触手とが無軌道に荒れ狂って、ミラとミリッツァに襲いかかる。ミラはラヴィアスを振るいながらすばやく飛び退ることで、かろうじてルサルカの猛撃をしのいだ。戦慄の汗が額に浮かぶ。もっと深く踏みこんでいたら、避けきることは不可能だっただろう。

　ミリッツァも、エザンディスで耐えきっていた。ルサルカの攻撃はミラを集中的に狙ったもので、ミリッツァに襲いかかった大蛇と触手は少なかったのが幸いしたのだ。だが、ミリッツァは肩で息をするほどに疲れきっており、すぐには動けそうにない。

「余計なことをしてくれたわね……」

　ルサルカが、離れたところにいるティグルを冷ややかに見つめる。ティグルは不敵な笑みでもって応じた。

「俺ていどに読まれるんだから、おまえは魔物の中でもたいしたことないんだろうな」

　ルサルカの狙いが、ミラを誘いこむことだとティグルは考えたのだ。

　ルサルカは一度、ミラに退けられている。水中という自分に有利な戦場で。ならば、ミリッツァよりもミラを警戒し、倒すことを優先するだろう。加えて、ミリッツァの動きを見れば、戦士としてミラの方が強いことをすぐに悟るだろうから。

　ルサルカが右手を軽く振りあげる。直後、ティグルは左腕と左脚に鋭い痛みを感じた。

　足下を見ると、水たまりがある。その水が鋭利な刃となって突きあがり、ティグルを貫いたのだ。ティグルは歯を食いしばって痛みに耐えようとしたが、たまらず片膝をつく。

「ティグル！」

　ミラが駆け寄ろうとする。その動きを見て、ルサルカは冷酷な笑みを浮かべた。床を滑るように移動して、水妖はティグルへと突進する。その動きはミラよりも速い。

　まずいとティグルは思った。ルサルカの狙いは、変わらずミラだ。自分を狙うことで、ミラに隙をつくらせ、そこを突く気だ。おそらくミラもわかっているのだろうが、その上でこちらへ駆けてきている。ティグルを助けるために。

「――ラヴィアス！」

　竜具ヴイラルトに命じて、ミラは床の一部を凍りつかせる。その上を滑って、ティグルのもとに駆け寄った。そこへルサルカが猛然と襲いかかる。

　ミラはラヴィアスから冷気を放出して、自分たちを守ろうとした。

　ルサルカは、容赦なく襲いかかった。緑色の髪が唸り、吐きだされた激流は猛たけ々だけしい槍と化し、すべての大蛇と触手がうねり、冷気の守りを打ち破ってミラとティグルを吹き飛ばす。二人は床を転がった。

「手こずらせてくれたわね、槍の戦姫……」

　ルサルカはゆっくりと、ミラに近づいていく。大蛇と触手を使ってミラの両腕を拘束し、吊りあげた。ミラはラヴィアスこそ手放さなかったが、抵抗できずになすがままとなっている。

「たっぷりいたぶったあと、おまえの身体から一滴残らず水気を絞りとってあげる。枯れ木のようにからからに干からびるといいわ。他の二人もすぐに後を追わせてやる」

　その光景を睨みつけながら、ティグルは身体中に走る激痛に耐えて、身体を起こす。手に持った黒弓から、水の大蛇を打ち倒したときの力が伝わってくるのを、若者は感じていた。

――どういう理屈かはわからないが……。

　自分の血で染まった黒弓を見ながら、ティグルは笑みを浮かべる。これで、ミラを助けることができる。だが、いまはルサルカも自分を警戒しているだろう。矢を命中させることができるだろうか。

――させるんだ。

　震える左脚を右手で叩いて、ティグルは立ちあがった。その代わりに左脚の出血が激しくなった気がするが、それはあとで考えればいい。

　激痛の走る左腕を、まっすぐ伸ばす。矢筒の中を確認する。まだ矢は残っている。

　呼吸が乱れて、黒弓を持つ手が揺れる。それでも人間が相手なら命中させる自信がティグルにはあるが、魔物相手だと心もとない。ミリッツァが起きあがってくれるだろうか。

「……ふうん？」

　ルサルカが動きを止め、ミラから視線を外してティグルを見た。ティグルは息を呑む。矢をつがえ、弓弦を引き絞った。水妖は、目を大きく見開き、首をかしげる。

「おまえ、その弓は……」

　そのとき、ルサルカの背後で漂う白い霧が揺れた。ティグルは目を瞠る。

　魔物の背後の霧が割れた。その中から黒い影が飛びだして、ルサルカに襲いかかる。

　ダーマードだった。ルサルカは、ティグルたちと戦っている間に、神殿の出入り口を背にしていたのだ。

　反りのある剣を振りあげて、ダーマードは怒号とともにルサルカに斬りつける。速さと猛々しさを兼ね備えた一撃は、しかし、水に斬りつけたかのようにルサルカの身体を素通りした。

「お馬鹿さん」

　ルサルカが嘲ちよう笑しようする。ダーマードは顔を引きつらせながらも、凶悪な笑みを返した。

「だったらこいつはどうだ、化け物野郎」

　ダーマードの剣の刀身が、激しく燃えあがる。手首を返し、身体をひねって、ムオジネル人の戦士は炎をまとった斬撃を触手と大蛇の中へ叩きこんだ。

　何本かの触手と何匹かの大蛇がちぎれ飛び、水飛沫と灰色の煙が同時に噴きあがる。ルサルカの動きが一瞬止まった。ミラの拘束が緩んで、凍漣の雪姫ミーチエリアは床に倒れる。

「おお、さすが聖せい油ゆだ。よく燃える」

　すばやく飛び退りながら、ダーマードは自分の剣を見つめた。たった一撃しか炎はもたず、それどころか刀身が傷んでほとんど使いものにならなくなっている。だが、忌々しい化け物に一撃を与えたという満足感が、ダーマードに笑みを浮かべさせた。

　だが、攻勢もそこまでだった。無傷の触手に吹き飛ばされて、ダーマードは床に転がる。

　そのとき、ルサルカは見た。

　倒れているミラの槍の穂先から白い光があふれ、その光がティグルのつがえている矢の鏃やじりに吸いこまれているのを。一瞬ごとに鏃の輝きは強まり、その重圧はルサルカをたじろがせた。

　矢が、放たれる。

　ルサルカは悲鳴をもらしながらも、一瞬早く円形の鏡面をつくりだすことに成功した。

　閃光が炸裂し、雷鳴にも似た轟ごう音おんが響きわたる。怯おびえるように大気が震えた。

　ルサルカは大きく後退を強いられたものの、傷を負っていなかった。一方、ティグルは疲労と出血とで顔を青ざめさせている。呼吸を整えるのも容易ではない。

　しかし、ティグルは新たな矢を抜きだしながら、一歩、また一歩と前に出る。

　ルサルカは、その場から動かない。自分はしのぎきれると、そう思っているようだった。

　ミラがよろめきつつ身体を起こす。槍を支えにしながら、彼女はティグルのそばへと歩いていった。ミリッツァもまた、魔物を警戒しながらティグルたちのもとに駆け寄る。

「それが、あなたの弓の力なのね……」

　ミラが言った。ティグルはうなずく。それだけの動作でもつらかったが、まだ気力は残っている。強い意思を秘めた瞳が、ルサルカをまっすぐ貫いている。

　新たにつがえた矢には、再び輝きが集まりだしていた。ミラのラヴィアスと、ミリッツァのエザンディスから。ラヴィアスからはさきほどのように白い輝きが、エザンディスからは紫色の輝きがあふれ、鏃に吸いこまれていた。

「行くわよ、ティグル」

　ミラが最後の力を振りしぼって、床を蹴る。正面からルサルカに挑みかかった。ティグルの矢を本命とした陽動なのは明白だったが、無視できるものではなかった。

　ルサルカはすべての触手と大蛇をミラへと向かわせる。

「――空さえ穿ち凍てつかせよシェロ・ザム・カフア！」

　叫びとともに、ミラは床にラヴィアスを突きたてた。ラヴィアスから膨大な冷気が放たれ、ミラの足下に六角形の結晶を描く。彼女の周囲に、鋭利な刃を備えた氷の槍が無数に生まれ、襲いくる大蛇と触手と激突した。

　破砕音とともに、無数の氷の破片が乱れ舞う。ミラの竜技ヴエーダは大蛇と触手をことごとく凍りつかせ、粉砕したが、そこまでだった。

　ミラを退けた。そう確信したルサルカは、ティグルに向けて円形の鏡面をかざす。

　しかし、そのときすでに、ティグルの姿はルサルカの視界から消えていた。ミリッツァも。

「――虚空回廊ヴオルドール」

　ルサルカの背後に、ティグルとミリッツァが立っている。

　ティグルの矢には、すでに充分な力が蓄えられていた。

――くたばれ！

　矢を射放つ。

　二つの輝きをまとった矢は、まっすぐ飛んでルサルカの額に突きたった。

　命中した瞬間、鏃から光があふれて、金色の柱が噴きあがる。それは、すさまじい『力』の奔流であった。衝撃の余波で大気が激しくかきまわされ、暴風が吹き荒れる。

　風が静まると、光の柱は細かい塵となって、音もなく神殿内に降り注ぐ。

　光が消えたとき、ルサルカがいたはずのところには、一握りの土塊だけが転がっていた。その土塊も、風もないのにぼろぼろと崩れ落ちて、吹き散らされる。

　ティグルは呆然と、その様子を見つめていた。

「倒せたのか……？」

　さきほどまでの恐ろしい威圧感も、殺気も、もうない。

　槍を杖代わりにして、ミラがこちらへ歩いてくる。ティグルを見上げて微笑を浮かべた。

「見せてもらったわ。あなたの力」

　そのとき、二人の耳に水音が聞こえた。ぎくりとして、ティグルたちは周囲を見回す。

　外に向かって開け放たれている扉から、雨が降りだしているのが見えた。

　それは、戦いの終わりを告げるものだった。




　　　　　†




　雨がやむまで、ティグルたちは神殿の中で休息をとることにした。全員が、体力も気力も使い果たして少しも動くことができない状態だった。ティグルやミラにいたっては、身じろぎするだけで傷が悲鳴をあげるありさまだ。

「おまえ、どうして逃げなかったんだ」

「当たり前だろう。あんな化け物の始末を、どうして異国の人間に任せられる」

　呆れるティグルに、ダーマードは胸を張って答えたものだった。彼はティグルたちを見送ったあと、迷った末に神殿の出入り口からそっと中の様子をうかがっていたのだという。

　はじめのうちこそ、身体を震わせて戦いを見つめていることしかできなかったが、次第に怒りが恐怖を上回り、飛びこんだのだった。

「よく死ななかったわね。悪運が強いのかしら」

「魔物も面倒くさがったのではないでしょうか」

　二人の戦姫の評価は散々だったが、これでもダーマードに感謝しているのだ。彼の乱入があったからこそ、ミラは魔物の拘束から逃れ、ティグルたちは勝利をつかめたのだから。

　ダーマードが床に寝転がりながら、ティグルに話しかけてきた。

「おまえ、何百アルシン先まで、矢を飛ばせる？」

「……二百五十アルシンといったら、信じるか？」

　控えめに、ティグルは数字を述べる。ダーマードは目を輝かせて身体を起こす。

「いけるのか？　じゃあ、三百はどうだ？」

「さすがに無理だな」

　本当はできるのだが、ダーマードの態度に不審なものを感じて、ティグルはそう答える。しかし、ムオジネル人の戦士はなおも食い下がった。

「一度ぐらいはいったことあるんじゃねえのか？　なあ」

「どうしてそんなことを聞きたがるわけ？」

　冷ややかな眼差しでミラが尋ねる。

「ちょっとした興味だ。戦場のことだから恨み言をいう気はねえが、俺の配下が何人もやられたからな」

　そう言ってごまかそうとするダーマードに、ミリッツァがさぐるような視線を向けた。

「ティグルヴルムド卿に賞金でもかかっているのではありませんか？　凄腕の弓使いを追ってきたと言っていましたものね」

　わかりやすくダーマードの顔色が変わる。ミラは納得したというふうにうなずいた。

「ああ、なるほど。三百アルシン先まで飛ばせるなら、賞金を釣りあげることができるかもっていうこざかしい計算があるわけね」

「それなら四百アルシン先まで飛ばせると言っておこうか」

　ティグルが笑って言う。その拍子に傷が痛んで、顔をしかめた。

　四百アルシン先とまでいえば、かえって誰も信じないだろう。ティグルでさえ、さすがにそこまでは矢を飛ばせない。少なくともいまは。

「そんなやつがいたら、人間じゃねえな」

　ダーマードはそれ以上の追及を諦めて、肩をすくめた。身体に力を入れて、立ちあがる。

「それじゃ、俺はもう行くぜ。化け物を退治してくれたことは、礼を言っておく」

「まだ雨が降ってるぞ？」

　出入り口に向かいかけるダーマードの背中に、ティグルは声をかけた。振り返らずに、ダーマードは呆れた声で応じる。

「仲良く雨宿りなんて間柄じゃねえだろ。次に戦場で会ったら覚悟しておけ」

「ひとつだけ、聞かせていただけますか？」

　ミリッツァが呼びとめた。さっさと言えとでもいうふうに、ダーマードは肩を揺する。

「怒ったり、恨んだりはしていないのですか？」

「正面からやりあって負けたんだろう。それなら仕方ねえさ。親しいやつが死んでねえからってのもあるがな……」

　そう言ってせせら笑うと、今度こそダーマードは去っていった。

「それでは、わたしもお暇させていただきます」

　エザンディスを抱き寄せて、ミリッツァが告げる。ミラは顔をしかめた。

「もう少し、休んでからでもいいんじゃない？」

「わたしの用事はすみましたから」

　エザンディスの柄を撫でながら、ミリッツァはゆっくりと首を横に振る。

　もともと彼女は、ルサルカについてミラに教え、オルトゥの封印について調べるために、己の公国からここまで跳んできたのだ。その魔物と戦うことになるとまでは予想していなかっただろうが、目的を果たした以上、彼女がここにいる理由はなかった。

　ティグルとミラは顔を見合わせる。ミラは笑顔でミリッツァの手をとった。

「助かったわ、ミリッツァ。今度、オステローデで何かあったら相談に乗ってあげる」

「リュドミラ姉様のおかげで、貴重な経験をたくさんさせていただきました。ところで、ひとつご忠告を」

　ミリッツァがわざとらしく声を潜める。ミラは首をかしげた。

「ティグルヴルムド卿のことは、しっかり捕まえておいた方がいいと思いますよ。いまのところははずれにかぎりなく近いあたりという感じですが、化けるかもしれません。ばくがありますから」

「ど、どういう意味よ……」

　ミラは眉をひそめる。その態度に、黒髪の戦姫はこれ見よがしにため息をついた。

「わたしたちは想いが通じあっているから、とかいって安心していたら横からさらわれた、なんて話はいくらでもありますからね。わたしの故郷でもたくさんありました」

「ときどき、あなたの生まれ育った村について考えるのが怖くなるわね……。だいたい、誰がティグルを横からさらうっていうのよ。まさか、あなたとか？」

　ミラは冗談でまぎらわせようとしたのだが、ミリッツァはきわめて真面目に答えた。

「いえ、わたしはティナ姉様に倣ならって、心優しく裕福な殿方と結ばれると決めているので」

　ヴァレンティナは戦姫でなくなったあと、とある王族と結ばれた。いまは王都で幸せに家庭を守っていると聞く。それはいいのだが、いつのまにか醜聞沙汰収集家とでもいうべきものになっているのがミラにはうっとうしい。

「日々の生活までヴァレンティナみたいにならないよう気をつけなさいね」

「そこは真面目に気をつけます。とくに、あののろけ癖は」

　この上なく真剣な顔で、ミリッツァはうなずいた。

　立ちあがり、服の埃を払うと、彼女は何かを思いだしたような顔をしてティグルを見る。

「ティグルヴルムド卿、ひとつおうかがいしたいことが」

　首を縦に振ることで、ティグルは続きを促うながした。

「……『魔弾の王』というものをご存じでしょうか」

　いくばくかの間を置いて、ミリッツァは尋ねる。ティグルは首を横に振った。

「聞いたことないな。いかにも古い伝説や物語に出てきそうな気がするが」

「その通り、古い伝承です。いま、何とはなしに思いだしたのですが」

　ミリッツァは言葉を続けた。

「ある男が、射れば必ず命中するという弓を女神から授かり、あらゆる敵を射倒して、ついには王となった……。そんな話です。その男は魔弾の王と呼ばれたと」

　ティグルは自分の手元に置かれた黒弓を見る。材質はわからない。由来もわからない。手入れをせずとも劣化しない。しかも、戦姫たちの竜具ヴイラルトと共鳴とでもいうような現象を起こし、魔物を打ち倒すほどの一撃を放つことができた。

「魔弾の王の弓、か。少し語呂が悪いな」

「もちろん、その黒い弓がそれだと言うつもりはありません。それに、ティグルヴルムド卿の弓の腕については、リュドミラ姉様から飽きるぐらい聞かされていますから」

　ついでのようにミラを赤面させながら、ミリッツァは言った。

「ただ、特別な弓の伝承に、こんなものがあったというのを思いだしたので……。ティグルヴルムド卿の弓は、非常に特別なものだと思います。わたしが言うまでもないことですが、大切になさってください」

「ありがとう」

　ティグルは素直に礼を言う。わからないことだらけの家宝の弓ではあるが、女神から授かったものと考えてみると、何となく立派なものだという気がしてくるし、手入れが入らないことも納得していい気分になってくる。

「それでは、リュドミラ姉様と、ティグルヴルムド卿のご武運をお祈りしています」

　ミリッツァは大鎌を振るうと、二人の前に現れたときと同じように、静かに姿を消した。

　ティグルとミラは視線をかわし、それから何とはなしに寄り添ってくつろいだ。

　ようやく安心して眠れる。

　気がついたときには、二人はそろって寝息を立てていた。







　二日後、二人は無事にオルミュッツ軍とヴォルン隊との合流を果たした。

　それからさらに二日後には国境にたどりつき、ブリューヌ軍のもとにたどりついた。








５　　　再び、国境にて









　空には小さな雲がまばらに浮かび、白く輝く太陽が大地を熱している。

　数日前の雨の痕跡は、朱あけ砂すな川がわの底を流れている少量の水ぐらいしか見当たらなかった。

　リュドミラ＝ルリエとオルミュッツ軍の到着は、ブリューヌ軍から驚きと歓呼の声をもって迎えられた。

　同盟国の指揮官のひとりが、わずかな手勢のみを従えて、敵地を横断してきたのである。その勇敢さと行動力、そして美しさに多くの者が惜しみない賞賛を贈った。一方で、ティグルのことはほとんど無視された。

　ミラは、すぐにはブリューヌ軍の幕営に入らなかった。せめて挨拶だけでもと声をかけてきた諸侯の相手をし、ジスタート軍の状況を話しながら、ブリューヌ軍の状況を聞きだす。そうしていると、やがて総指揮官のテナルディエ公爵が現れた。

――笑顔をつくっているけど、心の中では苛立っているのでしょうね。

　外交用の笑顔でテナルディエを迎えながら、ミラは意地の悪いことを考える。テナルディエは決して馬鹿ではない。ミラがここにたどりついたということが、後の外交にどのような影響をもたらすのか、わかっているはずだ。

　ともかく、テナルディエは表面上は笑顔でミラに応対した。

「よくぞ来てくださった、戦姫殿。百万の援軍でさえ、これほど私を喜ばせることはできないだろう。あなたとこの戦場で勝利をわかちあえることに、ただ感謝の言葉しかない」

「ありがとうございます、公爵閣下。ですが、同盟国としては当然のことです」

　ミラは微笑を浮かべてテナルディエの無骨な手をとる。遠回しに、おまえは同盟国としての義務を果たしたのかとつついた。

「うむ。戦姫殿と配下の兵の方々に可能なかぎり報いること、ここに約束しよう」

　テナルディエとしては、他に答えようがない。嫡男のザイアンを使者に出したことで、同盟国としての義務を果たしたと抗弁することはできる。だが、それを主張すれば、ザイアンが行軍中のミラのそばに飛竜ヴイーフルを着地させたことを指摘されるだろう。

「そう言っていただけると、兵たちも奮い立ちます。この私も、戦士として、指揮官として、ブリューヌの騎士の方々に劣らぬ武勲をたててみせましょう」

「頼もしい言葉だ。戦姫殿の活躍をこの目で見られるとは。期待させていただこう」

「ところで、公爵閣下。ムオジネル軍との戦いで、お願いしたいことがあるのですが」

　ミラの頼みとは、テナルディエの指揮下に入るのではなく、独立した行動をとりたいということだった。

「数でいえば、私たちは四十の騎兵に過ぎません。両軍ともに万を超えるような戦場では、どこかの部隊に加わるより、独自に動いた方がいくらかましな成果を得られると考えます」

「しかし、危険ではないか」

　テナルディエはいかにも気遣うような口調で言った。彼が何を考えているのか、ミラにはわかる。できれば自分の指揮下に置いて、行動を制限したいのだろう。

「よければ、私の兵をいくらかお貸ししようか。五百ほどならすぐに用立てられるが」

　このような台詞を平然と言えるのが、大貴族の大貴族たる所以だろう。

――やはり油断できないわね、この男。

　ミラは冷静にテナルディエを見つめる。一見、ありがたい提案に見える。だが、この兵を借りてしまったら、オルミュッツ騎兵は五百四十という数字の中に埋もれてしまう。五百の兵をまとめる者の意見に、自分たちは左右されてしまう。そのような事態は避けるべきだった。

「ありがたいお話ですが、それでは公爵閣下がお困りでしょう。この戦場での主役はブリューヌ軍と心得ております。ヴォルン家の部隊をお貸しいただけませんか。ここに来るまでに、彼らとしばらく行動をともにしていたのですが、足並みをそろえやすいのです」

　ミラがそう言うと、テナルディエは少し考えこむ様子を見せた。アルサスとオルミュッツの関係を勘繰っているのだろう。ただ、彼はティグルのことなど眼中にないに違いない。

　それほど間を置かず、テナルディエはうなずいた。

「わかった。存分に使ってくれ。ただ、ヴォルン家は小貴族ゆえ、戦姫殿の足を引っ張るやもしれぬから、そこだけ留意なさっていただきたい」

「ありがとうございます」

　ミラは礼の言葉を述べる。もちろん、ティグルとヴォルン隊だけでは足りない。ティグルに頼んで、もう少し兵を集める必要があるだろう。だが、その前に、敵と味方についてもう少し詳しく知っておきたい。

「ところで、敵の数はどれほどでしょうか」

「偵察隊の報告では、歩兵が一万八千から二万というところだ。その他に、戦象が二十頭いるらしい。距離を考えると、戦いは明日の朝になるだろう」

「……厳しい戦いになりそうですね」

　ミラは深刻な表情をつくった。戦象の強さはよく知っている。ジスタート軍でも苦戦することの方が多いのだ。しかし、テナルディエはあまり警戒していないように見えるのが、少し気になった。飛竜ヴイーフルが一頭残っているからだろうか。

「ブリューヌ軍の数は？」

「一万七千だ。ご存じだろうが、エレシュキルトで手痛い目に遭ってな。ただし、まもなく二千の援軍が到着する。合計すれば一万九千。ムオジネル軍に負けはせぬ」

「飛竜はいかがですか」

　おもいきって、ミラは率直に聞いた。テナルディエは太い首を左右に振る。

「あれは、すっかり戦を怖がってしまってな。使わずにすむならそうしたいところだ」

　やはり、使うつもりはないということらしい。ティグルやザイアンの話を総合しても、飛竜はブリューヌのものではなく、テナルディエ個人のものだ。徹底的に出し惜しみするだろう。

「それなら戦場に出したくはないというのもわかります。竜を従えるのも大変ですね」

　そこまで言ったとき、テナルディエの部下がこちらへ駆けてくるのが目に入った。何らかの報告に来たらしい。ちょうどいいと判断して、ミラはテナルディエと別れる。

　オルミュッツ兵たちのところに向かおうとしたとき、ティグルが歩いてくるのに気づいた。ミラは足を止めて、ティグルが来るのを待つ。ことさらにしかつめらしい顔をつくった。

「まいりましょうか」

　ティグルがうやうやしい態度で言う。ミラはうなずき、二人は並んで歩いた。

「どうだった？」

　声を潜めてティグルが尋ねる。同じく小さな声でミラは答えた。

「問題なしよ。あなたといっしょに戦場に立てるわよ」

　これは、あまり仲がよさそうに見えると問題なのではないかというラフィナックとガルイーニンの意見を取り入れた結果だった。アルサスがオルミュッツの威勢を恐れて従っているとみられる方が、何かと都合がいいというのだ。

　もっともな話ではある。ミラがティグルに甘い態度を見せると、ならば自分も親しく声をかけてもらえるはずと考える者や、ティグルをねたむ者も現れるだろうからだ。

　にわかに、幕営の一角でどよめきが起きた。ティグルとミラは顔を見合わせ、何があったのかと様子を見に向かう。他に集まっている諸侯や兵の話から、援軍が到着したらしいということがわかった。ミラは思いだしたようにつぶやく。

「そういえば、二千の援軍が到着すると言っていたわね」

　ほどなく、十数騎の騎士たちが幕営の中に入ってきた。援軍の代表たちなのだろう。

「ナヴァール騎士団だ」

　ティグルが驚きの声を発した。ブリューヌの西方国境を守る、精強な騎士団だ。

　甲冑を身につけ、陽ひ射ざし避よけの外がい套とうを羽は織おった騎士たちが、一列に進む。先頭にいる騎士だけが黒い甲冑を身につけ、大剣を背負っていた。その顔は若々しいが、古い傷跡がある。

「ロランだ……」

「あれが黒騎士か……」

　諸侯が畏い怖ふのささやきをもらす。ブリューヌの人間ならば知らぬ者はないというほどに、ロランは有名だった。十三歳で騎士となってからあらゆる戦いに負けたことがなく、二十代の若さでナヴァール騎士団の団長を務め、王国の宝剣デュランダルを預かるほどの男なのだ。

　騎士たちの前にテナルディエが現れて、礼節にのっとった対応をする。

「よく来てくれた、ロラン卿」

　呼びかけられた黒騎士は、無言で一礼のみを返した。周囲にいる者たちは色めきたったが、テナルディエは笑みを浮かべて容認する。

――ムオジネルとの戦いが控えている状況で、ことを荒立てたくないのでしょうね。

　ミラはそう思ったが、それだけではない。ロランの強さに対する尊敬の念が、その行いを許容したのだ。強者に対して、テナルディエは寛容だった。







　テナルディエとの挨拶をすませると、ロランたちナヴァール騎士団の面々は、さっさと自分たちの幕舎へ入ってしまった。ファーロン王の命令だからここまで来たが、ロランはこの戦に参加することが不満でならなかった。

「ようするに、テナルディエの尻しり拭ぬぐいではないか」

　騎士団長用の幕舎の中で、ロランは副団長を務めるオリビエにそう愚痴をこぼした。

「だが、ムオジネル軍と戦ういい機会ではある。俺たちはアスヴァールとザクスタンしか敵を知らないからな。それに、さきほど聞いたが、ジスタートの戦姫がここにいるらしい」

　オリビエの言葉に、ロランは訝しげに首をひねった。

「ジスタート軍とは合流しそこねたという話だったが」

「敵地を横断してここまで来たそうだ。一騎当千という噂も、案外事実かもしれないな」

　西方国境を守っているロランたちは、ジスタートの戦姫について噂しか聞いたことがない。戦士として興味はあったが、これまで実物を目にする機会はなかったのだ。

「戦姫の戦いぶりを見られるなら、ここまで来た甲斐はあるか。本当に武芸に長けているのであれば、手合わせしたいものだが」

「やめておけ。相手は二十歳にもならぬ娘だぞ」

　オリビエは笑って肩をすくめる。ロランもわかっているというふうにうなずいた。

　このときは、二人とも戦姫が本当に強いとは思ってもいなかったのである。







　その日の夜、オルミュッツ軍の指揮官の幕舎で、ティグルはミラと話しあった。

「この戦、ブリューヌ軍が苦戦するかもしれないわね」

　紅茶チヤイを満たした銀杯に口をつけながら、ミラは言った。彼女に淹れてもらった紅茶を飲みながら、ティグルはその理由を尋ねる。

「敵に、二十頭の戦象がいるからか？」

「それだけじゃないわ。両軍の戦う目的の違いよ」

　視線で「わかる？」と問いかけられ、ティグルは少し考えて、うなずいた。

　ブリューヌ軍は、一矢報いたいと思っている。

　一方、ムオジネル軍は追い討ちをかけたいと思っている。

「ブリューヌ軍が焦って失敗するかもしれない。君の言いたいのはそういうことか」

　ミラは満足そうな笑みを浮かべたが、すぐに表情を引き締めた。

「テナルディエ公もそのことはわかっていると思うけれど、相手が『赤髭バルバロス』となると……。私たちは不用意に巻きこまれないよう、気をつけましょう」

「わかった。ところで、兵の数は本当にあれでいいのか？」

　ミラがテナルディエと会い、交流のある諸侯や騎士たちと挨拶をしている間、ティグルは何人かの諸侯に接触していた。十数日前の戦いで、ヴォルン隊と同じく前衛に配属された者たちだ。オルミュッツ軍の指揮下に入らないかと持ちかけたのである。

　テナルディエに従いたくないという気持ちから、彼らはティグルの話に乗った。

　オルミュッツ軍はヴォルン隊をはじめとしていくつかの部隊を組みこみ、三百の騎兵と二百の歩兵で構成された部隊になったのだ。

「こんなものでしょ。時間がないし、あまり増やして統制がとれなくなっても困るもの」

「わかった。――ついに、君といっしょに戦えるんだな」

　ティグルは紅茶を一気に飲み干すと、力強い笑みを浮かべた。再会したときに、肩を並べて戦ったとはいえるかもしれないが、あのときとは規模がまったく違う。

　それに、自分はミラに言った。オルミュッツ軍が戦えば、のちにジスタートが外交で有利になると。明日の戦はそのためのものだ。ミラが頰を赤く染めて微笑を浮かべる。

「期待はしているけど、功を焦って無理はしないでね」

　壁には、ラヴィアスと黒弓が重なりあうように立てかけられていた。




　　　　　†




　翌日の朝、ブリューヌ軍とムオジネル軍は、十数日前と同じように朱砂川近くの荒野で対峙した。ブリューヌ軍の数はおよそ一万九千。エレシュキルトでの敗北からここまでたどりついた一万七千の兵に、ナヴァール騎士団二千が加わったのだ。

　一方、ムオジネル軍は歩兵だけながら二万を数えた。この二万のうち、一万二千は戦奴マルダーと呼ばれる奴隷たちだ。より武勲をたてた百名までを奴隷の身分から解放すると告げられ、彼らは士気を高めていた。他に、戦象が二十頭いる。

　空には雲ひとつなく、太陽は上昇を続けながら陽ひ射ざしを強めていたが、まだ暑いというほどではない。もっとも、一刻とたたずに暑くなるだろうことは、両軍とも承知していた。

　ムオジネル軍は奇をてらうような真ま似ねはしなかった。中央、右翼、左翼に兵を六千ずつ配置し、二千の兵を予備兵力として、左翼の後方に控えさせている。戦象たちは中央部隊の後方にたたずんでいた。

　ブリューヌ軍もまた中央に八千の兵をそろえ、左右両翼は四千ずつ、後方に三千の兵を予備兵力として配置した。騎兵は右翼と予備兵力に集中させている。ナヴァール騎士団は右翼にいる。オルミュッツ軍も同じく右翼だが、こちらはより端の方に連なっていた。

　ティグルとミラは先頭に立って馬を並べている。

「いよいよだな」

「ええ。ちょっと緊張するわね」

　二人の後ろにはラフィナックとガルイーニンが控えていた。二人は、諸侯の部隊のまとめ役も任されていた。騎兵はおもにガルイーニンが、歩兵はラフィナックが管理するのだ。

「二百ですか。私の生まれ育った村の人間の数より少し少ないぐらいですね」

　ラフィナックはそう言いながら、歩兵たちをしっかり見ていた。

　紅馬旗バヤールが打ち振られ、ブリューヌ軍が前進する。ムオジネル軍においても、ワルフラーンの軍旗がはためき、角笛の音が響きわたった。弓をかまえた一団が前進して、ブリューヌ軍との距離を詰めていく。

　両軍の中央部隊が突出して距離を詰めていき、ムオジネル軍が矢の雨を浴びせかける。ブリューヌ軍は盾をかざしてそれを防いだ。

　まず、中央部隊が衝突する。剣と剣がぶつかりあい、槍と槍が交差した。火花が散り、鮮血が飛び、多くの者が言葉にならない悲鳴を最期の言葉として倒れていく。

　白兵戦となれば、甲冑に身を固めたブリューヌ兵の方が有利のように思われる。

　だが、ムオジネル軍の総指揮官であるクレイシュはひとつ手を打っていた。ムオジネル兵に二つの武器を持たせたのだ。

　ひとつは槍だ。従来の槍とは違い、穂先に鉤かぎ爪づめがひとつついている。

　もうひとつは鎚矛メイスだ。棒の先端に、無数の鋲びようが埋めこまれた鉄球を備えた武器である。これで叩かれると、衝撃が甲冑を通して肉体に伝わるのだ。

　緒戦から、ブリューヌ兵はおもわぬ苦戦を強いられることとなった。剣や槍には耐えられても、鎚矛の打撃によって動きが止まる。痛みによろめき、膝をつく。

　また、鉤爪を鎧に引っかけられて地面に引きずり倒されると、すぐには起きあがれない。そこへ、他のムオジネル兵が飛びかかって、剣や槍で串刺しにするのだ。

　もちろん、ブリューヌ兵も負けてはいない。革鎧しか身につけていないムオジネル兵を剣で切り伏せ、槍で突き倒し、ときには体当たりを仕掛けて、鎧の重みで押し潰す。鉄製の籠手をはめた手で肩や腕を殴りつければ、骨を折るのは容易だった。

　流血の量を競い、悲鳴の大きさを競うかのように、剣を振るい、槍を振るって両軍は大地に屍を積みあげていく。鮮血さえも徐々に層を形成し、厚みを増していくほどだった。

　クレイシュはことさらに後退してブリューヌ軍を誘いだそうとし、テナルディエは兵が前へ出すぎないようにおさえつける。一本の綱を引き合うような攻防が、じりじりと続いた。

　ムオジネル軍が右翼を急速に前進させ、ブリューヌ軍の左翼を突き崩しにかかる。ブリューヌ軍左翼はその勢いにおされて後退した。

「――戦象を出せ」

　クレイシュは何でもないことのように命じる。

　この戦で竜は出てこない。そう見切ったのだ。







　ムオジネル軍の中央部隊が、左右にわかれて動きだした。

　間を置かず、戦象特有の甲高い雄お叫たけびが轟とどろく。ブリューヌ兵の間に戦慄が走った。

　大地を揺るがして、灰色の皮膚と、黄金と鉄の装いで彩られた巨獣が現れる。その数は十。クレイシュはすべての戦象を出さず、半分を投入したのだ。

　この状況での投入は、絶妙だった。ブリューヌ軍の中央部隊は、ムオジネル軍の中央部隊の後退によって、突出していたのだ。

　地面を踏み鳴らして、戦象の群れが猛たけ々だけしく前進する。

　先頭にいるブリューヌ兵たちは、緊張に顔を強こわ張ばらせながらも長柄の鎌をかまえた。戦象の前脚を傷つけ、歩けなくさせようと試みる。

　だが、戦象の突進はやはり強力だった。長大な鼻で薙ぎ払われ、前脚で鎧がひしゃげるほどに蹴りとばされ、また前進のついでであるかのように踏みつぶされて、ブリューヌ軍の前衛は瞬く間に崩壊する。果敢な奮戦によって戦象の足止めに成功した兵たちもいたが、横合いから他の戦象に襲いかかられ、薙ぎ倒された。

　ここで、象使いたちは進む方向を変えさせた。まっすぐ進むのではなく、ブリューヌ軍の右翼部隊に向かわせたのだ。大きな綻びのできた中央部隊にはムオジネル兵を突撃させ、今度は右翼に打撃を与えようというつもりだった。

　ブリューヌ軍の右翼に動きが生じたのは、そのときだ。

　ひとりの騎士が、馬を前へと進ませた。ナヴァール騎士団の団長ロランだ。

「ひとまず、俺が様子を見る」

　副官のオリビエにそう告げると、ロランは大剣を肩に担かつぎ、無造作に馬を走らせた。突進してくる戦象たちとの距離が、あっという間に縮まる。戦象は雄叫びをあげながら、長い鼻を振りあげ、ロランに叩きつけた。

　次の瞬間、太く長いものが回転しながら空中に舞う。それは戦象の鼻だった。ロランが大剣を振るって、斬り飛ばしたのだ。

　この光景に驚きよう嘆たんしなかった者は、ひとりもいなかった。ブリューヌ兵も、ムオジネル兵も、愕然としてロランを見つめる。

　戦象は悲鳴をあげた。象使いの制御を離れて暴れ、ロランに突進する。黒騎士は戦象を見据えると、両手で大剣を振りあげながら馬の腹を蹴った。戦象の脇をすり抜けるようにして突進をかわしながら、ロランは再び大剣を振るう。戦象の左脚を斬り裂いた。赤黒い肉が覗のぞき、血があふれる。

　体勢を崩して、戦象は横倒しに転がった。ブリューヌ兵たちからは歓声が、ムオジネル兵たちからは悲痛な叫びがそれぞれあがる。戦象と正面からぶつかりあうどころか、たった二撃で打ち倒した男など、熟練の象使いたちでさえ見たことがない。

　象使いたちの動揺が伝わって、戦象たちの足並みが乱れる。ロランは次の戦象を仕留めるべく馬首を返し、勢いづいたブリューヌ兵たちは喊かん声せいをあげて突進した。

　二頭目との距離を詰めたところで、ロランは馬を止まらせる。新たな戦象がこちらへ向かってきたのだ。横薙ぎに襲いくる鼻を、ロランは馬首に伏せることでかわした。

――丸太に、鞭のごときしなりを加えて叩きつけてくるようなものだな。

　冷静に分析する。まともに受ければ、ロランとてひとたまりもないだろう。一度、後退して距離をとろうと考えた。

　そのときだった。どこからか飛んできた矢が、ロランの正面にいた戦象の目に突き刺さる。その戦象は悲鳴をあげながら、巨体を左右に揺らした。

――流れ矢か？

　ロランは訝しげに顔をしかめる。そう考えたのも無理はない。ブリューヌ兵にもわずかながら弓使いがいることは彼も知っているが、その練度は話にならないものだからだ。まして、戦象の群れが猛り狂っているこの場で、目という小さな的を正確に狙えるはずがない。

　だが、ロランはすぐにその考えを訂正する必要に迫られた。再び矢が飛んできて、戦象のもう片方の目に突き立ったのだ。両目を失ったその戦象は、悲しげな悲鳴をあげて横転した。

　ロランは後ろを振り返って、すばやく視線を走らせる。離れたところに、ひとりの若者を目に留めた。くすんだ赤い髪をした、まだ二十歳には達していないだろう男だ。手には黒い弓を握りしめ、新たな矢を取りだしてつがえている。視線が合い、その若者は小さく笑った。

――間違いない。あの男だ。

　ロランは確信し、頼もしさと同時に戦慄を覚えた。この状況で、これほど正確に矢を命中させてみせた人間など見たことがない。ザクスタンにもアスヴァールにもいなかった。

――見事な技量だ。はじめて弓矢に感心したかもしれん。

　ロランの口元に戦意をにじませた笑みが浮かぶ。

　本音をいえば、気の乗らない戦いだった。だが、これほどの妙技を見せつけられては、一個の戦士として奮いたたないはずがない。まして、それがいままで興味も関心も持たなかった弓とあっては。

「――陛下の御為に」

　祈るようにつぶやき、不敗の剣デユランダルを握りしめる。ロランは馬を走らせ、戦象の群れへ果敢に飛びこんだ。右に左に大剣を振るい、一撃ごとに戦象をよろめかせ、あるいは打ち倒す。勢いをつけて、そのままムオジネル軍へと斬りこんだ。
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　血風が吹き荒れた。旋風が刃となって、ムオジネル兵たちに襲いかかったかのようだった。

　ロランが大剣を振るうたびに、ムオジネル兵は頭部を割られ、肩を吹き飛ばされ、あるいは胴体を革鎧ごと切断された。彼らの剣も槍も、ロランに届かないか、届いても鎧の表面を擦ることしかできなかった。

「様子を見るどころじゃないな」

　ブリューヌ軍の右翼で、そうつぶやいたのはオリビエである。

　ロランが前進するたびに数人のムオジネル兵が血溜まりに沈み、それと同じ数のムオジネル兵が恐怖に包まれて後退する。

　報告を受けたクレイシュは、さすがに驚きを隠せなかった。

「戦象と一対一で戦って打ち勝つか……。いやはや、ブリューヌは強者の宝箱だな」

　クレイシュもロランの噂は聞いていた。だが、ブリューヌの西にある城砦を守備しているという騎士団の団長がムオジネルに現れるとは思っていなかったし、その武勇についてもいくらかは誇張されたものだと考えていた。

　ロランを討つことがかなえば、その武勲は総指揮官であるテナルディエ公爵を討つのに等しいだろう。だが、そのための手はかぎられていることをクレイシュは悟らざるを得なかった。

「少し強いていどの騎士なら、多数の兵を放りこんで押し潰す手もとれようが……」

　クレイシュは赤髭を撫でて苦笑する。戦象を斬り伏せるような騎士が相手では、兵の士気が崩れるのが先であろう。

「相手にしておれんな」

　クレイシュは全軍を後退させる。ちょうどいい機会でもあった。ブリューヌ軍を突出させ、その隊列を崩して消耗させるという当初の方針を、クレイシュは変えるつもりはない。

　一方、敵軍が後退するのを見たロランは、黙って馬首を返した。このままデュランダルを掲げて突き進むことは可能だが、敵陣の奥深くに取りこまれて、孤立する恐れがある。かつて、ザクスタンもアスヴァールもそうした手を使ってきたことがあった。

　それに、自分の役割は充分に果たしたという思いもある。ムオジネル軍にとって重要な戦力だろう戦象部隊を蹴散らし、敵の一部を突き崩したのだ。まだ戦象は残っているようだし、しばらくは待機していてもよいだろう。







　このとき、オルミュッツ軍はブリューヌ軍の右翼から離れて、戦場の外にいる。戦象部隊が右翼に向かってきたときに、離脱したのだ。

　馬を走らせて戻ってきたティグルを見て、ミラは喜びに満ちた笑みを浮かべた。

「昨日、無理はしないでって言ったじゃない」

「無理って言うほどじゃなかっただろう」

　ティグルも笑みを返す。ロランが単独で戦象たちに向かっていったとき、さすがに無謀だと思ってティグルは馬を走らせたのだ。結果からいえば、いらぬお世話というものだったかもしれないが、多少は助けになったと思いたい。

「あなたが戦象を射倒したのは、ちゃんと見えたわ」

　そう言うと、ティグルの反応を待たずに、ミラは後ろに控えている初老の騎士を振り返る。そのときには、彼女は指揮官としての顔になっていた。

「行くわよ」

　オルミュッツ軍は行動を開始する。多くの兵たちの目は戦象部隊とロランの戦いぶりに向けられており、たった五百の部隊の動きに気をはらったものは、ごくわずかだった。







　戦況は膠こう着ちやく状態を見せている。

　中央においては、ムオジネル軍がブリューヌ軍を押していた。ティグルとロランに撃退されたとはいえ、戦象部隊が与えた打撃は決して小さくなかったのだ。

　ブリューヌ軍の右翼はムオジネル軍の左翼を押していたが、ブリューヌ軍の左翼はムオジネル軍の右翼に押されていた。その点だけを見ると五分五分ではあるが、クレイシュは巧みな指揮によってブリューヌ軍右翼の攻撃を受け流しつつ、ブリューヌ軍左翼の陣容を手堅く削っている。死者と負傷者の数を比較すれば、ブリューヌ軍の方がやや多かった。

　クレイシュが狙っているのは、右翼に待機しているロランを動かすことだ。討ちとるつもりはない。多数の兵で囲んで、一時的なものでかまわないから動きを封じたいのだ。

　それに成功すれば、残りの戦象を動かしてブリューヌ軍に打撃を与えることができる。ロランはそれを見越して動かないのだろう。テナルディエが黙っているのもそのためだ。

　砂さ塵じんを含んだ血風が両軍の間を吹き抜け、切断された腕や脚が死体の間を転がる。強烈な陽光は血溜まりを干上がらせ、兵士たちの傷口を容赦なく炙あぶった。

　クレイシュのもとに、ムオジネル軍左翼が攻撃を受けたという報告がもたらされたのは、このときである。戦がはじまってから半刻と少しが過ぎていた。

「数は？」

「騎兵が三百と、歩兵が二百ほどです。それから、黒竜旗ジルニトラを掲げているという報告が……」

　黒竜旗はジスタート王国の軍旗だ。クレイシュは鷹揚にうなずく。

――ジスタート軍ではなく、ジスタート軍を装ったブリューヌ軍であろう。

　遠くにいる友軍が駆けつけたように見せかけ、こちらの士気の低下を狙ったのだとクレイシュは考えた。ともあれ、放っておくわけにはいかない。迎撃を命じた。

『赤髭バルバロス』は、このときわけもなく顔をしかめた。戦場の外を迂回して攻撃してきたことに驚いたわけではもちろんない。たった五百、それも騎兵と歩兵が混在した敵に、なぜか苛立ちを覚えたのだ。別働隊の攻撃など、腹立たしいものでもないのに。







　戦場の外から現れて攻撃をしかけた五百の敵部隊は、むろんオルミュッツ軍だった。

　ティグルたちは大地を駆け、ムオジネル軍左翼の側面に迫る。ただし、歩兵も混じっているので怒ど濤とうの速さというわけにはいかない。

　ムオジネル軍から、数十もの矢がティグルたちに向かって放たれる。

　しかし、それらの矢がティグルたちに届くことはなかった。ミラが凍とう漣れんを薙ぎ払うと、矢は急速に力を失って、地面に落下する。ミラと併走しているティグルは目を瞠みはった。

「何をやったんだ？」

「凍りつかせたのよ」

　こともなげに答えるミラに、ティグルはため息をつく。ようやく対等になれたと思ったのだが、まだまだ甘かったようだ。だが、それ以上言葉をかわしている余裕はない。ムオジネル軍はもう目の前だ。矢が不自然に落ちたことにムオジネル兵たちも驚いたようだったが、すぐに意識を切り替えたらしく、槍をかまえている。

「ここは私に任せて」

　ミラが凍漣をかまえて、わずかに前へ出る。ティグルは矢を射放したいという衝動をおさえて、彼女の後ろについた。左右にオルミュッツ騎兵が並ぶ。ミラを守るためだ。

　ミラは凍漣を一振りしてムオジネル兵たちの槍を叩き落とすと、果敢に馬を躍りこませる。ほとんど一瞬のうちに三度槍を突き、三人のムオジネル兵を葬り去った。その動きが捉とらえられない者には、ミラの手から閃光が放たれたようにしか見えなかっただろう。

　ブリューヌ兵とオルミュッツ兵は喝采し、ムオジネル兵たちはどよめいた。

　戦姫の動きは止まらない。血に濡れた槍を引き戻して手の中で回転させると、横合いから襲いかかってきたムオジネル兵を一閃で打ち倒す。ムオジネル兵は額を割られ、鮮血を噴きあげながら崩れ落ちた。続いて逆方向から迫る槍を弾き返し、石突きによる一撃で敵兵を吹き飛ばす。この光景に何人かのムオジネル兵がたじろぎ、後退した。

　ミラはそれを見逃さず、小さな空白地帯に馬を進める。オルミュッツ軍に属する騎兵と歩兵たちが剣や槍を振りまわして、その空間を押し広げた。

　ティグルが弓をかまえたのは、このときだ。

　ミラに守られながら、ティグルはムオジネル兵の動きを観察していた。目の前にいる者たちだけではない。二十アルシン先、三十アルシン先にいる敵の様子を。

――見つけた。

　矢を射放つ。矢はおよそ三十アルシンの距離を飛んで、ひとりのムオジネル兵の鼻の下を貫いた。そのムオジネル兵は戸と惑まどったような表情で倒れこみ、見えなくなる。彼の周囲に立っていた兵たちが慌てだしたが、そのときには、ティグルは新たな矢を弓につがえながら、次の相手をさがしていた。一度目で慣れたのか、すぐに見つかる。またも一矢で撃ち倒した。三人目を捉えるのに、それから十を数えるほどの時間もかからなかった。

「終わったぞ」

　ティグルがミラの背中に声をかけると、凍漣の雪姫ミーチエリアは槍を右から左へ薙ぎ払ってムオジネル兵たちを退ける。槍を振りかざしながら、ミラは兵たちを振り返って叫んだ。

「引き上げる！」

　兵たちが声をあげる。槍を振りまわしてムオジネル兵を牽けん制せいしながら、彼らは次々に馬首を返した。ミラも敵に背を向けて馬を走らせる。ムオジネル兵の動きは奇妙なほど鈍にぶく、追撃は散発的なものに留まったので、ミラたちは無事にムオジネル軍から離れた。

「リュドミラ様の力は、恐ろしいものですな」

　血まみれの槍を握りしめて、ラフィナックが熱い息を吐く。腕や脚に傷を負っていたが、浅い。戦い続けるのに支障はなかった。だが、皮肉を言う余裕はさすがになさそうだ。

「心強いものでありましょう」

　馬を巧みに御しながら、ガルイーニンが微笑を浮かべる。ラフィナックは何かを言いかけて言葉を呑みこんだ。彼の主は、ミラの隣に立とうというのだ。副官としてとるべき態度というものがあった。

「頼もしいかぎりです……」

　二人の副官の視線の先では、ミラが息を弾ませながらティグルに笑顔を向けている。

「――予想以上だわ」

　戦姫の青い瞳は、驚きと喜びに輝いていた。

　敵の側面を突く際に気をつけなければならないのは、引きあげるときに反撃されることだ。相手がひるんでいる隙に後退するなどという真似は、なかなかできない。

　強力な一撃を与えようとして深入りしてしまい、味方も甚大な被害をこうむるか、反撃を恐れるあまり勢いが乗らず、敵に軽傷を負わせるだけに留まるか、という場合がほとんどだ。

　だが、ティグルに指揮官を射倒させるという手は、ミラが言ったように予想以上の結果をもたらした。指揮官を失った部隊は一気に動きが鈍くなり、混乱して、反撃どころではなくなったのだ。それだけならともかく、移動にも支障をきたして他の部隊の動きを阻害したり、衝突したりするありさまである。

「ティグル。まだ行ける？」

　ミラに聞かれて、ティグルはうなずいた。

「当然だ。君こそ無理をしていないか？」

「平気よ」と、凍漣の雪姫ミーチエリアは笑う。

「あなたが私のそばにいてくれるなら、いつまでも戦えるわ」

　兵たちが陣形の再編を終える。ほとんど反撃を受けずに後退できたため、考えていたよりも短い時間で再編をすませることができたのだ。

　ミラはムオジネル軍の動きを見据え、攻めたてるべき箇所を見出す。凍漣を振りかざした。

「――突撃！」

　兵たちは喊声をあげた。







　クレイシュがムオジネル軍左翼の異変に気づいたのは、ティグルとミラによる側面攻撃の三度目が終わったころだった。遅くはない、むしろ早い段階で気づいたといえる。

　ティグルの矢によって倒れたのは、五十人前後の兵を指揮する者たちだ。

　いってしまえば、戦死してもすぐには報告されにくい者たちである。

　だが、そうした者たちが倒れると、五十人の兵がたちどころに無力化される。兵士として役に立たなくなるというだけではない。最後の命令に固執したり、その場に立ち止まったりして味方の動きを阻害する。

　隊長格の者が倒れたときは、副官や側近などが代理を務めることと決まっているのだが、そのような状況に陥ったとき、すぐにそういった行動がとれる者は多くない。そうして、ムオジネル軍左翼は徐々に麻痺していったのだ。

　クレイシュが気づいたとき、ムオジネル軍左翼は実に三割までが行動不能に陥っている。隊長を失った兵たちは全体の一割ていどだが、彼らは前後左右の味方を巻きこんでいた。

　そこへブリューヌ軍が突撃する。ムオジネル兵は足並みをそろえて迎え撃つことができず、ブリューヌ軍の猛撃をまともに受ける形となった。剣が、槍が、陽光を受けて反射する。ムオジネル兵は次々に打ち倒された。

　クレイシュはためらわずに命令を下した。

「後退だ。全軍を下げる」

　ロラン以外にもおそろしい敵手がいることに、彼は気づいた。まさか弓使いだとまでは思わなかったが、それは人間の限界というものだろう。

「これで満足しておくべきか」

　クレイシュは隊列を整え、いかにもブリューヌ軍を誘っているように見せながら、さらに後退を命じた。むろん、突出してくるブリューヌ兵がいれば、叩くつもりだった。

　テナルディエは追撃を固く禁じた。戦象を討ち、敵の左翼に打撃を与えた。勝ったという形にはなる。少なくとも、今後の外交でむやみに不利にはならないだろう。

　そうして太陽が中天を通り過ぎたころ、ムオジネル軍の撤退という形で、戦は終わった。

　ムオジネル軍の死者は約千五百。ブリューヌ軍の死者は一千に満たなかった。

　この戦場においては、ブリューヌ軍の勝利といってよい。

　だが、エレシュキルトの敗北をかき消すほどの大勝ではない。そして、ブリューヌ軍はムオジネルに背を向けて、引き返さなければならないのだ。

　クレイシュが兵を引いたのも、そこまで見抜いたからだ。もとより、ムオジネル軍にとっては勝利しなければならない戦いではない。

　打ち捨てられた軍旗が砂塵混じりの風を受けて、力なくなびいていた。







　ムオジネル軍が完全に戦場から離脱したことが確認されると、テナルディエ公爵がナヴァール騎士団のもとに現れた。むろんひとりではない。副官のスティード、嫡子であるザイアン、そして十数人の兵士が彼に従っている。

「ロラン卿、貴殿の勇猛なる戦いぶり、この軍の指揮官として感嘆を禁じ得ぬ」

「私が剣を振るうのは、騎士として民を守り、ブリューヌの勇を示すため。国王陛下が私にそう望まれているがゆえに」

　ブリューヌで屈指の大貴族であるテナルディエを前にしても、ロランは馬上から下りるようなことをせず、会え釈しやくだけに留めた。言葉も、おまえのためにやったのではないと匂わせている。

　この態度にはテナルディエよりも、ザイアンの方が反応した。

「貴様、いくら国王陛下のお気に入りだからと――」

「ザイアン」と、静かな声で、テナルディエが息子の言葉を遮さえぎる。

「いまは黙っておれ」

　ザイアンはやむなく口をつぐんだ。彼は父を尊敬していたが、一方で畏怖もしていた。

「息子が失礼した」

　テナルディエはロランに会釈する。

「国王陛下の御為にというのは私も同じこと。今後もその武勇を頼りにさせていただく」

　ぬけぬけと、とはこのことだ。ロランはあとで、そう副団長のオリビエに語ったものだった。テナルディエが、しばしばファーロン王の意向を無視した行動をとることは、ブリューヌの王宮にいくらか詳しい者ならば皆知っている。それほどの権勢を、彼は持っている。

　ロランは拳を握りしめたが、それ以上の行動をとることはできなかった。テナルディエは礼儀を守っている。ここで激げき昂こうして罵声を浴びせれば、立場が悪くなるのはロランの方だ。

「私としては、ナヴァール城砦からあまり動きたくないのだがな。西のザクスタン、北西のアスヴァールに隙を見せるのは、公爵にとってもいいことではあるまい」

「むろん承知している。ものが入り用ならば、いくらか支援してもかまわぬが」

「いまは足りているゆえ、その心遣いだけいただいておく」

　ロランはもう一度会釈すると、騎士たちに号令をかけて去っていく。その後ろ姿を見送ってテナルディエは踵を返した。次は、ミラのところへ行かねばならない。

――面倒な真似をしてくれたものだ。

　ミラはブリューヌ兵をかき集めて、ムオジネル軍左翼を攻めた。それだけならともかく、どうやったのかムオジネル軍左翼の動きを鈍らせたのだ。

　それをオルミュッツ軍だけの力でなしえたのならば、まだ許容もできる。だが、彼女に従っていた者たちは、テナルディエにとって有害か、または気に入らない者たちばかりだ。

　しかも、それでジスタートに貸しをつくってしまった。二重三重に忌々しい。

　歩きながら、彼は副官のスティードに告げた。

「今日中に撤退する。よいな」

　その声は、おさえきれない怒りを帯びていた。

　なお、輝星章ラシオールを授与された者はいなかった。ロランはすでに西方国境を守る戦で輝星章をファーロン王から賜ったこともあり、固辞したのである。

　そうなると、他に与える者はいないとテナルディエは判断したのだった。
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　ティグルとミラが話していると、ひとりの騎士がこちらへ馬を進ませてきた。

　その男を見て、ティグルはおもわず目を丸くする。黒騎士ロランだったのだ。ティグルも彼の武勇についてはもちろん聞いている。その姿を見たのは今日がはじめてだったが。

「ティグルヴルムド＝ヴォルンというのは、貴殿か」

　王国の宝剣を預かるほどの勇者に声をかけられて、ティグルは全身を硬くしながらも、どうにかうなずいてみせる。ロランはかすかに表情をやわらげた。

「戦象との戦いでは、貴殿に助けられた。礼を言う」

「恐縮です。こちらは無用のお節介を焼いてしまったかと思いましたが」

　会釈をするロランに、ティグルはどうにか平静を装って応じる。お世せ辞じなどではなく、本心からの言葉だった。ロランならば、二頭の戦象を同時に相手どっても、容易に切り抜けられたのではないだろうか。

　穏やかな笑みを浮かべて、ロランは首を横に振る。

「いや、何が起こるかわからないのが戦場だ。おおいに助かった」

　にわかにロランは真剣な表情になると、ティグルに尋ねた。

「貴殿は弓が得意なようだが、どこで学んだのだ」

「故郷です。領内の狩人たちに教わり、そのあとは狩りで鍛えました」

　ティグルは正直に答えたつもりだったが、ロランは眉をひそめる。

「あれほど見事な弓矢の腕は見たことがない。よほど高名な人物に師事しているのかと思ったが、我流で学んだというのか」

「彼の言葉が事実であることは、私が保証します」

　ミラが進みでた。青い髪をなびかせて、彼女はロランに会釈する。

「私はリュドミラ＝ルリエ。ジスタートの戦姫です。ティグルヴルムド卿とは以前より親交がありますが、彼の弓の技量はアルサスの山野で育まれたものです」

　ロランは驚きを隠さずにミラを見つめた。ティグルとミラが親しいのは、遠くから二人の様子を見たときに察していたが、ここまで親身だとは思わなかったのだ。

「戦姫殿の機嫌を損ねたのなら謝ろう。私はティグルヴルムド卿の言葉を疑ったのではない。ただ、もったいないと思ったのだ」

　今度はミラが眉をひそめる番だった。

「どういう意味でしょうか」

「戦象をたった二本の矢で行動不能に追いこむ。すばらしい腕前だが、ティグルヴルムド卿の武勲が認められることはないだろう」

　ブリューヌでは、弓矢は軽けい蔑べつの対象である。ロランの声は淡々としていたが、ティグルの才を惜しみ、哀れんでいるのがわかった。ティグルは笑顔で答えた。

「ですが、あなたは認めてくださった。いまは、それで充分です」
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「出過ぎたことを言うが、他国へ移るつもりはないのか。貴殿のような若者を敵にしたくはないが、その方がよほど活躍の場を得られるだろうに」

「私は、生まれ育ったアルサスの地を、そこに住む人々を愛しています。それに――」

　口元に浮かべていた笑みを不敵なものに変えて、ティグルは続けた。

「だからこそ、このブリューヌで武勲をたてることができたら、すごいと思いませんか？」

　ロランは呆然とした顔で、ティグルを見つめる。一瞬の間を置いて、顔をほころばせた。

「たしかにその通りだ。私の申し出は余計なものだったらしい」

　用件はすんだらしく、ロランは馬首を返す。馬を進ませながら、一度だけ振り返った。

「今度会ったときは、酒でも飲みながら貴殿の故郷の話を聞かせてくれ」

「あ、ありがとうございます」

　思いがけない言葉をかけられて、ティグルはおもわず声を上ずらせる。

「そのときは、あなたの数々の武勇伝を聞かせてください」

　返事代わりに右手をあげて、ロランは去っていく。彼の後ろ姿を、ティグルとミラはしばらく無言で見つめていたが、やがてミラがぽつりと言った。

「あれが黒騎士か。はじめて見たわ」

「驚いた。まさか向こうから声をかけてくるなんてな」

　胸に手をあてて緊張と興奮をおさえながら、ティグルはため息を吐きだす。そうしていくらか落ち着きを取り戻すと、ミラに笑いかけた。

「さっきはありがとう、ミラ」

「別に、あれぐらい普通のことでしょ」

　口を引き結んで、ミラは顔をそむける。頰が赤くなっているのをティグルに見られないようにするためだ。そのまま、ミラはティグルに訊いた。

「でも、あんなこと言ってよかったの？」

「あんなことって？」

　何かまずいことを言っただろうか。首をひねるティグルに、ミラは言った。

「ブリューヌで功成り名遂げるって……。ジスタートでもいいじゃない。そうなったら、友好を結んだ相手として、私はあなたを支援できるわ」

「甘えたくなるお誘いだな」

　ティグルは笑ったが、すぐに顔を引き締める。

「俺は、君がほしいんだ」

　ミラは顔をそむけたまま、言葉を返さない。ティグルは言葉を続けた。

「俺が、君と結ばれるには、やはり大きな手柄が必要だ。ブリューヌ人もジスタート人も認めるしかないほどの。それに、君が贔屓ひいきをしたとまわりに思わせたくない」

　ティグルが故郷を捨て、ブリューヌから離れてミラのもとへ行けば、彼女は言った通り、手厚く支援してくれるだろう。ティグルの望みにも一気に近づける。

　だが、それによってミラが私情を挟んだといわれることを、ティグルは懸念していた。統治者も人間である以上、感情を完全に切り離すことは不可能である。

　しかし、異国人がミラの支援を受けて武勲をたて、それによって彼女と結ばれるとなると、過剰に贔屓したと思う者はきっと現れる。それなら、ブリューヌで奮戦して、巨大な武勲を勝ちとりたかった。自分を蔑さげすみ、嘲ちよう笑しようしてきたブリューヌの人々を見返してやりたいと思う気持ちももちろんあるが。







　騎士団長の幕舎の中で、ロランは副団長のオリビエと葡萄酒ヴイノーを飲みかわしていた。

「戦象はどうだった」

「そうだな。はじめて見たということもあるが、興味深い生きものだった」

　世間話でもするような態度で尋ねるオリビエに、ロランも屈託のない調子で応じる。

「あれほど大きな生きものを、俺は見たことがない。鼻は棍棒のようでもあり、鞭のようでもあった。皮膚も固かったな。斬ったときの手応えが違う」

「おまえにとって、よい経験になったようだな」

　オリビエは小さく笑った。

「よい経験か。たしかにそうだな、戦象もそうだが、貴重な男に会えた」

「ティグルヴルムド＝ヴォルン、だったか」

「そうだ。弓であのような真似ができるのなら、いまからでも学んでみるか」

「それだけは勘弁してくれ。面倒になる」

　本気で、オリビエは親友を止めた。国王の信頼厚い『黒騎士』が弓を扱うようになったといわれたら、どれだけの波紋が広がるのか、オリビエには想像がつかない。

「ふむ、そうだな、いまはやめておくか……」

　とりあえず、ロランはオリビエの言葉に従った。不穏な余韻を残して。




　　　　　†




　朱砂川でひとつの戦が終わりつつあったころ、ジスタート王国とムオジネル王国の国境近くにあるアルダハンの地でも、またひとつの戦が終わろうとしていた。

　戦姫エレオノーラ＝ヴィルターリア率いるジスタート軍一万と、ムオジネルの将軍ヤルガシュの率いる一万五千の兵が、激突したのだ。ヤルガシュはクレイシュの信頼する将だった。

　この戦いは、一方的な結果を生んだ。ムオジネル軍が敗れたのだ。

　もともと、エレオノーラはジスタートの国境を守っていたはずだった。だが、諸侯軍の指揮官であるバルシャイ伯爵がムオジネル軍に翻弄され、もうひとりの指揮官であるミラがブリューヌ軍のもとへ向かったと聞いて、たった二千の兵を率いて国境を越えたのだ。

　ミラに『凍漣の雪姫ミーチエリア』という異名があるように、エレオノーラにもまた『銀閃の風姫シルヴフラウ』という異名があるが、彼女はまさに疾風のごとくムオジネルの大地を駆けた。

　バルシャイ伯爵の諸侯軍、ミラが待機させていたオルミュッツ軍と合流するや、ヤルガシュの軍を一戦で打ち破ったのである。

　エレオノーラの仕掛けた策は、単純なものではあった。彼女は、ブリューヌ軍の敗北を知って、ジスタート軍の士気がおおいに低下しているという噂を流したのである。そして、実際に諸侯軍の一部をジスタートへ帰還させてしまった。

　ヤルガシュは、エレオノーラの流した噂を信じた。彼は今日のうちに決着をつけてやると意気込み、矢戦が終わったら突撃するよう兵たちに命じた。そして、エレオノーラの仕掛けた罠にかかってしまったのである。

　突撃するムオジネル軍に対し、エレオノーラは兵たちに後退を命じ、ムオジネル軍の戦列を縦に引き伸ばすことに成功した。さらに、ジスタート軍の両翼を巧みに前進させて、ムオジネル軍の先頭部隊を半包囲してみせたのだ。そして、彼女は反撃を命じた。

　正面と左右から強烈な一撃をくらったムオジネル軍の先頭部隊は、後方からの援護が届く前に散り散りになった。

　戦場の勢いを得たという確信を抱いたエレオノーラは、兵の指揮を副官に任せ、自身が先頭に立って突撃した。竜具ヴイラルトである長剣を振りかざして突き進む彼女の姿は、多くのムオジネル人に死と悪夢を与えることとなった。

　戦士としても、エレオノーラは卓越した技量の持ち主だった。彼女が銀髪をなびかせ、長剣を右に左に薙ぎ払う都度、ムオジネル兵たちは血飛沫を噴きあげて倒れていった。

　ムオジネル人は三人がかり、四人がかりであらゆる方向から彼女に挑みかかったが、勝負にならなかった。遠くから矢を射かけても、なぜか風が起こって彼女まで届かない。味方を巻きこむ覚悟で矢の雨を浴びせても、同様だ。

　ムオジネル兵たちは恐怖と戦慄を感じて後退したが、その後退に合わせてエレオノーラは前進し、長剣を振るう。ムオジネル兵たちの立っている場所を血の海に変える。

　そして、そのあとには彼女が率いてきたライトメリッツの軍勢が続き、エレオノーラが突き崩した一角を数の力で押し広げていく。ライトメリッツ軍の戦いぶりに、諸侯軍とオルミュッツ軍も勢いづいて、ムオジネル軍は後退に後退を重ねた。

「戦いにならん」

　ヤルガシュが吐き捨てたのは、戦がはじまってから半刻が過ぎたころだったという。手持ちの兵ではエレオノーラを止めることができないことを、彼は悟った。

　だが、ヤルガシュはただ敗走するような真似はしなかった。後方に控えさせていた部隊に戦場を迂回させ、ジスタート軍の後背を突かせたのだ。エレオノーラに続いて勇ましく前進していたジスタート兵たちは、昂こう揚よう感かんに冷水をかけられる形となって足が鈍った。

　そうしてエレオノーラひとりが突出した形となったのだが、ヤルガシュはこの戦姫を無理に討ちとろうとはしなかった。

「退くぞ。今回はここまでだ」

　別働隊を使った奇襲は、劣勢からの挽回を狙ったものではなく、全面撤退するための段取りに過ぎない。追い詰められながらもヤルガシュは冷静で、したたかだった。

　ムオジネル軍の動きを見たエレオノーラは、兵に後退を命じる。彼女も、これで充分だと判断したのだ。ムオジネル軍に自分たちの戦いぶりを見せつけて、目的は果たした。これ以上戦いを続けて、血を流す必要はないはずだった。
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　ブリューヌ軍が撤退するのを見届けたあと、クレイシュ＝シャヒーン＝バラミールは戦後処理に追われることとなった。

「考えていた以上に死んだな」

　総指揮官用の豪ごう奢しやな天幕の中で、クレイシュは彼らしくもなくため息をこぼす。今度の戦における戦死者、損害をまとめた書類に目を通しているところだった。

　とくに痛手なのは、二度の戦で合計二十頭もの戦象を失ったことだ。

　象はムオジネルに生息していないので、他国から買わなければならない。その上、買ってもすぐに戦場へ投入できるわけではない。ムオジネルの季候に慣れさせ、戦闘のための訓練をほどこして、ようやく使用に耐えうる。

「しばらくは戦象の投入を控えるか。指揮官たちにとってもいい訓練になるだろう」

　兵の損失も大きいが、こちらは戦象ほど深刻なものではない。ブリューヌの『黒騎士』やジスタートの戦姫の実力を知ることができたと考えれば、安いものとすらいえた。

　小部隊の隊長たちを討ちとられたことは、率直にいって忌々しい。そして、恐ろしい。いうまでもなく、指揮官は部隊の要かなめだ。指揮官を失ったら、五十人の精鋭が、五十人の有う象ぞう無む象ぞうになってしまう。何か対策を考えなければならなかった。

「閣下。ハーキム殿がまいりました」

　外から、側近が告げる。クレイシュは渋い顔をしたが、通すように言った。

　まもなく、二人の男女が入ってくる。男の方は三十代半ば。顔が丸く、胴体も丸い。ゆったりとした白い絹服をまとっているのだが、それがかえって突きでた腹を強調していた。肌は並みのムオジネル人より浅黒く、黒い顎髭は三つ叉にわかれている。

　男はハーキムといい、ムオジネルの王族のひとりだ。

「さすが閣下。ブリューヌとジスタートの連合軍、それも三万を超える軍勢を撃退してのけたその手腕、実にお見事。『赤髭バルバロス』の名声はますます輝かしいものになりましたな」

　ハーキムは喜びを示すように両手を広げ、張りのある声でクレイシュを褒めたたえた。しかし、クレイシュの関心はハーキムではなく、彼の隣に立つ人物へと向けられている。

　その女性は、頭部をすっぽりと覆う黒い仮面をかぶっていた。

　仮面の左半分には竜が彫られており、両目と口の部分にのみ細い隙間がある。口は三日月のように両端が吊つりあがって、あたかも笑っているように見えた。仮面の後ろからは、長い黒髪が腰のあたりまで伸びている。

　彼女は身体の線を強調するような黒い服を着て、その上に外套を羽は織おっていた。豊かな胸や華きや奢しやな腰が見えなかったら、男性か女性か見当をつけかねただろう。

「ハーキム殿。その女性は？」

　追従を聞き流して、クレイシュは自分が興味を持ったことだけを聞いた。ハーキムは眉をひそめたが、すぐに気を取り直して女性を紹介する。

「この女はアジ・ダハーカという者です。流れの占い師で――」

「それは偽名であろう。本名は？」

　ハーキムの説明を遮って、クレイシュは女性に問いかけた。アジ・ダハーカとは、ムオジネルの神話に登場する邪悪な竜だ。

「占い師だそうだが、吉凶をさえずる者が名のるには、あまりふさわしいとは思えぬな」

「私の一族は、恐れられる者や忌み嫌われる者の名を持つことで、災厄を防ぎます」

　王弟の眼光にもひるむことなく、アジ・ダハーカは落ち着いた口調で答えた。その隣で、ハーキムはおおげさな身振りをまじえてまくしたてる。

「閣下。以前にも申しあげましたが、このアジ・ダハーカはブリューヌ軍が竜を使役することを占い、ザラファンの地に土砂崩れが起きることも予言してのけたのです。閣下のおそばに置いていただければ、必ずやお役に立つかと」

「ああ、たしかにそのような報告を受けたことはあったな」

　赤髭の奥で、クレイシュは口元を歪めた。

「なるほど、優れた占い師のようだ。だが、私にはいまのところ不要だ。ハーキム殿の好意はありがたいが」

　ハーキムはすぐには引き下がらず、アジ・ダハーカがいかに占い師として有用かを説いたのだが、クレイシュは首を縦に振らなかった。

　ハーキムが、内心では自分に敵意を持っていることを『赤髭』は見抜いている。アジ・ダハーカが彼の密命を受けた刺客である可能性は、決して小さくなかった。

　また、アジ・ダハーカのまとう異質な雰囲気が、クレイシュにはどうも気に入らない。そばに置くどころか、近づけることさえ危険な気がする。感情的なものといってしまえばその通りだが、こういうとき、クレイシュは自分の直感に従うことにしていた。

　クレイシュに重ねて拒絶されると、ハーキムは肩を落として大きくため息をついた。

「わかりました……。今回は引き下がりましょう。またいずれ、閣下のお役に立てそうな者を見出しましたら、連れてまいります」

「うむ。そなたのような者がいてくれるおかげで、助かっている。今後とも頼むぞ」

　それから、クレイシュは何気ない口調でアジ・ダハーカに尋ねた。

「武芸の心得があるのか、そなた」

　彼女の動きに、それらしいものを感じての問いかけだ。アジ・ダハーカは静かに答える。

「槍を少々扱います」

「ほう。もしかしたら、占い師よりも戦士の方が似合っているやもしれぬな」

「――お戯れを」

　アジ・ダハーカは優雅に一礼した。

　二人が去ったあと、ひとりになった天幕の中で、クレイシュは意地の悪い笑みを浮かべる。ハーキムが彼女をどのように扱うか、興味が湧いたのだ。

――あの女、何者かはわからぬが、ハーキムごときの手には負えぬだろうな。

　笑みを消すと、クレイシュは気を取り直して書類仕事を再開しようとする。そこへ、側近がダーマードとアイシェの来訪を告げた。

「ほう。アイシェも来たのか。通せ」

　意外だという顔を、クレイシュはする。ダーマードはともかく、アイシェが彼のもとを訪れるのは珍しかった。

　天幕に入ってきたダーマードの服は泥だらけで、身体のあちらこちらに傷跡がある。顔にも疲労の色がうかがえた。アイシェも服が汚れているが、こちらはあきらかに、食べものをさわった手をなすりつけた跡である。彼女の普段の生活ぶりが目に見えるようだった。

　まず、ダーマードがその場に膝をついて報告する。ブリューヌ人の弓使いを追ったが、逆に捕まってしまったこと、連れまわされたあと、解放され、何も得るものなく帰還したことを報告し、深く頭を下げた。次いで、アイシェが口を開く。

「クレイシュ様、たしかにダーマードは務めを果たせませなんだが、偵察だからとただひとりで行かせたのはわたしです。決してダーマードだけの落ち度ではありませぬ」

「口元に食べもののかすがついていなければ、そういう口こう上じようもさまになるのだがな」

　呆れたようにクレイシュは言ったが、その表情は彼を知る者からすれば、かなり好意的なものだった。アイシェは慌てて口元を服の袖で拭ぬぐう。

「ダーマードよ。その弓使いのことだが」

　クレイシュが声をかけると、ダーマードはびくりと肩を震わせた。

「そやつは本当に、二百五十アルシンも矢を飛ばすことができたのか？」

　クレイシュにとって、重要なのはそこだ。ブリューヌ軍にそのような人間がいるのだとすれば、あの『黒騎士』と並ぶ脅威になる。ダーマードは声を絞りだすように答えた。

「はい。おそらく、あの男は三百アルシンまで矢を飛ばすことができます。それだけでなく、狙ったところを正確に射貫きます」

　クレイシュはおもわず目を瞠る。三百アルシンなど、彼でも聞いたことがない。失態をごまかすために敵の技量を誇張しているのかと思ったが、二百五十アルシンという数字の時点で、すでにおかしいのだ。これ以上盛る必要はないだろう。

「その男の名前はわかったのか？」

「ティグルヴルムド＝ヴォルンというそうです。彼は、ジスタートのリュドミラ＝ルリエ、それからミリッツァという二人の戦姫と行動をともにしていました」

　幕舎の中に、不自然な沈黙が訪れる。

「……面おもてをあげよ、ダーマード」

　ダーマードが顔をあげた。その表情を観察して、クレイシュは顔をしかめる。

――噓を言っている顔ではない。

　しかし、彼の報告が事実だとすれば、ティグルヴルムド＝ヴォルンなる男はブリューヌ人でありながら恐ろしいほど弓の扱いに長け、隣国の戦姫たちとも親しいということになる。

　それほどの人物であれば、噂のひとつや二つがクレイシュの耳に届いてもいいはずだが、いままで名を聞いた記憶がない。

――そもそもティグルヴルムドという名の響きが、ブリューヌ人らしくない。

　もしかしたら、ジスタート人かもしれない。ブリューヌとジスタートは、いくつかの言語や信仰する神々など、共通点が多い。

「他に、私に報告することはないか。ダーマードよ」

「……いえ」

　わずかな間を置いて、ダーマードは再び頭を垂れる。

「ございません」

　これは噓だな。彼の声の調子から、クレイシュは鋭く見抜いた。ダーマードは何か隠しごとをしている。しかし、同時に、彼の忠誠心も強く感じられる。

「解放される条件として、何か言い含められたのではないか」

「いえ、そのようなことはありませんでした」

　意地の悪い問いかけをぶつけてみたが、ダーマードは即答した。これではない。

　さらにいくつか質問を重ねたあと、クレイシュはダーマードとアイシェに許すと告げた。たしかに失態かもしれないが、相手の力量を考えると、生きて帰れない可能性もあったのだ。その場合、クレイシュは当然いまの報告を聞くこともなかった。この点は大きい。

――ティグルヴルムド＝ヴォルン。調べさせておこう。

　隣国に優れた戦士がいるという貴重な情報を得られた。むしろ褒美をやってもいいぐらいだが、それは次の機会にとっておこう。ダーマードは、傷が癒えれば汚名返上の機会を望むだろうから。それに、部下を想うアイシェの心遣いにも応えてやらなければならない。

「ゆっくり休め」

　クレイシュは二人に退出を命じた。そのとき、ダーマードがためらいがちに口を開く。

「閣下……。私たちの前に幕舎から出てきた、仮面をかぶった女は、いったい何者ですか」

　予想外の質問だった。赤髭の奥で、クレイシュはおもわず笑みを浮かべる。

「気になるか？」

　ダーマードは真剣な顔でうなずいた。

「アジ・ダハーカとやらいう占い師だそうだ。ハーキムが熱心に売りこんできてな。ただ、どうにも好みではないので断った」

　冗談めかしたクレイシュの言葉に、ダーマードはほっと安心したような息を漏もらす。そんな彼を、アイシェが不思議そうな顔で見つめていた。







　クレイシュの天幕を出たダーマードは、おもわずため息をついた。疲労が全身にのしかかってくるのを感じる。クレイシュへの謁えつ見けんは、ダーマードに常に精神的な消耗を強いるのだが、今回は別格だった。隠さなければならないことがいくつもあったからだ。

――魔物と戦いましたなんて、事実であっても報告できるわけがねえ。

　頭のおかしなやつと思われるぐらいなら、まだいい。使えなくなったと思われたら、ダーマードは現在の地位も何もかも失ってしまう。そのようなことは耐えられなかった。

　それに、魔物については、いまだに心の整理が追いつかない。同じ体験をしたティグルに、もう一度会いたいとさえ思った。

「――ダーマードよ」

　服の端を引っ張られて、ダーマードは我に返る。アイシェがじっと自分を見上げていた。

「疲れておるのか。早く天幕に戻って休もう」

「いえ……。殿下には、ご迷惑をおかけしました」

　ダーマードは素直に頭を下げる。あのようなことがあったとはいえ、自分が務めを果たせなかったのは事実だ。報告に付き添って、自分をかばってくれたアイシェには感謝しかない。

「ずいぶんとしおらしいな。気持ち悪い」

　ダーマードは苦虫を嚙み潰したような顔になる。その反応に、アイシェは小さく笑った。

「おぬしはそういう顔をしていた方が、まだ可愛げがあるぞ。なに、閣下はちゃんとおぬしを評価しているとも。ヴォルンとやらに、ずいぶんと興味を持っておいでのようだったしな」

「まあ、それはそうでしょうね」

　戦姫と親しい、卓越した技量の弓使い。クレイシュが関心を持たないはずがない。

「ところで、アジ・ダハーカといったか。おぬし、あの女がそんなに気になるのか？　たしかに気味が悪いとわたしも思ったが。アジ・ダハーカという名前にしても……」

　その言葉にダーマードは足を止め、真剣な顔で彼女を見下ろした。

「いいですか、アイシェ様。今後、あいつを見かけることがあったとしても、決して、決して近づかないでください。何というか……そう、やつは危険です」

　ダーマードの言葉は抽象的だったが、その声は必死としかいいようのないものだった。アイシェは目を丸くし、うむ、と勢いに呑まれたように何度かうなずいた。

　クレイシュの幕舎の前で、ダーマードたちとアジ・ダハーカたちがすれ違ったのは、ほんの一瞬だった。こちらは相手を一いち瞥べつしたが、彼女はこちらを見もしなかった。

　そのとき、ダーマードはアジ・ダハーカから、ルサルカと同じ気配を感じとったのだ。ひとならざるものだけが発することができるだろう重圧と、異質な雰囲気を。

――やつが化け物だとはかぎらねえ。

　だが、その正体があきらかになるまでは、近づくべきではなかった。

　二人は自分たちの部隊に向かって歩く。不意に、アイシェが言った。

「ダーマード。わたしは肩が凝った」

「ああ、はい。かしこまりました。お揉みすればよろしいんですね」

　熱のない声でダーマードは答える。いつものやりとりだ。そのことに安心感を覚えている自分を発見して、黒髪の青年は複雑なため息をこぼした。
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　闇を溶かしこんだような部屋だった。

　さほど広くない室内に充満する空気は冷たいだけでなく、奇妙な重苦しさを含んでいる。

　部屋の中央には、ひとりの女性がたたずんでいた。黒い仮面をつけたアジ・ダハーカだ。

「――ルサルカは滅んだか」

　ややあって、アジ・ダハーカはつぶやきを漏らす。水妖と呼ばれ、オルトゥの地のアナーヒター神殿に封印されていた魔物を目覚めさせたのは、この女だった。

　アジ・ダハーカは人間ではない。ルサルカと同じ世界に属する存在である。それゆえに、ルサルカが滅び去ったことを、ここにいながらにして知ることができた。

「ドレカヴァクの竜どもを仕留めてくれれば、とりあえずよしというところだったが、洪水や土砂崩れを起こしたり、霧をつくったり、なかなか楽しませてくれたわ」

　アジ・ダハーカの言葉は独り言というよりも、誰かに語りかけるかのようだった。

「だが、ルサルカを何ものが滅ぼしたのかが、いまひとつわからぬ。槍の戦乙女か、それとも大鎌の戦乙女か……。他に誰かがいたのか」

　静寂が訪れる。どれぐらいの時間が過ぎただろうか。ふと、両眼を閉じて、アジ・ダハーカはおごそかにつぶやいた。

「――すべてはティル＝ナ＝ファのために」

　ティル＝ナ＝ファは、夜と闇と死を司る女神である。

　その女神を地上に降臨させることが、アジ・ダハーカの目的であった。
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　ブリューヌ領内に入ったところで、ティグルとミラは別れをすませることにした。

　ティグルはヴォルン兵たちとともに、アルサスに帰る。ミラはガルイーニンたちとともにヴォージュ山脈を越えて、オルミュッツに帰還するのである。もっとも、ミラの場合、すぐに王都シレジアへ戦の報告に向かわなければならないのだが。

「余裕があれば、君にアルサスを案内したかったが」

　ティグルは苦笑気味に言った。ブリューヌはこれから夏を迎える。むろん、アルサスも。山野を駆ければ菫フイアールカやひな菊ぎくではなく、薔ば薇らやあざみを見るようになるのだ。どこまでも駆けていきたくなるような緑の草原を、頂上からの眺めがすばらしい山々を、彼女に見せたい。

　ミラとしても、愛する若者が生まれ育った大地を、この目で見てみたい。

　だが、ミラには戦姫として、指揮官としての務めがある。

　それに、務めを理由にして、テナルディエたちとの別れを早々にすませたのだ。ティグルを特別扱いしては、かえって迷惑がかかるだろう。

　とある小さな丘の上で、二人は最後の休息をとった。その丘から北へ向かえばいずれアルサスに着き、東へ向かえばヴォージュ山脈だ。兵たちの管理をラフィナックとガルイーニンが引き受けてくれたので、ティグルとミラは二人きりになる。

　背中合わせに地面に座って、透き通るような空を見上げた。ぬくもりは心地よかったが、吹き抜ける風は冷たい。『暑熱の王国』から戻ってきたというだけではないだろう。

「いろいろあったな」

　ティグルが言うと、ミラはくすりと笑った。何気なく地面に置いていたティグルの手に、ミラの手が重なる。

「そうね。本当にいろいろあったわ」

　だが、二人の物理的な距離をいまよりも縮めるような出来事は、ついになかった。魔物のことは、誰に話しても聞き入れられないだろう。

　次に会うのは何年先になるのか、二人とも見当がつかない。

　重なっていた手をひっくり返して、ティグルはミラの手を握る。

「俺は、必ず君の隣に立つ」

　ミラは言葉こそ返さなかったが、ティグルの手を握り返す。

　少なくとも魔物との戦いにおいては、隣に立つ資格を手に入れた。

　これだけでは、まだ蒼氷星シズリートに矢は届かない。しかし、前より近くなったのは間違いない。

　これからも、ひとつひとつ積み重ねていくのだ。

　どちらからともなく二人は立ちあがる。向かいあった。

「それじゃ、また会いましょうねダスビダーニヤ。ティグル」

「ああ。また会おうダスビダーニヤ」

　これだけはジスタート語で言葉をかわし、二人は握手をする。

　そして、手を離した瞬間、ティグルが身を乗りだした。

　凍漣の雪姫ミーチエリアを抱きしめて、その淡い唇に、自分の唇を重ねる。ほんの一瞬のことだった。

　ティグルはミラからすばやく離れると、背を向けて丘を駆けおりる。熱く火ほ照てった顔を見られるのが恥ずかしいからだった。

　ミラは頰を赤く染めて、呆然と立ちつくしている。何とはなしに空を見上げたのは、想い人と同じように顔を隠すためだろうか。何ごとかをつぶやいたが、それはほとんど言葉にならなかったし、本人の耳にしか届かなかった。

　そうして、二人は別れたのだった。
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　ミラたちがオルミュッツの公宮に到着したのは、ヴォージュ山脈を越えてから四日が過ぎたころだった。

「よくご無事で戻られました、戦姫様」

　ミラたちを出迎えたのは、長い黒髪を持つ美しい女性だった。ミラの母であり、先代の戦姫だったスヴェトラーナだ。ミラが不在の間は、統治者代理として公宮に勤めていた。

　ミラは馬から下りると、まっすぐ歩いて母の前に立つ。

「ご苦労でした。私が不在の間、何かありましたか」

　娘ではなく、戦姫として、この地の主としてミラは聞いた。ラーナは首を横に振る。

「いいえ。こまごまとした事件はあっても、大きなことや深刻なことはなく」

　ミラはオルミュッツ兵をねぎらい、解散させた。

　母娘二人きりになると、ラーナはそっとミラを抱きしめる。

「お疲れさま」

　戦姫だったからこそ、わかるのだろう。普段の母が決して見せない優しさだった。

「さっそくですが、ライトメリッツのエレオノーラ様が二日前にいらっしゃいました。客室でお待ちいただいています」

　ミラは盛大に顔をしかめたが、すぐに気を取り直す。今度の戦では、彼女に大きな借りがある。嫌いな相手だが、だからこそ礼を言うべきときは言わなければならない。

　ミラはひとりで客室へと向かった。名を告げ、返事を待って客室の扉を開ける。

　白銀の髪をした美しい娘が、窓のそばに立っていた。青い軍衣をまとい、腰には長剣を下げている。武器を預けていないのは、その長剣が彼女の竜具ヴイラルトだからだ。

「帰ってきたのか、リュドミラ」

「ええ。あなたには礼を言わなければならないわね、エレオノーラ」

　エレオノーラと、ミラは彼女のことを呼ぶ。彼女とも親しいソフィーによれば、エレンというのがこの白銀の髪の戦姫の愛称だそうだが、今後もそう呼ぶことはないだろう。

「座らないの？　紅茶チヤイぐらいご馳ち走そうさせてもらうわ」

　ミラは空いているソファを勧めたが、エレオノーラは首を横に振った。

「けっこうだ。必要な話だけをすませよう」

　そういう仲ではないだろうという意思が、エレオノーラの紅い瞳ににじんでいる。ミラはそれ以上勧めなかったが、自分もソファに腰を下ろさなかった。

「私の兵たちをここまで連れてきてくれて、ありがとう」

　エレオノーラに頭を下げる。これについては心からの言葉だった。エレオノーラは腰に手を当ててミラを見つめていたが、いくらか間を置いて、口を開く。

「なぜ、ブリューヌ軍のもとへ向かった？」

　視線にも、声にも鋭さがあった。

　今度の戦における自分の行動を、ミラは詳しく説明する。ただし、魔物のことは省いた。話が脱線してしまうのと、信じてもらえるとは思えなかったからだ。

　話を聞き終えたエレオノーラは、小さくうなずいた。

「だいたいはわかった。結果論ではあるが、ブリューヌに貸しをつくることができたのは、私にとってもありがたい。だが、いささかブリューヌに……違うな、アルサスに肩入れしすぎではないか？　――好きな男でもいるのか？」

　最後の台詞は、からかうような表情と口調からいっても、あきらかな挑発だった。

「ええ、その通りよ。彼のことを考えるだけで顔が火照って夜も眠れなくなるの」

　抑揚に欠けた声で、淡々とミラは応じる。たとえ一時しのぎであっても、否定するのはミラの心が許さない。こう言えば、エレオノーラが白けるだろうと計算しての返答だった。

――そう、好きな男がいるの。生涯、そうした男性に縁のないだろうあなたとは違ってね。

　案の定、エレオノーラがつまらなそうな顔をしたので、ミラはさっさと事務的な話に移る。今度の戦における、オルミュッツからライトメリッツへの謝礼などについてだ。エレオノーラとしても、長引かせる気はないらしい。すぐに話はまとまった。

「ところで、そのアルサスのヴォルンとやらは、本当に二百五十アルシン先の的に矢を命中させることができるのか？」

　ふと気になったのか、何気ない口調でエレオノーラが尋ねる。ミラはそっけなく応じた。

「ええ。私も部下もこの目で見たわ」

「ふむ。一度会ってみたいものだな」

「だめよ」

　反射的に、その言葉がミラの口をついて出る。しまったと思ったときには手遅れで、エレオノーラは興味深い玩具を見つけた子供のような表情で、薄笑いを浮かべていた。

「そうか、そうか。たしか、アルサスは我がライトメリッツからも近かったな。うん、わかった。おまえに免めんじて会わないことにしておこう」

　白々しさを極限まで煮詰めたような台詞である。ミラは何も言えず、苦りきった顔で彼女を睨むしかなかった。ここで何か言えば、もっとエレオノーラを楽しませるだけだ。

　そうしてエレオノーラが帰ると、ミラは深いため息をこぼした。失態だ。

「ティグルが悪いのよ……」

　すねたようにつぶやく。ルサルカとの戦いで溺れかけたとき、ミラは奇妙な夢を見た。

　ティグルが数多くの女性に囲まれているというものだったが、その女性たちは自分の知る戦姫ばかりだったのだ。戦姫たちの他にも、女性らしい輪郭を持つ黒い影がいくつかいた。加えて、ティグルの雰囲気も自分の知るものとはどこか違っていた。

　夢といってしまえばそれまでだが、公宮に帰ってきてエレオノーラの名を聞いたとき、ミラの頭の中に真っ先に浮かんだのは、この夢だった。

　さらにいえば、あのとき、ティグルに身体を許しかけてしまったのも、つなぎとめたいという想いがあったからかもしれない。ミリッツァがいなければ、どうなっていただろうか。

　もう一度ため息をついて、ミラは客室をあとにした。







　一息ついて着替えをすませたあと、ミラは執務室で母と話していた。

　今度の戦についての顚末まで聞き終えたラーナは、まず死者たちの魂の安寧を神々に祈る。次いで、感想を述べた。

「いいことをしたわね、未来の夫を助けるなんて。ただ、ティグルは運がよかったわ」

　ミラは憤然として反発した。

「運がよかったとしても、それを活かしたのはティグルの力量ではないかしら、お母様」

「そうね。でも、備えが足りなかったのは事実でしょう。あの子にそれを教えてあげたの？　教師ぶるのをやめろとは言わないけれど、それなら教師らしくならないとね」

　返す言葉もなく、ミラはうつむいた。

「それから、ティグルには言ってあげたの？　この二年の間に、あなたには縁談の話が十二件あったけれど、詳しい話を聞きもせずに全部断ったって」

「それは私の個人的な問題よ。ティグルに話すことじゃないわ」

　ミラは何でもないことのように応じたつもりだったが、頰がかすかに染まっている。ラーナは苦笑を浮かべたが、すぐに真剣な表情になった。話題を変える。

「ルサルカと、その魔物は名のったのね？」

「ええ。ズメイのことも知っているようだったわ。いっしょにするなと言っていたの」

　気を取り直してミラはうなずいた。身を乗りだして、迷うような表情の母に訴える。

「お母様。私は、このことについて詳しく聞く権利があるわ」

「わかっているわよ。そうね、実際に戦ったのなら問題ないか」

　ラーナはソファに座り直すと、ミラをまっすぐ見据える。

「とはいえ、私も詳しいことは全然知らないの。わかっているのは、この世にはおとぎ話で語られてきたような魔物が実際にいるということ。そして、戦姫の持つ竜具ヴイラルトには、魔物と戦えるだけの力があるということ。それぐらいね」

「それだけ？」

　拍子抜けしたという顔で、ミラが確認する。ラーナは首を縦に振った。

「ただ、それがわかったとき、私はひとつだけ納得したわ。戦姫のこの力は、ああいうものと戦うためのものかもしれないと。人間との戦いに、あんな力は必要ないでしょう」

「あれば頼もしいとは思うけれど」

　巨大な波を一瞬で凍りつかせるほどの冷気を放出し、地面を凍らせ、氷の槍を生みだす。どれひとつとっても尋常なものではない。冷気を浴びずとも、敵兵は怯おびえ、戦意を失うだろう。

「そうね。でも、あれは人間に対して使うべきではないわ。理由はわかる？」

　台詞の後半は、娘に向けたものだった。ミラは不満そうに眉をひそめて答える。

「その話は何度も聞かされているわ。味方が竜技ヴエーダと竜具ヴイラルトをあてにするようになり、心に隙ができる。また、私を戦姫ではなく、竜具のおまけとしてしか見なくなる。そうでしょう」

「減点」と、ラーナは厳しい評価をミラに突きつけた。

「たしかに私はそう言ったわ。覚えていたことは褒めてあげましょう。でも、他の理由を自分で考えようとはしなかったのね」

「他の理由なんて……」

　予想外の叱しつ責せきにミラは口ごもり、うつむく。

「覚えておきなさい、ミラ。強大な力ほど、それを手放したあとこそが恐ろしいの。ひとではなく、そのひとが持つ力だけを見て膝をつく者は、あなたが想像する以上に多いわ。そして、そういう者はこちらが力を失ったときに牙をむく」

　ラーナの声には、それを体験した者だけが発することのできる実感がこもっていた。ミラはラーナの両眼に見据えられて全身を硬直させる。ややあって、緊張を解いたミラが言った。

「力を濫らん用ようするな、とは、そうした者たちを増やさないためでもあるということね」

「そういうこと。そのためには、力以外のもので味方や、味方にはならないとしても、敵にもならない者を地道に増やしていくのが回り道のようでいちばん手っ取り早いの」

「努力するわ」

　味方だけを増やすことなどできはしない。統治者として、それぐらいはわかっている。

「それで、お母様。ズメイという魔物のことだけど」

　ミラが聞くと、ラーナは自身の左腕に視線を移した。

「いつか話そうと思っていたことだけど……」

　左腕をそっと撫でながら、ラーナはそう前置きをして、話しはじめる。

「私がやつの存在を知ったのは、四年前。何度か戦って、最後はアルサスとライトメリッツの間にある山の中でぶつかりあった」

「どんな魔物だったの？　その、外見とか……」

　その質問に、ラーナはすぐには答えなかった。適切な言葉が出てこなかったのではない。湧きあがった怒りをおさえるのに、時間が必要だったのだ。

「正確にいうと、決まった形を持たない魔物よ。やつは死体を乗っ取るの。私のときは、お母様……あなたのお祖母さまを乗っ取って、向かってきたわ」

「お祖母さまを……!?」

　ミラにとって、祖母の記憶は少ない。幼いころに亡くなったからだ。だが、ひとつひとつが大事な思い出として、胸の中に残っている。母と同じく、長い黒髪を持つ美しいひとだった。ラーナによれば、恐ろしいほどの槍の使い手だったという。

「ズメイの恐ろしいところは、乗っ取った死体の、若いときの姿を再現できることよ。いまから思うと、自分の母親と戦う悲しさよりも、自分より圧倒的に強いとわかっている戦士と戦うっていう恐怖の方が大きかったわね」

　ラーナは何度も追い詰められながら、かろうじてズメイを退けた。だが、その戦いで負った傷によって、彼女の左腕は不自由なものとなった。

「傷跡が残ったし、動かなくなったけれど、斬り落とされなかっただけ幸運でしょうね」

「他の戦姫は、そのことを知っているの？」

「話していないわ。そのときは、あんな化け物が他にもいるとは考えもしなかったし、やつが潜んでいたあたりをまとめて吹き飛ばして地形を変えちゃったから、説明しようがなかったのよね。ミラ、あなただって話半分にしか聞いていなかったでしょう」

　いたずらっぽく言われて、ミラは小さく唸った。ラーナはくすりと笑う。

「仕方ないわ。あれは、実際に目にしないとわからない。私だって、そのときまでズメイはおとぎ話のやられ役ぐらいにしか思っていなかったもの」

「あいつらと戦姫の関係については？」

　ミラの質問に、ラーナは首を横に振る。

「わからないわね。ズメイとの戦いのあと、私は公宮にある記録をできるかぎり調べてみたのだけど、戦姫が魔物と戦ったというようなものはなかった。でも、さきほども言ったように、戦姫には魔物と戦える力がある。だから、何かはあると思っている」

　ミラは落胆したが、ひとまず保留にしておくしかなさそうだった。

　次に、話はティグルの家宝である黒弓に移った。

「ティグルのご先祖さまは、狩人だったわね」

　確認するように尋ねるラーナに、ミラはうなずいた。

「ヴォージュ山脈のふもとで暮らしていた狩人だったそうよ。時の国王陛下を助け、その働きを称えられてヴォルン家の名と爵位、領地を与えられたと」

「私の知るかぎり、竜具ヴイラルトと通じあうものなんて聞いたことがないわ。あの弓は、この世に二つとない特別なものかもしれない」

　そのあと、話は談笑に移る。母娘の間で、話すことはいくらでもあった。








エピローグ









　ティグルが帰ってきたとき、アルサスの山野には夏の気配が漂いはじめていた。

「ようやく帰ってきたな」

　見慣れた風景に、喜びがこみあげる。期間にすれば三ヵ月弱しか離れていなかったのに、ずいぶん懐かしく思えた。

「あと少しだ」

　そばに控えるラフィナックを振り返って、ティグルは晴れやかな顔で告げる。

　ヴォルン兵の数は四十一人にまで減っている。最後のムオジネル軍との戦で、六人を失ったのだ。アルサスの規模で考えると大損害といってよい。

　だが、ティグルに非難がましい目を向ける者はいなかった。

「若が指揮を執ってくださったからこそ、私たちはアルサスに帰ってこられたんですよ」

　ラフィナックが兵たちを代表して、頭を下げる。ティグルは首を横に振った。

「すべては、オルミュッツ軍が助けてくれたからだ」

「それも、若がいい関係を築いてくださっていたからでしょう」

　気恥ずかしくなって、ティグルはおもいきり馬を走らせる。ここまできたなら、もうだいじょうぶだろうという思いもあった。どのあたりに村があり、川があり、森や丘、山があるか、すべて把握している。多少の無茶は問題なかった。

　やがて、麦畑が見えてくる。どの畑も青々としていた。農民たちが汗を流して懸命に農具を振るっている。彼らはティグルに気づくと、元気よく手を振った。手を振り返す。

　ヴォルン家の屋敷があるセレスタの町に戻る前に、ティグルはラフィナックに兵を任せ、ひとりでいくつかの村に立ち寄った。

　死んでいった者たちのことは、残らず覚えている。指揮官の義務として、遺族に会い、死んでいった者たちの最期を語り、彼らとともに魂の安寧を祈るべきだった。遺族への補償は、父やラフィナックと話しあって正式に決める。

　そのような次第で、ティグルがセレスタの町に到着したのは、アルサスに入ってから三日後の朝だった。

　帰還を喜ぶ門衛と握手をかわし、馬を引いて屋敷へと向かう。大通りではなく、裏道を通った。朝の大通りは多くのひとでにぎわっている。そこへティグルが現れればちょっとした騒ぎになるだろう。いまは屋敷へ急ぎたかった。

　屋敷に着いたティグルは、まず厩きゆう舎しやへと向かった。馬から馬具を外し、身体を拭ふいて、休ませてやる。水も飲ませた。

　屋敷に入ると、扉の開いた音を聞きつけたのだろう、黒い長袖とスカートに白いエプロンをつけた少女が、二階へと続く階段から下りてきた。ティグルの姿を見た少女は、階段の半ばで呆然と立ちつくす。

「ティグル様……？」

「ただいま、ティッタ」

　ティグルは少女に笑顔で呼びかけた。ティッタと呼ばれた少女は、飛び降りるような勢いで階段から下りてくる。ティグルに飛びつき、抱きしめた。

「ティグル様、お帰りなさい！　やっと、やっと帰ってきてくださったんですね！」

「待たせてすまなかったな」

　ティグルはティッタを抱きとめ、栗色の髪を優しく撫でる。

　二人が再会を喜びあっていると、二階からひとりの男が下りてきた。ティグルと同じ、くすんだ赤い髪の持ち主で、黒い瞳には穏やかな優しさを湛たたえている。腕には幼児を抱えていた。

「帰ったか、ティグル」

　ティグルはティッタを離し、男に向き直る。

「はい、父上。ただいま戻りました。――ただいま、ディアン」

　台詞の後半は、幼児に向けたものだ。ティグルの腹違いの弟である。今年で二歳。

　男――ウルスはティグルの前に立つと、息子をいたわるように優しく肩を叩いた。







　ディアンの世話をティッタに頼み、ティグルとウルスは執務室に入った。

　ティグルは、父にこれまでのことを話した。話しはじめると思った以上に時間がかかってしまい、食事や休憩を挟みつつ、話し終えたころには日が傾いていた。

「大変な初うい陣じんだったな……」

　ウルスは息子から視線を外し、窓の外を見つめる。小さく神々への祈りの言葉を唱えて、ティグルに向き直った。だが、彼の視線は息子ではなく、テーブルに置かれた黒弓へと向けられている。

「我が家の家宝が、そんな物騒なものだったとはな」

「代々の当主は、このことに気づかなかったのでしょうか？」

「無理だろう。ジスタートの戦姫と友好関係を結んだのは、私がはじめてだ。国王に次ぐという地位にある方々が、この地を訪れるはずもない」

　実際にオルミュッツへ行ったことのあるティグルには、父の言うことがよくわかった。彼らにとって、アルサスもしくはヴォルン家との友好は、とくに利益を生みだすものではない。

　ラーナの考えるライトメリッツへの牽けん制せいにしても、いまのところはいやがらせ以上のものではなく、必須というほどではない。

「もしかしたら、初代当主はジスタートの人間だったのかもしれないな」

「私も、その可能性はあると思います」

　弓を忌み嫌うブリューヌにおいて、国王を助けたからといって狩人に爵位と領地を与えるだろうか。それに、与えた地がジスタートに隣接しているアルサスだというのも引っかかる。

　ティグルヴルムドというのは先祖の名なのだが、はっきりってブリューヌ人の名前らしくない。もっとも、ジスタート人らしいかといえば、そういうわけでもないのだが。

「――ティグル」

　慎重な口ぶりで、ウルスは言った。

「これからも、おまえは弓を使うか？」

　それは重大な問いかけだった。家宝の弓を使い続ければ、ティグルは恐ろしい世界へ足を踏みいれることになる。魔物と関わらざるを得なくなる。

「使います」

　迷うことなく、父をまっすぐ見つめてティグルは答えた。

「たしかに、魔物は恐ろしいと思います。ですが、この弓は、私が望むものでもあります」

　戦姫の隣に立つために。彼女の力になり、彼女とともに在り続けるために。

「それに、この弓はさすが家宝というか、壊れる心配がないありがたい武器なんです。私は、まだ夢を捨てていません」

　冗談めかした口調でティグルは言ったが、瞳の輝きは真剣だった。

「わかった」

　ウルスは微笑を浮かべて、息子の決意を認める。

「ところで、この家宝の力について知っているのは、おまえ以外では誰がいる？」

「ミラと、ミリッツァだけです。他の者には話していません。ですが、ミラはラーナ様にだけは話すと言っていました。その三人になります」

　言ったあとで、ティグルはムオジネル人の戦士であるダーマードのことを思いだした。

　だが、とくに気には留めなかった。このような話を誰かにしても、信じてもらえるはずがない。それに、彼とはもう会うこともないだろう。

「それがいいだろうな。私も、誰にも話さない。おまえもそうしてくれ。戦姫の持つ不思議な力と関係があることを知られたら、ヴォルン家はジスタートに通じていると思われかねん」

　ティグルは硬い表情でうなずいた。







　それから数日間、ティグルはアルサスで穏やかに過ごした。馬に乗って領内をまわり、ときに山や森に入って狩りをし、屋敷に戻ると父の仕事を手伝った。

　ある日の夜、ティグルは屋敷にある自分の部屋で、弓の手入れをしていた。今度の一件で、ウルスは家宝の弓をティグルに譲った。「おまえが持っているように」と。

　ティグルとしても、どうにかして不思議な力をいつでも引きだせるようにしたかった。この力は、きっとミラたち戦姫の助けになるからだ。

　不意に、扉が外から叩かれた。父の声がした。

「ティグル。おまえに客だ」

　ティグルは首をひねった。こんな夜に、いったい誰が来たというのだ。父の声が、どこか緊張しているふうなのも気になる。

――マスハス卿やユーグ卿ではないのか。

　父の親友である彼らなら、このような時刻に屋敷を訪ねてくることもある。そうでないとすると、まったく想像がつかなかった。

　弓を壁に立てかけ、立ちあがって扉を開ける。深刻な表情の父が立っていた。

「下の客室でお待ちいただいている。――おまえのことだからだいじょうぶだと思うが、くれぐれも粗相のないようにな」

　よほど身分の高い客らしい。ティグルは眉をひそめたが、うなずいて客室へ向かった。

　扉を叩き、名を告げる。男の声で返事があった。ティグルは客室に入る。

　部屋の中では、旅装姿の男が椅子に腰を下ろしてくつろいでいた。四十前後というところだろうか。金色の髪と碧い瞳をした、整った顔だちの男だ。

　ティグルは顔をしかめる。すぐには思いだせないが、見覚えのある顔だった。男はティグルを見て、微笑を浮かべた。

「そなたが、ティグルヴルムド＝ヴォルンか。私のことはルイと呼んでくれ」

　その声を聞いた瞬間、ティグルは目の前にいる人物が誰なのかを思いだした。

「へ、へい……」

「ティグルヴルムド卿。いま言った通り、私はルイだ」

　わずかに眉をひそめて、とがめるようにルイは言った。まだ驚愕から覚めていないティグルは声を出せず、何度もうなずく。

――陛下がどうしてここに……。

　ルイと名のったこの男は、ブリューヌの国王だ。

　ファーロン＝ソレイユ＝ルイ＝ブランヴィル＝ド＝シャルルそのひとである。王都ニースの王宮を訪れた際、遠くから顔を見かけたことがあった。

　ティグルはぎこちない動きで、ファーロン王の向かい側に腰を下ろした。

「そうかしこまらずともよい。私の方が客なのだからな」

　ファーロンは鷹揚な態度で言ったが、一国の王を前にして、緊張するなという方が無理だろう。事前に教えてくれなかった父を、少しだけティグルは恨んだ。

「さっそくだが、今度の戦について、そなたから話を聞きたい」

　二人の間に置かれている小さなテーブルには、葡萄酒ヴイノーの瓶と二つの銀杯がある。銀杯には、すでに葡萄酒ヴイノーが注がれていた。

「失礼します」と言って、ティグルは葡萄酒に口をつける。驚きと緊張とで喉がからからだ。喉を潤うるおし、唇を湿らせ、落ち着きを取り戻さなければ、話などできそうになかった。

　それから、ティグルは説明をはじめた。葡萄酒を飲んでも緊張は依然として解けていなかったが、それでも滞りなくすませることができたのは、数日前に父に話したことで、頭の中で上手く整理できていたからだった。やはり、魔物のことは話さなかった。

　やがて、話を聞き終えたファーロン王は小さく息を吐いた。

「なるほど……。簡単に言ってほしくはないだろうが、大変であったろうな」

「いえ。そのお言葉をいただけるだけでも光栄にございます」

　頭を下げながらティグルが驚いたのは、ファーロンが神々への祈りの言葉を口にしたことだった。王が、自分たちのような者のために祈るというのは、ティグルにとって衝撃だった。

　ティグルを見やって、ファーロンはにわかに表情を真剣なものへと変える。

「なぜ、余がここまで来たのかと不思議に思っているだろうな」

　ティグルはうなずいた。話を聞きたいのであれば、自分が王都に呼ばれるはずだ。ティグルは王都にいい思い出などないが、国王の命令とあらば従うつもりだった。

「実は、ロランからそなたの話を聞いた。あれが手放しで褒めるものだから興味が湧いてな。ちょうど南東の国境の視察も決まったところだったから、少し寄り道をしてみようと思った。それに……王宮では誰が聞き耳をたてているやら、わからぬのでな」

　ファーロンの顔に陰いん鬱うつな陰がよぎる。ティグルは何を言ったらよいのかわからず、黙って国王を見つめていた。

――それにしても、ロラン卿がそんなに褒めてくれたなんて……。

　視察のついでとはいえ国王が会いに来るのだから、ロランの影響力の大きさたるや、尋常ではない。ティグルとしては恐縮するばかりだ。

「ティグルヴルムド卿。そなたに、ひそかに頼みたいことがある」

　冗談を言っている口調ではない。ティグルは居住まいを正した。

「今度の戦、テナルディエ公爵とも話しあってみたのだがな。計画が、事前にムオジネルに漏もれていた可能性が大きい。ムオジネルに通じた者がいるようなのだ」

　ファーロンの言葉は、新たな衝撃をティグルに与えた。

「内通者がいるということですか」

「そうだ。敵将クレイシュ＝シャヒーン＝バラミールは、たしかに屈指の戦上手だ。だが、敵の動きを検証してみるとな……。そこで――」

　ファーロンは続けた。

「そなたにジスタートへ行ってもらいたい。さきほどの話では、ジスタートの戦姫と親しくしているようだしな。もし可能なら、その戦姫殿に事情を話し、しばらくジスタートに留まってほしい。内通者をさがしだせとは言わぬ。基本的には連絡役を務めてもらいたい」

「え、は、はい……？」

　予想だにしなかった話を持ちかけられて、ティグルは狼狽した。数年は行くことがないだろうと思っていた地へ、すぐに行ってほしいと頼まれたのである。一国の王から。

「どうだろうか。それとも、戦姫殿に協力を仰ぐのは難しいか？」

「い、いえ、それは問題ないと思います。ええと、連絡役とおっしゃいましたが……」

「こちらがジスタートの誰かとひそかに書簡をかわす際に、そなたを経由する。また、こちらやジスタートの要請によって動いてもらうこともある。そういった感じだな」

　いくらか冷静さが戻ってきた頭で、ティグルは考える。ミラも、ラーナも、ティグルが頼めば、全面的な支援は無理だとしても、できるかぎりのことをしてくれるだろう。ファーロンにしても、田舎貴族の息子にそこまで過大な期待をかけることはないはずだ。

――そうか。

　田舎貴族の息子の自分だからこそ、内通者は警戒しないだろう。まして、ティグルは以前からミラと親交がある。てきとうな口実をつくれば、留まることは難しくない。

「わかりました」

　ティグルはファーロンに深く頭を下げる。

「力のかぎり、務めさせていただきます」

「よろしく頼む」

　話は終わった。ティグルは立ちあがり、客室を出ようとしたが、扉を開ける前にファーロンに呼びとめられた。

「そういえば、そなたの弓についてだが」

　突然のことに、ティグルは「はい」と答えるのが精一杯だった。

「私はあまり弓に詳しくないが、どれぐらい遠くまで矢を飛ばせるのだ」

　その質問に、どのような意図があったのかはわからない。ただの気まぐれだとか、好奇心だったのかもしれない。ともかく、ティグルは正直に答えた。

「三百アルシンまでなら、必ず命中させてご覧に入れます」

「そうか」と、ファーロンは笑った。好意的な笑みだった。そこに驚きが含まれていないことが、弓について詳しくないことの証明でもあっただろう。

「いまのこの国は、そなたのような者を評価するのは難しい。だが、いずれ、そなたの技量を正しく認め、ふさわしい待遇を与えたいと思っている。励んでくれ」

　その言葉と表情は、ティグルの心に深く焼きついたのだった。







　当然というべきか、屋敷の外にはファーロンの護衛だろう騎士たちが待っていた。彼らに守られて去っていく国王を、ティグルは黙って見送った。

　夜風が自分を落ち着かせてくれるまで、ティグルは立ちつくしていた。密命を受けたこと、そして「励んでくれ」という言葉は、ティグルを浮つかせるのに充分すぎた。

　屋敷の中に戻ると、父が階段を下りてくるところだった。息子を見て、微笑を浮かべる。

「驚いたか？」

「そりゃあ驚きましたよ」

「そうか。だが、私も驚かされたんだ。しかも、おまえから話を聞きたいとの仰せだったからな。いったい何が話しあわれているのか、気が気でなかった」

　そう言われると、さすがにティグルも文句を言いづらくなった。

「陛下は何とおっしゃったんだ？」

「父上。私はジスタートへ行くことになりました」

　ティグルは笑顔で答える。ウルスはさすがに驚いた顔をしたが、すぐに笑ってみせる。

「ここのところ、おまえには驚かされてばかりだな。どのような理由でだ」

　ファーロンとの話を、ティグルは説明した。ウルスはすぐに真剣な表情になった。

「やっとアルサスに帰ってきたばかりだというのにな。だが、陛下のご命令とあっては、聞かぬわけにもいくまい。誰を連れていく？」

「ラフィナックを」

　答えながら、ティグルはあることを考えていた。

――ミラに手紙を書こう。

　きっと彼女は驚き、そして喜んでくれるに違いない。

　大陸中に名を轟とどろかせる。その夢が、強くなる。

　ふと、窓から夜空を見上げる。当然ながら、そこに蒼氷星シズリートはない。

　だが、ティグルは心の中にあの星を思い描くことができた。

　いつかきっと、矢を届かせてみせる。

　あらためて、蒼氷星に誓った。








断章　　　――三年前――









　ティグルがミラの母であるスヴェトラーナに会ったのは、三年前の冬の半ばだった。

　そのとき、ティグルは領内にある村の視察をすませて、屋敷のあるセレスタの町に帰るところだった。とくに急ぐ理由もなかったので、のんびりと馬を進ませていたのである。鞍には、いつものように弓を差していた。

　二本の街道が交差しているところを通りかかったとき、ティグルは五、六人ほどの騎馬の一団と遭遇した。

　ティグルが興味の視線を向けてしまったのも無理はない。彼らは全員が立派な外がい套とうをまとっており、馬も一頭一頭がよく手入れされ、見事な装飾のほどこされた馬具をつけていたのだ。何者かはわからないが、高い地位を持つ裕福な貴族であることは間違いなかった。辺境の領地からあまり出たことのない十四歳の少年の目には、彼らの姿はきらびやかに映った。

「――そこの少年」

　先頭にいる長い黒髪の女性が、ティグルに声をかけてきた。三十代ぐらいか。どちらかといえば優しい声こわ音ねだったが、ティグルは緊張に身体を強こわ張ばらせつつ、言葉を返した。

「何でしょうか、旅の方」

「道を尋ねたい。セレスタの町へ行くのは、この道で正しいのかな」

　内心で、ティグルは首をひねった。彼女のブリューヌ語には、わずかに訛なまりがある。

「はい。この街道をまっすぐ行けば、馬なら半刻と少しで町が見えてきます。あの……よかったら、ご案内しましょうか」

　ここから先は一本道だ。道案内など必要ない。

　それをわかっていながら、ティグルはそう申しでた。この格好と言葉からして、彼女たちは父に――このアルサスの領主であるウルスに会いに来た、異国の客人というところだろう。息子の自分が、礼を失することのないように応対しなければならない。

　女性はティグルを見て「ふむ」と、面白そうに笑った。彼女の青い瞳に見つめられて、ティグルはなぜか居心地の悪さを感じ、身じろぎをする。

「君の名は？」

「ティグルヴルムド＝ヴォルンと申します」

「馬は得意なのか？」

「慣れてはいます」

　おかしなことを聞いてくるひとだなと思いながら、ティグルは正直に答えた。アルサスは小さいが、山野だらけなので馬は欠かせない。視察をするにも、狩りをするにも。

「よろしい」

　つぶやいて、女性は自分の馬から下りる。そうしてティグルのそばまで歩いてきたかと思うと、次の瞬間にはかろやかに跳躍して、ティグルの後ろに飛び乗っていた。ティグルがまったく反応できないほどに自然で、すばやい動きだった。

「な、何をなさるんですか……!?」

　これにはさすがにティグルも慌てた。女性は悠然とティグルに身体を寄せる。

「案内してくれると言っただろう。ほら、早く馬を走らせなさい」

　ティグルはすっかり混乱して、彼女に従っていた者たちに視線で助けを求めた。しかし、彼らは諦めろとでもいうかのように、一様に首を横に振るばかりだった。

――何なんだ、このひとたちは。

　途方に暮れるティグルだったが、頭かぶりを振って考えを切り替える。ひとまず、この女性をセレスタの町へ連れていこう。詳しいことは馬を進めながら聞けばいい。

「わかりました。しっかりつかまっていてください」

　馬の腹を蹴って、ティグルは街道を進みだす。

　しばらくして、ティグルは彼女が左腕をだらりと下げていることに気づいた。まるで力が入っていないかのようだ。右手は、ティグルの肩をしっかりつかんでいるのだが。

　しかし、その疑問をぶつける前に、彼女が質問してきた。

「この弓は、君のものか？」

　鞍に差してある弓だ。ティグルは「そうです」と、答えた。

「君は狩人なのか？」

「いえ」

　ティグルは首を横に振る。少し迷ったあと、秘密を打ち明けるような口調で付け加えた。

「得意なんです」

「弓が？」

　女性は驚いたようだった。無理もないと、ティグルは思う。

　ブリューヌでは、弓は臆病者の武器という扱いを受けている。貴族としての姓を持ち、狩人でもない者が、弓が得意であるはずがない。

　ティグルも、彼女がブリューヌ人であったなら黙っていただろう。もしかしたら聞いてもらえるかもしれないという淡い期待が、少年に言葉を紡つむがせたのだ。

「弓の得意なブリューヌ人がいても、おかしくはないでしょう」

　ティグルがそう言うと、女性は楽しそうに笑う。好意的な響きだった。

「たしかにその通りだ。ではひとつ、弓の腕を見せてくれないか」

　その言葉に、ティグルは身体が内側から熱くなるのを感じた。彼女の声音には冷やかしも蔑さげすみもなく、ただ期待感だけがある。

　何か的になりそうなものはないかと視線を巡らせ、ティグルは遠くにある木に目を留めた。街道のすぐそばに立っているもので、ここからの距離は、目測で二百五十アルシン（約二百五十メートル）ほどだろうか。あれにしようと決めて、ティグルは馬を止める。

「下りようか？」

　女性の言葉に、ティグルは首を横に振った。弓をつかみ、鞍の反対側に下げていた矢筒から矢を一本抜き取る。鐙あぶみをしっかり踏みしめ、馬上で弓をかまえ、矢をつがえた。

　弓ゆん弦づるを引き絞る。風の流れを肌で感じとり、小さく息を吸い、吐いた。

　矢が放たれる。

　山なりに飛んでいき、狙いをつけた木に吸いこまれるかのように、命中した。

　少し得意げな笑みを浮かべて、ティグルは女性を振り返る。彼女は、呆然とした顔で的になった木を見つめていたが、青い瞳を感動で輝かせてティグルに笑いかけた。

「驚いたわ。まさか、あんな遠くの的に当てるなんてね」

「一度だけ、三百アルシン先の的に当てたこともあります」

　相手の口調が変わり、親しげなものになったことにささやかな嬉しさを感じながら、ティグルは再び馬を走らせる。いろいろと聞こうと思ったのだが、年齢はいくつか、いつから弓を扱っているのか、これまでに仕留めた獲物はどんなものがあるのか、などと逆に質問攻めにあってしまい、ほとんど聞けなかった。わかったのは、彼女の名前がスヴェトラーナであること、予想通りウルスに会いに来たことだけだ。

「ブリューヌのひとには馴染みのない名前でしょう。ラーナでいいわ」

「じゃあ、俺、いえ、私もティグルと呼んでください」

　セレスタの町に着くころには、おたがいに愛称を紹介するぐらいに二人は打ち解けていた。







　ティグルの父ウルスは、このとき四十八歳だった。

　くすんだ赤い髪は肩に届くほど長く、顔や腕は日に焼けている。引き締まった長身の持ち主だが、落ち着いた雰囲気は貴族というよりも、学者という印象を見るひとに与えるだろう。

　しかし、剣と槍、馬の鍛たん錬れんはいまも欠かしていない。戦場に出れば、ブリューヌ貴族の名に恥じない戦いぶりを見せる男だった。

　ラーナの突然の来訪に、ウルスはむろん驚いたが、礼を失することなく応対した。

「ほう、ジスタートのオルミュッツ公国から……。たしか、凍漣の雪姫ミーチエリアの異名を持つ戦姫殿が治めておられる公国ですな。このような辺へん鄙ぴな地に、よくおいでくださいました。先にお話をうかがっていれば、こちらから出迎えにまいりましたものを」

　応接室で、ウルスとラーナはテーブルを挟んで向かいあう。中年の侍女が、温めた葡萄酒ヴイノーを満たした銀杯を置いて下がった。

「事前に使者も出さず押しかけたことは、申し訳ありません。この地へは、気晴らしの旅で立ち寄ったことにしていましたので」

　葡萄酒ヴイノーで唇を湿らせると、ラーナは早々に本題へと入った。

「アルサスとして、我がオルミュッツと友好を結びませんか？」

　驚くべき申し出だった。

　大貴族に相当するだろう者が、友好的な関係をつくろうと言ってきたのだ。辺境の小さな領地を治める伯爵に。王子が貧乏人に手を差しのべて仲良くするという昔話が、ウルスの脳裏をよぎった。現実に起きてはたまったものではない。

　ウルスは銀杯を手にとって、葡萄酒をゆっくりと舌の上で転がしながら、間を置いた。

「我がアルサスと友好を深めたい……。たいへんありがたいお話ですな。ところでスヴェトラーナ殿は、現在のオルミュッツでどのような立場にあるのでしょうか」

「昨年までは戦姫でした。いまは――当代の戦姫の母親です」

　微笑を浮かべてラーナは即答する。ウルスは淡々と、質問を重ねた。

「今回のお話は、当代の戦姫殿のご意思ですか。それとも、あなたの？」

「気になりますか？」

「気になりますね」と、ウルスは落ち着いた態度で応じる。

「オルミュッツからこのアルサスに来るには、ヴォージュ山脈を越えるか、北回りか南回りで山脈を迂回するしかありません。先代の戦姫にして、当代の戦姫のご母堂ともあろう方が、どうしてそのような手間をかけてまでこの地に足を運ばれたのか。ましてこの季節に」

「わかりました。説明させていただきましょう」

　そう聞かれることは予想していたとでもいうように、ラーナはにっこりと笑った。

「ライトメリッツという公国はご存じですか、ウルス卿」

「そうですね。顔見知りというていどには」

　慎重にウルスは答えた。控えめな表現というわけではなく、ほぼ事実といってよい。

　ライトメリッツはジスタート王国の南西部にある、戦姫が治めている公国だ。ブリューヌ王国の北東部にあるアルサスとは、ヴォージュ山脈を隔へだてているだけである。

　だが、そのヴォージュ山脈の存在によって、アルサスとライトメリッツの間で交流らしい交流はない。整備もろくにされていない山道を通るより、他の街道や海路を利用した方が安全だからだ。

　何より、アルサスとライトメリッツとでは格が違う。

　たとえば、アルサスでは最大でも三百の兵しか用意できない。一方、ライトメリッツは数千の兵をいつでも動かせる。最大でとなれば、万を超えるという。

「そちらでも最近、新しい戦姫に替わりました。ですが不幸なことに、その戦姫と我がオルミュッツの戦姫は親しくなれなさそうなのです」

「隣人と上手くいかないと大変ですな」

「ええ。もっとも、戦姫同士の戦はよほどのことがないかぎり禁じられておりますが」

　これは当然のことだった。国王に次ぐ地位にある者同士が、それぞれ数千の兵を率いてぶつかりあえば、それは内乱と変わりない。

「この地に、何を求めておられるのです？」

　ウルスはわずかに眉をあげた。

「私があなたがたと友好関係を結んだところで、あなたがたとライトメリッツとの仲が改善するわけではありますまい」

「牽けん制せいになります」

　ラーナは、自分たちの意図を隠さなかった。

「調べさせたのですが、アルサスとライトメリッツを結ぶ山道があるでしょう」

「ええ。ですが、整備されておらず、隊商はもちろん旅人だってめったに通りません」

「ライトメリッツに通じる山道がある。それが重要なのです」

　ウルスはようやく理解した。牽制というラーナの言葉の意味を。

「オルミュッツが、アルサスを通ってライトメリッツに侵入するかもしれない……。その可能性を匂わせたいということですか」

「ええ。現在、ジスタートとブリューヌの仲はそれほど悪くない。ライトメリッツもアルサスに兵を向けるような真ま似ねはできません。国家同士の戦を引き起こしかねませんから」

「なるほど。しかし、我々にとってはライトメリッツの敵意を買うだけのように思えますな」

「何かお困りの際は、助けてあげられるやもしれません。それではご不満ですか？」

　ラーナの言葉に、ウルスはすぐには答えない。自分たちに利益はないという言い方をしたものの、実際は何もないというわけではないのだ。

　オルミュッツと友好を結べば、アルサスはライトメリッツを牽制できる。これは、アルサスの未来を考えた場合、悪くない手札になるだろう。

　いまは、ライトメリッツとの関係も悪いものではない。だが、領地が接しているのはたしかであり、それは動かしようのないものなのだ。

　ヴォージュ山脈はブリューヌのものなのか、ジスタートのものなのかはっきりしない。なぜかといえば、この山脈を手に入れても持て余すだけだと、どちらもわかっているからだ。それゆえに国境線の代わりとしても不安定で、定期的に揉めごとが起きている。

　自分の代でそういった問題を解決し、息子に渡すことができるのならば。

「ひとつ、話をさせていただいてよろしいかな」

　いくばくかの間を置いて、ウルスはラーナを見据えた。

「私には、やりたいことがある。我がアルサスとライトメリッツを結ぶ山道を整備し、いまよりも多くのひとが行き来できるようにすることです。資金、時間に加えて、ライトメリッツとの交渉も必要なことゆえ、自分の代でも実現は難しいと考えています」

　これは、アルサスの領主としてウルスが長年考えてきたことだった。アルサスを発展させるには、何らかの功績をあげて領地を広げるか、街道を整備してひとを呼びこむか、産業を興すかのいずれかしかないと、彼は判断していた。

　しかし、街道が整備されることは、オルミュッツにとって面白くないだろう。ライトメリッツもその恩恵を受けることになるからだ。だからこそ、ウルスはこの話をした。

　ラーナの提案を断ろうというのではない。こちらにはこちらの都合があり、あなたはそれを受けいれられるかと問いかけたのだ。

「その手伝いをすればいいのですね」

　ラーナはあっさりとそう答えた。

　こう返されては、ウルスも苦笑するしかない。オルミュッツと友好を結ぶことを承諾する。

　ところが、これで話は終わらなかった。

「ウルス卿。もうひとつ、提案したいことがあるのですが」

「伺いましょう」

　今度は何を切りだしてくるのか。内心で身構えつつ、ウルスは促うながした。

　しかし、ラーナの言葉を聞いた彼は、おもわず目を見開くほどに驚いた。むしろ、さきほどの話よりも衝撃は大きかったかもしれない。ラーナはこう言ったのだ。

「あなたのご子息――ティグルヴルムド卿を一年ほど私に預けてもらえないでしょうか」

「それは……どのようなお考えからでしょうか」

　葡萄酒ヴイノーを口にしていなくてよかったと思いながら、ウルスは尋ねる。さきほどの話と合わせて考えるならば、人質として預かりたいと暗に言っているようにしか思えない。

「ここに来る途中、彼の弓の技量を見ました」

　その台詞に、ウルスはあらたまった表情でラーナを見つめる。

「どう思われましたか」

「すばらしい」

　簡潔に賞賛したあと、皮肉っぽい笑みを浮かべてラーナは続けた。

「でも、ブリューヌでそう思う者は少数でしょう」

　その指摘を、ウルスは認めるしかなかった。

「おっしゃる通りです。かつて、弓兵の部隊を組織して巧みに運用し、華々しい武勲をたてた者もいましたが、彼はついに認められませんでした。私の息子は宮廷に縁がない……いえ、これは私の非ですな。息子は、アルサスの大地を愛してくれている」

「わかります。私も、娘が戦姫となったとき、言葉では言い表せないほど嬉しかった。自分が主として心血を注いだ地を、愛する子が大切に想ってくれる……。あのときの喜びは、いまでも表現しようがありません。――失礼、脱線してしまいました」

　会え釈しやくして、ラーナは話を続けた。

「我がオルミュッツでは、そのようなことはありません。あの少年にいい影響を与えるのではないかと思います。預からせてもらえるのなら、オルミュッツの客人としてふさわしい待遇をお約束しましょう」

　ウルスはすぐには答えない。ラーナの提案は、非常に魅力的なものだった。

　彼女の言葉に偽りがなければ、父親が願っても与えられないものを、ラーナはティグルに与えることができる。優れた弓の技量に対する周囲の正当な評価と、未知の地での生活を。

　それは、たとえばブリューヌの王都での生活などよりもよいものとなるだろう。

　しかし、危険もある。ひとつは、ラーナの言葉がうわべだけのもので、人質としての厳しい生活が待っている可能性。

　もうひとつは、アルサスとオルミュッツの距離だ。ティグルに何かあったとしても、ウルスはそれをすぐに知ることができず、有効な手を打てない。

　健康に、たくましく育っているティグルは、ウルスにとってアルサスの未来も同然だった。彼女にティグルを預けるのは、ヴォルン家とアルサスを託すにも等しい。

　断るべきかもしれない。しかし、ティグルにこのようなことをさせてやれる機会は、二度と巡ってこないかもしれない。

　時間としては十を数えるぐらいの短さだったが、ウルスの葛藤は深刻なものだった。オルミュッツとの友好に関する問題など、かすんでしまうほどの。

　大きく息を吐きだしたあと、ウルスはラーナを見つめた。

「私としては、息子をお願いしますと言いたいが……。本人の希望も聞きたい。息子が行くと言うなら、あなたにお願いしよう」

　ウルスはティグルを応接室に呼んだ。不思議そうな顔の息子に事情を説明する。

「おまえ、オルミュッツに行ってみるか？」

　ティグルが迷ったとしても、それはほとんど一瞬のことだった。

「行きます」

「いいのか……？」

　息子の決断の早さに、ウルスはおもわずそう尋ねていた。ティグルは笑顔でうなずく。

「以前、地図を見せてくれたときに父上がおっしゃったでしょう。このアルサスにとどまらず、もっと広い世界を見る必要があるって。だから、私は行きます。オルミュッツでいろいろなものを見て、父上に報告します」

「決まりね」

　よく言ったといわんばかりの笑顔で、ラーナが手を打った。







　アルサスからオルミュッツまでは、二十数日の行程だった。

　急げばもっと日数を縮められただろうが、ティグルと、そして何よりもラーナがいる以上、安全を重視する旅になるのは当然だった。

　ラーナの側近たちは、ティグルに好意的だった。ラーナがティグルを可愛がっていたということもあるが、くすんだ赤い髪の少年にかまうことで、彼らの主が無茶な行動をおさえるようになっていたからだ。旅の道中、側近のひとりはティグルにしみじみと言ったものだった。

「君には本当に感謝している。あの方は、少し目を離すとふらっと狩りに出かけられたり、途中で見かけた森に入っていかれたり……。よさそうな川を見つけて、私たちに釣りを競わせたり、仕留めた鹿を誰が早くさばけるか競わせたり……」

　ティグルの素直でもの怖おじしない性格も、微笑ましいものではあったろうが、自由奔放なラーナがじっとしているということほど、彼らにとってありがたいことはなかった。

　そのような次第で、ヴォージュ山脈を越えるころには、ティグルはラーナの側近たちとも打ち解け、他愛のない話をするぐらいの仲になっていた。

「これは私の推測ですが」

　あるとき、とくに仲良くなった側近がティグルに言った。ガルイーニンという初老の男で、ティグルに対しても礼儀正しく接する人物だった。

「スヴェトラーナ様があなたをオルミュッツへ連れていこうとお考えになったのは、戦姫様にお引き合わせするためかもしれませんね。よければご友人に、そうでなくとも、よき話し相手になってもらおうと」

「戦姫様というのは、ラーナ様の……」

「はい、ご令嬢でございます。あなたと同い年の」

「戦姫様は、どのような方なんでしょうか」

　瞳に好奇の色をにじませて、ティグルは訊いた。ラーナに尋ねたこともあったのだが「本人に会って確かめてみてちょうだい」とはぐらかされていたのだ。

「ご立派な方です。ですが、私の言葉は気にしない方がよろしいでしょう。私たちとは違うものを、あなたは望まれているのでしょうから」

　それから数日後に、ティグルたちはオルミュッツの公宮に到着した。







　公宮に着いたティグルたちを出迎えたのは、ひとりの少女だった。

「――無事に帰ってきて何よりです、スヴェトラーナ」

　肩のあたりで切りそろえた青い髪と、混じりけのない氷を思わせる青い瞳が印象的で、手には見事な装飾がほどこされた槍を持っている。凛とした顔つきからは、若さに似合わぬ威厳が感じられた。

　ラーナは少女の前に膝をついて、臣下としての礼をとる。側近たちもそれに倣ならった。

「戦姫様自らお出迎えいただき、感謝の言葉もございません。さっそくですが、ご紹介したい者がおります」

「話は聞いています。ヴォルン伯爵家の嫡男だとか」

　ラーナに促されて、ティグルは彼女の前に立つ。

――この子が戦姫……。

　自分と同じ十四歳だと聞いていたが、その堂々たる態度と、大人たちが彼女の前に膝をつく光景を見ていると、自分よりもはるかに年上に思えた。

――しっかりしろ。

　自分に言い聞かせる。客として訪れた立場だが、ティグルはアルサスの代表でもある。ここで醜しゆう態たいをさらせば、父とアルサスの民に恥をかかせることになる。自分を預かると言ってくれたラーナにもだ。

「お目にかかれて光栄です、リュドミラ＝ルリエ殿」

　右手をさしだして、ティグルはどうにか言うべきことを言った。懸命につくった笑みは、やや引きつったものになっていたが。ミラは苦笑を浮かべて、ティグルの手をとろうとする。

「こちらこそ。歓迎します、ティグル――」

　不意に、ミラが手を半ばで止めて、言葉を途切れさせる。ティグルは彼女の表情を見て、すぐにその理由に思い当たった。見慣れたものだったのだ。

「言いづらいのであれば、ティグルと呼んでください。故郷でもよくそう呼ばれています」

「べ、別にそんなわけじゃ……」

　おもわぬ失態に、ミラは顔を赤くして反論しようとする。しかし、それより先にラーナをはじめとする臣下たちが小さく吹きだした。それは好意的なものだったが、ミラはますます恥ずかしそうにうつむいてしまった。

　その様子に、ティグルは不思議な安あん堵ど感かんを覚えていた。そこにいるのは、ひとつの公国の主ではなく、まさしく自分と同い年らしい少女だったからだ。

　それにしても、何とかしてあげられないものか。そう思い、ティグルにしては珍しく、すぐにある考えがひらめいた。

「――ルリエ殿」

　彼女に呼びかけて、ティグルはあらためて手を差しだす。

「さきほどは言葉が足りず、失礼しました。ここまでの道中でスヴェトラーナ様からうかがったのですが、ジスタートでは親しい者を愛称で呼ぶ習慣があるとか。ティグルという呼び方は、私にとって愛称のようなものです。この地に滞在させていただく間は、あなたにとってよき友人になれればと思っています。よければ、ティグルと呼んでいただけますか」

　このときのティグルのジスタート語では、これほど流りゆう暢ちようにはいかず、ところどころに奇妙な訛りが生じたり、つっかえてしまったりしたのだが、言いたいことは伝わった。

　ミラも気を取り直し、今度こそティグルの手をとる。

「ありがとう、ティグルヴルムド卿。あなたの好意に甘えて、公の場以外ではティグルと呼ばせていただきます。あなたも、そのときは私のことをミラと呼んでください」

　ティグルヴルムドとしっかり呼んだのは、彼女の意地だった。

　二人は笑顔で握手をかわす。

　これが、ティグルとミラの出会いだった。







　オルミュッツでの生活は、ラーナやガルイーニンが何かとよくしてくれていることもあり、順調そのものといえた。ミラとのことを除いては。

　ミラとは、会話をかわすだけでも手探りの連続だった。

　たとえば、ラーナと城下の町へ行き、流行りの吟遊詩人ミネストレーリの詩を楽しんだという話をすると、ミラはあからさまに不機嫌な反応を見せるのである。

　ティグルは自分のジスタート語が拙いために話を正確に伝えられず、彼女を怒らせてしまったのではないかと真剣に悩んだものだった。

　実際には、公務の忙しさによる疲れや、遊んでばかりいるティグルに対する呆れ、母とティグルが仲良くやっていることへの苛立ちなどが混じりあった結果だったのだが、それがわかったのはずいぶんあとのことだ。

　彼女の気分を害することがあっても、ティグルはへこたれず、機会を見てミラに声をかけ続けた。立場の違いは自覚していたが、それでも彼女と仲良くなりたかった。

　アルサスの代表としての意地ももちろんあったが、あるいはこのときすでに、ティグルは彼女に惹かれていたのかもしれない。

　せいぜい挨拶ていどしかなかった会話に、少しずつ世間話が増えていくようになったきっかけは、ミラが城下の町を視察したことだ。

　ラーナがティグルを同行させてはどうかと提案し、ミラはそれを承諾した。

　オルミュッツでさまざまなことを学ぶのが、ティグルの目的だ。ミラにとっては、客人に対するもてなしの一環だった。また、自分の統治の証あかしである町並みを見せたいという、やや自慢めいた思いも、彼女にはあった。

　ところが、いざ視察がはじまると、ティグルはミラの思いもよらなかった行動を見せた。

　酒場を見かけて、あの店で食べた豚肉の煮込みはうまかったという。小さな広場にさしかかれば、先日ここで吟遊詩人が詠っているのを聞いたという。露店の果実水クヴアース売りがティグルの姿を見て親しげに手を振り、少年も手を振り返す。

「あなた、どれぐらい城下を、その……散策していたの？」

　おもわず聞いたミラに、ティグルは「ほぼ毎日かな」と、こともなげに答えた。

　アルサスの外へ出たことがほとんどないティグルにとって、異国の大都市の町並みは何もかもが珍しかった。ただ歩いているだけで、心が弾んだ。

　時間はたっぷりある。衣食住の心配はない。学ぶという大義名分もある。

　客人という扱いなので、外を出歩こうとすれば護衛と案内役を兼ねた騎士がつくが、ラーナがその役目を請け負うこともしばしばあった。そして、彼女は薄汚れた裏通りだろうが、さびれた路地だろうが、おかまいなしにティグルを連れまわした。

　露店で買った串焼きに舌鼓を打ち、道化師クローウンの芸に手を叩き、酒場の喧嘩に巻きこまれ、何気なく買ったパンをラーナとわけあう。ティグルは、城下の町を満喫していたのだ。

　視察を終えて、ミラたちは公宮に戻った。騎士たちにねぎらいの言葉をかけて、ミラは解散を命じる。一礼して歩き去っていく彼らを見送ると、ミラはため息をこぼした。

「疲れたのか？」

　彼女のそばに残っていたティグルが気遣うように尋ねる。ミラは首を横に振った。すねたような目をティグルに向ける。

「違うわ。私は、あなたよりも城下について知らないんだって思っただけ」

「でも、君は忙しいんだから仕方ないじゃないか」

　そう言ってティグルは彼女を慰なぐさめる。今日の視察も、多忙な公務の合間にどうにか時間を捻出したものだと、ティグルはガルイーニンから聞いて知っていた。

「仕方ないなんてことはないわ！」

　はねのけるように、ミラは鋭い声を返した。

「ここは私の公国。私が生まれ育ち、お母様から受けついだ町よ。それなのに、ここに来て一月しか過ぎていないあなたに……！」

　そこまで言って、ミラは唇を嚙みしめてうなだれる。ぽつりと謝罪の言葉を口にした。

「ごめんなさい。言い過ぎたわ」

　ティグルはといえば、困った顔でミラを見つめていた。彼女に非はない。いや、どちらに非があるかとか、そういうことは問題ではない。いま大事なのは、彼女を元気づけることだ。

　自分だって、アルサスのすべてを知っているわけではない。君は公務をがんばっている。どちらもたぶん違う。あれこれ考えて、ティグルはようやく彼女に言葉をかけた。

「近いうちに、二人で町へ出てみないか？」

　ティグルの言葉の意図をはかりかねたのだろう、ミラは顔をあげ、眉をひそめた。

「今日とは違うところを視察したいということ？」

「視察じゃなくて、お忍びだよ。旅人に化けて、何食わぬ顔で町を歩きまわるんだ」

「いやよ、そんなの」と、ミラはにべもない言葉を返した。

「自分はこんなにいろんなことを知っているんだって、知識をひけらかしたいんでしょう。行きたければ、いつものようにお母様と行ってくれば」

　ティグルはくすんだ赤い髪をかきまわし、懸命に言葉を絞りだした。

「名誉の神ラジガストを奉った神殿のそばに、スープを売っている露店があっただろう。あのスープはとてもうまいんだ。それから、緑色の屋根をした二階建ての大きな宿屋、あの宿屋の角には、たいてい吟遊詩人ミネストレーリがいて、遠くの国の話を謳ってくれる」

「何が言いたいの？」

「うまい食べものや、楽しいと思った詩を友達に教えるのは当たり前だろう」

「友達？」

「はじめて会ったとき、友達になろうって言ったじゃないか」

　ティグルがそう言うと、ミラは意表を突かれたように目を見開き、うつむいて黙りこむ。その表情から苛立ちや険しさは消え去ったので、ティグルは内心で安堵の息をついた。

　やがて、ミラは視線だけを動かしてティグルを見上げる。彼女はティグルよりも拳二つ分ほど背が低かった。

「友達として、私をそういうところに誘いたいということ？」

　ティグルはうなずいた。ミラは口をとがらせる。

「貴族らしくないわね、あなた。詩の朗読会でも舞踏会でもなく、葡萄酒ヴイノーや蜂蜜酒に鴨や鶏の肉をそろえた晩ばん餐さんでもなく、露店のスープや街角の歌に私を誘うなんて」

「そういうのはよくわからないからな。ああ、でも、鴨や鶏が食べたいなら、そういうのがいる山を教えてくれれば、がんばってみるよ」

　ティグルの言葉に、ミラは小さく吹きだした。肩をすくめて、大きく息を吐く。

「わかったわ。今度、時間をつくってあげる。あなたなりにやってみせて」

　それから数日後、ティグルは約束通りミラを公宮から連れだした。

　ここで生活をするにあたり、ラーナからいくらか小遣いをもらっていたので、変装のための服を用意するのは難しくなかった。また、ティグルが公宮を出て城下へ行く姿は、いつもの光景と化していたので、連れがいることも、護衛がいないことも、見逃されたのだ。

「この格好、変じゃないかしら」

　麻の長袖とスカートという格好で、その上に毛織りの上着を羽は織おり、つばの広い帽子をかぶったミラは、恥ずかしそうに頰を染めてティグルに聞いた。

「俺は似合っていると思うよ。とにかく、これならミラだって誰にもわからないさ」

　お世せ辞じではない。本当にそう思う。ただ気になったのは、ミラが手にラヴィアスを持っていることだ。麻布を何重にも巻きつけて、槍だとわからないようにしているが、旅の娘の荷物としては少し目を引くかもしれない。このときのティグルは、ラヴィアスがミラにとってどういうものなのか、わかっていなかった。

――でも、それほどおかしいものでもないか。

　ミラとしても、はじめてのお忍びだ。何かあったときに身を守るためにも、使い慣れたものが手元にある方が安心できるだろう。ティグルはそう考えて納得することにした。

　歩きだした最初のうちこそ、ミラは服装を気にしたり、さかんに帽子を手でおさえたりしていたが、やがて気にならなくなったのか、いろいろなものに目を向けはじめた。

　露店のスープをすすり、吟遊詩人ミネストレーリの歌に耳を傾ける。すり潰したジャガイモを乗せたパンをかじり、空き地で九柱戯キーユをやっている少年少女たちに混じる。

　あちらこちらを歩きまわって、二人はおおいに楽しんだ。

　日が傾いてきたころ、二人は一軒の酒場に入った。そこで休憩したら、公宮に帰るつもりだった。葡萄酒ヴイノーを頼み、さきほど見たブリューヌ人の曲芸師の話で盛りあがる。

　隣のテーブルにいる男たちの会話が、二人の耳に飛びこんできたのは、そのときだった。

「そういえば先日、戦姫様が町を視察されていたが……。まだお若いからかもしれないが、どうにも頼りないと思ったな」

「スヴェトラーナ様が戦姫でなくなったのは残念だな」

「とはいえ、そのスヴェトラーナ様が補佐しているという話だ。だいじょうぶだろう」

　まだ半分近く残っている葡萄酒をそのままに、ミラは席を立つ。

「ごめんなさい、先に帰るわ」

　店を出ていく彼女と、自分の分の葡萄酒を交互に見たあと、ティグルは葡萄酒を一気に呷あおってから立ちあがった。店を出て、周囲を見回す。ひとけの少なくなった通りを、ミラが足早に歩いていくのが見えた。ティグルは急いで彼女の隣まで駆ける。

　彼女の横顔は、決して泣くまいと堪えているものだった。

「気にしてないわ。悪く言われたわけじゃないし」

　でも、傷ついたんだろう。ティグルはそう思った。口に出さなかったのは、少年なりの成長の証だった。隣に並んで歩く。しばらくして、ミラが言った。

「戦姫として、私がお母様に何もかも及ばないのはわかっているわ。わかっているのよ」

　ミラが戦姫となってから、まだ一年も過ぎていない。ラーナの時代を懐かしむ声が多いのは当然だった。

　そのことを知っているからこそ、戦姫としてふさわしくあろうと激務に耐えてきた。

「本当に気にしていないのよ。公宮でも、よく言われているもの」

　あきらかな強がりだ。しかし、そのことを指摘しても彼女は認めないだろう。かえって意地を張るのではないかと、ティグルには思える。

「ミラは、お父君――テオドール様のことは好きか？」

　考えた末に、ティグルはそう訊いた。不思議そうな顔をしつつ、ミラはうなずく。

　ミラの父であるテオドールとは、ティグルも一度だけ会っている。ラーナに紹介されたのだ。実直さと穏和さをあわせもった雰囲気をまとう中年の男性だった。以前は官僚として公宮に勤めていたが、ミラが戦姫になると、公職を辞して宿屋の主におさまった。公宮における自分の存在が、娘の統治に悪影響を与えるのを懸念したのだ。

「ミラの身体には、テオドール様とスヴェトラーナ様の血が流れている。つまり、テオドール様のいい部分と、スヴェトラーナ様のいい部分がミラの中にはあるんだ。それだけで、スヴェトラーナ様よりもすごいだろう」

　ミラは呆れた顔でティグルを見る。

「その理屈じゃ、お父様の欠点とお母様の欠点も私の中にはあることになるわよ。二人のだめなところ、よく知っているもの」

「そこはいい部分で何とかしてだな……」

　ティグルが懸命に言い募つのると、ミラは口元に苦笑をにじませた。

「あなたの誠意は認めてあげる。慰めの言葉としては落第点もいいところだけど」

「厳しいな」

　ティグルは肩をすくめたが、その表情は晴れやかだった。

　他愛のない会話をかわしながら、二人の足は自然と公宮に向かう。

　その日の夜、ミラはティグルを自室に招き、はじめて紅茶チヤイをご馳ち走そうしたのだった。







　オルミュッツでの一年はあっという間に過ぎて、ティグルがアルサスに帰る日が来た。

　公宮を囲む城壁の門の前まで、ミラは見送りに来た。

　出会ったときと同じように、二人は握手をかわす。ティグルが言った。

「アルサスに着いたら、手紙を書くよ」

「当然よ」

　ミラは口をとがらせて応じる。それ以上、二人の間から言葉は出てこなかった。

　昨夜のうちに、二人だけの別れはすませてあったからだ。

　蒼氷星シズリートの下で、少年は想いを告げ、少女はそれを断った。

　そしてひとつのおとぎ話を語った。

「また会おうダスビダーニヤ」

　それは、ティグルがミラから教わったジスタート語のひとつだった。

「ええ。また会いましょうダスビダーニヤ」

　ミラはくすりと微笑んで、同じ言葉を返す。

「待っているわ。あなたの矢が、あの蒼氷星に届くのを」

　ティグルの右頰にそっと唇を押し当てて、凍漣の雪姫ミーチエリアは微笑を浮かべたのだった。








魔弾の王と凍漣の雪姫・了　　










あとがき









　はじめまして。どこかで私の作品を読んだことがあるという方は、おひさしぶりです。

　川かわ口ぐち士つかさと申します。本書を手にとってくださり、ありがとうございます。

　あとがきから読むという方に向けて、本作『魔弾の王と凍漣の雪姫ミーチエリア』をご紹介しますと、竜や魔物のいるファンタジー世界で、弓だけが取り柄という田舎貴族ティグルが、惚れた女の子ミラと結ばれるために戦乱の世で奮闘する物語です。

　実は本作、私がＭＦ文庫Ｊから出した作品『魔弾の王と戦姫ヴアナデイース』と同じ世界でありながら、いくつかの違いから別の歴史を歩む物語でもあります。ティグルの父であるウルスが病に倒れることなく。ミラの母が、やはり命を落とすことなく。そして、ティグルとミラがまったく異なる出会い方をしていたら……。本作は、その可能性を描いたものです。

　前作の『魔弾の王と戦姫』はブリューヌとジスタートを舞台としていましたが、本作は他の周辺諸国も主要な舞台となり、新たな物語へと発展していきますので、ぜひ楽しんでください。

　本作の二巻は来年一月頃を予定していますが、もうひとつお知らせがあります。二巻の発売前に実はもう一冊、別の新作をダッシュエックス文庫から本年十一月に出す予定です。

　『黒獅子城奇譚（仮）』という題名のファンタジー作品で、これは以前に書いた『折れた聖剣と帝冠の剣姫』と同じ世界の別主人公たちの物語で、いつもより少し大人向けの作品です。

　旅の騎士グレンと女魔術師リューディアが、雷雨を避けるために、とある廃城で他の雨宿り客たちと夜を明かそうとしたところ、そこで殺人事件が起きて……というこれまでの作品とはだいぶ違う雰囲気になりますので、興味を持たれた方は、ぜひ。

　それでは謝辞を。

　ティグルとミラ、そしてミリッツァにロランと多くの魅力的なキャラクターを描いてくださった美み弥や月つきいつか様、ありがとうございました！　とくにミラについては無茶な注文をさせていただきましたが、すばらしいものを仕上げてくださったこと、感謝することしきりです。

　編集のＫ様、ストーリー上で大事な指摘をたくさんいただき、ありがとうございます！　あとかなり粘ってもらってすみません。それからうちの会社のＴ澤さんには、企画協力及びＤＴＰをやってもらいました。厚くお礼申しあげます。

　この本が書店に並ぶまでの工程に携わった方々にも、この場を借りて感謝を。

　最後に、読者の皆様。ありがとうございました。願わくば、ティグルとミラが切り開く未来を、二人といっしょに見届けてくださいますよう。

　それでは、またどこかでお会いしましょう。





まだ暑さの続く日に




川口　士　　　









著者紹介




川口 士　かわぐち つかさ


１９７９年生まれ。２００６年に『戦鬼』でデビュー。著作に『魔弾の王と戦姫』『折れた聖剣と帝冠の剣姫』『千の魔剣と盾の乙女』など。

私の作品にはよく葡萄酒や麦酒が出てくるのですが、ならばワインやビールを経費にできるのではないかと思って某所に相談してみたところ、書いているのはファンタジーでしょう？　ファンタジーのワインやビールなら経費になりますよという大変まっとうな答えをいただきました。それではファンタジーのワインやビールを求めて旅に出ます。






illustration

美弥月いつか　みやつき いつか


北海道在住のイラストレーター。

以前にアニメで観た魔弾の王をベースにした新作イラストということで、少し緊張しつつ新たなリュドミラに挑戦してみました。

今回のリュドミラは、別作品のリュドミラとはどこか似ているところと似ていないところ、その配分に苦労しました。

川口さんとは以前にも別の本で一緒にお仕事して以来ですが、キャラデザの希望など聞きやすかったので良かったです。
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